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    第三部　プレアデスの奇蹟


    



    



    　十九．


    



    「世界の運命を、お前に丸投げしたい」


    　血の色の空を背後に従え、いきなりセントヴォルト帝国軍首席参さん謀ぼう、バルタザール・グリム准じゆん将しようは不吉そうに笑みながらそんなことを告げた。


    「多島海方面だけではない。バレステロス方面もレヴァーム方面もカイ・アンドロス方面もすべてひっくるめた、この世界に住まうあらゆる人間の現在と未来を、お前の一存で決めろ」


    　西の空には夕映えがあった。気の早い星がちらちら、暮れなずむ海の上にまたたいていた。


    　シルヴァニア王国軍戦闘機隊「ワルキューレ」隊長、坂さか上がみ清きよ顕あきはバルタザールを睨にらむ。いつもやぶから棒に無理難題を押しつけてくるひとだが、それにしてもこの切り出しは尋じん常じようでない。


    



    　帝紀一三五一年、十二月十六日、シルヴァニア王国首都、サントス島シエラグリード──。


    



    　フィオが命を賭として、ミオのメッセージを伝えてきたのが昨日きのうのこと。いま、昨日と全く同じ、シルヴァニア王国軍作戦司令本部のある山の中腹において、夕ゆう闇やみに包まれようとする海原を見晴らしながらバルタザールと清きよ顕あきはふたりきりで対たい峙じしている。


    「ミオのメッセージを受け取り、熟じゆく慮りよした結果、とある作戦がひとつ、おれの脳のう裏りに浮かび上がった。まだアイディア段階ではあるが、うまく運んだならウラノスの脳のう髄ずいを摘出し、代わりにこちらの都合のよい髄液を注入できるだろう。だがただひとつ、作戦のかなめにおいて、おれにも判断のつかない局面が存在する。そこでお前の意見を仰あおぎたい。お前ができるといえば立案に入るし、できないならアイディアを廃棄して別の方策を求めるしかない。ちなみにお前の返答には敵味方を合わせた数十万、数百万の将兵の命がかかっている。覚悟はいいか」


    　スケールの大きすぎる話をひといきに告げられ、清顕は戸惑う。バルタザールは覚悟の完了を待つことなく、質問を口にした。


    「二百機の戦闘機隊を用いて、プレアデスを制空できるか」


    　問われて、唸うなった。清顕自身も昨日ミオのメッセージを受け取ってから、ウラノス王都プレアデスを奇き襲しゆうできると考えていたのだ。清顕でさえ気づいた事実を作戦参さん謀ぼうバルタザールが見み逃のがすはずがない。バルタザールは清顕の返事次第で、プレアデス奇襲作戦の立案に取りかかるつもりだ。


    　いい加減な返事はできない。バルタザールの言葉は脅おどしではなく、本当に世界の命めい運うんが自分の返答にかかっている。少し考え、清顕は質問を返した。


    「プレアデスの敵戦闘機は、どのくらいですか」


    「ミオのよこした情報が全部真実と仮定したなら、プレアデスには四つの飛行場があり、そのうちのひとつ、アイソロス飛行場に一千機の戦闘機がある……らしい。やれるか」


    　こちらの五倍の戦闘機。おそらく首都を直接掩えん護ご（直掩）しているのだから、ウラノス最さい新しん鋭えい単座戦闘機「アリスアクトゥス」だろう。半年前の空戦において、清顕の所属する戦闘機隊「ワルキューレ」は、アリスアクトゥスの大群の前にほぼ一方的に嬲なぶられた。いまだアリスアクトゥスの弱点は発見されておらず、真っ向から立ち向かってはならない相手だ。


    「……こちらの戦闘機は、二百機が上限ですか」


    「四方八方から駆かり集めたとして、二百が限度だな。やるとしたら志願者を募つのるしかないし、行ったなら帰ってこられない片道切符の旅路となる。ただでさえ戦闘機乗りはどこの航空隊も不足しているし、全ぜん滅めつの可能性の高い作戦に優秀な飛空士を行かせることはどの司令官も渋るだろう。実際に作戦が実行された場合、配備数は二百機を下回ると考えてくれ。こちらはよくて二百機、下へ手たをすると百五十機ということもありうる。さらに制空隊と直掩隊を分けねばならないから、制空隊は百機くらいかな」


    　清きよ顕あきはさらに考え込む。この条件は厳しい。


    　普通に考えたなら、やるべきではない。制空戦の勝敗を決するのは物量だ。相手は十倍近く、しかもアリスアクトゥスの性能はこちらの戦闘機を大きく上回る。


    　──勝てない。


    　喉のど元もとまで出かかったその返事を、清顕はしかし飲み込んだ。代わりに条件を出す。


    「……精せい鋭えい中の精鋭を集めることができれば。ワルキューレとイスラ艦隊航空戦隊だけではなく、たとえばヴォルテック航空隊や草くさ薙なぎ航空隊からも、最優秀の飛空士をひとつの戦闘機隊に統合することができたなら……」


    「……ふむ。国境を問わず戦闘機乗りを選抜して、一航空隊に統合するわけか。……なるほど。面白い」


    　うんうんとひとり、納得した素そ振ぶりで何度か頷うなずいてから、また顔を上げた。


    「……よし。それができたと仮定しよう。その場合……勝てるか？」


    　バルタザールの問いかけが腹の底に響いた。自分の返事に世界の命めい運うんがかかっている。


    　勝てる、といえばバルタザールはアイディアを実行に移すだろう。そして数十万、数百万の兵が死傷する作戦が幕をあけ、世界の命運がプレアデス制空戦、すなわち清顕の双そう肩けんに乗せられる。


    　勝てない、といえばバルタザールはいまのアイディアを捨てて、別の方策を探し求めるだろう。その作戦において清顕は中心的な役割を果たすことなく、プレアデス制空戦などという大きすぎるリスクは回避される。


    　いまを生きるものたちの希望が、子どもたちの未来が、五十年後、百年後の世界の運命が、いきなり両肩に乗せられた。自分の一存で決めるには、あまりにスケールが壮大すぎて思考が追いつかない──はずだった。


    　いままでの自分なら。しかし、いまは意外なほどすんなりと覚悟を決めることができた。


    　いまさらなにを迷うことがある。


    「勝てます」


    　きっぱりと、そう言い切る。バルタザールの眼まな差ざしが、清顕の内面を仔し細さいまで観察するように鋭するどくなる。


    「任せてください。プレアデスを制空してみせます」


    　この世界の運命？　上等だ、ぼくに委ゆだねろ。


    「……ほう。自信たっぷりだな」


    　バルタザールは試すように、口く調ちように揶や揄ゆの色を混ぜ込む。清顕は動じない。


    「ウラノス戦闘機隊が十倍いようが、大したものではありません。戦局を個人で決定づける力を持った超エースをそろえれば、勝てます」


    　そううまくいくはずはないと、清顕自身もわかっている。どうこちらに都合のよい条件を想定しようとも、勝機は二割程度だろう。八割方、その制空戦は負ける。だがその事実は隠す。それを言ってしまえばバルタザールはプレアデス奇き襲しゆうを諦あきらめてしまうから。


    　二割も勝機があるなら、それに賭かける。おのれの力で二割を五割に押し広げればよい。勝機が半分もあるなら、あとは時の運。たかがそれだけの話ではないか。


    　──ミオを救い出す。


    　──そのためならば、ぼくは数十万、数百万の命を道連れにしよう。


    　──世界さえ破壊しよう。


    　ミオと世界人類を清きよ顕あきの心の天てん秤びんにかけたなら、ミオに傾く。善人を気取るつもりはない。悪人でいい。大たい罪ざい人にんでいい。ただミオがまた幸せに笑ってくれるなら、ぼくの魂たましいは地獄の底で永遠に灼やかれて構わない。


    「ぼくに命じてください。必ず、プレアデスの空を手に入れます。ワルキューレの旗を、プレアデスに翻ひるがえしてみせます」


    　傲ごう然ぜんと胸を張り、清顕は笑みさえたたえてバルタザールを正面から見やった。


    　バルタザールはしばらく清顕の笑みを観察してから──口の端はを持ち上げた。


    「お前、変わったな」


    「……………………」


    「学生のころは胸くそ悪い偽ぎ善ぜん者しや面づらをしていたが、いまは……ずいぶん人相が悪くなった」


    　返答に困って肩をすくめる清顕へ、バルタザールは憑つき物が落ちたように、まっさらな笑みを送った。


    「軍人の顔だ。悪くない。人道の観点から見たなら間違っているが……軍人になった」


    「光栄です」


    　清顕は称賛の言葉として受け入れた。


    　確かにバルタザールの言うとおり、自分が変わったのだろう。ただの善人ではいられなくなった。昔のように、正義を気取って戦うこともなくなった。いまここにいる自分は、善か悪かでいえば、たぶん悪だ。


    　それに比べると。


    「バルタさんは、ずいぶん人相がよくなりましたね」


    　意い趣しゆ返しとばかりに口く調ちように揶や揄ゆを混ぜ込んでやると、バルタザールはまた笑った。


    「おれの人相は昔からよい。お前が勝手に悪くなっているだけだ」


    　昔のあなたはそんなふうに笑うことはなかったし、こんな軽口もたたかなかったけれど。


    　でもそういうものなのかもしれない。ひとは時間とともに変わっていく。あるものは善人から悪人へ。またあるものは悪人から善人へ。時の流れのなかで、あるものは気高さを手に入れ、あるものは卑いやしさへ堕おちていく。


    「……では、アイディアを検証してみよう。ミオの情報も精査せねばならない。お前の意見を聞くこともまたあるだろう。特に、多島海最強戦闘機隊の構想は面白い。やる価値はある」


    「はい。お願いします。それが成れば、必ず制空できるとお約束します」


    　にやりと笑ってバルタザールは清きよ顕あきの返事を受け入れ、作戦本部へ戻っていった。


    　それから二週間後──。


    　突然、予想もしていなかった一報が、秋あき津つ大陸から清顕のもとへ届いた。


    



    　†††


    



    「信じない」


    　問題の新聞記事をガラステーブルに戻し、清顕は顔を上げてそう言った。


    「こんな記事、信用に値しない。慧え剣けん皇こう王おう国こくの国民を納得させるためだけのものだと思う」


    　指の先の動揺を押し隠しながら、いま執務室に居合わせているワルキューレ副隊長イリア・クライシュミットとシルヴァニア王国女王エリザベートへ目を送る。


    



    　帝紀一三五一年、十二月三十日、サントス島シエラグリード市庁舎五階執務室──。


    



    　イスラ艦隊航空戦隊と行おこなっていた集団模も擬ぎ空戦の途中、突然呼び出しを受けて市庁舎へ駆かけつけ、青ざめたエリザベートから十二月十五日付の秋津日報を手渡された。


    



    『京きよう凪なぎ離宮急きゆう襲しゆう事件、紫むらさきかぐら元隊長を処刑


    　箕み鄕さと大本営は昨さく日じつ未明、旧神しん明めい隊たい隊長紫かぐら（22）を銃じゆう殺さつ刑けいに処したと発表した。既報のとおり紫被告は先月、独断で隊を率ひきいて京凪離宮及び官かん邸ていを急襲し、最高戦争指導会議三名を拘こう束そく監かん禁きん、御ぎよ璽じの強ごう奪だつ、直衛隊員の殺害、譲じよう位い詔しよう書しよ偽ぎ造ぞうの罪を認めていた。皇王陛下の下か達たつにより立会人はなく、葬儀も行われなかった。血縁者が納骨を拒んだため、遺骨は秋しゆう徳とく寺じ無む銘めい墓地に納められた』


    



    　一面の片隅に載せられた短い記事を、三回読み返した。


    　室内を歩き回って、かなり時間をかけて自分の考えを整理してから、もう一度同じ記事を読み直し、清顕はさっきと同じ言葉を繰り返した。


    「絶対に信じない」


    　イリアは腕組みをして壁に背中をもたせかけ、黙って窓の外を見つめていた。エリザベートはきちんとした姿勢でソファーに腰かけ、清顕へ目線を持ち上げる。


    「……シルヴァニア王国と慧剣皇王国には充分な連絡機関がなく、詳しい情報を得るにはセントヴォルト帝国情報局に頼るしかありません。無事を信じたいですが……皇王国は現在、政変に伴う大変な混乱状態にあり、情報も真しん偽ぎの定かでないものが錯さく綜そうしているらしく……」


    「……うん。この記事もきっと、混乱の収拾を狙ねらったものだと思う。新聞なんて、いくらでもいい加減なこと書けるし……。しかもこれ、秋あき津つ日報でしょう？　モラルの低い新聞社だよ、ぼくもさんざんウソばっかり書かれたし……」


    　秋津日報の新聞記者、歌うた国ぐに常とき磐わは学生時代から清きよ顕あきとイリアの関係に首を突っ込み、面白おかしい記事を仕立て上げては読者の反響を引き出していた。清顕たち「エリアドールの七人」を士官学校時代から知っていることは、野心的な歌国にとって格好の「持ちネタ」であり、それ以後もことあるごとに現れては七人のプライベートを土足で踏み荒らすような真ま似ねを繰り返した。真実よりも、大衆の関心を引くことのほうが大事なのだ。だからこの記事もきっと、そうした大衆受けを狙ったものに違いない……。


    　重い沈黙が執務室に立ちこめる。希望の言葉をいくら連ねても、のしかかってくるものを振り払えない。


    　──この罪状では、銃じゆう殺さつされてもおかしくない。


    　清顕の頭のなかで、理性がそうささやく。


    　──かぐらさんは、ひとりで国家反逆罪を背負う道を選んだ。戦争を止めるために……。


    　両足が、震える。イリアの言葉が、清顕の不吉な理性を遮った。


    「……坂さか上がみの言うとおり。皇こう王おう国こくの政局が安定するまで結論を出すべきではない。……いま我々にできるのは、無事を信じることだけだ。この記事は国民向け宣せん撫ぶ工作の一いつ端たんであり、かぐらさんはまだ生きていると信じる……。それ以外に、できることはない」


    　イリア自身も、自分の言葉に確信をもてていないことは語調からわかった。しかし希望をつなぎ止めるには、その文脈しかなかった。


    「……戦いを終わらせよう。一日も早く。平和が戻り、慧え剣けん皇王国との国交が回復したら、本当のことがわかる。きっとまた、かぐらさんに会える……」


    　その言葉に、清顕とエリザベートも重く頷うなずく。いまはそれしかできない。


    「……可能な限り、慧剣皇王国の中ちゆう枢すう部ぶから情報を得られるよう努力します。とはいっても王国にできることは少なく、帝国に頼り切りになりますが……。バルタさんがきっと、信頼に足る情報をつかんでくれることでしょう。かぐらさんとバルタさん、ふたりだけで休戦協定を締てい結けつさせたほどの間柄ですし……」


    　エリザベートは沈痛な表情のまま、窓のむこうへ目を送った。清顕はもどかしさを持てあまして、意味なく室内を歩く。


    　バルタザールはどう対処しているだろう。セントヴォルト帝国統合作戦司令本部の高級参さん謀ぼう将校である彼なら、きっと清顕たちが接することのできない一級情報に触れているはず。吉きつ報ぽうが届くとしたなら、間違いなくバルタザールからだ。


    　けれど。


    「……バルタさんはいま、次の作戦立案にかかりきりのはず。かぐらさんとのことは、いわば私事だ。これだけの難局にあって、個人的案件にどれほどの労力を割けるか……怪しいと思う」


    　イリアの言葉の正しさも理解できる。帝国にとって懸けん案あんだった多島海戦線をたったひとりで休戦へ導いたバルタザールはもはや、ラファエル参さん謀ぼう総長の功績を遙はるかにしのぎ、実質的に帝国軍参謀総長といってよい。バルタザールの指先が、セントヴォルト帝国千年の未来を決する現状において、果たして個人的な事情を優先できるだろうか。


    「うん……。でも、バルタさんはきっと……ぼくらと同じくらい……いやぼくら以上に……かぐらさんを案じてるはず……」


    　清きよ顕あきは自分に言い聞かせるように、頼りない言葉を紡つむいだ。いまここにいないバルタザールも彼方かなたのエアハント島できっと、尽きせぬ煩はん悶もんに身を灼やかれている……そう思えた。


    



    　†††


    



    　同日、セントヴォルト帝国暫ざん定てい首都エアハント島──。


    



    　バルタザールは統合作戦司令本部ビル三階、「グリフォス」とコードネームのつけられた秘密部隊の専用フロアにて、目を血走らせ、壁に貼はられた巨大な海図を睨にらみつけていた。


    　海図上ではミッテラント大陸近海及び南北多島海におけるセントヴォルト帝国艦隊の現在地、そして判明しているすべての敵艦船の位置がマーカーで表示され、フロアに詰め込まれた百八十名の通信解かい析せきスタッフがいつでも確認できるようになっている。


    　清顕からプレアデス制空戦の勝算を聞いて以来、二週間。バルタザールはすさまじい速度で曖あい昧まい模も糊ことしていたアイディアを具現化しようとしていた。


    　まずなによりも先に、プレアデスの正確な針路をつかまねばならない。未来地点を予測しなければ邂かい逅こうすることができないからだ。同時に、ウラノス新多島海方面艦隊の動向もつかむ必要がある。こちらがミッテラント本土逆上陸作戦を開始したなら絶対にウラノス大艦隊が来らい襲しゆうするわけだが、それが北から来るか、東から来るか、いまだつかめないのだ。


    　見えない敵の位置を見定めるには、通信解析と暗号解読、異なるふたつの諜ちよう報ほう技術を併用するのが望ましい。暗号解読が完かん璧ぺきに行おこなえるなら通信解析は必要でなくなるが、現在の暗号解読技術では五桁けたの数字五万個からなる乱数表を解読するのは非常に困難であり、文章全体の五パーセントが解読できたなら上出来、という程度のものだ。


    　どちらかといえば、通信解析のほうが頼りにはなる。


    　これまでのウラノスとの戦いを通じて収集してきた膨ぼう大だいな無線交信データをもとにして、交信の頭書きや、発信された地点、発信者と受信者の身元、ごくわずかな手がかりを頼りに、敵の「気配」を察知する技術が通信解析である。スタッフに必要とされるのは莫ばく大だいな数字の洪水のなかから一定のパターンを見いだす忍耐力、次に仕事への情熱、集中力、記憶力、執着心。これらすべてを兼ね備えた人間はおおむね「変人」であり、セントヴォルト帝国から選りすぐられた変人中の変人百八十名がこのフロアに詰め込まれて、無限につづく文字と数字の海原から、隠れた敵の息い吹ぶきを見いだそうと躍やつ起きになっていた。


    　満員のフロアには長机が何列も並べられて、ここ二週間ろくにシャワーも浴びていない変人たちが一心不乱に敵の吐き出した数字の列に向き合っており、フロアの隅では段ボールからあふれ出たメモや書類を毛布代わりに、十数名のスタッフが倒れ込んで仮眠をとっていた。


    　そしてバルタザールは、天井に届くほど積まれた簡易電子演算機のパンチカードに埋もれて、海図を睨にらみすえている。


    　これだけの努力を集積しても、通信解かい析せきによって判明するのは霧きりのように曖あい昧まいな「ここになにかがいる可能性が高い」というレベルの情報であり、敵の情報将校が充分に優秀であるなら、わざと大量の偽にせ交こう信しんを打ってミスリードを誘うこともありうる。解析を担当するスタッフ同士でも見解が相反することは普通であり、結局のところ、首席参さん謀ぼうバルタザールがおのれの経験と直感を信じて最終的に決断をくだすしかなかった。


    　バルタザールは個々のスタッフが導き出した幾百の通信パターンを参照しながら、見えない敵艦隊の航跡を探し求める。思い当たることがあると山積みの書類の束を搔かき分けて該がい当とうする過去データを探し当て、現在のデータと照らし合わせて演えん繹えきと推理を試み、いくつか仮説を組み立てて、それが失敗するとまた最初からやり直す。


    　この二週間、ほとんど不眠不休で作業をつづけ、確信した。


    　──ウラノス情報将校は、おれに匹ひつ敵てきするほど優秀なやつだ。


    　傍ぼう受じゆできた無線交信は、この情報将校によってすべて操作されている可能性が高い。わずかだが作為的な匂においがする。こちらが無線交信量変化を監視していることを熟知していながら素そ知しらぬ顔で無防備な電文を吐き散らし、怪しげな痕こん跡せきをデータの片隅に残して、こちらがそれらをつなぎ合わせて確証的な情報を得たと喜んでいると、あらぬ方向から敵艦隊が出現してこちらを大混乱に陥おとしいれるような……そんな危険すぎる罠わなが、この天井にまで積み上がったデータのなかに潜んでいる。


    　──この情報将校は……非常に知的であり、悪魔的に性格が悪い。


    　数字のむこうに、計算高く陰湿で性しよう根ねの腐った敵の内面が浮かび上がってくる。


    　──おれはこいつが嫌いだ。


    　顔も名前もわからないが、数列の狭はざ間まからにじんでくるこの敵の人格が、バルタザールに吐き気すら覚えさせる。できるならお近づきになりたくないが、しかしいまのバルタザールの仕事は、この奇形的人格の持ち主が仕掛けた罠をかいくぐり、敵軍の現在位置と規模、針路と速力を看かん破ぱすることだ。


    　──なにがなんでも、やり遂げねばならない。


    　おのれを叱しつ咤たする。


    　──ウラノスに対抗するには、情報しか手がない。


    　現状、セントヴォルト帝国海軍と第二次イスラ艦隊を足してなお、ウラノス多島海方面艦隊には太た刀ち打うちできないと見積もられている。艦船数において勝てないうえに、ウラノスにはさらに十の飛空要よう塞さいがある。空飛ぶ不沈空母が大挙して多島海へ押し寄せてきたなら、帝国軍に対抗する手段は存在しない。ようやく慧え剣けん皇こう王おう国こくと休戦できたとはいえ、本土を追い落とされた帝国軍は息も絶え絶えであり、ウラノスとの戦力差は絶望的なほどに大きい。


    　だがこの戦力差を覆くつがえす方策が、ひとつある。


    　──よくやったぞ、ミオ。


    　天空の王都プレアデスから鳥フイオが運んできた、超一級国家機密情報ウルトラ。


    　小さなこよりにびっしりと、特殊工作員らしい微細な文字で書き込まれたプレアデスの現在位置、速力、針路、地表面施設の内訳、集結しつつある艦隊の概がい要よう。この十数年、セントヴォルト諜ちよう報ほう部ぶが血ち眼まなこになって探しつづけてきたウラノス中ちゆう枢すう部ぶの詳細が、いきなり文字どおりに天から降ってきた。


    　もちろん、はじめは内容を疑った。


    　ミオはウラノスのスパイだ。こちらの混乱を狙ねらい、偽いつわりの情報を記載してフィオに託した……と考えるほうが妥だ当とうである。しかし一応念のため、ミオの示したプレアデスの現在位置、すなわちミッテラント大陸クリスター方面の無線交信量変化を追ってみたところ、確かにこれまでとは異なる交信パターンが数列の狭はざ間まから浮かび上がってきた。


    　ウラノス飛空要塞が発する電信文とは「匂におい」の異なる未知の頭書きと、明らかにほかのものよりも「堅い」暗号群。ミオに指摘されなかったなら見落としていたであろう、不ふ可か思し議ぎな数字の潮ちよう流りゆうが、無限に広がる数字の海原を横切っていた。もしかするとこれも謎なぞの情報将校が仕掛けた罠わなかもしれないと疑ってかかったが、どうも明らかに傾向が違う。こちらの目を引くために吐き散らしたカバの反へ吐どのごとき交信量変化ではなく、藻もに隠れた岩いわ魚なのような、目を凝こらさなければ決して気づかない微妙な交信量の増減だった。このささやかな数字の潮流には、敵情報将校の陰湿な笑みではなく、ミオの汚れない微笑ほほえみが透けているようにさえ思えた。


    　バルタザールは三十名の暗号解読スタッフをこの潮流へ差しむけ、徹底的にその正体を洗った。四日目、潮流の源泉に「非常に巨大な未知の飛空要塞」が存在していることが結論づけられた。そしてこの要塞は、ミオの指摘したとおりの速度で、ミオの指摘したとおりの針路を取っていることがわかった。


    　バルタザールはもはや疑わなかった。


    　──ミオもまた、あの誓せい約やくを守っている。


    『たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない。友情は永遠だ』


    　誓約に巻き込まれたときは、青くさくて小便くさくて恥ずかしくて、二度と口にすることなどあるまいと思っていたが、いまは何度でも大声で世界に対してわめき散らしてやりたい。それほどに感謝している。


    　──あの誓ちかいが、世界を救う。


    　──この戦争を終わらせる。


    　そのことを確信し、ゆっくりと西南西へ移動しているプレアデスを追いながら、暗号解読の作業を急がせている。


    　──待っていろミオ、お前に奇き蹟せきを見せてやる。


    　決意とともに、暗号解読班が成し遂げた成果を机上に積み上げ、通信解かい析せき班の解析データと照合する。暗号解読は非常に困難な作業であるが、ミオのくれた一条の光を当てることで意味がわからなかった頭書きの意味が判明し、それを足がかりにして新たな仮説が組み上がり、目撃報告や過去のデータとさらに付きあわせることで解読できる範囲がゆっくりと広まってきていた。


    　大だい胆たんな仮説の構築と、それがいくら崩れ落ちようと絶対に諦あきらめないバルタザールの執念が、王都プレアデスとウラノス艦隊を覆おおい隠す乱数表のベールを少しずつ剝はぎ取っていく。


    　暗く淀よどんでいた暗号の海原が、ミオの灯ともした光を中心にして、ゆっくりと少しずつその全ぜん貌ぼうを明らかにしようとしている。バルタザールは暗号解読部隊「グリフォス」百八十名のスタッフと共に光の先、ウラノス王都プレアデスを目指す。


    　窓の外の日が陰り、夕映えが漆しつ黒こくへ染まり、フクロウの声を聞き流しながら山積みとなった書類を搔かき分けて、朝日を浴びてコーヒーを流し込み、無限に押し寄せる数列の波は濤とうを乗り越え搔き分け押し返し、また日が暮れて力尽きるとスタッフと同じく床ゆかに横になって目を閉じた。


    　もうなにを考える力もない。


    　あとは眠るだけだ。一秒もおろそかにしたくない。さっさと寝て、体力を回復させ、起きたらまたウラノスの暗号と戦わねば……。


    　そのはずなのに。


    　疲れ果てて閉じた瞼まぶたには、この場に全く関係ないものが映り込む。


    



    　磔はりつけにされた黒髪の女性。


    　心臓部に、弾だん痕こん。


    　流れ出た血が、赤土を真っ赤かに染めている。


    



    　──紫むらさき。


    



    　その名が脳のう裏りに浮かぶと同時に、バルタザールの肺が両断される。横おう隔かく膜まくが引きちぎれる。肉体を構成するすべての細さい胞ぼうが痛みを放ち出し、喉のど元もとから重い呻うめきが擦かすれ出る。


    　気力も体力も限界を超えているはずなのに。考えまいとしているのに。私情に懊おう悩のうしている場合ではないというのに。国家の興亡が、多島海世界の未来がこの両肩にかかっているときなのに。


    　思考の中ちゆう枢すうに、木き杭ぐいにつなぎ止められたかぐらの亡なき骸がらが嵌はまり込んでいる。


    　光の失うせた瞳ひとみが、じいっと足下の血だまりを映している。


    「ぐぅぅ……っ!!」


    　身体からだの奥底から溶岩流のごとくあふれ出すものがそんな獣けものじみた唸うなりに変じて、バルタザールは床ゆかに手をついて上体を起こし、両目を爛らんと光らせた。


    　──なぜあのとき、あいつを行かせた。


    　──もしもおれが追っていたら、もしくは……。


    　立てつづけに、そんな後悔が胸の底から寄せてくる。休戦協定を締てい結けつしたあと、かぐらは「また、会えるよ」と笑え顔がおで告げて、味方の陣営へ右足を引きずりながら帰っていった。あのときバルタザールは、かぐらの死を予感していた。おのれの心が「かぐらを抱き上げ、こちらの陣営に連れてこい」と叫んでいた。しかしバルタザールは動けなかった。橋のたもとから敵の機き関かん銃じゆうがこちらを指向していたし、敵味方数万の兵が橋上を注視していたし、もしも慧え剣けん皇こう王おうの代理人であるかぐらを強引に拉ら致ちしたなら、休戦協定そのものが破棄されてもおかしくないから。


    　──だがしかし、それでも、連れ帰るべきだったのでは。


    　悔くやんでもいまさらどうしようもないことはわかっている。しかしバルタザールの内面は、道理や状況を無視してひたすら、あのとき一歩も動けなかった自分を責め立てる。


    　眠るのを諦あきらめ、洗面所で顔を洗い、鏡に映るおのれのすがたを見た。


    　ひどい容姿だった。髪はぼさぼさ、目は充血し、眼がん窩かは落ちくぼんで黒ずんでいた。手て櫛ぐしで髪を整え、目のまわりに冷水のタオルを当てた。熱を帯びた両目に冷たさが染み込んでいき、冷静な思考が戻ってくる。


    　──おれにはどうしようもなかった。あいつを救うすべは、あの状況では皆かい無むだ。


    　──受け入れろ。あいつの死を。いくら後悔してもなにも変わらない。


    　自分へそう言い聞かせる。


    　けれど。


    　──死んでいない。


    　魂たましいの深しん淵えんから、そんな声が聞こえてくる。


    　──まだ生きている。


    　理性がいくら諫いさめようとしても、その声はやまない。


    　──あいつが、そう簡単に死んでたまるか。


    　魂がそうささやくと、瞼まぶたの裏に張り付いているかぐらの亡骸に生せい気きが戻った。


    　かぐらは、再会の刈かり羽わ橋ばしで見せたものと同じ、透き通った笑え顔がおをバルタザールへむける。


    『また、会うよ。わたしたち七人で』


    『会えなくても、ずっと、一緒にいるよ』


    　あのときの言葉が耳元へ蘇よみがえる。


    　バルタザールはタオルを目元から外し、もう一度鏡を見る。さっきより少しはマシな顔になっていた。


    「戦争を終わらせろ。話はそれからだ」


    　鏡にむかって、そう告げた。現状、ここでいくらあがこうとも、かぐらの生死が判明することはない。


    　とにかく一刻も早くミッテラント戦線にケリをつける。それから慧え剣けん皇こう王おう国こくへ赴おもむいて、自分の目で真実を確かめる。この苦しみに決着をつける手段は、それしかない。


    「待っていろ、紫むらさき」


    　かぐらは第二次多島海戦争を終わらせるために、我が身を捧ささげた。百七十万人の帝国兵が秋あき津つ大陸を無欠撤退できたのは、かぐらのおかげだ。


    　ならばいまおれがやるべきは、この百七十万人を最小の被害でミッテラント大陸へ逆上陸させ、ウラノスを滅ほろぼすことのみ。


    　それが、かぐらの想おもいに応こたえる道だ。それ以外、なにも考えるな。
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    　──紫むらさき。おれはお前を、思考から締め出す。


    　バルタザールはかぐらの面おも影かげを払い落とし、机に戻って再び、膨ぼう大だいな数字の海原へと漕こぎ出した。ほかになにも考えず、一心不乱に、数字のむこうに見え隠れする敵の思惑にのみおのれのすべてを集中する。


    　──この戦争を終わらせて、お前に会いに行く。


    　──この手ですべてに決着をつけてから。


    　──必ず、お前に会いに行く。


    　だから、いまは、すべての能力を振り絞り、ウラノスを打倒することのみを誓ちかう。


    　きっとお前は生きている。


    　あの悪いた戯ずらな微笑ほほえみでおれを見上げ、悪ふざけだったのだと告げる。


    　おれはすべて許す。


    　お前にどんなにからかわれようが、騙だまされていたことをバカにされようが、お前が生きていればなにもかも許す。

  


  
    



    　二十．


    



    　闇やみのなかでうずくまっているだけでは、状況は悪化する一方だ。


    　闇を裂く一条の光に手を差し伸べ、壁の破れ目に両手をねじ込んで押し広げなければ、いつまでも視界はひらけない。


    　勇気を出して行動する必要がある。希望はその先にしかない。


    　そう決意したから、自分はいまここにいる。


    「おはようございます。今日もいい天気ですよ」


    　カーテンをあけて、早朝の光を病室いっぱいに呼び込み、ミオ・セイラはベッドで半身を起こした白髪の老ろう婆ばへ微笑みかけた。


    「……………………」


    　個室の主ぬし、ナターシャ・ベロアはミオの言葉に頷うなずきもせず、紅茶のカップを両手で握って窓の外へうつろな目線を送る。


    　枯れ落ちた老木そのもののナターシャだが、いまから二か月半前、突然ミオが病室を見舞って看病をはじめたころは半狂乱となって抵抗した。聞いたこともないような罵ば声せいをミオへ浴びせ、ものを投げつけ、口に含んだ薬液を吐きつけた。初日は三分、二日目は二分、三日目は一分、室内に滞在するのが限界だったが、ミオは根気よく、隠れ家であるヘドウィグ酒場から毎日毎日スラム街を歩き抜け、ペトラ山地を登って、中腹にあるこの療養所までお見舞いをつづけた。


    　いま、希望をつなぐにはこれしかない。ゼノンに発見されるリスクは受け入れよう。現在ミオは潜せん伏ぷく中の身の上であるが、たかがスパイ見習いひとりに追っ手がかかっているとは思えないし、多少の危険を冒してでもここへ通う価値はある。そう自分に言い聞かせ、どれだけ罵ば倒とうされようがめげることなく、ハチドリ──ライナ・ベックの母親であるナターシャへ献身的な介護をつづけ、一か月が経たつころにはナターシャのほうが根負けしたのか、それともミオを新入りの看護師と勘違いしたのか、身の回りの世話を許されるようになった。


    「ストーブ使いっぱなしだから換気しますね。少し寒いけど我慢してください」


    　言葉をかけても、罵声が返ってくることもない。まともな返事ももちろんないが、それでもこうして同じ空間にいることを認められただけでもずいぶんな進歩だ。引き上げ式の窓をあけて、薪まきストーブが暖めた室内へ真新しい大気を呼び込む。山腹の朝を胸いっぱいに吸い込んで身を引き締め、今日一日に備える。


    



    　帝紀一三五二年、一月四日、王都プレアデス、ステファノ地区ペトラ山地療養所──。


    



    「十月革命」と呼ばれるあの政変が起き、命からがらユリシス宮殿を落ち延びて、ステファノ地区のヘドウィグ酒場に負傷したイグナシオと共に隠れ、プレアデスに関する機密情報をフィオに託して清きよ顕あきのもとへ放ってから、二か月半ほどが過ぎていた。きっとフィオのことだから無事に清顕のところへたどり着いたと信じるしかなく、ただ隠れてイグナシオを看病しているだけでは事態はいっこうに改善しないから、ミオは勇気を出して同じ地区にあるこの療養所へ毎日足を運び、ハチドリの訪れを待っている。


    　いまはこれでいい。こうしてここにいれば、いつか必ず、ハチドリが来る。


    　彼に会うことができたなら、クレアの現状に関してなにかわかるかもしれない。新聞報道によればユリシス宮殿の政治犯牢ろう獄ごくに囚とらわれている、とのことだが、ミケーネ派の貴族に匿かくまわれていまだ逃亡中という噂うわさもあり、真相は闇やみのなかだ。ハチドリの立ち位置であれば、重要な秘密を知っていてもおかしくない。いまこの天空の都プレアデスにおいて、ミオが頼れるのはもはやハチドリだけだった。


    　もちろんこれは、懸け念ねんのほうが大きい。


    　──ハチドリはゼノンの部下、Ｓ級工作員パトリオテイスの一員だ。


    　──だから彼にここで会えば、ゼノンのもとへ連れ戻されるかも……。


    　現在のプレアデスにおいて、前女王ニナ・ヴィエントの召使いなど、職業も住むところもない流る民みんに等しい。そんなものに味方をしてもハチドリには一文の得もなく、ミオを見つけたなら縛しばり上げてゼノンへ送り届け、上司の寵ちよう愛あいを得るほうがよほど賢い。


    　──でも。


    　──ハチドリはもしかしたら……損得抜きに、わたしたちに味方してくれるかも。


    　その思いが、捨てきれない。ライナの内側に存在していたハチドリ人格とはじめて接触したのは、エアハント士官学校時代、いまから約四年前の冬だった。それから王都プレアデスに流れ着き、彼を教官役としてラミア離宮と天宮で特殊工作員になるための訓練を受けた。その決して短くない過程において、ミオは一度だけ、ハチドリのなかにわずかに残された「人間性」を垣かい間ま見た。


    『ミオっ、ちくしょう、なにしてる、さっさと止血して車を呼べっ!!』


    『ミオっ、諦あきらめるなっ、この程度で死ぬような鍛きたえ方はしていないっ!!』


    　クレアに誘われ、新年パーティーにお忍びで出かけて、刺し客かくに襲おそわれたあのとき。クレアをかばって瀕ひん死しの重傷を負って倒れたミオの手を握り、ハチドリは間近からそんな言葉を懸けん命めいにかけていた。


    　どう思い出しても、あのときのハチドリは表情といい言葉遣いといい、握った手から伝わってくる優しさといい、とてもいつものハチドリとは思えなかった。かといってライナ・ベックともまた違った──見たことのない誰かだった。


    　もしかしたらあのひとは、本当にハチドリではなかったのかもしれない。


    　ミオはそう思いながら、病室の壁にかけられた、身なりのよい子どもの写真を見やる。


    　ナターシャ・ベロアの息子、トマス・ベロア。


    　ハチドリとライナ・ベック、ふたつの人格が生まれる以前の……主人格。


    　あのときミオの手を握って、生きるよう励ましつづけていたのはもしかすると──。


    「あなたなの、トマス……？」


    　ミオは写真のなかの子どもに話しかける。


    　ハチドリという人格の奥に、ライナ・ベックという人格の奥に、主人格トマス・ベロアはいまだ息づいているのかもしれない。そしてそのひとは、心身を失調した母親を治療するため、自みずから特殊工作員となって過酷な潜入任務に身を投じる傍かたわら、給料を全部治療費に費やしてしまうほど、心優しいひとではないのか……？


    　──トマスがまだ、ハチドリのなかにいるなら、もしかすると。


    　──わたしたちを助けてくれるかもしれない……。


    　望みが薄いことはわかっている。


    　けれどこんな細い綱つなにすがるしかないほど、ミオがはまりこんだ泥沼は深い。じっとしていたならすぐに全身泥でい濘ねいに埋まり、空むなしい気き泡ほうを吐いて永遠に消えていくしかない。せめてあがかなければ。フィオが無事に清きよ顕あきのもとへたどり着いたと信じて。ミオの想おもいを受け取った清顕が、世界最強の戦闘機隊ワルキューレを率ひきいてプレアデスへ来ると信じて。


    「絶対、諦あきらめない」


    　ミオはトマスの写真を見つめながら、自分を励ます。


    「待っててね、クレア。必ず、カルに会わせてあげるから……」


    　いまどこでどうしているかもわからない親友、ウラノス女王ニナ・ヴィエント──クレア・クルス。


    　十月革命の際、天宮への敵兵侵入を受けて、ミオはクレアの囮おとりとして、イグナシオと共に敵兵の目を引き付ける役目を担になった。侍じ従じゆう長ちようウルシラ伯はく爵しやく夫人と共に別口から逃げることになったクレアは、別れ際、こんなことを言った。


    『もしもわたしになにかあっても、絶対に復ふく讐しゆうしないで。そのときはわたしのことは忘れて、自分のために、自由に生きて』


    『ミオ、あなたがくれた言葉を、そのまま返すね。自分の幸せを考えて。あなたは、幸せになっていいの』


    『あなたたちは生き残るのが最優先。わかった？　命令です、生き残りなさい』


    　ウラノス女王という身分でありながら、一いつ介かいの召使いのために、切せつ羽ぱ詰まった状況でもこんなに思いやりのこもった言葉をかけてくれるクレアのことが本当に大切だし、大好きだ。クレアの幸せを抜きに、ミオ自身の幸せを考えることなど、とてもできない。だからなにがなんでもクレアには、カルエルと再会して幸せになってほしい。そのためであればミオは、いま自分にできることはなんでもするし、どんな卑ひ怯きような手段だって使う覚悟だ。もしかしたらここを訪れたハチドリは、わたしが勝手に母親を介護していることに腹を立てるかもしれないが、関係ない。とにかくハチドリに接触しなければ、事態はなにも動かないから。


    　そう自分に言い聞かせていた矢先、病室のドアが突然ひらいた。


    「……………………」


    　待ち人は室内の様子をひとめ見て、一瞬にして目め尻じりを釣り上げ、おなじみの殺気を室内いっぱいに充満させた。


    「ひっ……！」


    　ナターシャが怯おびえて、あわてて布ふ団とんを頭まで引っ張り上げる。


    　ミオも一瞬だけ息を飲み、それから覚悟を決めた。


    　二か月半近く、ずっとずっとずっと待っていたひとは、後ろ手にドアを閉めるとミオへ殺気の焦しよう点てんを合わせる。


    「久しぶりね、ハチドリ」


    　ハチドリは見舞いの花束を胸に抱えたまま、ただミオを睨にらみすえるだけで返事しない。


    「勝手にこんなことして怒ってる？　当たり前か。でもごめん、こっちももう、ほかにどうしようもなくてさ」


    「……………………」


    「……外、行こうか？　お母さん、怖がってるし」


    　ハチドリは返事することなく、花束を花か瓶びんへぞんざいに突っ込むと、部屋の外へむかって顎あごを振った。ミオはしおらしく頷うなずき、黙って廊下へと出た。


    



    



    　療養所の裏手には、患者用の遊歩道があった。一月の寒空の下では散歩しているものもおらず、ミオとハチドリはふたりきり、枯れた並木道を歩いた。


    　ハチドリはひとことも話すことなく、自動人形のごとく歩を前へ送るのみ。もしかするとこのまま療養所を離れて山深くまでミオを連れていき、そこで殺すつもりかもしれない。それでもいい、とミオは覚悟を決めて、ハチドリと並んで肌はだ寒ざむい道を行く。


    「クレアの消息を知りたい。わたしの望みはそれだけ」


    　隠すことなく、目的を告げた。


    　ハチドリは答えない。


    「迷惑なのはわかってるけど、でも……ほかにもう手段もなくて。ここで親しん戚せきのふりしてお母さんの介護しながら、あんたを待ってた」


    　山の大気は骨まで沁しみそうなほど凍いてついていて、ミオが淡々と告げる言葉は、白いかすみになって青空へ消えた。


    「わたしは、お前の敵だ」


    　唐突に、ハチドリは低く告げた。そんなこと、わかっている。


    「うん。知ってる」


    「局長ゼノンは、お前を捜している」


    「へえ。じゃあ、わたしを連れていけばあんた、大手柄だね」


    　ハチドリは歩を止めて、ミオを振りむく。


    「わたしがそうしないとでも思っているのか？」


    　この空よりもよほど凍てついたハチドリの目線だった。


    　ミオも足を止めて、ハチドリへ静かに告げる。


    「連れてっていいよ。あんたがそうしたいなら。なんならここで殺したってＯＫ。そのくらいのことは、もう覚悟してる」


    「……………………」


    「煮るなり焼くなり、好きにして。プレアデスにはもう、あんたしか頼れるひといないし。そのひとに見捨てられるなら、もう仕方ないし。だから……なにされても文句いわ……!?」


    　言葉尻じりは、喉のど首くびを絞め上げるハチドリの右手に遮られた。


    「わたしを甘く見たな」


    　ミオの首を絞めながら、ハチドリは眼光を鋭するどくする。込められた力が本気であることは、ミオにもすぐにわかった。


    「殺されはしないとでも思ったか？　何年も訓練を共にしてきた人間を簡単に殺すことはないと？」


    　苦しい。息ができない。肺が酸さん素そを求めて悲鳴をあげる。両手が、ハチドリの手を押さえるために持ち上がりそうになる。


    　けれどミオは抵抗しない。


    「わたしの内面に、付け込む隙すきがあると？」


    　ハチドリの指に、本物の殺気がこもった。


    　本当に殺される。


    　凍いてついたハチドリの表情が、視界から薄れていく。空が、消えていく。


    　けれどミオは、抵抗もせずにそのまますべてを受け入れる。


    　──ここで殺されるなら、それでいい。


    　──わたしは賭かけに負けた。それだけ……。


    　クレアに、清きよ顕あきに詫わびながら、ミオはここで殺される宿命を受け入れて両目を閉じた。


    　ふぅっ、と視界がすべて暗転して、膝ひざから力が抜けた。


    　なにか堅いものに身体からだが打ち付けられた。


    　そしていきなり、すさまじい勢いで酸素が肺へ流入してくる。肉体が新しい大気を求めて過呼吸となり、地面に横たわってほとんどのけぞるようにして酸素を吸い込む。


    　目の前に、ハチドリの靴があった。そのつま先を見つめ、ミオは身体の制御もままならないまま、ただ吸気をしていた。


    　呼吸が落ち着くのに数分を要した。ハチドリは黙って突っ立ったまま、ミオの症状が収まる様子を見下ろしていた。


    　ミオはなんとか上体だけで起きあがり、地面に膝を流して座り込み、ハチドリを見上げた。


    「……まだ苛いじめる？」


    「……………………」


    「……クレアがどこにいるのか教えて」


    「それを知ってどうする」


    「助けに行く」


    「お前ひとりで？」


    「ひとりでも。行く」


    　ミオは眼まな差ざしに決意を込める。ごまかしはハチドリには通用しない。ただ自分の本当の気持ちだけを、まっすぐ投げつけるしかない。


    「プレアデスに、ニナ・ヴィエントの味方はもういない。助け出すことができたとしても、お前とニナだけで逃亡をつづけるのは不可能だ」


    「……それでも。助けたい。助けないと」


    「……ままごとだな。付き合いきれん」


    　ハチドリは言い捨てて、きびすを返し、歩み去ろうとする。


    　ミオは黙って、遠ざかるハチドリの背を見送り、意を決して言った。


    「お母さんが。一度だけ、あなたの写真を見つめながら言ったの」


    　ハチドリの足が、止まった。


    「あのとき、うちに来たのは教きよう皇こうよ、トマス」


    　それはハチドリの母が一か月ほど前に唐突に呟つぶやいた言葉だった。


    　ハチドリの横顔が、こちらをむいた。


    「わたしには意味がわからないけど。いつもはふわふわしてる口く調ちようが、そのときだけすごくしっかりしてて……なんていうか、理性があった」


    　いつも決して感情を表に出そうとしないハチドリの表情に、ほんのかすかな驚きが垣かい間ま見えた。


    「……確かか。……母上が、そうおっしゃったのか？」


    「うん。一か月くらい前。その日はいつもよりずいぶん体調もよくて……」


    　ハチドリは見ひらいた目をしばらくミオへむけてから、顔を前へ戻し、眼下に横たわるプレアデスを見やった。


    「イラストリアリ教皇が……あのとき家に……」


    　ハチドリは遠い記憶を探っているらしい。ミオは憶おく測そくするしかないが、病室に掛けられた写真から見るに、ハチドリの出しゆつ自じはかなりの大貴族だ。しかしなんらかの原因でその立場を追い落とされ、母親は心身を失調して寝たきりになり、ハチドリは特殊工作員に身を落とすことになった。ハチドリは任務の合間に、父親を追い落としたのは誰なのかをいまも調査している。


    　あのとき母親が呟いた言葉はもしかすると、ハチドリ一家を貶おとしめた事件の重大なヒントなのではないか。そう思って一か八かで告げてみたが、ハチドリの反応は予想以上だった。ミオのことなど目に入らない様子で、数分間、風景を睨にらみつけて黙もつ考こうに沈んだ。


    　やがて、両方のこぶしを強く握りしめ、ぽつりとこぼす。


    「……なるほど。……すべて符合する。符合するがしかし……」


    　ミオからはハチドリの背中しか見えない。表情はわからないが、その背中から、大きな悲しみがあふれ出るように見えた。


    「……少しは、役に立てた？」


    　思い切って、聞いてみる。ハチドリは問いに答えず、ただ空を仰あおいだあと、こちらを振り返りもせず、


    「……わたしは母上から、そんな言葉を聞いたこともない」


    「わたし、毎日、お母さんと一緒に病室にいたから。あんた、仕事忙しくてあんまり来られなかったでしょう？　だから……うん。偶然、聞けた。それだけ」


    「……………………」


    「恩返し、できたかな。あんたには二、三回、命助けられてるし」


    　ふん、とハチドリは聞こえよがしに鼻から息を抜いて、


    「……最後にやっと、役に立ったな」


    　そんな憎まれ口を叩たたく。ミオは少しだけ、笑みを返した。


    「あんたに鍛きたえられたからね」


    　ハチドリは少しだけ、横顔をミオへむけた。表情は、相変わらず厳しい。


    「いまの情報に免じて今日は見み逃のがしてやる。だが二度とここには来るな。来たら殺す」


    　取り付く島もなく、ハチドリはそう断じた。


    　ミオの胸を、寂しさが吹き抜けた。こうなることはわかっていた。えり抜きの特殊工作員であるハチドリがそう簡単に、自分の陣営の情報を流すわけがない。


    　この二か月半、毎日ここに通った成果は、ゼロだ。ただ、ハチドリには役立つことがあったらしい。それでよしとしよう。


    「……うん。……わかった。……お母さんに、よろしく。わたしのこと、熱心な看護師だと思ってるみたいだから……」


    「……お前がニナ側に与くみする限り、わたしとは敵だ。そのことを忘れるな」


    「……わかってる。ごめん。迷惑かけたね」


    　うつむくミオへ、ハチドリは語調を厳しくする。


    「……行け。貴き様さまらのお友達ごっこに付き合っていると反へ吐どが出る。万が一お前が後宮へ潜入したなら、わたしは次こそお前を殺す」


    「……うん。わたしたち……敵同士……だもんね」


    「理解したなら消えろ。不愉快だ、二度とこちらを振り返るな」


    　ハチドリは殺気のこもった眼まな差ざしをミオへむけ、来た道を指す。


    　最後の望みは絶たれた。身体からだの芯しんから、力が抜けていく。


    「……わかった。……いろいろ、勝手なことしてごめんね。じゃあ……さよなら」


    　ミオは顔を上げることもできず、ハチドリに背をむけてとぼとぼとその場から歩み去った。


    　地面を見つめながら、しょげるしかない。


    　ハチドリに甘えようとした自分がバカだった。


    　彼はゼノンの部下だ。クレアの敵なのだ。その立場で、わたしの味方をするわけがない。


    　歩み去りながら、これまで自分を支えてきたものが崩れ落ちる音を聞いた。


    　頼れるものが、どこにもない。冷たい風が、肌はだの表面と胸の奥底を吹きすさんでいく。


    　最後の希望にかけて、ずっとがんばってここに通ってきたのに、結局なんの手がかりも得られなかった。わたしが後宮に潜入して、ハチドリに会ったとしたら、そこで彼に殺されるしかない……。


    「……え？」


    　足が、止まった。顔が、上がる。


    「え？」


    　同じ言葉を繰り返し、両目をしばたたく。


    　思考が、さっきのハチドリの言葉をもう一度頭のなかに再生する。


    　前後に殺気だった物ぶつ騒そうな言葉が並んでいたから、それに気を取られてつい聞き流してしまっていたが、なぜわたしがそんなところへ潜入しなければならないのか。


    　答えはひとつ。


    　──クレアは、後宮に囚とらわれている……!!


    　ミオは両目を見ひらき、うしろを振りむいた。もう誰も、そこにいなかった。ただ枯れ落ちた木々が、細い枝葉を一月の澄んだ空に差し伸べていた。


    「ハチドリ……」


    　名前を呼び、さっきまで彼がいた空間を、ミオは見つめた。


    　ハチドリは一瞬のうちに、その場から消失していた。これ以上ミオと関わりたくなかったからか、それとも決まりが悪いためか、わからない。たださっきまで凍いてつくように冷たかった風がいまは、なぜか暖かく爽さわやかだった。


    　胸の奥からこみあげてくる感情が水滴に変わり、ぽろりとまなじりからこぼれた。


    『たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない。友情は永遠だ』


    　あの誓ちかいの言葉が、青空に反響していた。もしかしたらあの誓いは、ハチドリの胸にも息づいていたのかもしれない。


    　ミオは顔を上げて、ここにいないハチドリにむかって、大きな声をあげた。


    「ハチドリ、ありがとう！　ありがとう！」


    　すがたは見えないが、きっと彼には届いている。そう信じて、ミオは空へ叫ぶ。


    「あなたのこと、はじめは大嫌いだったけど、いまは……」


    　次の言葉を一瞬だけ、ミオはためらった。けれどここには誰もいないし、もうハチドリと会うこともないだろうから、この澄み切った空へ言ってしまいたかった。


    「大好きだよ！　あなたのこと、忘れない！　絶対、忘れない！」


    　ひといきに、そんな声を張り上げた。


    「お母さん、よくなるって信じてる！」


    　なぜかいま、これまでのハチドリとの思い出が、次々に脳のう裏りに蘇よみがえった。


    　考えてみたら、自分がいまここで生きているのも彼のおかげだ。


    　エリアドール飛空艇でも。エアハント島でも。プレアデスでも。彼が近くにいてくれなかったら、とっくに三回は死んでいた。この身体からだには、彼が輸血してくれた血も流れている。そしてハチドリはいままた、ミオにクレアの居場所を教えてくれることまでしてくれた。そんなことをしたら彼自身の立場を危あやうくするというのに、構うことなく救いの手を差し伸べてくれた。


    　きっとなんだかんだでライナとハチドリは同じひとりの人間だと、ミオは確信した。乖かい離りした人格の奥に、トマス・ベロアという心優しい青年がいて、何度も何度もわたしを助けてくれていた。


    　ずっと暗くら闇やみに閉ざされていた状況に、光が差し込んでくる。


    　ハチドリが、ライナが、トマスがくれた光だ。


    「ありがとう、あなたに会えてよかった！　元気でね、ハチドリ、ライナ、トマス！　ありがとう、さようなら、ありがとう！」


    　その三つの名前を、ミオは冬枯れの山の大気へ投げた。爽さわやかな風に吹かれながらミオは誰もいない空間へ別れの言葉を投げかけ、それから自分自身を奮い立たせる。


    　──さあ、行こう。


    　──クレアを助けに。デミストリの後宮へ。


    　奇くしくもそこは、かつてキリアイと共に愛あい妾しようの衣装を着て潜入したことのある場所だ。みだらで退たい廃はいした広間で、デミストリとゼノンの密談を盗み聞きした。きっとあの一角に、クレアは囚とらわれている。


    　それがわかれば充分だ。ミオは覚悟を決めて、顔を上げた。眼下に広がるプレアデスの光景を見やりながら、囚われの親友を想おもった。


    「待っててね、クレア。必ず助けるから……」


    　吹きすさぶ風へ決意を託し、彼方かなたの魔ま窟くつ、ユリシス宮殿のおぼろな影を見み据すえてから、ミオはきびすを返した。


    



    



    　ハチドリはひとり、山腹の木立に佇たたずみ、ミオの言葉を聞いていた。


    　ミオからは見えないよう、ついたてにした太い幹に背中を預け、腕組みをして、一月の空を冷たく見やる。


    　ハチドリがここで聞いていることを知ってか知らずか、ミオはよく通る声で別れの挨あい拶さつを空へ投げかける。


    「あなたのこと、はじめは大嫌いだったけど、いまは……大好きだよ！」


    　ふん、とハチドリは鼻を鳴らす。またお前たちの甘ったるい友情ごっこか。知るか、付き合いきれん、くだらないままごとにわたしを巻き込むな。


    「あなたのこと、忘れない！　絶対、忘れない！　お母さん、よくなるって信じてる！」


    　いいから、でかい声を張り上げていないでさっさと行け。誰かに聞かれたら怪しまれる。万が一、ゼノンの配下がこれを知れば、わたしの立場が危うくなる。


    　呪じゆ詛そを吐きながらも、ハチドリはその場から動くことなく、ミオの言葉を聞いている。


    「ありがとう、あなたに会えてよかった！　元気でね、ハチドリ、ライナ、トマス！　ありがとう、さようなら、ありがとう！」


    　ミオの声には、涙の響きが紛まぎれ込んでいた。先の見えない潜せん伏ぷく活動のさなか、クレアの居場所を教えてもらえたことが、よほどうれしかったのだろう。


    　呼ぶ声が聞こえなくなり、ミオの気配が山腹から消えたことを察知してようやく、ハチドリは木陰から離れた。ミオはすでに来た道を戻っていて、山は深い静けさに沈んでいた。


    　改めて今日、自分のしたことを振り返ってみる。意味が、わからない。


    　──なぜわたしはミオに、クレアの居場所を教えた？


    　特殊工作員自みずから、機密事項を敵側の人間に流すなど、国家への反逆もいいところだ。パトリオティスの一員にあるまじき、露ろ見けんしたなら八つ裂きにされても文句の言えない裏切り行為になぜ自分は及んでしまったのか。自分が理解できない。


    　──ウソだ。


    　連中の甘さにいつのまにか感化されていたのだろうか。潜入工作任務を長年務めてきたために、ライナ人格の作用が意識に及んだ可能性もある。


    　──違うな。


    　違っていない。


    　──いつまでおれから目を背そむけるつもりだ？


    　お前は誰だ。


    　──わかってるだろ。


    　なにものだ。お前など知らない。


    　──さっきミオが呼んだ名前の主ぬしだよ。


    「ぐっ……」


    　ハチドリは両手で頭部を押さえ込んだ。頭ず蓋がいの内側に、なにか別の生物がうごめいているような唐突な違和感。


    『ハチドリ、ライナ、トマス！』


    　ミオの声が、体内に反響する。肉体を構成するすべての細さい胞ぼうが、その声に反応し、一斉にその名前を唱和する。


    『トマス！』


    　ハチドリは血走った目を見ひらく。細胞が沸ふつ騰とうしている。


    「お前は死んだ」


    　──つれないな。


    「あの訓練の過程で、消しよう滅めつしたのだ」


    　──ずっとお前と一緒にいたよ。


    「消えた人間だ。人格のかけらすら残っていない。わたしが主あるじだ」


    　──おれの名を呼べ、ハチドリ。


    「わたしに命令するな」


    　──お前はおれのかけらだ、ハチドリ。


    「黙れっ!!」


    　ハチドリは地に両りよう膝ひざをついて頭を搔かきむしった。これまで一度も乱れたことのない表情が、いまは無む惨ざんに引きつり歪ゆがむ。


    「消えろっ!!　貴き様さまはいない、とっくに消しよう滅めつした、ただの記憶の残ざん骸がいだっ!!」


    　ほとんど力ずくで、内面から響く声をハチドリは圧する。


    　──お前はおれだ。ライナもおれだ。おれたちはひとりだ。


    　ぐああ、と獣けものじみた咆ほう吼こうを発して、ハチドリは両膝を地についたまま、天頂を見上げる。その表情は天にむかい慈悲を請こう罪人に似ていた。


    「やめろっ!!　お前はただの亡霊だっ!!」


    　ハチドリの悲痛な叫び声が、一月の空へ吸い込まれた。


    　空はただ青く澄み渡り、山腹に跪ひざまずくハチドリの悲鳴を見下ろしていた。冴さえた風が吹きすさび、枯れた木立を通り抜けて、痛ましい声をプレアデスの彼方かなたへ持ち運んでいった。
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    　二十一．


    



    　空飛ぶ島の下方岩盤へ張り巡らせたワイヤー網もうとハーネスの固定具を連結し、作業員たちは次々とワイヤーを滑り降り、交換中の新たな推進装置へ取り付いた。遙はるか眼下には真っ青さおな海原。目を西方へ転ずれば、彼方かなたに大だい瀑ばく布ふの白いかすみがある。高度千九百メートル、天空から海原へむかってそそりたつ山さん嶺れいのごとき穹きゆう窿りゆう状の岩盤に、総勢六千人近い作業員が取り付いて、昼夜を問わず猛ピッチでジェット式推進装置の敷ふ設せつ作業が行おこなわれていた。


    



    　帝紀一三五二年、一月十日、シエラグリード沖、飛空要よう塞さいオーディン──。


    



    　地表面、オーディンの頭脳にあたる管制塔では、バルタザールとエリザベート、それからバルタザールの実弟であり、ベルナー重工業ジェットエンジン開発本部責任者、ジーモン・ベルナーが取り付け作業工程表を睨にらみつけていた。


    「あと一週間で実働まで持っていけっていうの？」


    　憔しよう悴すいしきった目を、ジーモンは実兄へ持ち上げる。返事はつれない。


    「やれ」


    「言うのは簡単だけどさ。でもジェットエンジン、全部で八十基取り付けるんだよ？　それを運用試験込みで一週間は……」


    「いくら金がかかってもかまわん。ベルナー財ざい閥ばつの全財産をつぎこめ。おれが許可する」


    「許可しないでよそんなもん。グループ会社の従業員みんな路頭に迷っちゃうし。レニオール会長の私財を投じる許可は得てきたから、それ全部つぎこめばなんとかなるかもしれないけど……」


    「なんとかなるならつぎこめ。作業員を担当区域ごとにチームに分けて競争させろ。早く取り付けて稼動させた上位チームに一生遊んで暮らせるほどの報ほう酬しゆうを確約するのだ。大金のためなら人間は普段の十倍は必死で働く」


    「……たとえ間に合ったとしても、全部のエンジンを制御していくのがまた大変なわけで……。うちのジェットエンジン、二百時間も飛べば使いものにならなくなるし」


    「エンジンは全部使い捨てだ。一回の運用に耐えればそれでいい。最優先は速く飛ぶこと、それのみ。ジェットエンジンによる神しん速そくを以もつてプレアデスに肉にく薄はくし、精せい鋭えい航空隊の一撃によりウラノスの頸けい動どう脈みやくを搔かき切る。帰路は考慮しない、失敗したならオーディンに乗り合わせた全員が死ぬのみ。世界を救うにはそれしかない」


    　バルタザールは断言する。


    　ミオがくれた超一級情報ウルトラをもとに、バルタザールが指揮を執とって現在、急速にかたちを為なしつつある一大反攻作戦『Ｂ』。多島海列強国家が連合して、ミッテラント本土逆上陸作戦と、オーディンによるプレアデス奇き襲しゆうを同日にやってのける人類史史上最大級の共同作戦がいま、徐々にその全ぜん貌ぼうを現そうとしていた。


    　作戦に参加する列強間の連れん繫けいをスムーズにするための多島海連合軍司令部の設置。休戦協定を交わしたばかりの慧え剣けん皇こう王おう国こくへの友ゆう軍ぐん派遣の要請。上陸地点の選定と、ミッテラント本土に潜せん伏ぷくしているレジスタンスとの連絡・支援方法の確立。プレアデスの現在位置の割り出しと今後の針路予測。バルタザールは矢継ぎ早に必要な措そ置ちを講じながら、さらなる重要な一手をくだす。


    「オーディンによるプレアデス奇襲は片道切符だ。戦闘の火ぶたが切られたなら、どちらかが壊かい滅めつするまで戦いは終わらん。オーディンに乗せる戦闘機隊は、高い戦闘意欲をもつ精せい鋭えい中の精鋭に限定する。プレアデス上空を制空できるか否いなかが、奇襲作戦のみならず、そのまま世界の命めい運うんを決するだろう。失敗は許されない。確実に制空するためには、多島海に存在するすべての戦闘機隊の垣根を越えて、史上最強の戦闘機隊を編成する必要がある」


    　清きよ顕あきの構想が、バルタザールの指示のもと実現されようとしていた。史上最大の作戦『Ｂ』はいうならば、この構想が発ほつ端たんといっても過言ではない。


    　傍かたわらのエリザベートも頷うなずきを返す。


    「イスラ艦隊戦闘機隊はすでにワルキューレと合同しています。バレステロス公こう債さいの件がありますから、ルイス提てい督とくも快こころよく応じてくれました。今日からここオーディンで、新規編成戦闘機隊の訓練がはじまる予定です」


    　バルタザールは空を見やる。晴れた青空があるのみで飛び交う機体はまだないが、もうじきに航空演習がはじまるはずだ。


    「用意できる戦闘機には限りがある。絶対に負けないためにはヴォルテック航空隊と草くさ薙なぎ航空隊の精鋭が不可欠だ。我々は数でも機体性能でも劣おとるぶん、腕でおぎなうしかない」


    　現在、多島海方面に存在する四つの精鋭戦闘機隊。


    　ワルキューレ、イスラ艦隊戦闘機隊に加え、セントヴォルト帝国軍のヴォルテック航空隊、そして慧剣皇王国軍の草薙航空隊。各国最強の戦闘機隊から国境を取り去り、ここオーディンに集合させて、多島海最強の戦闘機隊を編成する……と言葉にするだけなら簡単だが、つい先日まで互いに互いを殺し合った一いつ騎き当とう千せんの飛空士たちがそう簡単に一致団結するだろうか。特にヴォルテック航空隊と草薙航空隊は実際に何度も大空でやり合い、互いに大勢の同僚を失っている。出会ったその場で愛機に実弾を装そう塡てんして大空へ飛び立ち、死んでいった戦友の仇かたきを取る……その可能性のほうが遙はるかに高い。


    　エリザベートは頷いて、バルタザールに答えた。


    「新しい慧剣皇王は非常に理知的なかたです。わたしから多島海連合軍への参加を打診した際、ほとんど即日に了承の返事が届きました。飛空要よう塞さい『朱す雀ざく』と草薙航空隊は、今作戦にとって欠かせない戦力となります。帝国軍のかたがたも思うところはあるでしょうが、過去の恨みつらみはもう捨てて、対ウラノス戦争終結のために協力していただかなければ」


    　バルタザールも首しゆ肯こうを返す。シルヴァニア王国を味方につけていたのが役に立った。帝国から皇こう王おう国こくへ協力を求めることはメンツの問題があり難しかったが、王国からの要請というかたちを取れば皇王国も比較的すんなり友ゆう軍ぐんを派遣してくれる。特に皇王国が保有する飛空要よう塞さい「朱す雀ざく」は、ミッテラント逆上陸作戦に是ぜが非ひでもあてがいたい。ウラノスがククアナ・ライン突破の際に使用したように、飛空要塞には圧倒的な兵員輸送能力があり、上陸作戦において使用したなら多大な貢こう献けんが期待できる。そして制空能力においてヴォルテック航空隊に比ひ肩けんする草くさ薙なぎ航空隊と、最さい新しん鋭えい単座戦闘機「斑いか鳩るが」。いずれも友軍としてこれ以上ないほど頼もしい戦力だ。


    「朱雀の到着は遅れる予定ですが、草薙航空隊とヴォルテック航空隊が本日夜半、オーディンに到着します。こちらもおだやかでは済まないでしょう。特にワルキューレ隊長、坂さか上がみ大たい尉いは箕み鄕さと航空戦において、大勢のヴォルテック航空隊員を撃ち墜おとしていますし、草薙航空隊からは脱走兵扱いですから……」


    「殺し合いだけはさせるな。内輪もめしている場合ではないことは、どの航空隊もわかっているはずだ」


    　難しい要求であることはバルタザールにもわかっている。人間はそうそう簡単に、過去の遺い恨こんを乗り越えることはできない。親兄弟を殺した相手と今日から肩を組んで共に戦え、と命じられて素直に従う連中ではあるまい。


    　だが、やってもらう。


    　それができねば、この作戦に成功の見込みはない。


    　ジェットエンジン関連やオーディン統一航空隊関連だけではない。今作戦に関連するほぼすべての分野に、限界を超えることを強制せねばならない。これだけの短期間に国軍が国境を越えて意志を統一し足並みをそろえる難しさは理解しているし、作戦が発動するまでにまだまだ様さま々ざまな困難が立ちはだかるだろう。


    「過去の恩おん讐しゆうを乗り越え、多島海列強が連合する以外、ウラノスに対抗する道はない。この戦いに敗れたなら、地上はウラノスに領りよう有ゆうされる。地上の恩恵はすべて天空へ搾さく取しゆされ、我々は天からのおこぼれを奪い合って生活することとなる。その未来を拒絶するには、いま死力を尽くすしかない。そのためにもエリザベート、お前は多島海連合軍司令部においてイニシアティブを取れ。根回しはすでに、おれのほうで完了している。お前はただ、シルヴァニア王国が今作戦を主導するに足ることを武力と財力とウラノス撃げき滅めつの意志で示せばよい。イスラ艦隊の助力を得て、五百億ペセスもの正貨準備金をもつシルヴァニア王国こそが、新しい多島海の盟主にふさわしい……卓の連中にそう印象づけろ。帝国も連邦も、お偉方はいまやどいつもこいつも、ウラノスに高い鼻をへしおられて自信喪そう失しつしている。お前のいまの状況であれば強気で出ても問題はない。この機会に一気にやつらと肩を並べ、追い越してしまえ」


    　バルタザールは静かだが力強く、エリザベートへそう告げる。


    　多島海連合軍とは、今回の共同作戦を実施する多国籍軍の総称である。内訳はセントヴォルト帝国、第二次イスラ艦隊、慧え剣けん皇こう王おう国こく、そしてハイデラバード群島を束ねるシルヴァニア王国。現在、サントス島シエラグリードに設置された連合軍作戦司令部に各勢力の最高司令官たちが集まって実施の時期と場所と方法について協議しているところだ。シルヴァニア王国からはエリザベート自みずからが連合軍作戦司令部に参加しており、多島海列強のお歴々と日々、激烈な政治的駆かけ引きを繰り広げている。


    　以前までなら、シルヴァニア女王ごときが多島海列強のなかでふんぞり返る事態など、想像することもできなかった。


    　しかし現在、紆う余よ曲きよく折せつを経へて、多島海の勢力図は大きく変わりつつある。


    　ミッテラント本土を追い落とされ、植民島でかろうじて生きながらえているセントヴォルト帝国は虫の息。来るべき反攻作戦『Ｂ』──正式作戦名未定のため『Ｂ』とだけ呼称されている──が失敗したなら、地上から消えてなくなる運命だ。旧秋あき津つ連邦を構成して、現在は分裂してしまった三か国──慧剣皇王国、オルフスト禿とく頭とう王国、左さ氏し随ずい朝ちよう──も国内が混乱しており、友ゆう軍ぐんを派遣するくらいが精いっぱい、大作戦を主導する余力はない。一方で旧ハイデラバード連合共同体は現在、シルヴァニア王国を中心として新たなハイデラバード群島連合を形成しようとしており、エリザベートの意志のもとに結束しやすい状況だ。第二次イスラ艦隊もまた、シルヴァニア王国を窓口にして多島海世界へ足場を組み上げようとしている段階であり、王国の意向を遵じゆん守しゆする構え。


    　そして、エリザベートが国際金融市し場じようをターゲットにして言い放った「シルヴァニア王国は五百億ペセスもの隠し財産を海底の沈没船から引き揚げ中」という大ウソが、金融王レニオール・ベルナーの協力によって世界中の投資家に真実として受け止められ、現在、サントス島シエラグリード市場は国際金融の中心地といって過言でないほど活況を呈ていしている。第二次イスラ艦隊という武力に加えて、潤じゆん沢たくな準備金をもつ富裕国として世界に認知されたシルヴァニア王国はいまや、セントヴォルト帝国に取って代わる多島海の盟主といってもおかしくない立ち位置にあった。


    　エリザベートもまた、バルタザールへ真しん摯しな眼まな差ざしで頷うなずきを返す。


    「そのつもりです。新しい多島海の秩序のために、あらゆる方策を尽くしましょう」


    　素直に従うと、バルタザールは当然のように頷いて、再び作業工程表に目を戻してジーモンとの議論を再開した。


    　ふふ、とエリザベートは声に立てず、胸の奥で笑った。


    　──機長、いつのまにか、昔のわたしに話してる。


    　かつてエアハント士官学校の士官室で、セシル・ハウアーに命令していたころのように、バルタザールはエリザベートへ居い丈たけ高だかな命令口く調ちようを発していた。本人は作戦計画の立案に夢中でそのことに気づいていないのか、それともここには不敬を咎とがめる王国の高官もいないから昔のような口く調ちようで構わないと思ったのか。どちらにしても、エリザベートはうれしかった。


    　昨年、レニオールと再会して以来、目に見えてバルタザールは変わった。


    　それ以前は明らかに腹の底に異なる意見を宿しながらも、しおらしい態度と仰ぎよう々ぎようしすぎる言葉遣いを崩すことなどなかったのに、いまはそういう虚きよ飾しよくを一切剝はぎ取って、ただ戦争を終わらせるためだけに、昼夜を問わず死力を尽くしてがんばっている。きっとその心のもっと奥には、一刻も早く慧え剣けん皇こう王おう国こくへ駆かけつけ、かぐらの生死を確かめたい──そんな気持ちがあるはず。


    　いまのバルタザールのすがたがとてもまぶしく、かっこいい。本当にそう思う。


    　──わたしも、すべてをかけよう。


    　──戦争を終わらせるために。


    　静かな決意を自みずからに染み込ませたそのとき、窓の外から猛たけ々だけしいプロペラ音が届いた。目を上げたなら、がっちりとした編隊を組み上げて空を翔かける四十機ほどの機影があった。


    「はじまったようです」


    　オーディン上空に、ワルキューレとイスラ艦隊航空隊の戦闘機がもつれあいながら幾き何か学がく模様の航跡を描えがく。両航空隊が二十機ずつに分かれた集団模も擬ぎ空戦らしい。


    「あっぶないなあ……。どっちも本気じゃん。死人出るよ、あれ」


    　ジーモンが呻うめく。確かに、演習というには激しすぎる空戦機動。このふたつの航空隊は普段は仲良く浜辺で飲んだくれていて関係も良好だが、やはり空で激突したなら互いの意地も出てくる様子。ペイント弾を用いてはいるが実戦と遜そん色しよくのない真剣さで、持ちうる戦技を尽くしてプロペラを猛らせる。


    　バルタザールは目を凝こらす。ワルキューレが使用している機体は、いままで使用してきた単座戦闘機カズヴァーンではない。ずんぐりむっくりして、いかにも馬力がありそうで防御性に優れそうな、これまで見たことのないものだ。


    「ベルナー重工業の試作機か」


    　バルタザールの問いに、ジーモンは悪いた戯ずらっぽい笑みで応こたえる。


    「ぼくから四十機ほどプレゼント。まだ売り込み中だから量産ラインには乗ってないけどカズヴァーンよりは数段上だよ。ウラノスのアリスアクトゥスにも張り合えるはず」


    　見た感じ、確かに性能ではイスラ艦隊航空隊の最さい新しん鋭えい戦闘機、マエストラを凌りよう駕がしている。セントヴォルト帝国のベオストライクや慧剣皇王国の斑いか鳩るがに匹ひつ敵てきする上昇力で空を昇りつめ、マエストラが追いつけない。


    「単座戦闘機テラ・リベラ。レシプロ機ではあれが恐らく最終型になるだろうね。翼に二十ミリ機き銃じゆう四門、胴体に十五ミリ機銃四門。エンジンは二千百馬力。ベオストライクより馬力はちょっと劣おとるけど、レシプロエンジンに慣れてる飛空士にとって扱いやすいと思う」


    　テラ・リベラを操あやつるワルキューレ側は、まだ取り扱いに慣れていないためか、最後の詰めのところでイスラ側にかわされて、逆に翻ほん弄ろうされるところも見受けられた。


    「いまだ実戦に投入していないのが不安ではあるが……大丈夫だろうな」


    「信じるしかないね。ある投機筋の情報では、レスター・マチルダ商会がウラノスと組んで、ジェット機の試作機を完成させたらしい。売り込みをかけたいのはむこうも同じだから、下へ手たするとウラノス側がジェット機を出してくるかもしれないよ」


    「その話は作戦本部も把握している。先代ウラノス王の名を冠かんして『オルテガ』と名付けられたとか。おそらく出てくるだろうな。アリスアクトゥスだけでも厄やつ介かいだが、さらにジェット戦闘機が加わるとなるとシャレにならない」


    「そうそう。だからせめて作戦がはじまるまでにテラ・リベラに慣れてもらうしかないね。慣れさえすれば、少なくともアリス相手に嬲なぶられることはなくなるはず」


    　ジーモンの言うとおり、ウラノスは「アリスアクトゥス」という多島海最強の戦闘機に加えてさらに、ジェット戦闘機「オルテガ」まで投入しようとしている。数だけでも太た刀ち打うちできないというのに、さらに性能でも負けているのが現状だ。これを挽ばん回かいするには、さっきエリザベートに言ったように、飛空士の技量に頼るしかない。


    　空では徐々に、飛び交う戦闘機の数が少なくなっていく。ペイント弾が当たるたびに撃げき墜つい判定がなされ、退場宣告された戦闘機は悔くやしさを嚙かみしめて染料の付着した翼をオーディン飛行場へと翻ひるがえす。


    　エリザベートは望遠鏡で、残った機体の様子を見ていた。


    　飛ひ翔しようする四機のノーズアートを視認する。生き残っているのが誰なのかを確認して、思わず声が出た。


    「うわあ……すごい四人！」


    　バルタザールも双眼鏡を当てて、猛烈に嚙み合う四機を追う。


    「ワルキューレは坂さか上がみとイリア……。イスラは……カルエルと魔犬か」


    　ノーズアートを目印にして見当をつける。合同演習初日にして、両航空隊のエース同士がぶつかってしまったらしい。ちなみに清きよ顕あきは黒ウサギ、イリアは白はく狼ろう、吉よし岡おか武たけ雄おは魔犬、そしてカルエルは「風の紋もん章しよう」と呼ばれる８の字型の意匠を機首付近に描えがいている。


    「すっげえ……リベラってこんな動きするんだ!?　開発者見たら腰抜かすよ、これ!!」


    　ジーモンが言葉尻じりに感嘆符を並べる。両者の機動が激しすぎて、双眼鏡で見るのが追いつかない。バルタザールは肉眼で空域を眺め渡し、おのれの所属航空隊の誇りをかけて戦う四機に見入った。言葉にこそ出さないが、やはり気持ちは清顕とイリアを応援してしまう。プレアデス奇き襲しゆう作戦において、制空戦こそが勝敗の鍵かぎだ。その鍵を握るのは単機で空域を統すべる超エースであり、その超エースこそ清顕とイリアだとバルタザールは確信している……。


    



    



    　叩たたき墜おとしてやる。


    　これまで積み上げてきた鍛たん錬れんにかけて。共に同じ空を飛んできた仲間の名にかけて。墜としてきた敵機たちのためにも。


    　──カルエル・アルバス。きみを墜とす……!!


    　清きよ顕あきは奥歯を嚙かみしめ、逃げるカルエルを懸けん命めいに追う。


    　一月のけがれない空と、日差しを跳ね返す海原。とうの昔に見飽きてしまった青だけの世界を、カルエルの銀の翼が切り裂いていく。


    　地面に対して垂直に翼を立てた垂直旋せん回かい。カルエルは全力で逃げながらも、ときおり微妙に機体をひねり、追尾してくる清顕を幻げん惑わくしてくる。きっとむこうも搭乗席では目を血走らせ、歯を食いしばって操縦桿かんを握っているはずなのだが、そのうしろすがたはなぜか小憎らしいほど余裕がある。


    　牙きばを隠し持っている。清顕の直感がそうささやく。奥の手があるはずだ。並の飛空士なら騙だまされるだろうが、これまで幾度も死の瀬戸際をくぐりぬけてきた経験が、清顕の思考へ警けい鐘しようを打ち鳴らす。


    　新たな機体、テラ・リベラだが、正直好きではない。馬力はすごいし、上昇力も桁けた外れ、分厚い装甲をまとっているので防弾性能も高いが、しかし、秋あき津つ連邦にいたころ乗っていた「斑いか鳩るが」のほうが清顕にはしっくり来る。ベルナー重工業の戦闘機は伝統的に、経験の浅い飛空士が乗っても充分に前線で戦えるよう設計されている「優しい」機体だ。飛行時間が五百時間程度の飛空士が乗るにはうってつけだが、しかし空戦出撃回数二百回以上、撃げき墜つい数二百六十機以上の清顕にとっては「ぬるい」。斑鳩は不親切で扱いにくい暴れ馬だが、しかし充分に特性を知って能力を引き出してやれば、テラ・リベラには及びもつかない空戦機動が実現できる。


    　だがいまこの場で機体性能をとやかく言っても仕方ない。それをいうならカルエルの乗るマエストラは、テラ・リベラより一段劣おとる性能なのだ。だからこうして清顕に追われているわけだがしかし、不気味な牙が尾翼にちらつく。


    　清顕にも、カルエルの狙ねらいはなんとなく見えている。


    　照しよう準じゆん器きにカルエルが収まりそうになるたび、そちらから目を離して背後を振り向く。


    　案の定、そこには尾部プロペラをもつ漆しつ黒こくの機体「真しん電でん改かい」が魔犬の牙をちらつかせている。


    　清顕がカルエルを照準に収めようと集中した瞬間、その牙がこちらの搭乗席に突き立つだろう。しかしそれにしても訓練だというのに。


    　──ものすごい殺気……!!


    　真電改の搭乗席の内部、操縦桿を握っている吉よし岡おか武たけ雄おの表情はむろん見えない。だがその両翼からは、こちらがたじろぐほどの殺気が青い燐りん光こうとなって立ち上っている。実戦でもこれほど研ぎ澄まされた戦闘意欲にはお目にかかったことがない。まだ武雄と地上で顔を合わせたことはないが、しかし同じ空域を飛ぶだけでその人格が伝ってくる。


    　──異常な負けず嫌い。おのれのすべてを空へ燃やし尽くす覚悟……。


    　──空に生きるものの誇り……!!


    　魔犬から放たれる熱で、背中が灼やけるようだ。だが、ひるむものか。


    　──行くぞ、カルエル、吉よし岡おか武たけ雄お。


    　──ぼくとイリアこそ、多島海最強のペアだと証明する……!!


    　魔犬のさらに後方へ目を凝こらせば、イリアが追尾しているのがわずかに見て取れる。目を前に戻すと、カルエル機の前方には豆粒のようなイリアが。つまりいまや四機は一本の円えん環かんとなって、互いに互いの尻しつ尾ぽを追っている。文字どおりの、きれいすぎるドッグファイト。


    　がっぷり四つ……と言いたいが、違う。機体性能に勝まさるテラ・リベラは徐々に馬力と耐久性にものをいわせ、マエストラと真しん電でん改かいをねじ伏せつつある。このままこれをつづければ、こちらの勝ちだ。


    　──カルエルもそれはわかっている。だから、必ずなにか仕掛けてくる。


    　その仕掛けとは……？


    　清きよ顕あきは敵機の機動を先読みする。敵の機体性能、技量、現在の空域の状況──あらゆる「空戦因子」を身のうちに取り込み、解かい析せきして、敵機が繰り出してくるであろう乾けん坤こん一いつ擲てきの秘策を予測する。理屈ではなく、経験だけが頼りだ。誰よりも正確に未来を予見できるようになればその先に「空の王」の称号がある。


    　わずかずつ機体をひねりながら逃げるカルエルを追ううちに、垂直旋せん回かいはいつしか縦の巴ともえ戦せん、すなわち宙返りの打ち合いになっていた。それも空と海が視界前面に交互に流れゆくきれいな宙返りではなく、わずかに斜めに傾いた不格好な宙返り。


    　導かれた答えは。


    　──カルステン・ターン……!!


    　多島海では現在、清顕とイリアしか使えないであろう伝説のターンを、カルエルもまた習得している。これまで空を生き延びてきた経験が、そうささやく。


    　ならばこちらも、伝説のターンをその直後から打つのみ。かつて師アクメドと模も擬ぎ空戦で一騎討ちになった際、清顕が繰り出したカルステン・ターンを、アクメドはその直後から放つことで打ち破ってみせた。あれをいま、こちらがやればよい。


    　──見ていてください、アクメド師匠……！


    　第二次シエラグリード沖海戦において、清顕に伝説技「蛇へび撃うち」を伝授して散さん華げしたアクメドへ、心のうちで呼びかける。カルエルが「海猫」に学んでいるというなら、こちらもアクメドに師事した誇りがある。尊敬する師匠の名にかけても、絶対に負けられない。


    　前方、天頂を目がけて駆かけ上がるカルエルを睨にらみつける。


    　真っ青さおな空を上りつめる、白銀の翼。空に愛された飛空士は飛び方でわかる。まるで空に翼ごと庇ひ護ごされているかのような、優雅で洗練された高空のダンス。しかしその華麗な舞踏には、危険すぎる仕込み刃が隠されている。


    　まさに、いま──。


    　宙返りの頂点間際に差しかかったカルエル機が、微妙に横滑りを開始した。


    　読みどおり。


    　清きよ顕あきは目を凝こらす。カルステン・ターンを可能にする「事じ象しよう境界」。空にあいた真空地帯。見えるはずのない境界面を、研ぎ澄ませた感性が光の被ひ膜まくとして捉とらえる。


    　見える。


    　カルエルに見えた同じ「境界」が、清顕の目にも映し出される。


    　カルエルが光の被膜に包まれる。刹せつ那な、マエストラを包み込む目ま映ばゆい光の粒りゆう子したち。


    　物理的に起こりえぬターンが、光のさなかで現実となる。


    　──なんて美しい……!!


    　感嘆しながら、そのうしろすがたを追いつつ、清顕もまた三舵だへおのれのすべてを託す。


    　涙るい滴てき型風防を事じ象しよう境界の光が圧する。


    　のしかかってくる、すさまじい減速荷か重じゆう。テラ・リベラが咆ほう吼こうする。はじめて乗る機体の叫ぶ声を、握った操縦桿かんから感じ取る。


    　喉のど元もとから内臓すべてを吐き出してしまいそう。血流が頭部めがけて一気に流れ込み、気を抜いたなら意識を刈り取られる。


    　だが清顕は苦痛をすべてねじ伏せる。四の五の言っていられるか。必ずカルエルを墜おとす。


    　目をこじあけろ。四し肢しがちぎれても、最後の瞬間に敵機の脇わき腹ばらを食い破れ。


    　大気のハンマーを耐えしのぎ、光の奔ほん流りゆうに目を凝こらし──。


    　眼前に、カルエルの右胴体部があった。


    　同時に、十五ミリ機き銃じゆうの引き金を引き絞る。


    　放たれたペイント弾が、カルエル機を真っ赤かに塗らす。


    　──取った……!!


    　歓声をあげそうになったその刹せつ那な。


    「!?」


    　風防が、真っ赤に染まっていた。


    　ぐおお、と高いプロペラのいななきを聞く。


    　赤の狭はざ間まを、魔犬が駆かけ抜けていく。


    　──魔犬に撃たれた……!?


    　実弾であれば、清顕の肉体は砕け散っていたであろう、問答無用の被ひ撃げき墜ついだ。しかしその魔犬もまた、風防を真っ赤に塗られている……。


    　なにが起きたか理解できない。カルエルを墜としたと同時に、魔犬に墜とされた。だがその魔犬もまた、風防にペイント弾が付着している……。


    　イリアはどうした？


    　空域を見回そうとしたそのとき、通信器が鳴った。


    『赤１番、青１番、青２番、撃げき墜つい。赤の勝ちだ』


    　清きよ顕あき、カルエル、武たけ雄おが撃墜され、イリアが生き残ったらしい。つまり今回の集団模も擬ぎ空戦は、ワルキューレの勝ちだ……。


    「よかった……。ありがとう、イリア……」


    　清顕は真っ赤な塗料の狭はざ間ま、イリアのすがたを探し求める。


    　イリアはいつのまにか、清顕の傍かたわらを併へい走そうしながら、こちらへ軽く手を振っていた。


    　なにが起きたのか、ようやく清顕にも理解できた。


    　信じられない事態だが、いまスピーカーを震わせる同僚飛空士たちの興奮した声が、どうやら現実にそれが起きてしまったらしいことを教えてくれる。かつて誰も見たことのない、やや夢物語じみた情景が、たったいまこの空に咲き乱れていたらしい……。


    



    



    「四機同時にカルステン・ターン!!」


    　興奮した声で、弁士役のサナトラが自分の目で見たものを清顕に告げ知らせる。


    「こう、こんな感じで、ぐわぐわーーん!!　……って！　わかんないか、ほら、ちょっとあんた手貸して、そう、これがこうなって、こう、ぐわーーん！」


    　隣にいたカンダタの手を借りて、手首の先で昼間の空戦機動を再現しようとするのだが、やろうとすればするほど互いの手が絡み合うだけでよくわからない。


    　暮れゆく空を見上げて、地上よりも遙はるかに早い高度二千メートルの日没が歓迎パーティー会場を茜あかね色に染めゆくさまへ目を戻し、清顕は困ったように笑む。


    「カルエル、ぼく、魔犬、イリアがほとんど同時にカルステン・ターンを打って、四人とも成功させた……ってことでしょ？」


    　サナトラは目を輝かがやかせて頷うなずき、ぱあん、と胸の前で手を叩たたいてにっこり笑った。


    「そうそう！　すごかったよ、あんなのはじめて見た!!　なんか、戦ってる最中なんだけど、ものっすごいキレイでさあ……。なんだか知らないけどあたし涙出ちゃったよ！」


    　ワルキューレの姉あね御ご肌はだ、サナトラはいまもうっすら瞳ひとみをにじませながら、空に描えがき出された四つの輪舞を褒ほめ称たたえる。傍ら、つかまれていた片手をやっと解放されて、カンダタも穏和で人柄のよさがにじみ出た笑みをたたえる。


    「イリアが一番うしろだったのが幸いしたね。薄はく氷ひようの勝利だったけど、ぼくらの勝ちは勝ちだよ。見て、まだパーティーの準備中なのに、みんなもうできあがっちゃってるし」


    　カンダタが指先で示した場所では、ワルキューレ隊員たちがすでに兵舎から秘蔵の酒を持ち寄って、集団模も擬ぎ空戦勝利を祝って宴会をはじめていた。イスラ艦隊航空隊員たちはいったん自分たちにあてがわれた兵舎に戻ってからこの会場に来る予定で、いまはいない。彼らが来たならその瞬間、地獄の歓迎パーティーの幕があく。


    「ヴォルテック航空隊もこのあとオーディンに到着予定。草くさ薙なぎ航空隊の一部先せん遣けん隊たいも、今日到着するって噂うわさがある。多島海列強の最さい精せい鋭えい航空隊が今夜、ぜーんぶここに集まるかもしれない。どきどきするね」


    　いつも呑のん気きそうなカンダタも、さすがにちょっと緊張気味だ。もちろん清きよ顕あきにいたっては、非常に胃の痛い一夜になりそうだ。ヴォルテック航空隊にも、草薙航空隊にも、それぞれ因いん縁ねんがある。覚悟して進んできた自分の道だが、場合によっては、彼らから相応の制裁を受けるかもしれない。


    　だけど。


    　──殺されなければ、いい。


    　清顕はサナトラから受け取ったウイスキーを景気づけにひとくち飲んで、自分に言い聞かせる。


    　──彼らがぼくを憎むのは当然だ。嘲ちよう笑しようも侮ぶ蔑べつも憎ぞう悪おも受け入れよう。


    　──それでみんな一致団結してくれるなら、ぼこぼこにされたって構わない。


    　──いま考えるべきは、決戦に勝つこと。プレアデスを制空すること。それだけだ。


    　だんだんと空は暗くなっていき、パーティー会場には装飾灯が灯ともりはじめた。基地で下働きするものたちが忙しそうに立ち働いて、屋台からは香辛料をふんだんに使ったおいしそうな料理の香りも漂ってくる。暖を取るために会場の中心には大きな篝かがり火びが焚たかれ、今日のために雇われた楽団が陽気な音楽を奏かなではじめた。


    　誰かが大声でパーティーの開始を告げた。居合わせた連中はますます勝手に酒さか樽だるをあけて屋台をひやかし、あちこちで車座になって飲み食いやカード賭と博ばくに興じる。バカ笑いと嬌きよう声せいがあがり、例のごとくそこかしこで言い争いや取っ組み合いがはじまった。


    　ちなみに清顕たち士官は目的地がプレアデスであることを知っているが、下士官・兵は、作戦内容を一切知らない。ただ「行ったら帰る望みの薄い、片道切符の大作戦に参加するか否いなか」と問われて行くことを希望した向こう見ず、もとい冒険好きだけが選ばれてここにいる。


    「酸さん素そ薄いのに元気だねえ」「酸素薄いの慣れてるから。平気平気」


    　サナトラとカンダタがほがらかに笑うのを傍はた目めにしながら、今夜はとにかく生き残ることを最優先にしようと決意を固めていた矢先、いきなり誰かに正面から両肩をつかまれた。


    「清顕っ!!」


    　間近からいきなり真剣に名を呼ばれ、思わずびくっと背を伸ばす。


    　見れば金髪碧へき眼がん、目も覚めるほど美しい青年が正面からこちらの両肩に手を置いて、水平距離十センチの至し近きん距離から真しん摯しな眼まな差ざしをこちらへ突き立てている。


    「カ、カルエル……」


    　気け圧おされながら青年の名を呼ぶと、イスラ艦隊第一航空戦隊飛空隊長カルエル・アルバスは真剣な表情を崩すことなく、あたかも恋人同士のごとく顔と顔をさらに寄せる。


    「お願いがあるんだけど」


    「う、うん」


    「明日あした、もう一回やろう」


    　顔が近すぎるため一瞬意味を測りかねたが、すぐに集団模も擬ぎ空戦のことだと思い至った。


    「あ、あぁ。構わないよ。今日はぼくら、ラッキーだったし」


    「うん。きみがそう言ってくれると助かる。なにしろぼくら、暴動寸前だから」


    「え……」


    「納得いかない連中が騒いでて。負けたメンバーが罵ば倒とうされて、言い返して、ここに来るまでに乱闘騒ぎがもう二回起きた。機体性能が違うのが不公平だって話も出てて」


    「あ、それはぼくも思った。機体のポテンシャルが大事だし。他国の戦闘機でも、自分が乗りたい機体に乗っちゃっていいと思うんだよね、今日から同じ航空隊なわけだし」


    「きみがそう言ってくれると本当に助かる。明日、もう一回ね。明日はぼくと武たけ雄おくんの師匠、海猫さんも出るって言ってるから」


    　うん、と清きよ顕あきは頷うなずいた。今日の模擬空戦では、機体トラブルがあったらしく海猫は出てこなかった。はじめてその空戦を見たときから手合わせしたいと願っていただけに、明日やりあえるというなら楽しみだ。


    　約束を取り付けるとようやくカルエルは近すぎる顔を引きはがし、安心したようにため息をついた。


    「負けてみんなのところに帰ったら大変でさあ。バカとか無能とかヘタレとか、隊長相手に言いたい放題。イスマエル・ターン決めたのに誰も褒ほめてくれないし」


    　冗談めかして泣き言をこぼす。イスマエルというのは聞き慣れない名前だったが、おそらくカルステン・ターンのバレステロス方面での呼び名だろう。


    「イリアがいい場所にいてくれたよ。それに機体性能はこっちのが上だし、同じ条件でやりたかったね」


    　慰なぐさめながら、清顕はカルエルを見直していた。悔くやしい負けだったはずなのに、一切言い訳もせずに爽さわやかな態度を崩さない。生まれた国家は異なるけれど、きっと騎士道精神が心身に染みついているのだろう。ときどきゾッとするほど天然だったり無神経だったりするけれど、根は本当に潔いさぎよくていいやつだな、と感じ入った矢先。


    「白はく狼ろうさん、どこ？」


    　いきなり無ぶ粋すいな問いかけが割って入った。


    「おれを墜おとした飛空士さん。どこ？」


    　いつのまにかカルエルの隣に、目つきの悪い少年がトマトジュースを片手に突っ立って、やさぐれた目線を周囲へむけていた。


    　接近されたことに全く気づかなかった。


    　おそらくは白色人種と黄色人種のハーフであろう、短く刈り込んだ亜あ麻ま色の髪と真っ青さおな瞳ひとみ。服の上からでもわかるほど鍛きたえ抜かれた筋肉が、小柄で華きや奢しやな身体からだにバランスよくついている。鋭するどすぎる眼光は幾多の空戦場をくぐりぬけてきた飛空士のそれだが、しかし雰ふん囲い気きにはまだ少年のあどけなさが残る。


    　誰なのか、名乗らずともわかった。


    「……吉よし岡おか武たけ雄おくん？」


    　呼びかけると、武雄は清きよ顕あきを一いち瞥べつし、ああ、と小さく呟つぶやいた。


    「黒ウサギさん」


    　こちらも名乗ってはいないのだが、武雄にはわかるらしい。清顕は改めて自己紹介する。


    「はじめまして。ワルキューレ隊長、坂さか上がみ清顕大たい尉いです」


    「……イスラ艦隊第二航空隊、吉岡武雄一等飛ひ曹そう……です」


    　いかにも不器用そうにぼそぼそと名乗ると、武雄は再び周囲へ眼光を投げる。どうやらイリアに墜おとされたのが納得いかないらしく、清顕に興味をむけない。


    　はじめて魔犬と地上で会って、清顕は内心、驚いていた。どう見ても武雄はまだ、十代半ばくらいにしか見えない。


    「武雄くん……年はいくつ？」


    　問いかけると、武雄はまたちらりと清顕を見てから、決まり悪そうに目線を外し答えた。


    「……二は十た歳ち」


    　絶対にウソだ。どう見ても、よくて十六、七歳ではないか。


    「そ、そうなんだ。二十歳……なんだね」


    「うん。二十歳だよ。……で、白はく狼ろうさんはどこ？」


    　イリアが気になって仕方ないらしい。清顕はいったん場を離れて、付近の隊員にイリアの居場所を聞いた。案の定、今日の勝利の立て役者は大勢のワルキューレ隊員に囲まれて、歓呼の指笛を浴びていた。困り顔のイリアを無理やりに輪から連れ去ると、大量のブーイングが背中へ降ってくる。仲間の罵ば声せいをふりほどいてようやく、魔犬と白狼を引き合わせた。


    「……………………」


    　互いに名乗りを終えてから、武雄はひとしきり、イリアを睨にらみつける。


    「……………………」


    　イリアも困ったように目線を受け止め、なにか言いたそうに口をもごもごさせるが、なにを言えばいいかわからないらしく結局押し黙る。


    「ははは、見つめ合ってるね！」


    　なにが面白いのかわからないが、カルエルが高らかに笑った。


    「……どうして、左ひねり込みを読めた」


    　唐突に武たけ雄おが、ぼそりと尋ねた。語尾がわずかに上がったので質問だとわかったが、そうでなければ独り言にしか聞こえない問いかけ方だった。だがイリアには、武雄の疑問がすぐに理解できたらしい。


    「……飛び方でわかった。……きみのいう左ひねり込みとは、わたしたちの国では、カルステン・ターンと呼ぶ技だ。坂さか上がみ大たい尉いと、昔、同じ技をほぼ同時に打ち合ったことがあった。……だから、きみの技も先読みできた」


    　イリアの答えを、武雄は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめながら、じっと受け止めていた。


    「……海猫さんと、カル以外に、はじめて墜おとされた。そのふたり以外、誰にも墜とされたことないのに」


    　まっすぐイリアを見つめながら、武雄は少し頰ほおを赤らめて、もごもごと口を動かす。


    「それも……あんたみたいな……」


    　なにか言いかけて言葉を呑のみこむ。消えた言葉のつづきは、清きよ顕あきにはなんとなく予想できたが、あえて言うことはしなかった。それを言ったら、きっとイリアを不快にさせることに、武雄も気づいたのだろう。


    　だが。


    「素敵な女性に？」


    　カルエルがにこやかに微笑ほほえみながら、武雄でさえ躊ちゆう躇ちよした単語を勝手につづける。この男の無神経さにも慣れてきて、ああまたやっちゃいましたか今日も絶好調ですね、くらいにしか思わなかったが、武雄はあからさまに顔を真っ赤かにして否定した。


    「ち、ちがう！　そんないやらしいこと、考えてない！」


    「へえ。じゃあなに？　あんたみたいな……なに？　なんて言おうとしたの？」


    　カルエルが底抜けに無神経な笑みを浮かべながら追い打ちをかけると、武雄はますます怒気を露あらわにする。


    　ケンカしそうなふたりを仲ちゆう裁さいしていると、彼方かなたの一群からざわめきがあがった。新たな人影が続々とジープ型の車で乗り付けてきて宴のなかに入ってくる。


    　清顕は訪問者たちが誰なのか、すぐにわかった。


    　胃の奧が軋きしむ。


    　彼らに告げるべきは詫わびの言葉なのか、言い訳か、それとも開きなおりか。まだ自分のなかで答えは出ていない。ただ彼らの顔を見てから、そのときの正直な思いを口にしようと決めた。


    　水の代わりにウイスキーを舐なめて、こちらから出向こうと顔を上げた。するとサナトラが心配そうに声をかけてくる。


    「来たよ、ヴォルテック航空隊。坂上隊長はいるか、ってむこうの隊長っぽいひとが」


    「うん。行くよ。案内して」


    「言っとくけど、あんたがあいつらにひどいことされたら、あたしたち黙ってないから」


    　肩を怒らせるサナトラに、清きよ顕あきは微笑ほほえむ。


    「ありがとう。でもそのときは、見なかったふりしてくれるかな。殺されさえしなければＯＫって感じで」


    「そんなの……」


    「いいから。殴られるくらいで済むなら安いし。ぼくは彼らに、そのくらいされても仕方ないことやってるから」


    　サナトラは不満そうに清顕を見つめるが、笑え顔がおで受け流して案内を頼む。篝かがり火びを頼りに人込みを搔かき分けて、清顕はかつて同じ釜かまの飯を食べ、そのあと敵として殺し合った懐なつかしいひとびとのもとへ歩み寄っていった。


    　ヴォルテック航空隊と戦った、箕み鄕さと防空戦のことを思い出す。


    　囚とらわれたかぐらと清顕のために、軍規を犯して助け出してくれた心優しいひとびとを、あろうことか十数機以上、この手で撃げき墜ついした。腹に据すえておく事実はひとつ、彼らは自分をどうとでも非難できる権利があり、自分はなにを言われようがなにをされようが、ただ黙って受け入れるしかないのだ。


    　星明かりの下──。


    　レオ・ローゼンミュラー大たい尉いは、かつて共に同じ空を飛んだときと同じように、静かな双そう眸ぼうで清顕を迎え入れた。


    　その佇たたずまいを見ただけで、清顕はレオの言いたいことすべてを悟ることができた。


    　耳元に蘇よみがえったのは、飛空要よう塞さいオーディンでの別れ際のレオの言葉だった。


    『いいか、この先もしも戦場でおれたちに会ったら、正々堂々と戦うんだ。決して手を抜くな。それが互いへの敬意だ。武士道と騎士道、互いの精神への賛辞だ』


    『おれは絶対に手を抜かない。お前たちを叩たたき墜おとすために全力を尽くす。お前たちも誓ちかえ。戦場で出会ったなら、ヴォルテック航空隊と全力で戦うと。すべての力を振り絞って、おれたちを叩き墜とすために戦うと』


    　改めていま思い返せば、レオのその言葉があったからこそ、地獄のような箕鄕防空戦で、自分は母国のひとびとを死なせないために命を捧ささげることができたのだ。レオはきっといつか空で敵として出会うことを見越して、清顕たちを苦しませないために、別れ際にそんな言葉をくれたのだろう。


    　言葉を交わさなくても、レオの表情が、目線が、すべてを許して受け入れていることを告げていた。それだけで清顕は涙をこらえるのが精いっぱいだった。


    　やはりこのひとは誰よりも尊敬すべき上官だ、と改めて清顕は思った。こんな偉大な上司をはじめて配属された戦闘機隊でもてたことが、自分にとってなによりの幸福だったのだと理解できた。


    　清きよ顕あきはレオの面前で踵かかとを鳴らし、敬礼を送る。


    「お久しぶりです、レオ隊長。ワルキューレ隊長、坂さか上がみ清顕大たい尉いです」


    　一切、悪びれることもせず、申し開きもせず、ただ毅き然ぜんとした言葉と表情をレオへむけた。


    　レオも敬礼を返し、それからおもむろに尋ねる。


    「ひとつだけ、答えてくれ。ウソはつくな」


    　レオの口く調ちようはなんの感かん慨がいも含まず、昔と変わらず素そっ気けなかった。いかにも戦場の男くさい、ぶっきらぼうな言葉。


    「はっ」


    「……あのとき、あえて翼を狙ねらったのか」


    　レオの言っているのは、箕み鄕さと防空戦で格闘戦となったときのことだろう。レオ、ルル、ララに追われ、かぐらとダムバゾリクの助けを借りてなんとか体勢を立て直し、清顕はレオの機体上部面を撃った。弾丸はレオの右翼に当たり、レオは錐きりもみしながら墜つい落らくしていき、視界から消えた……。


    　清顕は正直に告げた。


    「いえ。そんな余裕はありませんでした」


    「……………………」


    「隊長を殺すつもりで撃ちました。隊長が回避したため翼に当たった。それだけです」


    「……………………」


    　答えを受けて、レオは苦そうな顔でしばらく沈黙してから、ビールをひとくち飲んだ。それからやるせなさそうに自分のグラスをゆっくり回し、清顕に差し出す。


    　清顕は受け取ったものを飲み干した。


    「隊長と、ルルさんと、ララさんを生かしておけば、わたしの同僚たちがもっと殺されていたでしょう。ですから、ルルさんとララさんも、殺すつもりで撃ちました」


    　ヴォルテック航空隊にいたころ、本当に仲良くしてくれた双子姉妹、ルルとララ。彼女たちにも清顕は銃じゆう口こうをむけて撃った。いまごろこの会場に来ているだろうか。彼女たちはあのことをどう思っているだろう。


    　清顕の言葉を聞き終えて、レオは、鼻から息を抜き、それから口元をわずかに綻ほころばせる。


    「……ならいい。お前が詫わびでもいれてきたらぶん殴ってやろうと思っていたが……。立派になった。もうすっかり、一流の飛空士だな。おれなど遙はるかに飛び越えてしまっている」


    　レオの仏ぶつ頂ちよう面づらに、少しだけ優しさが紛まぎれていた。


    「……過か分ぶんです。ワルキューレの隊長となって、自分のいたらなさを思い知らされることばかりです。レオ隊長のご指導を思い出しながら、毎日必死にやっています」


    　清顕の本心だった。ワルキューレ隊長となってから、部下を統とう率そつする難しさを思い知らされている。編隊を率ひきいて出撃し、損害を最小限に抑えて作戦目標を達成し、帰還する──言葉にすれば簡単だが、その中身は深くて厳しい。刻々と変化する戦況に対して決断をためらったり、誤ったりしたなら死ななくていい部下が大勢死ぬ。その一方、最善の一手を速やかに打ちつづけたなら誰ひとり死なせることなく生還することも可能だ。編隊長は大勢の生死がかかったおのれの決断の重みと常に戦っていなければならず、単機で敵機を撃ち墜おとすのとは全く異なる、別次元の知性と勇気と決断力が必要とされることをこの半年間で思い知った。


    　だから清きよ顕あきのお手本はレオだった。格闘戦の師がアクメドなら、編隊空戦の師はレオだ。ヴォルテック航空隊時代、共に出撃したときのレオの言葉や戒いましめ、決断を思い出しながら、懸けん命めいにいまの務めを果たしていた。


    「いまでもレオ隊長が、わたしの師だと思っております。今回、こうして再会できたこと、本当にうれしく思います」


    　不器用にいまの気持ちを言葉にしながら、清顕は感かん慨がいを深くした。父、正まさ治はるといい、アクメドといい、レオといい、自分は本当に、規範となる人物に恵まれていた……。


    「……お前こそ過か分ぶんだ。……おれはそんな大した人間じゃない」


    　気まずそうにそう言ってレオは顔を背そむけると、誰もいない背後へ話しかける。


    「……というわけだ。茶番はもういいだろう？　ほら、さっさと飛びつけ」


    　次の瞬間、レオの背中のうしろにずっと隠れていたらしいルル・スコットとララ・スコットが笑え顔がおいっぱい飛び出してきて、ふたり一緒に清顕に抱きついた。


    「清顕くーーん!!　ひっさしっぶりーーっ!!」


    「なんかもうまたかっこよくなっちゃった!?　やーーん、お姉さん食べちゃいたーーい!!」


    　昔とまったく同じ様子でぎゅうぎゅう身体からだを押しつけて、再会の喜びを明るくはしゃぐ。


    「ルルさん、ララさん……」


    　清顕も戸惑いながら、笑顔でふたりを迎えた。このふたりから嫌われることは身を切られるよりも辛つらかったが、ふたりとも全然以前と変わらず、いや前よりももっと屈くつ託たくなく清顕にすがりついてくる。


    「清顕くん、ヘタレだから、絶対あたしたち撃てないと思ってたけど、撃っちゃってたね!!」


    「かっこよかったよー!!　なんていうか、無理やり襲おそわれてる感じ!?　やーーん、清顕くん、普段はおとなしいけどここだとそんなんなっちゃうの!?　ていうか野や獣じゆう!!　みたいな!?」


    　相変わらず言っていることはよくわからないが、清顕は双子姉妹が以前と全く変わらず接してくれることが本当にうれしかった。


    「……はい。撃ちました。思いっきり撃ちました」


    　それだけ返事した。ルルとララはきらきらした笑顔を持ち上げ、けらけら笑う。


    「うんうん、あたしたちも撃ったよ、思いっきり清顕くんぶっ殺すつもりでさー」


    「そうそう。お互い生きててよかったね、もう殺し合いしなくて済むし、また一緒に飛べてうれしいよ！　そうそう、イリアどこ？　いまワルキューレにいるんでしょ？」


    「あ……はい。たぶんそのへんに……」


    　清きよ顕あきは周囲の喧けん噪そうへ目を凝こらした。篝かがり火びだけが頼りだから見つからない。


    　清顕と同様、イリアもヴォルテック航空隊に対してうしろめたさがある。


    　箕み鄕さと沖で清顕と相討ちとなり、無人島へ不時着して、アクメドにふたりして囚とらわれた。そこから捕ほ虜りよの名めい目もくでヴェステラント大陸へ渡ったイリアは、空戦技術を落とさないためにワルキューレの一員として紛争地域を巡り、いまはワルキューレ副隊長になっている。公式には、ヴォルテック航空隊からワルキューレへ「友ゆう軍ぐん」というかたちで出向したことになっているため軍法違反ではないが、内情を知っているヴォルテック航空隊員からすれば「うちのエースはおれたちを見捨ててワルキューレへ入ったのか」と反感を買っても仕方ない状況である。


    　レオもルルもララも、そんな了見の狭い人間ではない。イリアが自分の望む場所で空を飛べていることをきっと喜んでくれるはず。清顕はそう信じているが、ほかのヴォルテック隊員たちがどう思っているかはわからない。


    　問いかけてみようか悩んでいると、質問する前に勝手に双子が答えてくれた。


    「イリアもすごいよねー。清顕くんがいるからワルキューレに入ったんでしょ!?　いやー、熱愛だよねー。ひゅーひゅー熱いねーー」


    　ぴきぃ、と音を立てて清顕の顔面が凍り付く。

  


  [image: ]


  
    「まーでもその理由なら仕方ないよねー。祖国を捨てて最愛のひとと飛ぶことを選んだイリアなのであった……ってなんか映画のキャッチコピーみたいじゃない!?　イリアがいなくなったのは寂しいけど、でも、清きよ顕あきくんが理由だったら許せるかなー」


    「そうそう、愛だぜ愛！　戦場のロマンス最高!!」


    「ねー、イリアともうやった!?　いくらヘタレでもそりゃもうやってるよねー。そこまでして愛されたらもう、やるっきゃないもんねー」


    　ルルとララは屈くつ託たくなく、清顕の両りよう脇わきから腕を取って放さない。質問に答えるまで意地でも離れない、という気合いのようなものは伝わってきた。


    　清顕は笑え顔がおを凍り付かせたまま動けない。


    　というか、ヴォルテック航空隊では、イリアが抜けた理由はそういうことになっているのか。


    　はじめて知った。


    「あ、あの！　根本的なところで誤解が……」


    　イリアの名誉のために、そのことは言っておかねばならない。いくらなんでもそんな軽薄な理由でイリアがヴォルテック航空隊を離れた、ということが既成事実化されてしまえば、イリアがかわいそうだ。


    「えーー、清顕くんが理由じゃないならなに？　イリア、なんでうちらじゃなくてそっちで戦ってるの？」


    　ルルが不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。どうしてもそういうことにしたいらしい。清顕はイリアがワルキューレにいる理由を説明しようとして……口が動かない。


    　──なんでだっけ？


    　──イリア、どうしてワルキューレに入ったんだっけ……？


    　いまさらそんな疑問が舞い戻ってきた。アクメドに囚とらわれて、身動きも取れず、言われるまま仕方なく戦闘に出るうちにワルキューレに居着いてしまった……となんとなく理解していたがしかし、改めてその動機を探ると核心が曖あい昧まいだ。


    　けれども、だが、もしかして。


    　──ルルさんとララさんの言っていることが正しかったりしたら……。


    　──イリアは、ぼくがいるからワルキューレに入ったのだとしたら……。


    　直感がそんなふうにささやいて、自分の不ふ遜そんさに身震いした。あまりにもイリアに対して失礼な妄もう想そうだ。反射的にかろうじて、イリアの動機として最も大きなものをあげた。


    「セ、セシルが女王だから！　あ、セシルじゃなくて、エリザベート女王ですけど……学生時代の大切な仲間に要望されたから、だからイリアはワルキューレに入ったんです……」


    　説明したとたん、ルルとララはふたり同時にむくれる。


    「えーー……。なにそれ却きやつ下か。わたしたちより女王が大事ってこと？」


    「なんか納得いかなーーい。そんなんじゃやだーー。いいや、イリアに直接聞けばわかるし。清きよ顕あきくん、イリア探しに行こうよ！　白黒はっきりつけないと気分悪いし！」


    「イリアーー!!　どこーーー!?　ちょっと聞きたいことあるんだけど、怒らないから出ておいでーー!!」


    　ふたり左右から清顕を挟み込んだままで、大声でイリアの名前を叫びはじめた。慌あわてて双子を制そうとした、そのとき。


    　再び、ジープ型の車の集団が乗り付けてきて、さっきよりもさらに不ふ穏おんなざわめきがあがる。レオがわずかに眼光を厳しくし、双子も騒ぐのをやめて顔を見合わせる。ヴォルテック航空隊下士官飛空士の親分格、マクガイアがレオへ歩み寄り、告げた。


    「来ましたぜ、草くさ薙なぎ航空隊。どう出迎えましょうかね」


    　うん、とレオは頷うなずいただけで、彼方かなたを遠望するのみ。思わず喉のどを鳴らした清顕に、マクガイアは気づいて破は顔がんする。


    「よう坂さか上がみ、久しぶりだな。ワルキューレでずいぶん出世したらしいじゃねえか、よかったな」


    　[image: ]こぶしをぐりぐりと清顕の頰ほおに押しつけ、大おお雑ざつ把ぱに笑う。あの空戦において同僚が大勢、清顕の手で撃ち墜おとされているというのに、恨み言ひとつない。オーディンを脱出する際は、自分の愛車まで貸してくれた気のいいひとだ。


    「マクガイアさん、お久しぶりです。また共に戦えることをうれしく思います」


    「紫むらさきの件、聞いたぞ。おれは信じない。あいつはそう簡単に死ぬタマじゃねえ」


    「……はい。……ぼくも、信じていません。必ずまた会えます」


    「ちょうどいい。草薙航空隊の連中が、紫のことをなにか知っているかもしれねえ。何人かとっつかまえて聞き出してみるか」


    　マクガイアはそう言って指をぽきぽき鳴らしながら夜の一角を睨にらむ。その口振りにはやはり敵対感情が隠せない。


    　ヴォルテック航空隊と草薙航空隊。


    　第二次多島海戦争において血で血を洗う戦いを繰り広げたふたつのエリート航空隊が、ここオーディンでひとつの航空隊として結束し、ウラノスと戦おうとしている。


    　国境を越えて最強の飛空士たちを一か所に結集させ、地上最強の航空隊を編成する。


    　……と理想を語るのは簡単だが、超えなければならない恩おん讐しゆうを思えば気が遠くなる。清顕の場合はヴォルテック航空隊員と以前から顔なじみだから許された面もあるだろうが、話す言語も異なる過去の仇きゆう敵てきを果たして許すことができるだろうか。


    　がやがやと喧けん噪そうが近づいてきて、耳に懐なつかしい秋あき津つ語もかすかに聞こえてきた。慧え剣けん皇こう王おう国こくも台所事情が厳しいため、それほど大勢の友ゆう軍ぐん派遣は望めないはずだと聞いていたが、おそらく先せん遣けん隊たいとして駆かけつけたのは十四、五名といったところか。


    　隊長は誰だろうか。


    　知っている人間なら、話もしやすいだろうが……と目を細めたとき、篝かがり火びの照らし出す茜あかね色のなかに、まさに知っている人間の顔が浮かび上がった。


    　その瞬間、ぶるりと足が震えた。


    「ダムバ……っ！」


    　間違いない。草くさ薙なぎ航空隊の先陣を切って歩いてくるのは、かつて清きよ顕あきの列機を務めたジャダンバ・ダムバゾリクだった。


    　──出世した？


    　清顕が草薙航空隊を離れてから、もう一年以上経たっている。かつて飛空兵へい曹そうだったダムバゾリクだが、出世して一隊の指揮を執とるには充分な時間だ。


    　清顕に気づいていないのか、ダムバゾリクはレオのもとへ歩み寄ると敬礼を送り、流りゆう暢ちようなセントヴォルト語でしゃべった。


    「草薙航空隊隊長、ジャダンバ・ダムバゾリク特務大たい尉い。シルヴァニア王国女王、エリザベート陛下の要請を受けて馳はせ参じた」


    　極限の戦いのなかで鍛きたえ上げられたのであろう。かつての朴ぼく訥とつとした雰ふん囲い気きは微み塵じんもなく、触れれば切れそうな研ぎ澄まされた殺気がダムバゾリクの輪りん郭かくから噴き上がっていた。


    「ヴォルテック航空隊隊長、レオ・ローゼンミュラー大尉だ。貴君らを歓迎する」


    　レオもまた軍人の威厳を以もつてダムバゾリクに答えた。一瞬だけ厳しい視線を交わしたのち、ダムバゾリクが言い放つ。


    「ウラノスは我ら共通の敵であると認識している。草薙航空隊はウラノス討とう伐ばつのため、ここオーディンへ乗り込むことを決意した。だが我らは、ヴォルテック航空隊を許す心づもりは全くない」


    「……………………」


    「我らは統合航空隊の指揮下には入らない。草薙航空隊十五機のみで編隊を組み、わたしの指揮に従い行動する。この条件を受け入れないならば、我らは秋あき津つ大陸へ帰る。返答やいかに」


    　レオは黙ったまま拝聴し、首を振る。


    「……オーディン航空隊司令官に掛け合ってくれ。おれがどうこう言える権限はない。個人的意見を言わせてもらえば、単独行動がしたいなら勝手にすればいい。いまさらくだらんメンツにこだわって戦力を低減させるような連中など、こっちから願い下げだ」


    　その言葉に、ダムバゾリクの背後にいた下士官飛空士が激げき昂こうした。


    「来てやっただけでもありがたいと思え!!　女おんな子こどもを銃じゆう撃げきするような卑ひ怯きよう者ものと一緒に飛ぶなど、我らとて本来願い下げだ!!」


    　秋津語だったからレオたちにはわからないが、もしも意味が通ったならこの場で乱闘がはじまっていただろう。しかし言葉の調子でなんらかの侮ぶ蔑べつ語であることはわかったらしく、ヴォルテック航空隊の下士官たちも殺気立った。


    「いい度胸してるじゃねえか、おれたちの土地へやってきてでかい面つらしようって？」「秋津人がよくのこのこ来られたもんだ。お前たちがおれらの仲間を何人殺したかわかってんのか？」


    　激しい罵ば声せいが飛び交うが、ダムバゾリクはいっこうにひるむ様子も見せず、かえって口元に侮ぶ蔑べつの色を溜ためて、それから清きよ顕あきへ向きなおった。


    　ダムバゾリクはもはや敬礼さえ送らない。ただ正面から嘲ちよう笑しようするのみ。


    「腰抜けの脱走兵がワルキューレ隊長とはな。この連中のレベルが知れる」


    　容よう赦しやない秋あき津つ語が、清顕の耳じ朶だを打つ。清顕は[image: ]こぶしを握り込んで動かない。


    　ダムバゾリクは表情に憎ぞう悪おを織り込む。


    「……紫むらさき隊長は、刑死された。秋津人を救うために、自みずからの名誉と命を投げ打ち、国こく賊ぞくとなって不毛な戦いを終わらせた。……それに引き替え、お前は恥ずかしくないのか」


    　清顕は、答えられない。ただ言葉を受け止めるしかない。


    「聯れん介すけは、お前の盾たてとなって死んだ。……いや、お前しか箕み鄕さとの空を守れるものがいなかったから、自分の家族を守るために盾となった。……聯介の気持ちに、お前は脱走というかたちで答えた」


    　ダムバゾリクはまっすぐに清顕を睨にらみつけて、低い言葉をつづける。


    「……お前など殴る価値もない。生涯、お前を軽けい蔑べつする。おれがやることはそれだけだ」


    　新にゆう田た原ばる聯介の名前を忘れたことはない。草くさ薙なぎ航空隊時代、ダムバゾリクと共に清顕の列機を務めていた下士官だ。清顕の空戦技術を学ぶために、いつでもどこでもくっついてきて離れなかった。だが箕鄕防空戦においてイリアに遭そう遇ぐうし、引き金を絞れない清顕の盾となって我が身を差し出し、死んでしまった。


    「……言い訳はしない。きみの言うとおり、ぼくは国を捨てた卑ひ怯きよう者ものだ。かぐらさんにも、聯介にも、顔向けできない」


    　清顕はまっすぐダムバゾリクへ目線をむけてそう言った。


    「……ヴォルテック航空隊も、草薙航空隊も、ぼくにとって家族だ。国家というくくりを基準にして、どちらかひとつを選ぶことができない。……だから、どちらとも戦わなくていい場所へ逃げた。ワルキューレにいたなら、大切なひとへ銃じゆう口こうをむけずに済む。ただウラノスとだけ戦えばいい。……だからぼくは祖国を捨ててここにいる」


    　自分の正直な気持ちを、静かな言葉で紡つむいだ。


    　ダムバゾリクは表情を変えず、こちらを見み据すえるのみ。かつて子犬のように清顕に付き従い幾多の空戦場を共にしたときのような愛あい嬌きようは、全く消え失うせていた。あるのはただ、祖国と民族を守るため、地獄の戦場を幾度もかいくぐってきた戦士の厳しさだけだ。何名もの同僚を失いながら、連邦解体という政局の大転換に立ち会い、ダムバゾリクは草薙航空隊に残って戦いをつづけた。きっと魂たましいをすり減らすような厳しい状況に何度もさらされただろう。戦う理由を探しつづけただろう。そして彼はおのれの誇りにかけて、草薙航空隊に踏みとどまることを選んだのだ。祖国から逃げた清顕を憎み、軽蔑するのは当然だ。


    　清きよ顕あきの面前に、篝かがり火びからの火の粉こが爆はぜた。明めい滅めつする粒りゆう子しがきらきら、夜風に乗ってふたりの狭はざ間まを流れすぎる。


    「……お前の指揮には従わない。我々は我々の大たい義ぎのためにウラノスと戦う。オーディンに乗りあわせはするが、くれぐれも我らに指図しようなどと思うな」


    　吐き捨てると、清顕の返事を待たずにダムバゾリクは歩き去った。


    　憎しみを受ける覚悟はしている。彼の言うことはもっともだ。それに彼らが憎しみを超えてここに来てくれたことに感謝せねばならない、と清顕は思う。


    　現場レベルではこれから一ひと悶もん着ちやくは覚悟せねばならないが、味方として草くさ薙なぎ航空隊が機能してくれればプレアデス制空も夢物語ではなくなってくる。彼らは常に十倍以上の敵と戦い、勝ち残ってきた優秀な飛空士たちだ。寡か勢ぜいで大軍を相手どることにかけて、草薙航空隊の右に出るものはあるまい。その経験値は、敗北の許されない決戦の空で必ず必要になる……。


    



    



    　草薙航空隊は他航空隊との交流を拒こばみ、早々とあてがわれた宿舎へ戻っていったが、宴はつづいた。ヴォルテック航空隊は酒飲みが多く、他航空隊の飛空士とも気兼ねなく杯を酌くみ交わしてなじんでいった。カルエルとルル・ララなどは意気投合してしまったようで、楽しげに談笑する様子がひとびとの笑い声の狭間に見て取れた。


    　そのうちに清顕はイリアを見つけた。ヴォルテック航空隊員との交流はどうだったか尋ねると、イリアはやや、面おももちを硬くした。


    「……レオ隊長に挨あい拶さつをした。……以前と全く同じように接してくださった。……いまも昔も尊敬すべき方だ」


    　それだけ言って、口をつぐむ。清顕は言葉のつづきを待ったが、イリアは押し黙ったまま虚こ空くうを見つめ、物思いに沈む。


    　イリアがレオに、離隊の理由をどう説明したのか、清顕は気になった。政治的には、シルヴァニア王国との友好を確認するためイリアが派遣されたことになっているが、レオがそんな理由を信じているだろうか。イリアもレオに対して、そんな偽いつわりの理由を話しただろうか。


    　聞きたいけれど、清顕は聞かなかった。自分が聞いてはならない気がした。


    「……みな、いいひとたちだ。本当に……わたしは素晴らしいひとたちとの出会いに恵まれた」


    　ぽつりとイリアが沈黙を破った。


    「……勝手な理由で離隊したのに……ヴォルテック航空隊の誰も、ひとこともわたしを責めなかった。それどころかみんな笑え顔がおでわたしに接してくれて……。かえって、いたたまれない気持ちになった」


    　イリアは手に持ったグラスに唇くちびるをつけた。アルコールかもしれないが、いまはイリアが珍しく自分の気持ちをそのまま言葉にしているし、清顕は止めなかった。


    「……未熟者だな、わたしは。いつまで経たっても進歩がない。いや、むしろ……退行してしまっている」


    　弱よわ音ねがこぼれおちてくる。やはりなにか、胸につかえているものがあるらしい。


    「そんなことないよ。イリアは強くなってる。今日だって、カルエルや武たけ雄おくん相手に勝てたのはイリアのおかげだし……」


    　励ますが、イリアは硬い表情で黙もつ考こうに沈むのみ。


    「……お父さん、無事でよかったね」


    　清きよ顕あきはここ最近で最も明るい話題を振った。一年ほど前、ハルモンディア皇国軍が帝国首都セルファウストを陥かん落らくさせて以来、首都近郊に住んでいたイリアの父、元撃げき墜つい王おうカルステン・クライシュミットの安否はようとして知れなかった。イリアはそのころ名前を変えてワルキューレ隊員として活動をはじめた時期であり、表立って父の捜索をすることはできなかったが、内心は心配でたまらなかっただろう。そしてきっとカルステンもまた、娘の安否を気にかけていたはず。政治的な調整が終わって、イリアがワルキューレ隊員として大手を振って歩けるようになったのが半年ほど前。それからカルステンの消息を関連部署に問い合わせたのだが、なにぶん帝国の役所はどこも大混乱、セルファウストの内情さえもわからない情勢なのに老いた撃墜王ひとりの消息にかまけてくれるものもなく、時間は無む為いに流れるのみ……であったのだが、先日いきなり朗ろう報ほうがエアハント島から舞い込んできた。


    「……あぁ。さすがというかなんというか……安あん堵どした、というより呆あきれてしまった」


    「ククアナ・ライン崩ほう壊かいの二週間前にエアハント島に引っ越してたんでしょ？　すごいね、帝国の一般人でお父さんくらいじゃないの、そんなことできたの」


    「戦場で磨き上げた第六感というものなのかな。危険察知能力が異常に高い……ほとんど野生動物だね。だからこそ撃墜王だったのだろうけれど」


    　イリアの口く調ちようも少し柔らかくなる。幼少期から過酷な訓練をイリアに課して、少女らしい喜びをすべて奪い去った父親に対し、他人には窺うかがい知れない複雑な感情を抱いだいているはずだがそれでも、イリアにとってカルステンはただひとりの家族だ。生きていたことをとても喜んでいるのはわずかな表情の変化からでも汲くみ取れた。


    「父に手紙を書いたよ。ワルキューレで戦っていく決意をわたしなりに伝えたつもりだ。父は利き腕を失っていて、文章を書けないから、返事は期待できないけれど。最後の決戦に生き残ったら、お叱しかりは覚悟でエアハント島へご機嫌伺うかがいに行こうと思う」


    「そう。きっと喜んでくれるよ。イリアが生きてさえいてくれたら、どの国で戦っていようと気にしないはず」


    　そうかな、とイリアは呟つぶやいて視線を少しだけ持ち上げた。長いまつげの下、星の色をたくさん宿した瞳ひとみに、清顕が映り込んでいた。


    　突然、さっき双子姉妹が言っていた言葉が耳に舞い戻ってきた。


    『イリアもすごいよねー。清きよ顕あきくんがいるからワルキューレに入ったんでしょ!?』


    　どくん、と清顕の心臓が脈打った。


    　そんなわけない、と心のうちで否定をするが、速くなった鼓こ動どうが全身の隅々に熱くてもどかしいものを送り届ける。


    　清顕はひとつ深く呼吸して、意識的に思考を冷ます。


    　大きな決戦を目前に控え、プレアデス制空という世界の命めい運うんをかけた任務を託されているというのに、そんな卑いやしい妄もう想そうにひたってどうする。プレアデスではミオがぼくを待っているのだ。そう……。


    　──ミオが、プレアデスで、ぼくを待ってる。


    　自分に言い聞かせた、次の瞬間。


    　──ミオを取り戻して……ぼくはそれからどうする？


    　唐突に、おのれの内面からそんな疑問が降ってきた。


    　目線が、自分の右手の小指へ降りた。


    　フィオの運んできた「贈り物」がそこに嵌はまっていた。


    　ミオとの約束の指輪だった。


    『あたしたち、結婚するって約束したんだから！』


    『あたし、清顕のお嫁さん!!』


    『あとはね、あたしから清顕に銀の指輪を贈るの！　そうすると儀式が完了して、ふたりの愛が永遠になるんだよ！』


    　少年だったころ、メスス島オデッサの菜の花畑で交わした約束が、また耳に響く。


    　──ミオを取り戻して……それからぼくたちは一緒になる？


    　──子どものころの約束どおりに……ミオと結婚する？


    　これまで考えたこともなかったそんな疑問が爆はぜる。


    　──ぼくは、ミオと一緒になるために、プレアデスを攻略するのか？


    　嵌はめた指輪から、指を通じ手首を越えて清顕の心の内へ、かつてのミオとの思い出が次々に染み渡ってくる。


    　ウラノス強きよう襲しゆうにより家族を失い、丘の上でウラノス打倒を一緒に誓ちかったこと。河か南なん士官学校に入り、優秀な成績を収めて、一緒にエリアドール飛空艇に乗ったこと。負傷したミオを救うため、乗り合わせた七人全員の命をかけて夜間着水を強行したこと。エアハント士官学校時代、一緒に映画を観てデートしたこと。士官室で夜食を作ってくれたこと。


    　それから──複座の爆ばく撃げき機に乗り、哨しよう戒かい訓練に出て、敵機に遭そう遇ぐうして無人島に不時着したときのこと。清顕は自身の手で、ミオに対して取り返しのつかない過ちを犯した。ミオはその事実を否定したが、清顕の記憶はそれが真実であったことを告げている。そしてエアハント島をウラノスが急襲し、ミオは自身がウラノスのスパイであったことを告白して、清顕の前から消えた。


    　あの別れから、三年半近くも経たって、突然、フィオが自身の命を賭として彼方かなたのプレアデスからミオのメッセージを伝えてきた。清きよ顕あきに対する言葉はなく、ただこの指輪ひとつだったけれど、それでミオの本当の気持ちを知るのは充分だった。ミオがぼくを呼んでいる。だからプレアデスへ行く。天空の王都を制圧し、ミオを取り戻す。そう清顕は誓った。


    　けれど、いま、気づいた。


    　──ぼくは……ミオとどうなりたい？


    　あまりにも根源的すぎて、これまで考えたこともなかった問いかけが、いまなぜかイリアの目の前で繰り返し繰り返し、脳のう髄ずいを搔かきむしる。


    「……坂さか上がみ？」


    　突然、動作の停止した清顕へイリアが小首を傾ける。


    　なんでもない、と返事しようとしたが、呼気は言葉になってくれない。


    　ただ、星空の下のイリアを見つめた。


    　鼓こ動どうが再び速く大きくなる。もどかしいなにかが、手足の末端まで駆かけ抜ける。


    　今度はいきなり、イリアと出会ってこれまでのことが清顕の心から吹き出してきた。


    　エリアドール飛空艇ではじめて会ったこと。父親同士が仇きゆう敵てきであり、父、正まさ治はるを卑ひ怯きよう者もの呼ばわりされたこと。ふたり乗りの搭乗席に並んで座って流星雨のただなか、はじめてふたりだけで話をしたこと。夜間着水の際、ふたりで同じスロットルレバーを握り、互いの命を託したこと。


    　エアハント士官学校で模も擬ぎ空戦をしたとき、イリアと一対一になり、肉体が機体を超えて空に溶け合う感覚をはじめて経験した。卒業して同じヴォルテック航空隊に配属となり、砂浜で酔っぱらったイリアをおんぶして星の下を歩いた。イリアはあのとき、「ミオはベッドできみの名を呼びながら泣いていた」と教えてくれた。別れ際、ミオの投げてきた侮ぶ蔑べつやさげすみを気に病んでいた清顕は、それでずいぶん気が楽になった。大規模な空戦を経験し、大勢の同僚を失った夜、空母の甲かん板ぱんで疲ひ弊へいしたイリアを抱きしめた。手のなかで震えているイリアが弱くて頼りなくて、自分が支えなくてはと強く思った。


    　そして──秋あき津つ連邦とセントヴォルト帝国が交戦状態となり、帝国を逃げ出して連邦軍の草くさ薙なぎ航空隊に入り、ヴォルテック航空隊と戦った。帝国の爆ばく撃げきにより殺された市民たちを見て、血のにじむような葛かつ藤とうの末、二十ミリ機き銃じゆうの引き金をイリアにむかって引き絞った。本気で殺すつもりで戦っているというのに、なぜか空を通じてイリアの息遣いを間近に感じ、彼女の鼓動を自分のものと感じ、心がひとつになることを理解した。


    『永遠に、共に』


    　ひとつに溶けた心が、戦闘空域にそんな歌を歌っていた。


    『放さない』『放さない』


    『愛してる』『愛してる』


    　地上でじかに交わした言葉より、もっと鮮せん烈れつに、もっと魂たましいの奥深いところへ響き渡る互いの声を聞いた。


    　きっとあのとき、ぼくの心の核となる決定的ななにかが変化した。


    　変わらないと思っていたものが、変えてはいけないものが、新しいなにかによって変化を促うながされた。そう思う。


    　そしていま──。


    　ここにイリアがいて、ぼくはこれから、ミオを取り戻す戦いへ赴おもむこうとしている。


    　──ミオが、ぼくを呼んでる。ぼくを待ってくれている。


    　フィオは命を賭として約束の指輪を運び、そのことを教えてくれた。


    　一方。


    　──イリアはもしかすると、ぼくと一緒にいたいために、祖国を捨てたのかもしれない。


    　傲ごう慢まんな考えだとわかっている。けれどどう考えても、カルエルやルルやララに指摘されるまでもなく、イリアがヴォルテック航空隊を抜けてワルキューレに入る理由は希き薄はくだ。自分を過大評価しすぎかもしれないが、だがしかし、ぼくがワルキューレにいることもイリアがここにいる理由の一いつ端たんであることは確かではないか。


    　ミオとイリア。


    　プレアデスを攻略したあと、ぼくはこのふたりと、どう接していくのだろう。


    　ぼくはこのふたりと、そのあとどういう関係でいたいのだろう。


    　どちらかひとりとずっと一緒にいるために、もうひとりを人生から切り離さなければならない……そんな事態にもしも陥おちいったとしたなら、そのときぼくはどちらを選ぶのだろう。


    　自分の思考のおぞましさに身震いしながらも、清きよ顕あきはそのおぞましさにむきあった。傲慢で独りよがりで思いやりの欠けつ如じよした、醜みにくくて浅ましい自分自身を深く深く見つめた。


    　──ぼくの気持ちは？


    　──ミオとイリア。どちらが大事だ？


    　おのれにそう問いかけるだけで、身体からだも魂もまっぷたつに引き裂かれそうなほど、辛つらい質問だった。けれど清顕は自分を痛めつけるように、その問いを内面へ投げつけた。


    



    　──人生の終わるときまでずっと一緒にいたいのは、ミオとイリア、どっち？


    



    　選べない。選べるわけがない。選んでいいわけがない。


    　けれどミオを取り戻したならば、どちらかひとりを選ばなければならないときが来る。


    　そのときぼくは──。


    「坂さか上がみ？　本当に具合が悪いのでは？　顔色が……」


    　イリアの言葉で、清きよ顕あきはようやく我に返った。


    　冷たい汗がこめかみと手のひらを濡ぬらしていることに気づく。


    　──ぼくは卑ひ怯きよう者ものだ。


    　唐突に、心がそうささやいた。


    　──ふたりの気持ちを知りながら、見て見ぬふりをしている。


    　──本当は、ふたりとも欲しいんだろう？


    　──ひとりを選べないから、どちらにも嫌われない方法を考えている。


    「違う」


    「え？」


    　心のささやきを言葉ではねのけた清顕の目に、イリアの怪け訝げんそうな表情が映し出される。


    　星空を背後に従えて、おぼろな篝かがり火びを燐りん光こうみたいにまとったイリア。


    　喉のどの奥に、焼けただれたなにかがつかえていた。清顕は正体の見えないそれを言葉に変えようとしたけれど、出てきたのは重い呻うめきだけだった。


    「な、なんだ、なにが違う。幽霊でも見ているような顔だぞ」


    　戸惑うイリアへ、かろうじて口元にかたちづくった笑みを返す。


    「……ごめん。ちょっと、飲みすぎたみたい。……変だね」


    「……大丈夫か？　まさか神経症のたぐいではあるまいな。あまり見たことのない表情だったが……」


    「大丈夫、病気じゃないよ。少し、悩み事を思い出しただけ……。くだらないことだから気にしないで」


    　なんとか言い訳をひねりだして、ごまかす。それからイリアをいざなって、この会場にいるはずのヴォルテック航空隊の下士官たちへ挨あい拶さつまわりに行くことにした。


    　懐なつかしい顔たちと再会を喜び、今後の協力について希望の言葉を交わしながら、清顕の心の片隅は会話を置き去りにして絶えず鳴り騒いでいた。


    　──ぼくは、こんな気持ちでプレアデスへ行くのか？


    　──ぼくは、どんな顔をしてミオに会うつもりだ？


    　何度振り払おうとしても、心は黙ってくれない。


    　──不誠実の極みだ。こんなのは卑怯者のやることだ。


    　耳をふさいでも、意識の内側から響く言葉が止まらない。


    　そして最も清顕が聞くことを恐れている言葉を紡つむぐ。


    



    　──本当の気持ちなんて、とっくに気づいているくせに。


    



    「黙れ」


    　──答えなんて、もう出ているくせに。


    「うるさい」


    「え？」


    　傍かたわらで、ヴォルテック航空隊の下士官飛空士、コニーとリーオンが怪け訝げんそうな顔を清きよ顕あきへむけていた。


    　清顕は無理やりに笑え顔がおを取り繕つくろう。


    「ごめん、ちょっと気分悪くなって。少し外すね」


    　呆あつ気けにとられた仲間に背をむけ、足早にその場を離れた。宴に興じる隊員たちを押しのけるようにしてひとけのない場所を目指す。


    　──ミオとイリアをぼくの心の天てん秤びんにかけて、どちらに傾くのか、ぼくは知ってる。


    「黙れ！」


    　誰もいない暗くら闇やみにたどり着き、清顕はおのれの自我を怒鳴りつける。


    　しかし浅ましい自我は、傾いたほうの名前を清顕へささやいた。


    「やめろ、黙れ！」


    　鳴りやまない声を振り払おうと、清顕は地面を踏みにじった。


    　なんという浅ましさだろう。なんという卑いやしさだろう。なんて独りよがりで利己的で、くるおしいほど熱い感情なのだろう。この熱は、ぼくの積み重ねてきたすべての研けん鑽さんを簡単に焼き払ってしまう。


    　捨ててしまいたいのに。


    　おのれの内側から締め出して、下水溝へ流し去ってしまいたいのに。


    　浅ましさは、おのれの意識の隅々にまで根を張り巡らせてしまっている。


    　一緒にいたいひとの名前を呼びつづける。


    　片方を捨てて、残った片方を抱きしめたいと訴えてくる。


    　ぼくはなんという人間だ。


    　こんな人間になるために、ぼくはこれまで長い努力と研鑽を積んできたというのか。


    　──ぼくが一生ずっと一緒にいたいひとは……。


    　──そのひとの名前は……。


    　ままならない心が、選んだひとりの名前を呼びつづける。


    　無限の星へ、悠久の彼方かなたへ、おのれの卑しさが、浅ましさが、欲深さが、そのひとの名前を呼ぶ声に変わり、星の河のさざめきへ消えていく。


    　──なんという人間だ、ぼくは、こんなの……。


    　泣きたい気持ちになり、清顕はおのれの自我がささやく名前を聞いていた。じっと黙って見つめていれば消えてくれるかと期待したが、声はいつまでもいつまでも、星へむかい愛いとおしいひとの名を呼びつづけていた。

  


  
    



    　二十二．


    



    　セントヴォルト帝国軍最高司令官、クンツ・アイゼンバッカー首相にとって、去年の四月に帝都セルファウストが陥かん落らくして以来の九か月近くは苦く役えき以外のなにものでもなかった。


    　本土を失い多島海の植民島へ逃げ延びて、政府機能をエアハント島に移転させてなんとかこれまでやってきたが、いよいよ時間の猶ゆう予よはなかった。


    　いまの帝国にとって、時間は敵だ。


    　手をこまぬいていたなら、待つのは滅めつ亡ぼうのみ。


    　無敵の帝国多島海艦隊はほぼ無傷で存命しており、地上野戦軍も秋あき津つ大陸から撤兵を完了して、いよいよミッテラント本土逆上陸へむけた演習を開始している。そして一刻も早くこれらの戦力を決戦へ差しむけ、勝利を収めなければ、戦うことなく軍隊が崩ほう壊かいしてしまう。


    　もう金がない。


    　本土防衛の困難を悟ると同時に、セルファウスト中央銀行の地下に保管していた金きん塊かいをすべて、エアハント島へ移送した。多島海世界は金きん本ほん位い制せいを採用しているため、金塊の備蓄が潤じゆん沢たくにあることを示せば、セントヴォルト正貨「ペセス」の価値が暴落することはなく戦争経済が極端に悪化することも防げる。たとえ首都を追い出されようが本国領土を失おうが、政府機能と植民地と準備正貨と野戦軍が健在である限り、近代国家はその国こく体たいを留とどめさらに反撃できることを証明してみせた。ただ問題はひとつ、時間とともに金が失われていくことだ。なにしろ税収はなく、国こく債さい価格も下げ落らくする一方、金が入る見込みは国際証券市し場じようで帝国の再興を望む資本家が赤字国債を買い支えてくれることのみ。そして戦費がなくなれば食料も燃料も弾薬も供給できず、軍隊は戦わずして消滅する。


    　この局面を打開するためには、なんとしてもミッテラント本土逆上陸を成功させるしかない。領土を回復し、蹂じゆう躙りんされる一方の二億六千万人の臣民を取り戻したなら、税収と国債収入が持ち直す。さすれば帝国は再び、かつての権けん勢せいを取り戻すだろう。


    　そして現状、帝国軍の戦力だけでハルモンディア皇国軍──すなわちウラノスに対抗することは不可能。海軍は充分だが、本土の地上軍はほぼ壊かい滅めつしたため、陸上戦闘能力が著いちじるしく欠けつ如じよしている。これまでさんざんいがみあってきた連中と手を携たずさえ、地上戦力を融ゆう通ずうしてもらうほかに対抗策はない。


    　では、最も手短に、効率よく、誰もが納得できるかたちで、かつての敵国同士が協定書にサインするにはどうすればよいか。一か月ほど前、いまや帝国軍の頭脳であるバルタザール・グリム准じゆん将しようにそう問いかけると、あの青年は表情ひとつ変えず即答した。


    『主役の座を、今回に限り、ほかの国家元げん首しゆに譲ゆずることです』


    『いま帝国が優先するべきは本土奪だつ還かんのみ。首都セルファウストを解放したのち、また首相が多島海世界の主役を張ればよろしい。そのときまでは脇わき役やくに甘んじ、多少の要求は受け入れ、列強との合意をなによりも優先すべきです』


    　その意見には、アイゼンバッカーも頷うなずけた。


    　──ここで帝国が出しゃばれば、時間を浪費する。


    　なにしろこれから手を組もうとしている連中の半分は、これまで帝国がほぼ一方的にケンカをふっかけて叩たたきのめしてきた相手なのだ。今回の共同作戦を帝国が主導しようとしたならばたちまちテーブルのむこう側に反はん旗きが翻ひるがえるだろう。説得や懐かい柔じゆうなど悠長にやっている時間はない。だからバルタザールの言うとおり、帝国に次ぐ実力をもち、かつウラノス撃げき滅めつの意志を最も強力に抱いだいている国家元げん首しゆに今回に限って主役を譲ゆずり、余計なあつれきを避けるのはリスクの少ないやりくちといえよう。


    　──今回は、おとなしくしておく。


    　──自分が出しゃばるのは、戦後でよい。


    　戦いに勝利を収めることができたなら、それから政治的な挽ばん回かいを期すればよい。敗北したならば国家元首全員が絞こう首しゆ刑けいだろうから事後の心配は無用だ。アイゼンバッカー首相はそんな結論を抱いて、いまこの執務室で多島海列強の代表者たちとテーブルを囲んでいる。


    



    　帝紀一三五二年、一月二十五日、サントス島、多島海連合軍統合作戦司令本部──。


    



    　国際会議センタービルに急きゆう遽きよもうけられた多島海連合軍統合作戦司令本部にて、作戦に参加する多島海列強の代表者たちが今日はじめて一堂に会し、共同作戦『Ｂ』の立案・合意のため意見を交換することとなっていた。


    　参加者はセントヴォルト帝国軍最高司令官アイゼンバッカー首相、ハイデラバード群島同盟代表レミー・オダン、慧え剣けん皇こう王おう国こく全権特使、瓜生うりゆう野の義よし嗣つぐ、第二次イスラ艦隊提てい督とくルイス・デ・アラルコン、そしてシルヴァニア王国最高司令官エリザベート・シルヴァニア女王、以上五名。レミーと瓜生野は帝国からさんざん踏みにじられてきた過去があるだけに、やはり同じテーブルを囲んでいても剣けん呑のんとしたものが隠せない。わずかでも帝国に軽かろんじられたり、ないがしろにされたりしたならば、いきなり席を蹴けって退室しかねない雰ふん囲い気きだ。微弱な電流が爆はぜる空間に、唯ゆい一いつ涼やかな空気を持ち運んでくるのは、やはり現在、多島海世界において最も権けん勢せいがあり、かつ民衆から最も絶大な支持を受けるエリザベート・シルヴァニアそのひとだった。


    「こうして多島海国家の代表者たちが一同に集い、言葉を交わせるというその事実だけで胸に迫るものがあります。簡単に超えられない過去があることは承知しておりますが、それでもなお、わたしはみなさまの叡えい智ちに信頼したい。みなさまの品位と寛容の精神が、過去の恩おん讐しゆうを乗り越え、未来の恒こう久きゆう平和に寄与することを確信しております」


    　まっさらな笑え顔がおで堂々と理想を謳うたう。幾多の政治的修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけてきた国家元首を相手にこんな表向きすぎる言葉が通用するはずもないが、とりあえず全員が共有する価値観としては、アリだ。テーブルの下で足の踏みあいをしていることを国民に悟られることなく、テーブルの上で笑え顔がおの仮面を交換するために、外向きの言葉を返そう。


    「まさに現在、世界の危機が明白に迫りつつあります。かつて人類を襲おそった災さい厄やくを数え上げても、いま我々が直面している規模のものはありますまい。地上に住まうもの同士がいがみあうことはウラノスに利するのみ。いまこの場に集うみなさまは、感傷的な情緒にかまけることなく、充分に理性的に、この試練を乗り越えるために叡えい智ちを結集できる準備を整えたかたがただと信じております」


    　明らかに事前に用意していたとおぼしいアイゼンバッカーの挨あい拶さつを、レミーと瓜生うりゆう野のは共に冷ややかに聞いていた。これまでさんざん難なん癖くせをつけてケンカをふっかけてきた帝国が、臆おく面めんもなくしおらしいことを。そんな無音の罵ば倒とうが表情から聞こえてきそうだ。


    　しかしハイデラバード群島も慧え剣けん皇こう王おう国こくも、ウラノスをより大きな脅きよう威いと捉とらえていることは疑いない。このちぐはぐなメンバーがとりあえず一時的にでも結束するためには、ウラノス打倒の意志を共有せねばならない。


    　そして結束の象徴として、最適な人物はこの場でただひとり。アイゼンバッカーはエリザベートへ顔をむけて、自分から提案をする


    「多島海連合軍の最高司令官として、わたしは女王陛下をおいて適任はないと確信します。帝国にも、皇王国にも、群島にも一切の禍か根こんをもたず、ただウラノスにのみ敵対してきたシルヴァニア王国の歴史が、いまこのとき多島海の福ふく音いんとして鳴り響いている。我々の同盟が強固なものであることをウラノスに理解させるためにも、エリザベート女王陛下、わたしは今作戦の最高指揮権をあなたに委ゆだねたい」


    　この座につく前に熟じゆく慮りよを重ねてきた文もん言ごんだった。アイゼンバッカーの狙ねらいどおり、レミーと瓜生野の表情に意外そうな色が浮かんでいる。おそらくは、なにがなんでも帝国に主導権を握らせることは避けたかったはず。それをさせないための対抗策を複数抱えてこの場に臨のぞんだはず。しかしアイゼンバッカー自みずからが、最高指揮権をエリザベートに託そうとするとは考えていなかっただろう。


    　──多島海の盟主の座を譲ゆずるのではない。


    　──あくまで今作戦に限った一時的なものだ。


    　──さらに、作戦が失敗したときは、エリザベートに責任を押しつけることができる。


    　アイゼンバッカーはおのれへ言い聞かせながら一同の顔を眺め渡し、ルイスとエリザベートの奥ゆかしい微笑を確認して、苦そうな表情の瓜生野へ言葉をかける。


    「陛下の慈悲のもと、貴国と共同できることをうれしく思いますぞ」


    　瓜生野は一瞬だけ不満げな色を瞳ひとみにひらめかせたが、すぐにそれを消してみせ、頷うなずきを返した。


    「陛下の意志に従い、この同盟が末永く存続することを期待しましょう」


    　帝国と皇こう王おう国こくが仲直りをしたのではない。あくまでウラノス打倒を誓ちかうエリザベートの意志に、帝国と皇王国が同調したまでのこと。いまのふたりの言葉に秘められた意味はそれだ。この文脈であれば少なくとも、互いの国内を納得させることはできる。会議を終えて帰国したのち、連合作戦に反対する国内派は閥ばつに糾きゆう弾だんされたとしても、指し弾だんする方向をエリザベートへむけてやることもできる。


    　多島海連合軍は、あくまでエリザベートが言い出したことだ。指揮権も責任も女王にある。議会の追及はそうやって受け流し、作戦が失敗したときはエリザベートにすべてを押しつけ、成功したのちは回復した国力を用いてシルヴァニア王国をもう一度押しのけ、多島海の盟主の座に再び君くん臨りんする。頭ず蓋がいのうちでそういう絵を描えがきながら、しかしそれをおくびにも出さず、アイゼンバッカーはエリザベートを連合軍最高司令官として任命する協定書にサインをした。


    



    　†††


    



    「バルタさん、どうやってアイゼンさんを操縦したんですか？」


    　肩の凝こる会議を終えて、多島海連合軍最高司令官の肩書きを手に入れ、シエラグリード市庁舎五階に戻ったエリザベートはバルタザールを応接間へ迎え入れ、レモンティーをいただきながらソファーのむかいへ質問した。


    　バルタザールはソファーの背もたれにふんぞり返り、長い足を組んで、おなじみの仏ぶつ頂ちよう面づらを崩すことなく素そっ気けなく答える。


    「帝国の現状と多島海世界の推移を説き、最善の一手を指摘しただけだ。あとはアイゼンが勝手にお前を御み輿こしに担かつぎ上げた」


    「ほんとに？　なんだかうまく行きすぎて、びっくりしちゃってますけど」


    　バルタザールが普通にしゃべるので、ついついこちらも言葉遣いがセシルに戻ってしまうが、ふたりきりだしいいだろう。


    「シルヴァニア王国にそれだけ勢いがあるということだ。倒産寸前の帝国と、五百億ペセスの正貨準備金をもつ王国を見比べたなら、どちらが盟主にふさわしいか語らずともわかる。さらに他国家との歴史的に良好な関係性。おれが操縦するまでもなく、まともな国際感覚をもつ政治家であれば、どう振る舞うのが最善かわかっただろう」


    　自分の手柄ではない、と謙けん遜そんする内容をソファーにふんぞり返りながら仏頂面で言い放ち、天井を睨にらんだまま動きを止める。


    　こうしてバルタザールと普通に会話していると、なんだかエアハント士官学校の士官室にいるみたいだ、とセシルは懐なつかしく思い出しながら、いまの素直な気持ちを言葉にした。


    「すごいところまで来ちゃったなあ、って思うんです」


    　しみじみ言うと、バルタザールも短く「あぁ」と答えて、また天井を睨にらんだ。聞いているのかいないのかよくわからないが、ともかくセシルは言葉をつづけた。


    「もうすぐ、世界の運命をかけた戦いがはじまるわけですよね。こっちの戦力が地上軍二百五十万で参加艦艇数が戦列艦だけで五百隻せき以上で航空機が戦闘機・爆ばく撃げき機・攻撃機だけで二千機以上……って、とんでもないスケールじゃないですか」


    「多島海の残存勢力の寄せ集めだがな。しかもその半分以上はイスラ艦隊に負っている。これを連動させるのは至し難なんの業わざだ」


    　上うわの空、といった風ふう体ていでバルタザールは応こたえる。その頭のなかでは、多島海連合軍共同作戦『Ｂ』の構想が最終段階に入っているだろう。


    「そうですけど。これでもまだウラノスに立ち向かうには充分じゃないのは知ってますけど。でも信じられない規模じゃないですか。史上最大の作戦なわけですよね」


    「正否にかかわらず、歴史の教科書に載るのは間違いない」


    「そんな作戦を、バルタさんが立案して、わたしが承認して、アキちゃんとイリアが先頭に立ってやっちゃうわけじゃないですか。なんだかすごいっていうか、不思議っていうか、運命的っていうか……」


    　バルタザールは応えることなく、黙もつ考こうに沈むのみ。彼の頭のなかは現実のことでいっぱいで、ナイーブな回想には付き合ってくれそうにない。


    「あのエリアドール飛空艇に乗り合わせた七人が、ですよ。いま世界を変えようとしてるわけじゃないですか」


    　しかし付き合ってくれなくても、セシルは独り言のように言葉をつづける。


    　いま言ったように。バルタザールは今回、連合軍首席参さん謀ぼうという立ち位置だ。表向き、作戦を取り仕切る連合軍参謀総長はこれまでどおりラファエル・ドナウアー大たい将しようだが、実質的には史上最大の作戦『Ｂ』は時期、場所、手段の選定、参加部隊の編成・集中・開進から陽動・攪かく乱らん・欺ぎ瞞まん工作、果てはミッテラント本土に潜せん伏ぷくするレジスタンス組織の蜂ほう起き計画まで、つまり尻しつ尾ぽの先から頭のてっぺんまで、バルタザールがいちいち脳のう髄ずい細さい胞ぼうを軋きしませて構想・立案した、いうなればバルタザールの叡えい智ちの結晶だ。その人生と精せい魂こんを込めた結晶を、自みずからの責任で承認し、発動の号令を発するのはセシルの仕事である。そしてその最前線、世界の命めい運うんを決するであろうプレアデス制空戦は、清きよ顕あきとイリアの双そう肩けんにかかっている。


    　そして、かぐらが身を挺ていして第二次多島海戦争を終結へ導いてくれたからこそ、いまこうやって多島海列強は力を合わせてウラノスに立ち向かうことができる。


    　それから、ミオ。


    　史上最大の作戦の中核は、ミオが流した超一級秘ひ匿とく情報をもとにしている。飛空要よう塞さいオーディンにジェット推進装置を取り付け、一気に敵首都に肉にく薄はくして「戦争の意志の源泉」を破壊する奇き襲しゆう作戦も、通信諜ちよう報ほうによってミオの情報の裏付けがとれたからこそ構想できた。ミオのくれた光がなければ、そもそも『Ｂ』作戦そのものが立ち上がらなかっただろう。それほどにミオの果たした役割は大きい。


    　エリアドールの七人。


    　偶然、あの飛空艇に乗り合わせた七人の士官候補生。


    　国家と時代に引き裂かれ、それぞれ敵対状況に陥おちいりながら、たったひとつの誓ちかいを抱きしめて駆かけ抜けてきた仲間たち。その思いが、その祈りが、いま、世界を変えようとしている。


    　いや──。


    　ひとり、流れに外れたままのものがいる。


    　いまだひとりだけ、世界に対して全くなにも動きを見せない……ライナ・ベック。


    「ライナは……なにしてるんでしょう」


    　セシルはぽつりと、虚こ空くうへ呟つぶやく。バルタザールは天井を睨にらんだまま応こたえない。


    「プレアデスにアキちゃんとイリアが行ったら……ライナは、どうするのかな」


    　自分に問いかけて、答えを探す。


    　普通に考えたなら、敵対するに決まっている。なにしろライナは潜入工作員だったのだ。仲間のふりをしながら、その実ずっとこちらの内情をウラノスへ流しつづけ、ついにあのエアハント島奇き襲しゆう作戦を導いてしまった。ライナがウラノス艦隊を手引きしたせいで、住んでいた島が破壊され、母校が崩ほう落らくし、大勢のひとびとが犠ぎ牲せいになった。ライナとミオの名前はいまだに裏切り者としてセントヴォルト帝国史に記録されており、捕ほ縛ばくされたなら銃じゆう殺さつもしくは終身刑が確実だ。だからどう考えても、プレアデスにおける戦いでライナは敵として立ちはだかってくる……はずなのだが。


    「ライナだけ、そんな役割なのかな……」


    　世界を変革しようとしているエリアドールの七人のうち、ライナだけが裏切り者として、仲間と敵対したまま終わるのだろうか。


    　セシルの直感は、否いなを唱える。


    　──きっと、とても大きな役目が、ライナにはある。


    　根こん拠きよはない。けれど、内側に響くその声はなぜか大きな確信を伴っている。


    　──ライナにしかできない役目が、ある。


    　──それはもしかしたら、わたしたちの誰よりも重要な役目かもしれない……。


    　バルタザールにそんなことを言っても、きっと一いつ笑しように付ふされるだろう。なにしろなんの根拠もなく、そう思う、というだけだから。


    　しかし、けれど、きっと。


    「ライナも、誓いを守ってる」


    　セシルは自分へそう告げてみる。言葉にすると、確信はもっと強くなる。


    『たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない』


    『友情は永遠だ』


    　交わした誓ちかいは、きっと、ライナの胸にもいまだ息づいている。


    　だからきっと、プレアデスへ行けば、ライナはわたしたちに力を貸してくれる。


    　──ライナが最後に、世界を変えてくれる。


    　直感がまた根こん拠きよのない希望をささやいたとき、侍じ女じよが招待客の来訪を告げた。セシルは気合いを入れ直してエリザベートの仮面をかぶり直し、典雅な笑みをたたえてもうひとりの今日の主しゆ賓ひんを応接間へ迎え入れる。


    「お待ちしておりました、マニウス殿下。ご足労に感謝いたしますわ」


    　ウラノス親善大使、マニウス・シードゥス第二王子はいつもの仰ぎよう々ぎようしい礼服に身を包み、皮肉めいた色を口元へそよがせながら、エリザベートに目もくれず室内を眺め渡す。


    「退屈しのぎに出向いてやったが、案の定、殺さつ風ぷう景けいな居城だな」


    　エリザベートは慣れた様子で、マニウスの憎まれ口に笑え顔がおで応こたえる。


    「市庁舎ですから。王宮は十年ほど前にウラノスに壊されましたの」


    　恨みつらみもにじませず、屈くつ託たくなくそう言うと、執事にワインセラーのとっておきをお出しするよう告げる。


    　マニウスはバルタザールへ一いち瞥べつもくれず、どかりとソファーに腰を下ろし、出されたワイングラスに口をつけた。興味深げに反応を窺うかがうエリザベートへ、マニウスはニベもなく言う。


    「相変わらずだ」「まずい？」「口にするのも飽きた」「殿下はいったい、どうすれば満足しますのやら」「世間話など不要。用件を告げよ。おおかたの予想はついておるが」


    　背もたれにこれ以上ないほどふんぞり返り、ほとんど天井を見上げるようにしてマニウスは促うながす。エリザベートに代わり、バルタザールが順を追って話しはじめた。


    「まずは、まだ連合軍の上層部しか知らない事実を殿下にお伝えするところからはじめねばなりません。昨年十月、ニナ・ヴィエントは失しつ脚きやくしました。第二次イスラ艦隊の愛人へ、プレアデスの位置を教えたという嫌けん疑ぎが女王に対していきなりかけられ、デミストリ派によって捕ほ縛ばくされた模様です」


    　さきほど連合軍統合作戦司令本部で顔を合わせた五名の代表者レベルしか知らない秘ひ匿とく情報を伝えたがしかし、マニウスの反応は薄い。


    「だろうな」


    　それだけ言って、話のつづきを無言で促す。以前からマニウスはニナの失脚を予言していたから、天気予報が当たったくらいの感覚なのかもしれない。


    「王座は空位にあります。デミストリが戴たい冠かんの時期を窺っているようですが、おそらくは、多島海方面の制圧に併せて玉座に座るつもりではないでしょうか。新たな王として充分な実績を示し、ニナの支持層に反撃の余地を与えない計画だと考えます」


    　訥とつ々とつと述べるバルタザールへ、マニウスはいきなり問うた。


    「プレアデスを奇き襲しゆうするつもりか」


    　バルタザールは面食らう。話の内容がいきなり核心に行き着いてしまったことも驚いたが、そもそもいまだ連合軍統合作戦司令本部しか知らない今作戦の眼がん目もくを、なぜこの偏へん屈くつ王子が知っているのか。


    「オーディン下部の推進装置を変更していればアホでも気づく。なぜ一度も運用したこともない飛空要よう塞さいにジェット推進装置を取り付けようとしているのか。なにゆえにこちらの秘密兵器の移動速度を上げる必要がある？　射程圏に、とびきりの獲え物ものが近づきつつあるからだ。そして貴き様さまらがわざわざ余を呼び出す理由を鑑かんがみれば、作戦目標はおのずと限られる」


    　マニウスはつまらなそうに理由を並べるが、バルタザールは気を引き締め直す。


    　この王子は手て強ごわい。下へ手たにごまかそうとしたならかえって魂こん胆たんを見抜かれ意い固こ地じにさせる危険のほうが大きい。マニウスの指摘を認めようとしたバルタザールだがしかし、すぐに次の質問が飛んできた。


    「プレアデスの現在位置を、どうやって割り出した」


    　バルタザールはややためらってから、答える。


    「こちらの特殊工作員が、王都の潜入に成功しています」


    　ほう、とマニウスは喉のどを鳴らし、それから工作員の身元と連絡手段を問いかけてきた。隠すこともないと判断し、バルタザールはミオの素す性じようと、フィオによって情報が運ばれてきたこと、こよりに書かれた現在座標が、こちらの通信諜ちよう報ほうによって裏付けが取れたことを伝えた。


    「プレアデスの針路は」


    　その問いかけに、バルタザールは作戦図を持ち出して答えた。マニウスは作戦図上の針路を一いち瞥べつし、呟つぶやく。


    「クリスターから、多島海方面へ接近してきているな」


    「はい。あたかも、戦場へ近づきたがっているかのような」


    「理にかなわぬ。なぜおのれの頭部を殴り合いの場へ差し出す？」


    　マニウスに指摘されるまでもなく、プレアデスの針路は普通ではない。政令と軍令の大本営でありながら、自みずから最前線に近づこうとしている。


    　珍しく、しばらくの間考え込んでから、マニウスはバルタザールをちらりと見て、剣けん呑のんな色を見せる。


    「……余が多島海連合軍にいることを喧けん伝でんしたか」


    　バルタザールは生涯はじめて、他人に自分と同等の実力を認めた。


    　──この偏屈王子の演えん繹えき能力は、おれに匹ひつ敵てきする。


    　無言のうちに、そう唸うなる。頭のキレが普通でない。この王子はオーディンの推進装置の取り替え作業を見ただけで、バルタザールが細心の注意を重ねて秘ひ匿とくしてきた一大作戦の目的から手段まで一いつ気き呵か成せいに看かん破ぱしてしまった。


    「喧けん伝でんではなく、ウラノス諜ちよう報ほう部ぶがつかめる程度に、その情報を流しました。ウラノス諜報部は非常に優秀であるため、大声でわめき立てて喧伝すればこちらの策を見破られ、逆効果となります。あえてカエルの飛び込む程度の水音を響かせ、反応を待った……というところです」


    　バルタザールの答えに、今日はじめてマニウスはうっすらと愉快そうな笑みをたたえた。


    「余をエサにして、デミストリを釣ったか」


    「正確には、殿下を撒まき餌えに、プレアデスをおびき寄せたところです。近づいたところでオーディンの銛もりでデミストリの脳のう髄ずいを突き刺そうかと」


    　並の王子であれば不敬を咎とがめそうな発言だが、マニウスはいかにも面白そうに、バルタザールを見やる。


    「貴き様さまの策か」


    「僭せん越えつながら」


    「名は」


    　前に伝えたはずだが、覚えていないらしい。バルタザールはもう一度、名乗った。


    「多島海連合軍首席参さん謀ぼう、バルタザール・グリム准じゆん将しようであります、殿下」


    　うむ、と喉のどの奥で薄い声を発し、マニウスはまたいやらしく笑む。


    「デミストリは幼おさないころから余と比べられ、比較対象となるすべての面で圧倒されてきた。やつが余に勝まさる点は、正妻の子である、その一点のみ。余をイスラに追放したことで誰よりも安あん堵どしたのはデミストリだ。だがしかしこうして余がイスラ艦隊に乗り込み戻ってきたとあっては、さぞかし不安かつ不愉快であろうよ」


    　マニウスは楽しそうにしゃべり始めた。義兄デミストリの悪口を言っているとき、この偏へん屈くつ王子はこのうえなくいきいきとする。


    「不安を払ふつ拭しよくするには、余を力で叩たたき潰つぶすしかない。おのれの権けん勢せいを誇示し、余を跪ひざまずかせ、余の首と胴体が切り離される場面に最前列で立ち会いたいはず。その浅はかさが、プレアデスをミッテラント大陸上空にまで回航させてしまった」


    　マニウスは悦に入いり、デミストリの心境を歌い上げる。デミストリとマニウス、この義理の兄弟の仲の悪さはバルタザールも諜報活動を通じて聞き及んではいるが、どうやら想像以上らしい。マニウスは心の底からデミストリを軽けい蔑べつし、デミストリは自みずから陣頭指揮に立ってマニウスを捕らえ、拷ごう問もんなり処刑なりおのれの思うままに処罰したいのだろう。でなければ、自らが本ほん拠きよ地ちごと多島海世界に乗り込んでくる意味がない。


    　付け入る隙すきが、そこにある。


    　勝機は、そこにしかない。


    「ミッテラント本土上陸作戦の前日、八十機のジェット推進装置を取り付けた飛空要よう塞さいオーディンをプレアデスへ肉にく薄はくさせ、奇き襲しゆうします。連合戦闘機隊の全力を以もつて航空優勢を獲得、敵防御施設を空爆し無力化、プレアデスに接岸して地上部隊を揚よう陸りく、すべての軍事施設、主要庁舎、議会場、ユリシス宮殿を制圧し、ウラノス政府を事実上解体します。そののち我々は暫ざん定てい統治政府の長としてマニウス殿下、あなたを推すい挙きよしたい。ウラノスが『天地領りよう有ゆう』という風土病を根こん絶ぜつし、地上との平和的交流を構築するために、殿下のお力が是ぜが非ひでも必要なのです」


    　バルタザールは今作戦の概がい要ようから戦後構想までをひといきにマニウスへ伝えた。


    　この戦争の源であるウラノスの教義テーゼ「天地領有」。


    　ウラノス人民の精神の奥底に根を張ったこの古い病を根絶することができるのは、ウラノスの在あり方に批判的であり、政治・経済・国際交流、あらゆる面で進歩的な考えをもつマニウス以外にありえない……。それがバルタザールとエリザベートの一致した見解だった。しかし。


    「つまらん」


    　マニウスはバルタザールの乾けん坤こん一いつ擲てきの策を、そんな言葉で一いつ蹴しゆうした。


    「あいにく、余は玉座など興味もなくてな。アホ貴族どもと生涯乳ちちくりあうなど、考えただけで虫むし酸ずが走る。あんなもの、デミストリのような低脳にこそふさわしい」


    　それだけ言って、まずいと言っているワインを飲み干す。その表情には嘲あざけりと諦てい観かんと退屈が網あみ目めを為なしていた。


    　この偏へん屈くつ王子が素直に従うわけがない、と予想はしていたものの、予想したより遙はるかにつれない。優秀な資質を生まれ持ちながら、妾めかけの子として疎うとまれ、能力ではデミストリを遙かに凌りよう駕がしながらもニナの身代わりとして空飛ぶ島イスラへ追放された過去が、マニウスの心に深い縞しま目めを綾あやなしている。


    　──能力は非常に高い。だが内面が面倒くさすぎる。


    　自分を棚に上げ、バルタザールは無言で毒づく。


    　マニウスを言葉で説得できる人材がいるとすれば、ただひとり。


    「いつもまずいとおっしゃりながら、ボトル一本は空けてしまいますわね」


    　遠慮なく憎まれ口を叩たたきながら、エリザベートは執事を呼んで、新たなグラスに先ほどとは違う銘柄のワインを注がせる。


    「このところ、殿下の内面が読めるようになりましたの。きっと殿下は、心の奥底で思っておられることと反対のことを口に出さずにいられない性しよう分ぶんなのですわ」


    　マニウスは一切動じず、世界のすべてを見下した笑みをたたえる。


    「空からの袋の中身を夢想するのは凡人のたしなみだな」


    　エリザベートは無む垢くな微笑ほほえみを消すこともなく、


    「空にしてはずいぶん大きく膨ふくれた袋ですわね」


    　バルタザールは辟へき易えきした気分でふたりのやりとりを拝聴していた。こういうねちねちした言葉遊びは、自分の最も苦手とするところだ。


    「グリム准じゆん将しよう。殿下とふたりでお話をさせていただいても？」


    　するといきなりエリザベートが水を向けてくる。まさかおれの内面を読んだのか、と多少面くらいながらも、渡りに船とばかりに立ち上がった。


    「これは失礼。腹ふく蔵ぞうのない意見の交換は、高貴なかたがた同士のほうがよろしいでしょう。ではわたくしは控えの間におります……」


    　バルタザールは胸を撫なで下ろしながら女王の応接間をあとにして、来らい賓ひんの付き人たちが控える隣の一室へと退散した。


    　マニウスとふたりきりになった室内にて、エリザベートは自みずからのカップに紅茶を注いで、対面へ微笑ほほえみかける。


    「わたしの個人的なお話をさせていただいても？」


    　マニウスは退屈そうに足を組み直し、ソファーの肘ひじ掛かけに肘を乗せて頰ほお杖づえをつくと、つれなく答える。


    「やめろ」


    「では遠慮なく。……わたしももともと、女王の座というものをわずらわしく思っておりましたの。そんな面倒な地位を得るよりも、市し井せいの少女として自由気ままに生きたい……そんなふうに願った時期もありました」


    「舞台演劇において、最も退屈なのは回想場面でな。物語の流れを途中で寸断された聴衆は、新たな流れを追うことに負担を感じる」


    「わかりました、細かいところまで丁てい寧ねいに、時間をかけて回想いたしますわね。そう、思い返せばいまから十年ほど前、わたしの住んでいた王宮がウラノスに急きゆう襲しゆうされたときからすべてはじまったのです……」


    　エリザベートは滔とう々とうと、シルヴァニア王家が壊かい滅めつしてからアクメドに助け出され、叔お母ばコレットの援助を受けて学生時代を楽しみ、エリアドールの七人と呼ばれ、そののち王家再興を決意して今こん日にちに至るまでの道筋を懇こん切せつ丁てい寧ねいにマニウスへ話して聞かせた。マニウスはその間、ワインボトルを一本空けて、黒ビールを口にし、それから白ワインのグラスを傾けた。


    「……というわけでわたしはいま、仲間たちの導きに従って歴史の転換点に立ち会っておりますの。不思議な運命の巡り合わせと思いませんか？」


    「はじめから最後まで、話を聞いていなかった」


    「ご賛同いただけてうれしいですわ。ことほどかように、わたしのごとき小しよう才さいも分ぶん不ふ相そう応おうな立ち位置を得て、殿下のような偉大な天分をおもちのかたとグラスを交えることができておりますの、ひっく」


    「酔っておるな」


    　いつのまにかエリザベートの手にもワイングラスが握られていることにマニウスは気がついた。そういえば自分が飲んでいる間、エリザベートも話の合間に杯を重ねていた気がする。


    「わたしだって、不安です。どうしたらいいかわからないことも多々あります。ときにはウソをついたり、大事なひとに大事なことを黙っていたりしなきゃいけないこともあります。辛つらいです。きついです。正直、いやなことのほうが多いです、ひっく」


    　マニウスを説得するはずが、いつのまにかただの愚ぐ痴ちになっている。だがエリザベートは止まらない。


    「殿下のお気持ちも、少しはわかるつもりです。わたしたち、どこか、似たような境きよう遇ぐうだとずっと思っておりましたの」


    　マニウスは表情をげんなりと湿らせ、執事に蒸留酒をリクエストする。イヤそうな顔を崩すことはないが、腰を上げることもせず、ただ黙々とエリザベートの愚痴に付き合う。


    「なんでこんな身分に生まれちゃったのかなー、とか。もっと気楽なおうちに生まれてたら、全然違う生き方してたんだろうなー、とか。ときどき考えちゃうんですよ。殿下もきっとそうですよね？　王子なんかじゃなかったら、もっと楽しく生きられたのにー、とか思っちゃいますでしょう？」


    　勝手にそう決めつけられると、なにかしらイライラしてくる。マニウスはまずそうに琥こ珀はく色の液体を飲み干すと、対面を睨にらんだ。


    「そう思うなら、とっととやめろ。王冠など投げ捨てて勝手に遁とん走そうすればよい」


    「えー。やですよ。途中で投げ出したらかっこ悪いじゃないですか」


    「貴き様さまはなにがしたい」


    「戦争を終わらせたいです」


    　酔っぱらっていながら、そこだけは揺るがないらしい。エリザベートは表情を厳しくして対面のソファーから立ち上がると、ふらふらの足取りでマニウスの隣に腰を下ろした。


    「質問だが、貴様、酒さけ癖ぐせが悪いのか」


    　マニウスの質問に、エリザベートはコップいっぱいのウォッカをあおって、どん、と音がしそうなほどに目線を据すわらせた。


    「殿下は、なにがしたいですか」


    　いきなり間近からそう問われて、マニウスは返事に窮きゆうした。


    　そういうたぐいの質問は、されたことがない。


    「天てん命めい、って、わたしの大好きなひとが教えてくれた言葉があるんです。この世界に生きてるひと、ひとりひとりにやるべき役割があって、みんなその役割を果たすために生まれてきた、って考え方なんだそうです」


    「……東方世界の為い政せい者しやが開発した思想だ。お前たちが差別されるのは天が定めた運命なのだと被差別層に諦てい観かんを吹き込み、搾さく取しゆした。階層社会を正当化するための、いわば政治の道具としての思想にすぎぬ」


    「リアルとロマンティック、どっちが好きですか？　わたしはロマンティックですけど」


    　エリザベートは不満そうに天井を仰あおいで、そんな問いかけを送る。マニウスは答えることもせず、ただ鼻を鳴らす。


    「殿下がわたしと同じソファーに腰を下ろし、ワインを傾けながらお話ができていること。そのこと自体、とても不思議だと思いません？」


    「非常にふざけた事態ではある」


    「わたしのロマンティックな思考回路では、きっと、殿下はここに来る運命だったんです。ウラノス第二王子としてこの世界に生を受け、プレアデスからイスラへ移って、第二次イスラ艦隊に乗って、わたしとここでこうしてお酒を飲みながら、この世界のことを語り合ってる。ほら、殿下のこれまでには、とても大きな意味があると思いません？」


    　マニウスは思い切り表情を歪ゆがめた。憎まれ口を返そうとしたが、うまく言葉が出てこない。


    　確かに自分のこれまでの遍へん歴れきを振り返ってみたなら、ずいぶん奇妙な星のもとに生まれついたものだとは思う。


    　物心ついたときからデミストリという出来の悪い兄がいて、人間のもちうるすべての能力において圧倒していながらも、あちらは正妻の子で、自分は妾めかけの子だった。マニウスの支持者は宮殿の日陰者たちばかりで、デミストリは無能でありながら取り巻きの有力者には事欠かなかった。ニナ・ヴィエントの発見によりウラノス宮きゆう廷ていから追い出されることが決まったときの、デミストリの勝ち誇った表情が忘れられない。


    　だから、嫌がらせをするために第二次イスラ艦隊に同乗してここまで来た。ルイスにウラノス艦隊の規模を聞かれたとき、わざと少なく見積もって教えてやった。ルイスがマニウスの言葉を額面どおり信じたかは定かでないが、イスラ艦隊株の出資者たちに説明する際、効果的に使ったことは間違いあるまい。マニウスの思惑どおり、第二次イスラ艦隊はカルエルとニナの歴史的ロマンスを利用して出航に成功し、そうしていま、マニウスの嫌がらせを受けたデミストリは愚おろかにも自みずからプレアデスを多島海方面へ回航させ、オーディンの槍やりを額ひたいに突き立てられようとしている……。


    「殿下の天てん命めいだと思うんです」


    　エリザベートは静かに言い切った。


    「殿下のこれまでの人生にも、きっと大きな大きな意味があります。いえ、きっとそれはこれからもっともっと大きな意味をもってくるんだと思います。わたしなんとなく、殿下の天命がなんなのか、わかる気がするんです」


    「貴き様さまの天命はおそらく、酒を飲んで与よ太た話ばなしすることだろうな」


    「殿下の天命はおそらく、地上のひとたちと仲良くなることだと思うんですよ」


    　マニウスはもう一度、鼻を鳴らした。二度、三度、つづけざまに鼻を鳴らしてから、引きつった笑みをエリザベートへむける。


    「余を懐かい柔じゆうしようと考えているなら、やめておけ。余は誰にも縛しばられぬ。余は余の思うまま行動する。他人の指図は受けぬ」


    「わたし、殿下とお友達になれると思ってます」


    「貴き様さまがどんな夢を見ようが、余は興味ない」


    「きっと、ウラノスの人たちともいつかお友達になれる。そう確信してます」


    「閉へい鎖さ環境で二千年間、奇形的信仰を抱いだいて天空をさまよってきた民族だ。常に大地の恵みと共にあった貴様らとでは、精神の在あり方が根底から異なる」


    「わたしと殿下の精神の在り方は、少しも異なってないのに？」


    「一緒にするな」


    「いろんなひとを相手に怒ったり蔑さげすんだり、喜んだり悲しんだり、楽しいときは笑ったり。一緒じゃないですか」


    　マニウスはひとしきり不愉快そうに表情を歪ゆがめ、執事に追加の黒ビールを頼み、血走った目をエリザベートへむける。


    「貴様まさか、国際関係を個人間のつながりと同一視しているのか？」


    「いけないですか？」


    「大衆むけの演説であればそれでもよかろう。だが政治は国内を統治する技術だ。為い政せい者しやの感情が入り込む余地はない」


    「それでも国家のトップ同士が忌き憚たんなく話し合えるお友達になれたなら、片づく問題はずいぶん多くなりますでしょう？」


    　エリザベートは当たり前の表情で、小首を傾かしげる。


    「たとえばどの国はどういう点で困っていて、ほかの国はそれを助けるためになにができるか、もう少し真剣に話し合っていたら、殴り合いにはならなかったと思うんですよ」


    「……………………」


    「殴り合う体力があるなら、その体力を助け合いに使ったほうが、両方のメリットになりますよね。子どもの理屈がどうして国のトップ同士にはわからないのか、不思議なんです」


    　マニウスは論破しようとしてロジックを組もうとしたがしかし、うまくいかず不ふ可か視しの両手で頭を搔かきむしる。


    　──この女、バカなのか頭がいいのかわからない。


    　エリザベートの言っていることは、そこらのバカ女のように能天気な内容であるがしかし、面と向かって論破するとなると難しい。根本的には間違っていないからだ。


    　息を整えて、考えを整理し、マニウスは答えた。


    「……交渉不足がこの悲劇を生んだ事実は否いなめぬ。帝国主義を脱却し、資源をもたぬ国家へ救済の手を差し伸べ、軍備を縮小させて浮いた金を公共事業や教育や福利厚生に用いたならば、遙はるかに社会は豊かになっていただろう……」


    　その点は、マニウスも認めざるをえない。戦争の原因を突き詰めて考えたなら、国家首脳同士のコミュニケーション不足は明らかに要因のひとつだ。具体的には、もたざる国をもてる国が必要以上に追いつめてしまったことが挙げられる。


    　もたざる国が自国の存そん亡ぼうをかけて参戦する理由は経済問題でしかありえない。


    　列強が主導するブロック経済圏から締め出された新興国は平等な貿易が営めず、自国の輸出品には高い関税が課せられ、他国からの安価な輸入品に押されて国内産業は衰すい退たいし、時間とともに国力は低減し国民は飢える。生き残るためには、他国の植民地へ派兵して食料と燃料と工業資源を確保するしかない。そして列強は「待ってました」とばかりに新興国を「侵略国家」として糾きゆう弾だんし、圧倒的な物量を繰り出して戦闘員も非戦闘員も正義の名のもとに虐ぎやく殺さつする。箕み鄕さと大だい空くう襲しゆうで行おこなったように、炎の壁に閉じこめた女と子どもと老人を焼しよう夷い弾だんで十万人以上焼き殺そうと「侵略したお前たちが悪い」とひらきなおって恥じることはない。その報むくいなのか、帝国もいま首都セルファウストをウラノスに占領され、財産と女性は戦利品として扱われている。老ろう若にやく男なん女によを問わず、セルファウスト市民の尊厳は、軍ぐん靴かの底で完かん膚ぷなきまでに踏みにじられているだろう。


    　破壊は破壊を呼び、もはや地上に希望はなく、笑い声もなく、子どもたちの明るい表情もない。大切なものを奪われた悲しみと、五体の一部をもぎ取られたものの呻うめき声と、なにもしていないのに殺されたものたちの亡なき骸がらが堆たい積せきする地獄そのものだ。こんな未来を、いったい誰が望んだというのか。


    　もしも早い段階で国家首脳が同じ座につき、経済圏から締め出された新興国に対して門もん戸こをひらくなり救済策を講じるなりしたなら、窮きゆうした新興国が自由市場を求めて他国の植民地へ派兵することもなかったはず。もしもそうした話し合いが行われていたなら、失わずに済んだ人的物的資源はどれほどのものだっただろう。


    　ただ互いに歩み寄り、互いが生きられる道を探すだけでよかった。


    　もたざるものへ、自分のもちものを少しだけ分け与えればよかった。


    　そうした「友情」がわずかでもあったなら、世界はこの破壊を逃のがれえたのではないか。


    　プレアデスを追い出されて以来およそ六年半、地上世界を見聞し、様さま々ざまのひとびとや文化に触れてきたマニウスの思考がいま、そんなふうにささやく。


    「殿下」


    　エリザベートは間近から、真しん摯しな目をむけてきた。


    　気がついたら、肩と肩が触れ合うほど近くにふたりは並んで座っていた。


    「わたしたちから、はじめればよいのでは」


    　声こわ音ねは静かで真摯だった。もしかするといまマニウスが抱いだいた疑問と近いものを、エリザベートはその小さな身体からだの内側でずっと抱いていたのかもしれない。


    　なぜお互いの立場を思いやり、共に栄える道を探せなかったのかと。


    　なぜ異い邦ほうの民にも「友情」を尊とうとぶ気持ちがあることを信じられなかったのかと。


    　たったそれだけで、何百万、何千万の人間が、傷つくことも失われることもなかったのに。


    「天と地を、わたしたちの友情で結びつければ、きっと苦しみは終わります」


    　いつもなら思考を経へることもなく出てくるイヤミが、出てこない。血で血を洗う国家総力戦の解決策が、あろうことか「友情」などという幼よう稚ちな情緒だとする思想を、一いつ笑しように付ふすことができない。


    　それどころか、もしかすると──それでしか解決できないのではないか。


    　あまりにも単純であるがゆえに、それが真理なのではないか。


    　むしろ世界のほうこそが、そんな単純な真理ですら達成できない、幼稚な段階にあるのではないか。


    「友情を以もつて、戦争を終わらせること。それがわたしたちの天てん命めいなのでは」


    　マニウスはおのれの信念の揺らぎを感じ取り、反射的に行動することしかできなかった。


    「帰る」


    　いきなり腰を浮かせた。


    　こちらを見上げるエリザベートへ、震える言葉を発する。


    「付き合いきれん。帰る」


    　執事に命じてコートを持ってこさせ、袖そでを通す。右腕は少し震えていた。


    「おめでたい頭脳だ。バカがうつる。今日は帰る」


    　エリザベートはひとことの非難もなく、黙って腰を上げた。


    「有意義な語らいに感謝しますわ、殿下」


    　その言葉にいつもの減らず口を返すこともなく、マニウスは悪いた戯ずらがばれた子どものように急ぎ足で退室する。執事が見送りに出て、エリザベートはひとり、応接間に残されて閉ざされたドアを見つめる。


    　──手て応ごたえが、あった……。


    　そんなふうに思っていると、ドアが再びひらき、バルタザールが顔をのぞかせた。


    「妖怪対決は終わったか」


    　遠慮のない物言いで部屋へ入り、エリザベートへ苦み走った表情をむける。


    「……今度はなにをやった」


    「なんですかその言い方。なにもしてません」


    「あの偏へん屈くつ王子が、真っ青さおな顔で遁とん走そうしていったぞ。どんな妖術をくらえばあいつがあんな顔になるのか、おれには想像もつかん」


    「とびきりロマンティックなお話をしました。王子のお口に合わなかったのかも」


    　バルタザールは口をへの字に曲げてエリザベートを見下ろし、肩をすくめた。


    「今作戦の締めに、マニウスは欠かせない人間だ。操縦はお前に任せる。おれとあいつは相性が悪くてな」


    「似たもの同士ですからね」


    「誰が誰に」


    「なんでもないです。だいたい、操縦なんてしてないですよ、ただ正直にわたしの思いを伝えてるだけです。機長にも、殿下にも」


    　エリザベートは微笑ほほえんで、バルタザールを見上げる。


    「一緒に世界を救いましょう、機長」


    　思い切り正直に想おもいを伝えると、バルタザールは居い心ごこ地ち悪そうに顔を背そむけた。


    「……なるほどな。逃げたくなる気持ちはわかる」


    「やっぱり似てる」


    　誰が誰に、ともう一度吐き捨てて、バルタザールは再びエリザベートの目の前に作戦図を広げた。マニウスが来たために中断されたが、今日ここに来たのは、多島海連合軍最高司令官エリザベートとの打ち合わせのためだ。


    「作戦構想は、いよいよ最終段階に入ろうとしている。これから話すのは、おれ個人の頭にあるものではなく、すでに統合作戦司令本部において他国の参さん謀ぼう将校とも摺すり合わせを行おこなったものだ。ラファエル大たい将しように上じよう奏そうする前にお前の承認を受けておくと都合がいいため、おれがいまから提示する要件にすべて頷うなずけ」


    　最高司令官に対して無茶苦茶な要求だが、もとから無茶苦茶だからエリザベートは笑って受け流し、バルタザールの説明を聞く。


    「仕込みに時間のかかる作戦は筋が悪い。大作戦は単純で美しくあるべきだ。あまり構想を練りすぎて複雑化させると、それだけ時間を食ってこちらの動きが敵諜ちよう報ほう部ぶに察知されやすいからな。……今作戦『Ｂ』の眼がん目もくは、いきなり敵の脳のう髄ずいに注射針を突き立て、全身の動きを麻ま痺ひさせたうえで、こちらの全力を以もつて殴り倒すことにある」


    　最後の文節に力を込めて、バルタザールはエリザベートへ決意の眼まな差ざしを注ぐ。エリザベートは無言で頷く。


    「プレアデス奇き襲しゆうとほぼ同時に、ミッテラント逆上陸作戦を開始する。いきなり首都を奇襲された敵は混乱し、対処は後ご手てに回る……ことを祈る。ウラノス多島海艦隊の所在は明らかではないが、近海には必ずいるだろう。遅かれ早かれ艦隊決戦となるわけだが、数でも兵器性能でもウラノスがこちらを上回っているため、まともにやれば太た刀ち打うちできない。つまるところ、プレアデス奇襲が失敗したなら、こちらの希望はゼロとなるわけだ。この戦争を終わらせるためには、プレアデスを制空し、上陸し、地表面を制圧してウラノス王府を解体するしか方策はない。ここまでは、わかるな？」


    　エリザベートはまた頷く。こちらの希望は、プレアデスが手の届く位置にいることと、その位置をつかんでいること、それのみ。そのわずかな希望に、すべてをかけるしかない。ジェット推進装置を取り付けたオーディンでプレアデスとの一対一の勝負に持ち込み、組み伏せて敵の総そう大だい将しようの首しゆ級きゆうを挙げること、その一点にバルタザールの作戦は集約される。


    「プレアデス奇襲に失敗は許されない。できれば最大の戦力を結集したいが、敵哨しよう戒かい線せんを突破してプレアデスに肉にく薄はくできる機動力と、制圧できる戦闘力をもつのはオーディンのみ。つまりオーディンに乗せる戦力は精せい鋭えい中の精鋭のみであり、その精鋭は最高の司令官によって統とう率そつされなければならない。では現在の多島海連合軍において最高の作戦遂すい行こう能力をもつ司令官は、誰か」


    　エリザベートはすでに、バルタザールの言いたいことがわかった。


    　ため息をつく。


    「目の前にいるひとです」


    　バルタザールは満足げに頷うなずく。


    「お前がおれをオーディン司令官に任命しろ。それですべてうまくいく」


    　本当に、呆あきれたひとだ。エリザベートは眉まゆ根ねを寄せて、覚悟を問う。


    「オーディンの旅は片道切符、なんですよね？」


    　プレアデスに接岸し、どちらかが死ぬまで殴り合うのがオーディンの使命。乗り込むものは全員志願者であり、全員が死を覚悟している。ジェットエンジンの耐久時間から逆算しても、一度行ったなら帰れない旅路だ。そんな旅路に、この冷血漢が自みずから名乗りをあげるのか。


    「おれの作戦だからな。おれが指揮すべきだ」


    　バルタザールは涼しい顔でそんなことを言う。


    　エリザベートの胸が、きゅんと締めつけられる。


    「……帰ってくるなら、いいですけど」


    　センチメンタルな雰ふん囲い気きになりそうなのを察知したのか、バルタザールは顔をしかめて感傷を拒絶する。


    「安心しろ。負けたらどのみち、お前もおれも死ぬだけだ。死ぬのが早いか、遅いか、それだけの違いでしかない」


    「……そうですけど。でも、帰ってきてください。なにがなんでも」


    「勝利の可能性を高めるために、おれが現場を指揮したほうがいい。それだけの話だ。ぐだぐだ言っていないで承認して任命しろ。すでに人事発令書を持ってきてやったぞ、お前はサインするだけだ、さっさとやれ」


    　手回しのいいことに、バルタザールをオーディン司令官にすることを記載した書類まで用意してきてガラステーブルに据すえ置く。エリザベートは不安そうな表情で文面を流し読みしてから、バルタザールを見上げる。


    「生還の確率は、何パーセントくらいですか？」


    「それを言わなければならんのか」


    「ここだけの話。正直な話です」


    「冷静にプレアデスとオーディンの戦力を比較したなら、八割方、負ける。フィオが来なければ九割八分ぶこちらの負けだったから、ずいぶんマシにはなった」


    「……………………」


    「おれが現場で指揮を執とれば光は三割に増すだろう。坂さか上がみが制空に成功すれば、五割になる。世界の命めい運うんを託すには妥だ当とうな数字だ。わかったらさっさとサインしろ、おれは忙しい、ぐずぐずと時間をかけていたらそのぶん、こちらの勝機は薄くなる」


    　偉そうにふんぞり返って、バルタザールは首席参さん謀ぼうのくせに最高司令官にむかって命令してくる。エリザベートはためらいながらも発令書にサインをして、そして再び真しん摯しな目線を持ち上げた。


    「……生きて帰ってください。かぐらさんのためにも」


    　その名前を口にすると、バルタザールの表情に一瞬、こわばりが差した。


    「……かぐらさん、きっと、まだ生きてると思います。根こん拠きよないですけど。情勢が落ち着いたら、慧え剣けん皇こう王おう国こくに依頼して詳細を確かめてもらうこともしますから……それまで死なないでください。絶対に」


    　バルタザールは唇くちびるを軽く嚙かみ、無言で書類を取り上げると、署名を確認する。


    「……戦争を終わらせて、また会いましょうね。かぐらさんと、みんなで」


    「……前線の兵士はジンクスに敏感でな。再会だの結婚だの家を買うだの、生還後の予定の話は最悪の部類に入る。おれに死んでほしいなら、その話をつづけろ」


    「でも」
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    「人事発令は受け取った。あとはお前が正式に作戦計画『Ｂ』を承認するだけだ。頼んだぞ、ではな」


    　無ぶ愛あい想そうにそれだけ告げると、さっきのマニウスと同じようにバルタザールは急ぎ足で部屋を出ていく。音を立てて閉じられたドアを、エリザベートはいつまでも見つめていた。正直な気持ちを伝えているだけなのに、天才と称されるマニウスもバルタザールもすぐ逃げる。


    「みんな、無事で。戦争を終わらせて、生きて帰らないと」


    　自分に、言い聞かせる。


    「最高のハッピーエンドにしないと……」


    　誰もいない部屋で、エリザベートはひとり、そんなことを呟つぶやいた。なぜだか目元にぽろりと光るものがこぼれた。すべてに決着のつく日はもうすぐそこに迫っていて、それなのに頰ほおを伝うものはなぜか止まらなかった。

  


  
    



    　二十三．


    



    「皆殺しだ。セントヴォルトも秋あき津つもハイデラバードも、あのエリザベートとかいう生意気な小娘も」


    　二月の空を圧する大飛空艦隊を睥へい睨げいし、ウラノス軍最高司令官デミストリはそう告げた。


    「地上もすべてわたしのものとなる。わたしが天地の王となるのだ」


    　張り出し窓の防弾ガラスのむこう、三十隻せきの飛空空母が、四十二隻の超弩ど級飛空戦艦が、それからゆうに三百隻を超えるであろう数え切れないほどの巡空艦が──デミストリの威光を称たたえるごとく整然とした四列縦じゆう陣じんを組み上げ、新型揚よう力りよく装置を猛たけらせて、王都プレアデスの空を埋め尽くしている。デミストリの指先ひとつで、この史上最大の飛空艦隊は指し示された空域を、海域を、地域を完かん膚ぷなきまでに制圧してみせるだろう。物量、火力、兵器性能、いずれをとっても最新であり最大であり最強の軍団だった。


    　これだけで第二次イスラ艦隊を圧する規模の飛空艦隊だが、これは新規多島海方面艦隊の半分にすぎない。残る半分──かつてのカイ・アンドロス方面艦隊──が現在、決戦を求めて北多島海を西進中。デミストリの言葉は誇こ大だいではなく、この現状を前にして真っ当な感覚を以もつて紡つむがれた真っ当な言葉と言えよう。


    　デミストリは室内を振り返り、広い空間にぽつりと置かれた椅い子すに座るニナ・ヴィエントことクレア・クルスへ歪ゆがんだ笑みを送る。


    「感動で身震いせぬか？　お前は天地の王の后きさきとなれるのだぞ。女に生まれたその身には、最上の栄誉といえよう」


    　かつてのウラノス女王、クレアは全く表情を変えることなく、窓の外を見ることもなく、ただ蠟ろう人形のごとき目線を壁へ送るのみ。


    



    　帝紀一三五二年、二月八日、ウラノス王都プレアデス、ユリシス宮殿後宮──。


    



    　もう後ろ手に縛しばられていないし、檻おりのなかでもない。後宮の最さい奥おうにある聖堂の最上階がクレア専用の個室として改装され、二か月近くここに幽ゆう閉へいされている。


    　服装はユリシス宮殿を脱出したときと同じ、質素なブラウスと紺のスカート。大おお仰ぎような付け毛もなく、黒髪のまま。


    　身体からだは拘こう束そくされておらず自由だが、ここから出られない。


    　階下へ降りる唯ゆい一いつの出口には常に二名の衛兵が控えており、聖堂内も後宮の敷地内も直ちよく衛えい隊たいが巡検し、クレアを救出しようとするものへ目を光らせている。五メートル近い高さの天井に通気口があるが、そこまで登るためのロープも足がかりもない。室内は、机と椅子と簡素なベッドと埋め込みの暖炉、それにデミストリの偉大さを書き記した薄い本が一冊。カーテンで仕切った一角は、湯ゆ浴あみと手洗い用の小房だ。


    　いまのクレアは、この冷たい石敷きの広間に囚とらわれた籠かごの鳥である。


    　ゆっくりと時間をかけてクレアの意志を折ることを楽しんでいるのか、デミストリは決して乱暴は働かず、食事も湯浴みも専属の召使いを用意してクレアの身の回りを世話させている。そして毎日のようにここへ足を運んでは、クレアをなだめたり脅おどしたり褒ほめそやしたりして感情を揺るがせにかかる。


    　ふたりきりの時間、デミストリは必ずこう言う。


    「欲しいものはなんでもくれてやる。天地の財貨で手に入らないものはない。衣装も宝石も晩ばん餐さんも邸てい宅たくも、望むだけ与えよう」


    　それからふんぞり返り、芝しば居いがかった仕草で両腕を広げ、手前勝手な夢物語をささやく。


    「我々の結婚式では宮殿のすべてを金銀宝飾で飾り立て、一週間やむことなく花火と祝しゆく砲ほうを撃たせ、六百万市民全員に酒と食事を振る舞って騒ぎつづけよう。地上へ祝しゆう儀ぎの札束を撒まき散らしながら飛んでもよい。この世の王にふさわしい、歴史書に記載される規模の祝宴にしなければならぬ」


    　声も表情もうっとりとおとぎの世界をさまようようなデミストリだが、クレアは全く反応することなく、ただ壁だけを見ている。


    「こたびの決戦は、前祝いだ」


    　デミストリの口元に、邪悪な笑みが切れ上がる。


    「虫の息のセントヴォルト艦隊も、時代遅れな第二次イスラ艦隊も、すべて多島海の底へ沈むであろう。ミッテラント本土へ逆上陸した敵兵は、海上補給を断ち切られ、食料と弾薬と燃料が尽きて戦うことなく息絶える。そうして多島海が我が手に落ちたら、カルエル・アルバス、お前の男をここへ連れてこよう」


    　カルエルの名前にも、もうクレアは反応しない。聞き飽きたからだ。ただひたすら、デミストリの口からその名を聞くのが疎うとましい。


    「お前はカルエルに、デミストリの妻となることをお前自身の口から告げることになる。いまのお前は否定するだろうが、そのころにはそうなっているのだよ。お前は身も心も生涯、わたしに捧ささげることを決意している」


    　デミストリはそう断定し、クレアの反応を窺うかがう。クレアは微動だにしない。デミストリの前ではいつもこうだ。完全な蠟ろう人形となり、ただぴんと背筋を伸ばし、折り目正しく両手を膝ひざ頭がしらのあたりに添えて、椅い子すに座っていつまでも壁を見ている。


    　そしていつもならここから延々と、自分のこれまでの功績に関する真しん偽ぎの疑わしい自慢話がつづくのだが、今日は様子が違った。


    「特別ゲストを連れてきてやったぞ」


    　デミストリは突然、この殺さつ風ぷう景けいな部屋唯ゆい一いつの出入り口へ目を送った。


    　室内と室外に配置された衛兵が同時に脇わきへ退き、ひらいた扉とびらから、クレアの侍じ従じゆう長ちようウルシラ伯はく爵しやく夫人が現れた。


    　クレアが今日はじめて、反応する。


    「伯夫人……っ！」


    　椅子から腰を浮かせようとするが、厳しい表情のウルシラから片手で制されて、また腰を下ろし直す。しずしずとデミストリの傍かたわらへ歩み寄ると、ウルシラはまるでデミストリの配下であるかのように、他人行儀な声を発した。


    「ご健勝でなによりです、お嬢さま。デミストリ閣下の寛大な措そ置ちに感謝いたしませんと」


    　挨あい拶さつもなく、いきなりそんなことを言う。


    「天にも地にも、もはやお嬢さまの味方はおりません。意地を張るだけ無駄……どころか地上にとって有害ですらあります。ご自分の立場をもって考えませんと」


    　まるではじめて会ったころのような、よそよそしく冷たい物言い。返事をすることができず、ただ顔を強こわばらせるクレアへ、ウルシラは冷徹な言葉をつづける。


    「お嬢さまが閣下と婚こん姻いんを結ばれることで、世界が救われます」


    　クレアは、目を見ひらく。


    「個人的な感情はお捨てなさい。お嬢さまが意地を張るせいで、これから何十万、何百万もの兵士が傷つこうとしているのです」


    　手が、震える。ウルシラはまさか、本気でこんなことを言っているのか？


    　カルエルが、第二次イスラ艦隊がここへ来るのを待つために、いままで懸けん命めいに仕つかえてくれていたのではなかったのか？


    　クレアはウルシラを見上げる。銀縁眼鏡めがねが外の光を反射して、その眼まな差ざしまで見えない。


    　乾いた唇くちびるがひらく。


    「カルエルのことは、諦あきらめるのが賢明です。イスラで別れてから、もう六年半にもなりましょう。いまごろほかに、心を寄せる女性ができているほうが自然というもの。お嬢さまが一いち途ずに心を寄せようと、そんな昔の約束を守るためにこんなところまで来る男性などおりません。そろそろ現実を直視して、世界にとって有益な行動を選択できるようになりませんと……いつまでも子どもではいられないのですから」


    　ウルシラは眼鏡のつるを押し上げながらそう告げた。昔、イスラに乗り込んでいたころの口く調ちようそのままだった。


    　──信じない。


    　──伯はく夫人はきっと、深い考えがあってわたしにこんなことを言っている……。


    　そう自分に言い聞かせ、クレアは膝ひざ頭がしらに添えた両手をぎゅうっと握りしめた。おなかの底から不安なものがこみあげてくる。ウルシラを信じているが、しかし、ずっとひとりぼっちでここにいる寂しさがよりいっそう濃く深く心の底へ堆たい積せきする。


    　──六年半、にもなるのか……。


    　──カルもきっと、いろいろあっただろうな……。


    　──大勢のひとに出会って……変わっていっただろうな……。


    　ウルシラの言葉に反応した心が、そんなふうにさえずる。寂しさが、もっともっと自分の内側に浸透していく。


    　──ほかに……すてきなひとにも会っただろうな……。


    　ぎゅっと、心臓の縮む音がした。デミストリがにやにや笑いながらこちらを見下ろしている。


    　クレアは目を閉じた。恐怖がじわりと、心に染みる。


    　ここには、支えてくれるものがない。


    　イグナシオも、ミオも、誰もいない。


    　すがりつけるものが、ない。


    　涙がにじみそうになった、そのとき。


    『何年かかるかわからないけど!!　空の果てを見つけて！　みんな無事に家に戻って！　この旅が全部終わったら！』


    　十五歳のカルエルの、叫ぶ声が聞こえた。


    『ぼくはここに戻ってくるから!!』


    　六年半前のあのときと全く同じ、少しも色あせない光景が、クレアの目の前に蘇よみがえる。


    『きみを奪い返しに、必ず行くから!!』


    　あのとき通じ合った心も、全然変わらずに、クレアの胸の底に保存されている。愛いとおしさは少しも、量を減らしていない。いいや、むしろもっと強く大きくなってさえいる。


    　だって彼は第二次イスラ艦隊を率ひきいて、ここを目指しているから。


    　もう、すぐそこにまで来ているのだから。


    　その事実だけで充分じゃないか。


    「カルは、来ます」


    　膝ひざ頭がしらに添えた両手の甲を見つめながら、クレアは震えを抑えて告げた。


    「わたしを救い出すため、必ずここに来ます」


    　顔を上げて、デミストリを見み据すえる。


    「約束しましたから。わたしも、彼も、その約束を果たします」


    　言葉に力を込めると、デミストリの表情が憤ふん激げきに歪ゆがんだ。


    「もうすぐ、必ず、ここへ来ます。大勢の仲間たちと共に。そのときようやく、ウラノスは新しい時代を迎えるでしょう」


    　話すほど、クレアの言葉は凜りんとした響きを得る。自分の言葉が自分を力づける。


    「苔こけむした教義テーゼを捨て去り、地上と共に栄えようとする新しい思想が、ウラノスにもたらされるでしょう」


    　思考を経へることなく、まるでいにしえの予言者のように、クレアの口が自動的にそんな言葉を紡つむいでいた。


    「あなたがウラノス最後の王になるでしょう。そして戦争が終わります。カルエルが、彼の新しい仲間たちが、新しい時代のはじまりを告げるでしょう」


    　なぜなのかクレア自身もわからないが、その言葉は確信に充みち満ちていた。思わずデミストリが後ずさるほど、強く清く凜りんとした響きだった。


    「わたしはただ待ちます。わたしがやるべきは、そのときまでここで待つこと、それのみ。あなたの野望の行く末を見つめましょう」


    　しん、と音のしそうな静寂が広間に立ちこめた。


    　デミストリはわななく唇くちびるからなにごとか言いかけて、しかしそれを取りやめ、代わりに凄せい惨さんに笑んでみせた。足が震えているのがクレアには見えたが、表情は無理やり浮かべた嘲ちよう笑しようで歪ゆがんでいる。


    「ははははは。ははははは。ははははははは」


    　わざとらしい、乾いた笑い声をあげて、デミストリはウルシラの冷たい横顔を一いち瞥べつしてからクレアを再び見下ろす。


    「言ったな。言ってしまったな。お前、言ってはならないことを言ってしまったぞ。お前。自分がなにを言ったかわかっているのか、うん？」


    　デミストリは右手を伸ばし、クレアの髪の毛をわしづかみにして、そのまま引っ張り上げた。


    「…………っ!!」


    　クレアは思わず顔を歪ゆがめ、椅い子すから腰を浮かせる。デミストリの痙けい攣れんした表情が、間近に寄せられる。


    「わたしの偉大さを思い知らせてやる。誰もわたしに敵かなわないことをその目で見るがいい。第二次イスラ艦隊？　屁へでもない。お前の目の前で海の藻も屑くずに変えてやる。どんなにお前の頭が鈍にぶくても、誰に従うのが最善なのか理解できるだろう。そしてお前は自みずから望んで身も心もわたしに捧ささげるのだ。未来永えい劫ごう、わたしに愛を誓ちかうのだ。わたしの傍かたわらから離れることなく、いつも常に愛をささやきつづけるのだ」


    　息がかかるほどに、デミストリの顔が近づいてくる。唇くちびると唇が触れてしまいそうだ。クレアは懸けん命めいにデミストリの手首をつかみ、顔を背そむけ、辱はずかしめから逃のがれようとする。


    　ささやき声が、早口になる。


    「お前はわたしのものだ。わたしの妻になるために生まれてきたのだ。わたしに笑え顔がおと励ましと慈いつくしみを与えつづけるのだ。わたしと一心同体となれ。それがお前の使命だ、クレア・クルス。お前はわたしの女なのだ。わたしの女神なのだ。わたしのためだけの神なのだ」


    　常じよう軌きを逸いつした響きが、デミストリの言葉のうちにあった。クレアは椅子から立ち上がり、思い切り右足を振り上げて、デミストリの左足の甲を踏みつけた。厚手の軍ぐん靴かを履いているため反応はさほどではなかったが、デミストリはようやく髪の毛から手を外した。


    　ウルシラは一切手出しすることなく、ただ黙ってふたりを静観するのみ。クレアは息を乱してデミストリから距離を取ると、取り戻した威厳を両目に宿らせる。


    　デミストリも荒く弾はずんでいた息を整えると、クレアをもう一度見み据すえ、身を翻ひるがえした。


    　衛兵があけた扉とびらから出る間際、クレアに背をむけたまま、デミストリは捨て台詞ぜりふを残す。


    「お前にふさわしい男はわたしだ。天地にわたしだけなのだ。早くそれを理解しろ。理解できれば必ず、わたしのものになりたいと願う」


    　クレアは返答も投げず、ただ無言の非難を送るのみ。


    　扉が閉ざされ、室内はウルシラとクレアと衛兵が残された。


    「……あまり感心できる振る舞いではありません」


    　ウルシラはそれだけ言い残して、自らもデミストリのあとを追って部屋を出た。クレアはただその背中を見送って、それから力尽きたように椅子へ崩れ落ちた。


    「……助けて……カル……」


    　衛兵に聞こえないようにそう呟つぶやいて、クレアは目を閉じた。時間が経たつにつれて、精神が摩ま耗もうしていくことがわかった。


    　味方が誰もいない。


    　その事実がいまさらひどく心を傷つけた。


    「イグナ……ミオ……」


    　いまどこでどうしているのかもわからない、友達の名前を呼んだ。


    　彼らも無事だと信じている。そしてきっといまごろどこかで、この状況を覆くつがえすために最善の努力をしているだろう。無茶はしてほしくないが、心の片隅で、クレアは彼らを呼ぶことをやめられなかった。


    「……助けて……」


    　かぼそい声がまた、堅く冷えた石敷きの床ゆかへ落ちた。


    



    　†††


    



    　なにものにも似ていない轟とどろきだ。


    　野獣の咆ほう哮こうにも大砲の発射音にも火山の爆発にも、蒸気機関や内ない燃ねん機関の駆く動どう音おんとも全く似ていない。


    　大気を極限にまで圧縮し、燃料を吹きかけて点火したならば、この魔女の悲鳴じみた甲高い轟きが生まれ出るのか。


    「大変なものですな、オルテガは」


    　東の彼方かなたに生まれ出た黒点が、なにものにも似ていない咆哮をあげておのれの頭上を航過して、西の空の黒点となって消えたのを見送り、ウラノス情報局局長ゼノン・カヴァディスは最さい新しん鋭えいジェット戦闘機の名前を感嘆と共に口にした。


    



    　帝紀一三五二年、二月八日、プレアデス戦闘機隊アイソロス飛行場、航空指揮所前──。


    



    　その傍かたわらに佇たたずんだ、ゼノンの「盟友」は微笑ほほえみを返す。


    「音速を超えるところまではいっておりませんが、時間の問題でしょう。戦場に解き放ったなら、レシプロ機では対抗できますまい」


    　イーサン・セイラの言葉が終わると同時に、今度は新たな二機の「オルテガ」が上空をすっ飛んでいった。機影が行きすぎたあと、少し遅れて甲高い音がやってくる。機速が出すぎて音が追いついていないのだ。


    「しばらくは、プレアデス上空で三機のテスト飛行を繰り返します。間に合うなら艦隊決戦に参加させたいものですが」


    「決戦の時期は元げん帥すい閣下の決断次第ですな。敵もこのところ、不ふ穏おんな動きを見せております。むこうから来てくれたならばオルテガの出番も早まるでしょう。その場合は完全に、弱いものイジメとなるでしょうが……」


    　ゼノンとイーサンは空を見上げた。三機のジェット戦闘機からかなり遅れて、ウラノス主力戦闘機「アリスアクトゥス」十八機が頭上を航過していく。現在、多島海世界最強と目もくされるアリスアクトゥスが、オルテガというサラブレッドのあとだとロバの群れにしか見えない。オルテガと対たい峙じしたプロペラ戦闘機は追うことも逃げることも格闘戦に持ち込むこともできず、ただ一方的に追い立てられて木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされるだろう。


    「助けていただいた手て土産みやげということで」


    　イーサンは神妙にそんなことを言う。言葉どおり、ゼノンのおかげでセルファウスト政治犯収容所から助け出され、ここプレアデスまで逃げ延びてきたイーサンだった。


    「あなたはクロノ・マゴスにとって必要なひとですから。地の果てに囚とらわれようと助け出します」


    　ゼノンも温おん厚こうに微笑ほほえみながら、そんなことを言う。イーサンは涙さえ浮かべながら、ゼノンへ信頼の眼まな差ざしを返す。


    「感謝の言葉もありません。閣下と共にまた世界平和のために貢こう献けんできることを、我が身の喜びといたします」


    　感極まったイーサンの言葉が、ゼノンの内面で嘲あざけりの感情に変わった。


    　──気持ちの悪いことに、こいつはこれを本気で言っている。


    「共にこの戦乱に終止符を打ちましょう」


    　一度たりとも考えたこともない理想を口先で語り、穏やかな微笑みをたたえたまま、ゼノンは共に武器商人ソサエティ「クロノ・マゴス」を立ち上げた盟友を心中で軽けい蔑べつする。


    　──正しよう真しん正しよう銘めいのサイコパスだ。


    　イーサン・セイラに比べたら、自分はなんと人間としてまともだろう。なにしろウソをついている自覚はあるから。イーサンには、その自覚がない。


    　──世界に戦乱を撒まき散らしながら、自身を聖人と思い込んでいる……。


    　いったいどうすればこうした精神構造の人間ができあがるのか。ゼノン自身が一枚嚙かんだことは確かだが、それにしても思惑以上のいびつな花が咲いてしまった。


    　イーサンは元セントヴォルト帝国外交官であり、武器取引に関して国際的な人脈をもっていたことからゼノン自みずから懐かい柔じゆうに乗り出し「帝国のためだけでなく、世界平和のために」とお題だい目もくを吹き込んでウラノス陣営に組み込むことに成功した。ゼノンの誘導により魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする既き得とく権けん益えきの世界に絡め取られ、「祖国を裏切るしか生き残る道がない」ところまで追いつめられたイーサンは、ゼノンの唱えたお題目を自らの信念として謳うたうことで良心の呵か責しやくを逃のがれ、以降、「世界平和という大たい義ぎのためには、自らが手を汚すことも必要なのだ。愛を唱えるだけでは世界は救えない。わたしのような真の聖人が自ら泥をかぶり、汚水をすすらねば、この戦争は終わらない」……と自分に言い聞かせながら、クロノ・マゴスに所属する一流資本家の利益最大化のために立ち回って、かえって戦争を恒常化させている。


    　──自己陶とう酔すいしながら悪に手を染め、しかも悪事を犯している自覚がない。


    　地上の人間において唯ゆい一いつ、イーサン・セイラにしか許されていない、自分に都合のよすぎる精神構造。見たいものだけを見て、聞きたいものだけを聞き、おのれの行動に疑問を抱いだくことは一切なく、義理の娘を他人に売り渡そうが自身を聖人と信じて疑わない。


    　──死ねばいいのに。


    　口をきくだけで吐き気がするが、しかし利用価値のある人間なのは確かだ。少なくとも多島海方面が片付くまでは互ご恵けい関係を保っておきたい。なにしろ現在、クロノ・マゴスの中核であった妖怪レニオール・ベルナーが死の床とこに伏し、死に際になっていきなりこれまでの人生を悔くいたのか、武器商人ソサエティの思惑と異なる行動を取り始めた。シルヴァニア王国女王エリザベートのウソ八百に乗っかってバレステロス公こう債さいに参入し、王国を多島海一の富裕国にしてしまったあの件はクロノ・マゴスメンバー全員を激怒させた。権力者会議としてのクロノ・マゴスは、「ウラノスによる多島海領りよう有ゆう」を是ぜとしていたのに、中心人物がその大方針に真っ向から対立するとはなにごとか。死の商人たちの怒りはいま、多島海方面に集結しつつある人類史上最大のウラノス飛空艦隊となって結実した。間近に迫った決戦の構図は、表向きは「ウラノス対多島海連合軍」だが、裏から見たなら「クロノ・マゴス対ベルナー財ざい閥ばつ」でもある。教科書には絶対に載らない、互いの尻しつ尾ぽを呑のみこんだ毒どく蛇へびがゆっくり互いを消化しあうような陰湿な闘争の結末ももうすぐやってくるだろう。


    「恐ろしい戦争です。セルファウストの様子は酸さん鼻びを極めました。このような悲劇は一刻も早く終わらせなければ……。真にそう思います」


    　セルファウスト政治犯収容所に囚とらわれていたイーサンは、皇国軍の侵攻に伴って解放され、敵国首都に駐留した皇国軍兵士による略りやく奪だつ・暴行をその目で見た。駐留部隊は治安維持の概がい念ねんをもたず、民家に押し入っての略奪はもちろん、一般市民に対する強奪・暴行・殺人などなどやりたい放題だった。


    「駐留部隊の兵は、無理やりに徴ちよう兵へいされたものがほとんどです。前線の兵隊ほど軍隊教育を受けておらず、愛国心も、軍規を遵じゆん守しゆする精神も、軍人としての誇りもない。負けている戦争では使いものにならず、勝っている戦争では人間の本ほん性しようを剝むき出しにして、弱者に対し凶悪の限りを尽くします。女、子ども、老人、捕ほ虜りよ……年齢も性別も身分も関係なく『ならずもの』たちはありとあらゆる暴ぼう虐ぎやくを加えました。彼らの玩がん具ぐになるくらいなら、死んだほうがマシだったでしょう。特に女性の悲ひ惨さんさは……言語に絶します」


    　その話はゼノンも伝え聞いている。前線で敵と直接戦う部隊に配属される兵は、訓練を経へて軍規遵守の精神を叩たたき込まれた優秀なものがほとんどだ。臆おく病びよう者ものや役立たずが紛まぎれ込むと部隊全体が被害を受けるため、そういった「厄やつ介かい者もの」は後方勤務、おもに支配地域の維持活動に割り当てられる。こういう質の低い兵が、前線の兵が勝ち得た「戦果」を我がものとして横暴の限りを尽くすのだから割り切れない。


    　特にハルモンディア皇国軍後方部隊の軍規の乱れはひどいらしい。一説ではククアナ・ライン突破以来、三百万人のセントヴォルト女性が暴行被害にあったとか。なかでも耳を疑う話をイーサンは披露した。


    「セルファウストの戦傷者病院で働いていた三十名ほどの女性看護師は、皇国兵士五百名が迫っているという話を聞いてもなお、患者を見捨てることができず病院に留とどまりました。どの国の軍隊も医療施設への攻撃は禁止していますから、皇国軍が軍規を守る可能性に賭かけたのです。しかし徴兵された『ならずもの』たちに、軍人の誇りなどありません。突入しようとした『ならずもの』の前に、義ぎ憤ふんに駆かられた皇国軍の若い士官が二十名の部下を率ひきいて立ちはだかり、撤退するよう命令しました。しかし悪魔たちはこの士官と部下二十名をその場で射殺すると、院内へ突入してすべての看護師を暴行し、そののち動けない患者たちを病院ごと砲ほう撃げきして生き埋めにしました……。これだけでも恐ろしい話ですが、なんとこの『ならずもの』たちは若い女性看護師を『戦利品』として高級将校に上じよう納のうし、処罰を免まぬがれたそうです。上官を殺そうが、病院の看護師を暴行し患者を生き埋めにしようがお咎とがめがないとは、いったいどういう軍隊ですか。……わたしはこの話を伝え聞いて泣き崩れました。これが戦争のすがたであるのかと。こんな狂った戦いを、いつまでもつづけていいわけがないと……」


    　言葉に涙さえ織り交ぜながら、切々とイーサンは戦争の悲惨を訴える。


    「戦争は負けたら終わりですな。勝たねば地獄です」


    　口先で話を合わせながら、ゼノンは内心、イーサンを軽けい蔑べつする。


    　そんな話をいまさら持ち出して涙にくれているのか。この男の偽ぎ善ぜん者しや面づらにはいまさら驚かないが、敵医療施設への攻撃も、一般人や捕ほ虜りよの射殺も、収しゆう奪だつや暴行も、戦場では当たり前のすがただ。敵の戦傷兵や捕虜へ糧食を分け与えれば味方の補給を圧迫するし、射殺された一般人は非正規軍レジスタンスだったかもしれないし、占領地域での収奪や暴行は命がけで戦った兵たちへの当然の報ほう酬しゆうだ。道徳など掲かかげていたら戦争ができない。


    　戦場において、悪とは人道に反することではない。


    　戦場における悪とは唯ゆい一いつ「敗北」のみ。


    　勝ったほうが「善」としてすべてを手に入れ、負けたほうが「悪」としてすべてを失う。負けないためには、国民全員が一丸となり、命ももち物も国家へ捧ささげ、あらゆる経済力・軍事力・科学力・産業力を総動員して敵へぶつけるしかない。負けたあとで嘆いても遅いのだ。


    　──あぁ、わたしはウラノス人でよかった。


    　地上の悲ひ惨さんを伝え聞くたび、ゼノンは胸を撫なで下ろす。この戦争に最後に勝つのはウラノスだから、そんな悲惨な目に自分たちが遭あうことはない。次の決戦が終わったなら、植民地でかろうじて生きながらえているセントヴォルト帝国でも、シルヴァニア王国でもハイデラバード群島でも秋あき津つ大陸でも、いまイーサンが語ったような地獄が現出するだろう。やがてウラノスの悲願『天地領りよう有ゆう』が達成され、地上の優れた生産物・人的物的資源はすべて天に上納され、地では天から投げ捨てられた廃棄物を奪い合って生き延びる時代がくる。


    　天地領りよう有ゆうの想像は楽しいけれども、イーサンの偽ぎ善ぜん話を聞いていると気が滅め入いるから、ゼノンは話題を変えた。


    「ミオには、まだご家族の無事を知らせなくてよいので？」


    「戦争が終わるまでは、このままで。立派なスパイとなってゼノン閣下の役に立つことが、あの子にとって最もよいと思いますから……」


    　イーサンは慈愛たっぷりの口く調ちようでそんなことを言う。翻訳したなら「わたしを助けてくれた御礼に、ミオを差し上げます」といったところか。


    　──わたしがミオを気に入っていることは、勘づいているのだな。


    　サイコパスのくせに、そういうところは抜け目ない。


    「ミオも十月革命以来、行方ゆくえをくらましておりまして。新聞を通じて戻ってくるよう呼びかけているのですが返事は梨なしのつぶて。どうやらご機嫌斜めのようですな。まあ、プレアデスにいる限り発見は時間の問題でしょう。決戦が終わって、わたしに時間の余裕ができたら、連れ戻してあなたと引き合わせましょう」


    「そうしてください。ミオは若く賢く美しい。きっと役に立つ工作員になります。指導の必要があると閣下が感じたならば、どうぞご遠慮なく。あの子はあれで気性の激しいところがあって、そうでもしないと言うことを聞きますまい」


    　ミオが聞いたら絶句するような言葉を、イーサンは品よく微笑ほほえみながら言い放つ。ゼノンは彼らの背後で護衛していたハチドリを振り返った。


    「ミオの行方は、まだわからないかね？」


    　ハチドリは頷うなずき、返事をする。


    「残念ながら」


    「ステファノ地区の貧乏人が匿かくまっているのは間違いあるまいに」


    「ニナの残党がステファノ地区の貧民層に働きかけ、レジスタンスに仕立てようとしているのは確かです。調査を続行すれば、ほどなくミオの居場所も割れるかと」


    　そのとき、ゼノンの頭上をひときわ重いプロペラ音が切り破った。


    　見上げたなら、一機のアリスアクトゥスが低空を航過して西の空へ消えていく。重く淀よどんだ、やけにゆっくりとした不気味な飛び方だった。


    「黒くろ豹ひようのノーズアート……。あれが『空の王』カーナシオンですか。はじめて見ました。あれほど低速で飛ぶのも難しいでしょうに、見事ですな」


    　イーサンが呟つぶやく。カーナシオンもまた、プレアデスに戻ってきているらしい。


    「彼はジェット機には乗せないので？」


    　問いかけに、ゼノンは首を振る。


    「畑違いなのでわたしにもわかりかねます。ただ、ジェット戦闘機に乗ったならばプロペラ戦闘機を相手に格闘戦を演じる必要がなくなりますから、カーナシオンの技量も意味を為なさないでしょう。ジェット戦闘機であれば、一撃離脱するだけでプロペラ戦闘機を翻ほん弄ろうできますし」


    　空戦は素人しろうとだが、ゼノンにもそのくらいはわかる。プロペラ戦闘機同士であれば、性能にそれほど差がないために格闘戦になるが、ジェット機とプロペラ機では格闘戦が起こりえない。ジェット機がやることは隔かく絶ぜつした馬力にものを言わせて襲おそい、離脱し、また襲う、その繰り返しだけだ。ジェット戦闘機に乗る飛空士は、プロペラ戦闘機相手にわざわざ格闘戦などという面倒なことをせずに済む。


    「素人考えでは、カーナシオンがジェット戦闘機に乗れば無敵だと思うのですが」


    「飛空士という人種は我々とは精神構造が違いますからな。性能よりも、乗り慣れた機体を優先するものもいるのでしょう。あるいは、本人のプライドか」


    　言葉の終わりに、再びジェットエンジンの爆音がプレアデス上空に舞い戻ってきた。彼方かなたから三つの黒点が迫り、一瞬にして頭上を飛びすぎたあと、空をかち割るような高い響きがゼノンの耳を聾ろうする。三機のジェット戦闘機はまたたくまにカーナシオンを追い越して、空の高みへと上りつめていく。


    　空の王、と称たたえられるカーナシオンがなぜか、重くて動きの鈍にぶい闘とう牛ぎゆうに見えた。対するジェット戦闘機は俊しゆん敏びんな狼おおかみのよう。狼は牛の死角から牙きばを突き立て、距離を取り、隙すきを見てまた牙を突き立てていればいい。


    「時代の変わり目ですな。新しい時代が来て、古いものが去っていく」


    　イーサンの言葉が、カーナシオンの小さな機影に覆おおいかぶさった。高らかに空を上っていく三本の真っ白な航跡が、新たな時代の到来を告げているようにも見えた。


    



    



    「ジェットつえー」「マジぱねー」「おれらの時代来ちゃった？　プロペラ機とかマジいらねえっしょ。これ乗ってるだけでおれら最強じゃん」


    　ハリネズミにバリカンを当てて嵐にさらしたような髪型、着崩した軍服、ピアスとタトゥーとサングラス。いかにも軽薄そうな三人の若者がジェット機を降り立ってそんな言葉を交わし、笑いながらハイタッチを交わした。


    　プレアデス左岸後方、アイソロス飛行場、第一格納庫。いまテスト飛行を終えたばかりのジェット戦闘機「オルテガ」が三機、庫内に並べて駐機されている。機付整備員たちがペンライトを片手にエンジンの点検にいそしむのを片目に見ながら、三人の談笑は終わらない。


    　三機の機首付近には、いずれもサソリが描えがかれていた。第二次シエラグリード沖海戦において、カーナシオンと並びたつ「空の王」アクメドを撃げき墜ついした三機のノーズアートだった。


    　するとまた一機、前部プロペラをゆっくり回転させながら新たな機体が格納庫へ入ってきた。


    「黒くろ豹ひよう」のノーズアート。いわずと知れたカーナシオンの機体だが、三人の若者は特段ひるむ様子もなく、目元には軽けい蔑べつさえたたえて「空の王」が同じ庫内に駐機するのを見やる。


    「なんか臭くね？」「匂においのもと、あれっしょ」「包帯変えろよクセーし」


    　サソリは小声で悪態を交わし、声を殺して笑う。


    　アリスアクトゥスの風防がひらき、機付整備員の手を借りて、カーナシオンは愛機から降りた。顔には火傷やけどを隠すために包帯が幾重にも巻き付けられ、異常に鋭するどい眼光が隙すき間まに光る。右手に杖つえをつき、よろよろした足取りでジェット戦闘機には一いち瞥べつもくれず、三人の目の前を無言のまま行き過ぎようとする。


    「大たい尉いは、ジェット機乗らないんすか？」


    　サソリの右端が声をかけると、カーナシオンは足を止めた。それからその鋭すぎる眼光を三人ではなく、世界最強の戦闘機へむける。


    　ジェット戦闘機「オルテガ」。


    　正面から見ると三角形の胴体。機首には二十ミリ機き関かん銃じゆう六門を円形に配したバルカン砲ほう。さらに両翼には三十ミリ機銃四門と、葉巻型のジェットエンジンがふたつ。改装によっては機首に五十ミリ機関砲や両翼下にロケット弾十二発を搭載することもできるという。大出力のエンジンは、音速に近い速度とともにかつてない重武装をも可能にした。


    「……ぎぃ……」


    　声にならない声が、焼けただれた声帯から爆はぜる。なにを言ったのかわからない。顔を見合わせる三人を無視し、カーナシオンはひとり、格納庫を出た。


    「なんて？」


    「さあ？」


    　右端と左端のサソリが手のひらを仰あおむけて肩をすくめる。カーナシオンが見えなくなったのを確認して、真ん中が笑いながら言う。


    「醜みにくい、とか、そういう感じじゃね？」


    　その言葉に、ほかのふたりは噴き出した。


    「醜いのはお前っしょ」


    「あんなんなってまだ戦闘機乗るってセンスが化石やね」


    「アクメドをおれらが撃げき墜ついしたのが気に入らないんじゃね？　隙すきあったら墜おとすに決まってんだろクソが」


    　あのとき、追尾するカーナシオンに対してアクメドは伝説の戦技「蛇へび撃うち」を繰り出した。直進しながらいきなり機体を立て、追尾するカーナシオンを前方へ押し出して背後から銃じゆう撃げきを浴びせようとしたアクメドを、サソリ三機は上方から襲おそいかかって撃墜した。蛇撃ちはいったん速度が落ちるため、上から狙ねらいやすいのだ。「空の王」同士の一騎討ちにサソリ三機が割って入った格好だが、ともかく誰も墜とせなかった「空の王」アクメドを撃墜したとあって三人の評価はたちまち上がり、その結果、三機しかない試作ジェット機のテストパイロットとして任命され、こうしてその隔かく絶ぜつした性能を満まん喫きつしている。


    　これまで特別に努力してきたわけでもなく、大して注目もされなかった平均的な飛空士たちが、運よくアクメドを撃げき墜ついしたおかげでいきなり現代最高の機体を与えられ、増ぞう長ちようは留とどまるところを知らない。


    「早く戦場出てーなーマジ。敵殺してー」


    「プロペラ機とか雑ざ魚こっしょ!?　相手なんねーし。つかおれらヒーローじゃね？」


    　三人の乾いた笑い声を寒々しい風がさらっていった。風の行く先に、カーナシオンの背中があった。


    



    



    　カーナシオンはひとり、よろめく足取りで格納庫を出ると、まっさらな二月の青空をちらりと見上げた。透明な青のなかを、アリスアクトゥスが編隊を組んで泳ぎ抜けていく。目を水平に転じたなら、飛空艦隊が最終決戦にむけた演習にいそしんでいるのも確認できた。もうすぐ多島海での戦争に決着がつく。


    　──オルテガ。


    　その名前がもう一度、脳のう裏りにひらめく。


    　航続距離が短く、局地戦闘機としてしか使えないが、まず間違いなく現在の空戦場では最強の戦闘機だろう。どんなバカでもジェット機に乗せれば、プロペラ機に対して主導権を握ることができる。圧倒的なスピードを用いて戦闘を受けるか拒こばむかすべてこちらの気分次第、有利な体勢にあるときのみ戦闘を受けて、敵に対してバルカン砲ほうを浴びせかければよい。苦痛に耐え忍びながら敵の尻しつ尾ぽを追いかける格闘戦など、鼻で笑って拒絶することができる。


    　──凡人でもあれに乗れば、天才を撃ち墜おとすことができる。


    　──次の空戦は、そんな戦いになる。


    　──時代が変わる。


    　あと半年もすれば航空機はほとんどがジェットエンジン搭載となり、レシプロエンジンの時代は急速に過去のものとなるだろう。そうなれば自分がこれまで磨き上げてきた、プロペラ戦闘機同士の空中戦に用いる技術も用済みとなる。それはすなわち、カーナシオン自身が用済みになるということだ。


    　冷たい風が吹いた。カーナシオンは空の青のなかに、死んでしまった仇きゆう敵てきアクメドの面おも影かげを見る。


    　アクメドを墜とすために生きてきた──。


    　そう言っても過言ではない。この火傷やけどを自分に負わせたアクメドへ復ふく讐しゆうするためだけに操縦桿かんを握り、いつのまにか「空の王」と呼ばれていた。しかし墜とすべきアクメドはもはやなく、プロペラ機も時代の波に呑のまれようとしている。自分の居場所はもうすぐ、どこにもなくなるだろう。


    　──アクメド。お前がうらやましい。


    　戦いのなかで死ねたアクメドは、幸せだったのではないか。このところカーナシオンはそんなことを思う。レシプロ時代の終しゆう焉えんをその目で見ることもなく、プロペラ戦闘機乗りとして最も幸福な時代に「蛇へび撃うち」を完かん遂すいして空に溶けたアクメド。あの死に様がうらやましくさえ思える。


    　さっき、ジェット機を見ながら呟つぶやいたひとことが、喉のどの奥にまたこみあげた。


    『面白くない』


    　この言葉がそのまま聞こえていたとしても、サソリたちに意味が通じたかどうか。彼らにとっては高性能機に乗って雑ざ魚この群れを一方的に狩りたてる戦いのほうが面白いだろう。個々の飛空士が磨き上げた肉体と感覚を駆く使しして、打ち寄せるＧに耐えて耐えて耐え抜く格闘戦は、新しい時代の空には生まれない。次の時代の空戦は、地上基地の管制システム、地上・機上レーダー、電子照しよう準じゆん装置や通信機器、自動追尾装置を取り付けたロケット弾などなどが勝敗に大きく関わって、飛空士個人の能力は多くの因子のひとつにすぎなくなる。


    　そんな戦いは面白くもなんともない。


    　そう思うから、せめて最後に。


    　──血がたぎるような空戦がしたい。


    　いま、カーナシオンに望みがあるとしたらそれだけだった。


    　アクメドを失い、目標もなく、時代遅れの戦闘機に乗って空をさまようだけの自分が、最後に輝かがやける場所があるとしたら、同じような実力をもつ飛空士との格闘戦だけだ。持ちうる戦技の限りを尽くして、肉体と精神と魂たましいを極限までぶつけあう戦い。それができたなら、死のうが生きようが興味ない。その最上の瞬間のまま、空に溶け落ちてしまいたい。


    　──プロペラ戦闘機が消えてなくなる前に……。


    　──最高の一騎討ちがしたい。


    　音のない祈りを空に捧ささげて、カーナシオンは義足を引きずりながら、滑走路をひとりよろよろと歩き抜けていった。


    



    　†††


    



    　麻袋に、後宮潜入用の衣装を入れた。少々のお金をポケットに突っ込み、荷物を肩に担かついで、ミオは晴れやかに笑う。


    「よし、っと。んじゃ、行ってくるね」


    　振り返った先では、イグナシオ・アクシスが苦そうな表情でベッドに腰を下ろしていた。


    「なにその仏ぶつ頂ちよう面づら。なんか言いなさいよ」


    「あ……いや。……そうだな」


    　無口な専従騎士は決まり悪そうにもごもご口を動かすが、言葉はいっこうに形成されない。


    



    　帝紀一三五二年、二月上旬、王都プレアデス、ステファノ地区ヘドウィグ酒場二階──。


    



    　十月革命以来、傷ついたイグナシオを運び込んで三か月以上も隠れ住んでいたこの部屋を、ミオは去り際にもう一度目に焼き付ける。もしかしたらもう二度と、ここには戻ってこないかもしれないから。


    「ひとり、お客さんが増えるかもしれない、ってヘドウィグに伝えておいてね。全部うまくいったら、たくさんお礼しないと」


    「あぁ……。伝えておく」


    　イグナシオの返事は相変わらず歯切れが悪い。まあ、気の利いた台詞せりふをこのひとに期待するのも酷だろうと諦あきらめて、ミオはきびすを返してドアノブをつかんだ。


    「おとなしく待っててね。心配いらないんだからさ。あんただって、ここのレジスタンスをまとめる仕事があるんだから、いざってときのために準備してて」


    　ユリシス宮殿を脱出する際、イグナシオは肩と脛すねに深い傷を負ってしまい、日常の動作にも不自由するようになってしまった。さらにキリアイに盛られた麻ま痺ひ毒どくは一か月近くも身体からだをむしばみ、筋力を奪い去った。いまのイグナシオにはかつての戦闘力の面おも影かげもなく、一般人とケンカしても勝てるか怪しい。


    　こんな身体なのに、イグナシオは何度もクレアを助け出しに行こうとした。動かない足を引きずり、傷ついた腕に短刀を持ち、衰おとろえた筋力で振るおうとするイグナシオのすがたは痛ましくて見ていられないほどだった。そのたびにミオとヘドウィグがふたりがかりで彼を取り押さえ、説得した。いまのイグナシオではなにもできないこと。デミストリはクレアに恋心を抱いだいており、乱暴を働くつもりはないこと。こちらの準備が整うまで、待つしかないこと。いまイグナシオにできることはここステファノ地区に住まう不満分子たちを反政府組織レジスタンスとしてひとつにまとめ、戦いになった際、プレアデスの内側を攪かく乱らんできるように行動計画を立てておくこと……。


    　一か月ほどかかってなんとか理性を取り戻したイグナシオが、ヘドウィグの助けを借りて地下世界の住民たちと接触し、ばらばらだった組織をひとつに統合し、いまや有事の際には一千五百名を超える反乱分子がニナ・ヴィエント復権を目指して蜂ほう起きする手はずが整っていた。プレアデス富裕層の贅ぜい沢たくな生活を下支えするための労働力として、ステファノ地区の住民たちは文字どおり飼われていた。常に目の前に煌きらびやかな日常を見せつけられ、自分たちは生きていくのに最低限の糧しか得られない……。スラム街に生きるものの鬱うつ屈くつした思いはミオたちの想像を遙はるかに超えるものであり、ひとたび火が点ついたなら、彼らは王都プレアデスを内側から食い破る獅し子し身しん中ちゆうの虫となるだろう。


    　そしていま、ミオは単身クレアを助けに行こうとしている。


    　後宮に潜入し、囚とらわれのクレアを助け出して、ここへ連れ帰って潜せん伏ぷくする。いつかフィオの手紙を受け取った清きよ顕あきがワルキューレを率ひきいてプレアデスへやってくるその日まで。


    　勝ち目の少ない計画だと、ミオにもわかっている。


    　けれど、もはやこれ以外に、希望をつかみ取る道はない。


    　クレアの居場所がわかったこと、その場所にミオは一度だけ潜入したことがあること。


    　そのわずかな光の指し示す方角へ勇気をもって踏み出そう。それをやらなければ、いつまでも絶望に閉ざされるだけだから。


    　──わたしがやるしかないんだ。わたしにしか、できないんだ。


    　自分を励まして、ミオは顔を上げ、ドアをあけた。


    　そのときいきなり、背中に言葉が届いた。


    「お前に対するこれまでの非礼を、詫わびる」


    　ミオはドアノブをつかんだまま、背後を振り返る。


    　イグナシオは見たこともないほど顔を真っ赤かにして、あらぬ方向に目をそらし、不器用な言葉をつづけた。


    「……お前はスパイなどではない。信用に値する……立派な……同志だ」


    　考えに考えて考え抜いて、やっと紡つむぎ上げた言葉なのだろう。がちがちに緊張しながら、用意していた原稿を読み上げる小学生に似ている。


    「……償つぐないをさせてほしい。お前が望むとおりになんでもする。だから……死ぬな。クレアと共に、生きて帰れ」


    　こちらと目を合わせることもなく、イグナシオはベッドに腰を下ろしたまま、懸けん命めいに自分の気持ちを言葉にしていた。


    　はじめてこのひとの内心を聞けたな。


    　そんなことを思って、ミオはドアノブを放すと、イグナシオの前で腰をかがめ、両手を彼の首のうしろに柔らかく回した。


    「うん。帰ってくるよ。クレアと一緒に」


    　冷たくてイヤなやつだと何度も思ったイグナシオは、本当はただ不器用なだけで心優しいひとだった。


    「そしたら、あんた、笑いなさい。あんたが笑ったとこ、一回も見たことないから」


    「……………………」


    「約束だよ。わたしたちが帰ったら、あんた、笑うの」


    　ミオはイグナシオの耳元へ口を寄せ、悪いた戯ずらっぽくささやく。イグナシオはでくの坊のようにただ抱きしめられたまま、決まり悪そうに約束した。


    「……わかった。……お前たちが戻ったら、笑ってみせる」


    　悲壮な決意のにじんだ言葉を受け取り、ミオは両手を放してイグナシオを見下ろし、また意地悪な笑みをたたえた。


    「へっへっへ。楽しみー。約束破るなよ」


    「…………二に言ごんはない。……その代わり、必ず戻れ」


    「やったー。よし、絶対戻るぜ。クレアとわたしとあんたと三人で、笑え顔がおで写真撮るんだもんねー」


    　ミオはおどけたガッツポーズをつくると、イグナシオへ微笑ほほえみかける。イグナシオは相変わらず顔も全身も真っ赤かにして、ぎこちなく頷うなずくのみ。


    　──いいひとだなあ。


    　ハチドリも、イグナシオも、ウルシラも、はじめミオに冷たかったひとたちも、心の奥にこんな優しさや温かさを秘めていた。その隠された気持ちに触れられたことが、いまとてもうれしい。


    「わたしたち、友達だね」


    　そう問いかけると、イグナシオはますます顔を赤くして、もごもご口を動かした。言葉としては聞こえなかったけれど、否定の響きはなかったことを確認して、ミオは今度こそ本当にドアをあけた。


    「じゃ、またね」


    「……あぁ。またな」


    　短く言葉を交わし、廊下に出て、ミオは扉とびらに背中を預けて天井を見上げた。


    　静寂が舞い降りてきて、ふうっとひとつ息を抜いた。足が震えるのを感じる。


    　怖さは、ある。


    　見つかって捕まったなら、きっとひどいことをされる。ゼノンのところへ連れ戻されたら、それこそ二度と、まともな生活はできなくなるだろう。


    　でも、行かなきゃ。


    　わたしがこれまでやってきたこと、すべてをかけて。


    　またみんなで笑顔を交わせるその日のために。


    「行くよ、クレア」


    　唇くちびるを強く嚙かんで、ミオは魑ち魅み魍もう魎りようの待ち受ける魔ま窟くつを目指して歩いていった。

  


  
    



    　二十四．


    



    　オーディン第一飛行場の滑走路が、壮行会の会場だった。大勢の飛空士たちが晴れやかな笑え顔がおをたたえて集まり、これからしばらく仰あおぐことのない空を見上げ、しばらく吸えない新鮮な大気を胸いっぱいに吸い込んでいた。


    「んじゃあ壮行会はじまりーっ!!」「かんぱーい!!」


    　誰かの大声に促うながされ、あちこちでジョッキを打ち付ける音がこだました。何度繰り返したかわからないパーティーも、これが最後になるかもしれない。この場所に集まった多島海世界最強と目もくされる精せい鋭えいたちはそんな思いを胸に秘めて、決戦を共にする異国の飛空士たちと杯を酌くみ交わした。


    



    　帝紀一三五二年、二月上旬夕刻、飛空要よう塞さいオーディン──。


    



    　ここで飲み騒いでいる「オーディン航空隊」は総勢九百名近い精鋭飛空士が国境を越えて集まった、プレアデス攻略のために特別に組織された航空隊だ。内訳は戦闘機隊、百八十八機。戦闘爆ばく撃げき機隊、五十六機。急降下爆撃機隊二百十二機、大型爆撃機隊三十二機。国境もメーカーも飛び越えて搔かき集めた最さい新しん鋭えいの戦闘機・爆撃機を割り振って、この一か月近く、地獄のような訓練を施してきた。


    　特に戦闘機隊の集団模も擬ぎ空戦は、実戦以上に過酷な訓練となった。ワルキューレ、イスラ艦隊航空隊、ヴォルテック航空隊、草くさ薙なぎ航空隊がおのおのの誇りにかけて腕を競うのだから無事で終わるはずもなく、ペイント弾を使っているにもかかわらず一か月間で十五機が全損し、十一名の精鋭飛空士が激突や失速、空中分解で命を落とすという壮そう絶ぜつなものだった。


    　しかし過酷さの成果は大きかった。互いが互いの未知の技を体験し、吸収することで、それまでも充分に経験を積んでいた飛空士たちがさらにその上の次元へ到達してしまった感がある。さらに、はじめはいがみあっていた各航空隊員たちも、おのれの誇りにかけて持ちうるすべてをぶつけ合い、しのぎを削るなかで互いを認め合い、敬意を払えるようにもなっていた。


    「おう坂さか上がみ、飲んでるかーっ」


    「坂上大たい尉い、わたしの酌しやくは受けないと申されますかーっ」


    　赤ら顔をして肩を組みながら清きよ顕あきに飲ませようとするふたりは、ヴォルテック航空隊のマクガイアと、草薙航空隊の山やま下した特務少尉だ。共に酒豪として鳴らした二名は、空戦において引き分けただけでなく地上での酒豪対決でも引き分けてしまい、以来、空でも地上でも顔を合わせるごとに張り合っている。このあいだまで互いに殺し合っていた過去などとっくに忘れてしまったらしく、言葉もろくに通じないくせになぜかいつもふたりで下品なことを母国語で言い散らしげらげら笑っている。


    「う、うん。飲むよ、飲みます」


    　差し出されたものを断ことわるわけにもいかず、清きよ顕あきも付き合う。周辺では草くさ薙なぎ航空隊員もすっかり他航空隊になじんでしまい、言葉の壁など乗り越えてジェスチャーだけで笑いを取りつつ、同じ時間を楽しんでいる。


    　いいなあ、と清顕はしみじみ思う。


    　この間まで骨の髄ずいまで互いを憎み、殺し合ってきたものたちが、顔と顔を合わせてわずか一か月足らずで友達になってしまう。捨てられないはずの憎しみがあっさり消え去り、マクガイアと山やま下したみたいに肩を組んで笑いあえる。他航空隊員との接触で命を落とした同僚もいるというのに、憎しみへ転化することなく悲しみを受け入れ、たださらなる高みを目指して全員が努力してきた。


    　人間は捨てたもんじゃないなあ。改めてそう思った。利己的だし強欲だし浅ましいけれど、その少し奥に、みんな同じ優しさや気高さを隠し持っている。


    　温かいものを胸に感じた、そのとき。


    　やあ、と間近から声をかけられた。


    　振り返ると、この一か月間、清顕を徹底的に打ちのめしてくれた人物が微笑ほほえんでいた。


    　清顕も晴れやかに笑みを返す。出撃前に、お礼を言わねばならないひとだった。


    「海猫さん」


    　思わず右手を差し出すと、握り返してくれる。


    　海猫こと狩かり乃のシャルルはにこにこ笑いながら、昨日きのう、最後の集団模も擬ぎ空戦の話題を振った。


    　見事なものだったよ。そんな褒ほめ言葉に、清顕は苦笑いを返すしかない。


    「最後の最後に、一いつ矢し報むくいることができました」


    　海猫のおかげで清顕は、かつてないほど辛しん酸さんを舐なめさせてもらった。悔くやしくて情けなくて、地上に帰ってから自分に当たり散らしたことさえある。それほどまでに圧倒された。テラ・リベラを降りて、草薙航空隊指揮官のもとへ赴おもむき、斑いか鳩るがを貸してくれと頼み込み、最後にはバルタザールとのコネまで利用した。


    　念願の斑鳩に乗って勝負を挑いどんだ清顕だが、それでも海猫には敵かなわなかった。


    　海猫は特別だった。超能力でも使っているのか、と訝いぶかるほどに、こちらの打つ手をすべて先読みされた。三機で海猫を取り囲んでも、一時的に体勢が不利になることがあるにせよ、最後には必ず海猫のペイント弾がこちらの胴体を染めていた。


    　飛び方も普通ではなかった。横風が当たれば当然飛空機は流されるが、海猫だけが流されない。そんな飛び方を本当にしていた。アクメドともカーナシオンとも全く異なる、敵の心どころか空の風まで見えているような海猫だった。


    　もちろんやられたのは清顕だけではない。イリアも、カルエルも、吉よし岡おか武たけ雄おも、全員が例外なく叩たたきのめされた。集団模も擬ぎ空戦では海猫の参加したチームが必ず勝ち、誰がどう編隊を組もうとも海猫一機を墜おとすことができなかった。


    　清きよ顕あきは海猫から学んだ。空ではもちろん、地上に帰ってからも海猫のところへ赴おもむいて、どこをどうやって自分の戦技を見破り、どうやって技を繰り出したのか質問攻めにした。海猫に隠し事は一切なかった。気前よすぎるほどに自分の技を開かい陳ちんし、自分の目で見た清顕の隙すきを指摘した。一時は超能力ではないかと訝いぶかしんだ自分が恥ずかしくなった。海猫は異常なほどの観察眼で清顕の癖くせを見抜き、機体の数秒後の機動を先読みしていたにすぎなかった。


    　ぐうの音ねも出ないほど、完かん膚ぷなきまでにこちらを観察されて弱点を看かん破ぱされ、寝付けないほどショックを受けた。これだけの出撃回数と撃げき墜つい数を記録しながらも、まだそんな隙が自分にあったのかと驚くほどだった。しかし清顕はくじけることなく刻こつ苦くに励み、また海猫に挑むことを繰り返した。


    　清顕だけではない。イリアも、カルエルも、武たけ雄おも、ルルやララ、ダムバゾリクでさえも、みなが海猫を墜とすことに夢中になった。そうやってかつてないほど、全員の技量が上がっていった。


    　そして──昨日。


    　清顕はついに、海猫を墜とした。


    　十二機対十二機からはじまった集団模擬空戦は最終的に、清顕・イリアペアと海猫ひとりの勝負となった。イリアとの編隊技で海猫を追いつめ、イリアが犠ぎ牲せいになった瞬間に海猫の尾翼にペイント弾を命中させた。地上に戻ったあと、ワルキューレがお祭り騒ぎとなったことはいうまでもない。


    「最後に花をもたせてくださったのだと思ってます」


    　謙けん遜そんする清顕に、海猫は首を左右に振った。


    　本気でやって、本気で負けた。


    　その答えを受け取って、清顕は自尊心の高鳴りを自覚した。


    　海猫に勝った。


    　たった一回だけだけど。次やったら負けるだろうけれど。でも最後の最後に、この大きな目標を乗り越えることができた。いま自分は、新たな高みに立つことができている。


    　海猫は清顕を見つめて、唐突に言った。


    「ここでいま一番強いのは、きみだと思う」


    　ぶるりと背中が震えた。過か分ぶんな言葉だと思ったが、海猫はつづける。


    「きみが全員を率ひきいるんだ。その資格がある。いや、きみにしかその資格はない。だから」


    　いったん言葉を切って、海猫は清顕を励ますように微笑ほほえんだ。


    「絶対に諦あきらめてはいけない。なにがあっても。どんな困難が、どんな絶望が目の前に立ちはだかっても。きみが諦めたら、世界が終わる」


    　海猫は自分のグラスを清きよ顕あきのグラスに近づけ、涼しい音を立てた。


    「きみが世界を救うんだ」


    　まるで予言者みたいに言って、海猫は悪いた戯ずらっぽく笑っている。返答に窮きゆうしていると、横からシルヴァニア王国の広報官が呼びに来た。


    「坂さか上がみ大たい尉い、そろそろ……」


    「あ、ああ。もうそんな時間……」


    　一週間ほど前にエリザベートから頼まれごとがあった。今日の出発前に、清顕にぜひやってほしい役割があるとのことだった。内容を聞いて尻しり込ごみしたが、プレアデス制空戦を統とう率そつする隊長として、みなの士気を高めるための役割だと諭さとされた。本来ならオーディン要よう塞さい司令官バルタザールがやるべき役目なのだが、本人が非常にいやがり、清顕にお鉢を回してしまった。渋々この三日間、夜の十五分を練習に費やしたが、うまくできるか自信がない……。


    



    



    　宵よいの口、拡声スピーカーから女性広報官の声が響き、これより多島海連合軍総司令官エリザベート・シルヴァニア女王が今作戦の概がい要ようを説明するむねを告げた。兵たちの間でオーディンの目的地に関する噂うわさは様さま々ざまに流れていたが、いよいよ女王自みずから作戦内容を説明するとあって雰ふん囲い気きは一気に盛り上がった。


    　多島海における女王エリザベートの人気は大変なものだ。


    　可か憐れんな外見だけでなく、知性と慈愛と親しみやすさ、政治的ないやらしさを感じさせない子どもじみた理念。その求心力はハイデラバード群島だけでなく、セントヴォルト帝国や秋あき津つ三か国にも及んでいて、オーディン航空隊に集まった国籍の異なる飛空士たちの間でも「多島海のアイドル」としてもてはやされている。


    　女王を間近に拝めるとあって、九百名近い飛空士たちが演壇となる急ごしらえのステージ前に酒を片手に集まってきた。指笛や歓声が「アイドル」の登場を急せかし、広報官が静せい粛しゆくにするよう呼びかけ、燕えん尾び服ふくの側近たちに周囲を取り巻かれたエリザベートが航空指揮所からすがたを現して、ひときわ高い歓声があがった。


    　たおやかに微笑ほほえみながらステージに上がったエリザベートはスカートの裾すそを両手でつまんで右足を引き、優雅な宮きゆう廷てい作法で兵たちへ深々と頭を垂れる。それから顔を上げて背筋をぴんと伸ばし、女王の名を呼ぶ声へ微笑みを返して、澄んだ声をマイクへ通した。


    「わたしは多島海連合軍最高司令官、エリザベート・シルヴァニア。ここに集つどってくださった勇士たちへ、人類史に刻まれるであろう決戦の概がい要ようをお伝えいたします」


    　きらきら輝かがやくような言葉の響きだった。無ぶ骨こつな空の男たちから、再び高い歓声が夕ゆう闇やみの空へ打ちあがる。


    「ご存じのとおり、ついにウラノスは地上への野心を剝むき出しにしました。ウラノスの傀かい儡らい国家となったハルモンディア皇国は入念な準備を以もつてククアナ・ラインを突破し、セントヴォルト帝国軍をミッテラント大陸本土から追い落とし、取り残された帝国民を軍ぐん靴かの底で踏みにじっております。彼らは捕ほ虜りよも一般人も処刑し、女性の尊厳を踏みにじりました。有史以来最大級の人権に対する冒ぼう瀆とくがいま、帝国一般市民に降り注いでいます。そして言語に絶する略りやく奪だつと暴行は、多島海全域へむけて矛ほこ先さきを据すえました。多島海連合軍に倍する規模のウラノス飛空艦隊が刻々と迫りつつあるいま、わたしたちに残された時間はあまり多いとはいえません。多島海に住まうひとびとを地獄へ落とさないため、そしていま地獄のただなかで苦しむ帝国民を救い出すため、ここに集うみなさまのお力が必要なのです」


    　エリザベートの口く調ちようは静かだが真しん摯しなものだった。話すうちに軽薄な歓声や指笛が収まって、みなの表情に真ま面じ目めさが戻る。


    「セントヴォルト帝国はもちろん、シルヴァニア王国も、ハイデラバード群島も、そして秋あき津つ三か国でさえも、いま多島海連合軍として結束してウラノスに当たる決意を固めました。ここに集うみなさま『オーディン航空隊』はその象徴であり、同時に、世界にとって最後の希望でもあります」


    　そのとき壇上、エリザベートの傍かたわらにもうひとり、一いち旒りゆうの旗を握った男性士官が並び立った。やや緊張の面おももちながら、凜りんとした佇たたずまいで多島海連合軍の象徴、戦いくさ乙女おとめワルキューレをあしらった軍旗を風になびかせている。


    「みなさますでにご存じでしょうが改めてご紹介を。こちらはプレアデス制空戦を統とう率そつする、オーディン戦闘機隊隊長、坂さか上がみ清きよ顕あき大たい尉い。作戦の詳細は、大尉から説明をお願いいたします」


    　いよいよ今回の作戦の全ぜん貌ぼうが明かされようとしている。会場からしわぶきが消えた。清顕はマイクの前へ進み出て、やや緊張の面おももちで声を通した。


    「では今作戦の概がい要ようを説明する。みなも知ってのとおり、ウラノス艦隊が北方、クロスノダール方面から来るか、東方、ズウンジン朝方面から来るかが判然としないため、我々は持ちうる海上戦力をふたつに分けねばならない。北から来る場合は第二次イスラ艦隊が、東から来る場合はセントヴォルト多島海艦隊がそれぞれ迎げい撃げきする。その間、エアハント島を発した攻略艦隊が十四万人の将兵をミッテラント大陸ブルートニア地方へ逆上陸させ、二十四時間以内に港こう湾わん都市ノーチラスを攻略して物資の揚よう陸りくを開始する計画だ。……これは大変継続の難しい作戦である。持ちうる艦隊をふたつに分けてこちらに倍する敵にあたる困難、さらに上陸した将兵のために海上補給路を維持しつづけねばならない困難……。真正面からやろうとしたなら、成功の見込みは少ない。だが我が優秀な通信諜ちよう報ほう部隊は非常な労苦の末に、ほとんど奇跡的ともいえる幸運を得て、ウラノス王都プレアデスの位置と針路、移動速度を特定することに成功した。その過程をみなに開示することはできないが、まさに天てん佑ゆうである。そして我々はその天佑に賭かけるべく、ここに集まった選ばれし勇士たちだ」


    　プレアデスの名前が出てきたところから、少しばかりのざわめきがあがりはじめた。噂うわさはされていたが、もしかして本当にこれから、絵物語でしか聞いたことのない空飛ぶ王都を目指すというのか。


    「ここ飛空要よう塞さいオーディンの下部岩盤には、八十基の最さい新しん鋭えいジェットエンジンが取り付けられている。この宴が終わったと同時にすべてのエンジンに点火し、オーディンは東北東を目指し敵の予測を遙はるかに超える最大戦闘速度を以もつて飛ひ翔しよう、勇ゆう躍やく、敵王都プレアデスに奇き襲しゆう攻撃を敢かん行こうする！　これは疑いなく史上最大の空中決戦であり、世界の命めい運うんはまさに諸君らの双そう肩けんに託されることとなる。ひとりひとりの働きが、今後一千年の多島海の運命を決するといっても過言ではない。総員、全身全霊を以て任務にあたることを期待する！」


    　おおお、と抑えきれない歓声があがった。気の早いものたちが満面の笑みを浮かべ、互いにジョッキをぶつけあいはじめる。


    　ここでエリザベートが再びマイクの前に立ち、最高司令官としての言葉を贈った。


    「みなさますでにお聞きになったとおり、これはプレアデスとオーディンの一騎討ちであり、成功したならば戦争の終結、失敗したならば全員、生還できない作戦です。もはやひるむものはいないと信じますが、もしも希望者がおられるならば、わたしは目を閉じますのでこの場を離れ、落らつ下か傘さんで地上へ降りてください。落下傘の準備はここにございますので、どうかご遠慮なく……」


    　エリザベートはそう言って本当に目を閉じた。


    　静寂がやってくる。置かれた間に、将兵が焦じれる。エリザベートの言葉どおり、演壇の脇わきには退避用の落下傘が山と積まれていた。ここまで来て逃げるものがいるはずがない。


    　苛いら々いらしたひとの波の狭はざ間まから、大声が沸わき上がる。


    　おれたちは命など惜しくない。ウラノスをぶっ潰つぶすためにここにいるんだ。ミッテラントの民を救うために来たんだ。ハイデラバードを、多島海を救うためにいるんだ。命令をください、おれたちはどんな空だって手に入れてやる。空を指し示すだけでいい、あなたが指し示した方角へおれたちは飛び、その空を統すべる！


    　国籍も人種も言語も超えて、誰ひとり逃げることなく、飛空士たちはエリザベートの命令を待った。命令を欲する声が伝でん播ぱしていき、その波が頂点に達したとき、エリザベートの蜜み柑かん色の瞳ひとみがひらかれた。


    「勇ゆう敢かんな戦士たちに感謝を。聖アルディスタの祝福が、あなたがたに訪れますよう」


    　居合わせた全員へ微笑ほほえみを送ったのち、表情が凜りんと引き締まる。


    　語調が転調する。


    



    「多島海連合軍最高司令官、エリザベート・シルヴァニアの名を以もつて命じる」


    



    　空間が、きん、と引き締まる。


    　次の瞬間、気高く凜り々りしい稲いな妻ずまが、聴衆の耳じ朶だを打った。


    



    「プレアデスを落とせ！」


    



    　居合わせた全員が、ざっ、と地をこすって軍ぐん靴かの踵かかとを合わせ、背筋を伸ばし拝命する。


    「我らの自由のため、天空の王都を制圧せよ！　戦争を終わらせるために！　子どもたちの未来のために！　我らに勝利を！」


    　毅き然ぜんとしたエリザベートの号令に、戦士たちが応こたえる。


    「我らに勝利を!!」「我らに勝利を!!」「未来のため、希望のため!!　我らに勝利を!!」


    　これまで幾多の戦いのなかで倒れてきた友人たちの声なき声が、なすすべもなく命を奪われた一般市民の怒りと悲しみが、戦士たちの魂たましいを猛たけらせ、地鳴りとなってオーディンを震わせる。


    　エリザベートに代わって清きよ顕あきがマイクの前へ戻り、熱狂する飛空士たちを見渡した。


    　狂熱が場を支配している。戦闘意欲の高まりが、熱を以て冬空を焚たいている。


    　幾百の空戦に勝ち抜き、生き残ってきた男たちの誇りが、炎となって清顕の魂を震わせる。


    　とうとうここまで来た。


    　清顕はワルキューレの軍旗を星空へ突き上げた。


    　制空戦の統とう率そつ者しやとして、号令を発する。


    「作戦名『雷神の槍』オペレーシヨン・オーデインズ・スピア！　我らは雷らい神じんの槍やりとなり、ウラノスの脳のう髄ずいをこの一撃で刺し貫つらぬく！」


    　星を射落とすような歓声が、高く、高く、オーディンの夜空へ打ち上がった。聴衆たちの激した感情が、熱波となって空間をひずませる。


    



    「行くぞ、プレアデスへ!!」


    



    　清顕の号令が夜空を切り裂き、突き上げた軍旗が星の海を従える。


    　同時にさらなる魂の咆ほう吼こうが天空をどよめかせ、幾百の雷鳴さながら清顕へ応こたえた。


    「やってやる、やってやるぞ!!」「おれたちの力を見せてやる!!　敵が何倍だろうが必ず全部叩たたき墜おとしてやる!!」「勝って帰るぞ!!　おれたちは勝ってまたここに帰るんだ!!」


    　互いが互いを励ましあう声が、夜空の底へ何度もこだました。託された任務の困難さはここにいる全員が察知している。敵王都プレアデスの防壁がどれほどの威力をもつか、想像すら及ばない。待ち受けるアリスアクトゥスは一千機を超えるかもしれない。恐怖はもちろんあるが、誰ひとりそれを口にすることなく、互いにジョッキやグラスを打ち付けあい、酒を回し飲みしながら、歓呼はやむことを知らない。


    　突き上がる千の腕たちはワルキューレと多島海連合軍の名を称たたえ、繰り返し繰り返し、夜空へ鯨げい波はを打ち上げる。もうじきにジェットエンジンが一斉に点火されるむねを広報官が伝え、全員、兵舎へ退避するよう促うながされても、勝利を求める声はやむことを知らない。


    「我らに勝利を!!」「我らに勝利を!!」……。


    　オーディンの空は、その祈りをただ受け止めていた。星たちは悠久の彩いろどりを戦士たちの祈りへ添えていた。


    



    



    「上出来だ、坂さか上がみ。おれの見立てどおり、お前の凶暴さはこういう場面で効く」


    　オーディン要よう塞さい司令官バルタザールはご満悦の笑みをたたえ、航空指揮所内の将校用控室に戻った清きよ顕あきを褒ほめた。


    「ぼく、凶暴ですか」


    　苦笑いを返すと、その傍かたわらのセシルが首を振る。


    「勇ゆう敢かん、って意味ですよ。腕、こんなして、『行くぞ、プレアデスへ！』て、もう最っ高にかっこよかったですから！」


    　片手を上げてさっきの清顕を真ま似ねするセシルに、清顕は苦笑いを深くする。


    「うん、真似しなくていいから。恥ずかしいから、うん……」


    「行くぞ、プレアデスへ！」


    「うん、わかったから。もういいから。練習どおりにやっただけだし」


    　本気でいやがる清顕へ、バルタザールが真顔で言う。


    「よく言えるな、あんな台詞せりふ」


    「あんたが書いた台本だろうが!!」


    　いきなり怒鳴りつけると、バルタザールはセシルを見やる。


    「凶暴だよな」


    「いまのは機長が悪いです」


    　清顕の演説内容は、一いち言ごん一いつ句く、バルタザールが書いた台本どおりだ。セシルの命令前に一拍ぱくの間を置き、わざと落らつ下か傘さん降下をすすめて兵士たちを怒らせ、そのあとの命令を劇的に演出したのもバルタザールの発案によるもの。その尽きることのない悪知恵に、清顕は感心すると同時に呆あきれる。


    「……兵の士気が高まったことは確かだ。よい演説だった」


    　控室の片隅で、壁に背中を預けていたイリアがそう言ってくれた。清顕は照れる。


    「イリアも一緒にやってくれたらよかったのに」


    「……わたしはあんなことできない。……きみだからできたんだよ」


    　静かなイリアの褒ほめ言葉が、清顕の胸に素直に沁しみた。今夜、最もうれしい言葉だった。


    「もうじきにエンジン点火だ。……セシル。行かないと」


    　イリアに促されて、セシルは眉まゆ根ねを寄せる。


    「……一緒に行きたい……」


    　女王の立場を忘れて、ひとりの少女としての素直な言葉だった。しかしセシルがこの片かた道みち行こうに付き合うことはできない。セシルは多島海連合軍最高司令官として、最後方で作戦全体の成り行きを見守るのが仕事だ。


    「帰ってくるよ。必ず帰る」


    　イリアは壁から背を離して、セシルを安心させるように微笑ほほえみ、両手を前へ差し伸べた。


    　セシルはためらいなくイリアの腕に飛び込み、胸に顔を埋める。


    「……死んじゃイヤだよ、イリア」


    「勝って帰るよ。プレアデスを制空してみせる」


    　ふたりはもう、十年近い付き合いだ。セシルが女王になってからも、姉妹のようにお互い支え合ってここまで来た。だからセシルの不安と悲しみは、痛いほど清きよ顕あきにも理解できた。


    「シエラグリードで待っていてくれ。戦争を終わらせて帰るよ。それからかぐらさんを迎えに秋あき津つ大陸へ行くんだ、みんなで」


    「うん。うん……」


    　にじもうとする涙をイリアの胸でぬぐってから、セシルは名な残ごり惜おしそうに両手を放し、それから今度は清顕の胸に飛び込んできた。


    「アキちゃんも。帰ってきて。死なないで。ミオさんと、ライナと、みんなで一緒に帰ってきてね」


    　清顕は微笑んで、セシルの小さな背中に手を回した。


    「うん。帰ってくるよ。勝って、戦争を終わらせて、みんなでシルヴァニア王国へ」


    　セシルを安心させてこの島から退避させるため、清顕はウソをついた。実際にミオとライナを連れて多島海連合軍に戻ったなら、ふたりはその場で捕ほ縛ばくされ銃じゆう殺さつされるだろう。エアハント士官学校時代、島内に停泊していた新規編成艦隊に関する重要情報をウラノスへ流し、敵飛空要よう塞さいによる奇き襲しゆう攻撃を招き寄せたふたりは「売ばい国こく奴ど」以外のなにものでもない。エアハント島の軍事施設、士官学校、停泊していた艦隊、すべてを壊かい滅めつさせた罪はいくらエリザベートであろうと擁よう護ごできない。ふたりの居場所は、もう多島海のどこにもないし、自分たちが多島海へ戻れば、エリザベートをはじめとする仲間全員に迷惑が及ぶことを彼ら自身が誰よりもわかっている。


    　だから現実的に、会えたとしても、一緒には戻れないのだ。どんなに一緒にいたくても、セントヴォルト帝国軍は決してミオとライナを許すことはない。


    　セシルは涙のにじむ瞳ひとみを清顕へ持ち上げて、頷うなずいてから、今度はバルタザールを見やった。


    　危険を感じ取り、バルタザールは後ずさりする。


    「やめろ。来るな」


    「機長……」


    　じりじりとセシルは、ニワトリを追いつめる飼い主のように腰をかがめ、両の手のひらを胸の前に広げて、バルタザールとの距離を詰める。


    「おれはいい。帰れ。寄るな」


    　青ざめるバルタザールを控室の角へ追いつめ、逃げ場を奪ったところでセシルはその胸のなかへ飛び込んだ。


    「機長……っ」


    　すがりつく両手に力を込める。青ざめていたバルタザールは一瞬にして深しん紅くに染まり、下方にぴんと伸ばした両手の先で、そろえた指先がペンギンみたいに横方向へ跳ねあがる。歯を食いしばり、いやいやと首を振って悶もん絶ぜつするバルタザールへ、セシルは詫わびた。


    「人間のスケールが小さいとか言ってごめんなさい。昔くれた最低な手紙を隠し持っててごめんなさい。コレット叔お母ばさんとふたりで機長の物もの真ま似ねして笑ってごめんなさい……」


    「そんなことをしていたのか……っ」


    「戦って死ぬ機長なんて似合ってませんから。そんな格好のつけ方されても対処に困りますから。どんな卑ひ怯きようで最低で非人間的な手段を使っても生きて帰ってくるのが機長ですから。信じてますから。信じてますから……」


    「わかった、やめろ、帰るから頼むからやめてくれ……っ」


    　バルタザールの哀願に、ジェットエンジンの点火十五分前を告げる島内放送が重なった。セシルをシエラグリードへ送り返す飛空艇は、準備を整えて滑走路で待機している。


    「セシル、もうお行き」


    　イリアに促うながされ、セシルはようやく腕を放すと、まだ涙をにじませた瞳ひとみで一同を見回し、名な残ごりを惜おしむ。


    「信じてるから。またみんなで会えるって」


    　清きよ顕あきは微笑ほほえむ。


    「うん。これが終わったら、またみんなで会えるよ」


    「約束だよ」


    「うん。約束する。だから心配しないで。必ず帰るから。みんなで帰るから」


    　迎えの高官たちが控室へ入ってきて、出しゆつ立たつを告げた。セシルは辛つらそうにもう一度みなの顔を見回してから、後ろ髪を引かれながら部屋をあとにした。


    　三人だけになった室内で、バルタザールがやれやれと肩をすくめる。


    「相変わらず縁えん起ぎでもないやつだ。出撃前に生還後の予定を話すなと言っているのに……」


    　照れ隠しめいた愚ぐ痴ちをこぼして、ネクタイをゆるめる。


    「お前たちも兵舎に戻れ。エンジンが点火したら地表面には出られなくなる。出たらそのまま島の外に放り出されるから覚悟しろよ。ではな」


    　湿っぽい態度など微み塵じんもなく、素そっ気けなく清顕とイリアを追い払おうとする。


    　もしかすると、これがバルタザールとも今こん生じようの別れかもしれない。次の戦いは、負けたらこの島の全員が死ぬ戦いなのだ。


    　こうやってプレアデス奇き襲しゆう作戦を実行にこぎつけ、あまつさえその作戦の中核を担になうことができるのはバルタザールがいてくれたからだ。このひとがいなかったら、到底ここまでたどり着くことはできなかった。


    「バルタさん」


    　清きよ顕あきは握り[image: ]こぶしを胸のところへ上げた。バルタザールはそれを見て口をへの字に曲げる。清顕が笑みと共に[image: ]を前へ突き出すと、バルタザールは顔を背そむけたままおのれの[image: ]を突き出し、清顕の[image: ]と軽くぶつけた。


    「さっさと行け。お前が二百機で制空できるというから立案した作戦だ。失敗したら全部お前のせいだから死んでも成功させろ」


    「……はい。必ずプレアデスを制空します。バルタさんも気をつけて」


    　バルタザールはこちらへ顔もむけず、ただ軽く片手をひらひらさせて「出ていけ」と手信号を送る。清顕はイリアと共に指揮所を出て、満天の星を仰あおいだ。


    　今日はじめてバルタザールとまともにコミュニケーションをとった気がした。無ぶ愛あい想そうだし非人間的だし、仲間というより部下としてしか扱われてこなかったが、それでも清顕はバルタザールという人間を尊敬しているし、できるなら戦いに勝って生き残って、男同士としてもっと言葉を交わしてみたいと思った。


    　士官用コートを着込み、清顕とイリアは肩を並べて、兵舎まで五分少々の道のりを歩いた。高度二千メートル、シエラグリード沖の海底とワイヤーで連結されたオーディンは静かに、出発のときを待っている。


    　幾千の星が凍いてついた空に濃淡をかけていた。傍かたわらを歩くイリアはときおり星を見上げて、なにか言いたそうに白い蒸気を吐き出し、それから結局黙ってポケットに両手を突っ込み、また女性士官兵舎への道をたどった。


    　イリアとエリアドール飛空艇で出会ってから、エアハント士官学校でも、ヴォルテック航空隊でも、ワルキューレでも、何度もこうやってふたりきりで星を見上げて、空戦のことや、軍隊生活のことや、悲しいことや楽しいことをたくさん話した。いつも死と隣り合わせの生活で、だからこそイリアと話のできるひとときを大切にして、そして四年半近い月日が流れた。


    　明日あしたが来る保証がなかったからこそ、イリアと積み上げてきた時間はとても濃密で有益なものだった。ときに仲間として、ときに撃ち墜おとすべき敵として、いつも真剣にイリアとむきあい、いまでは飛空士としても人間としても核となる部分にイリアの存在は大きく嵌はまり込んでいる。


    　そうやってお互いを高め合ってきた清顕とイリアに、プレアデス制空という世界の命めい運うんをかけた使命が託されていた。飛空士として、軍人として、これ以上望むべくもないほど大きな仕事だ。


    　イリアがいたから、ここまで来られた。本当に心からそう思う。だからこそ、いま、イリアに告げなければならない言葉がある。


    　清きよ顕あきが覚悟を決めて、言葉を切り出そうとしたとき、おもむろにイリアが口をひらいた。


    「とうとうここまで来たな。長かった」


    　機先を制されて、清顕はややまごつく。


    「うん。いよいよだね」


    　イリアは星を見上げて、歩きながら言葉をつづけた。


    「必ず勝とう。どんなに敵が強くても」


    「うん。負けるつもりはないよ」


    「勝って、ミオを取り戻さないと」


    　なにげなくイリアはそう言って、清顕の心臓が、大きく跳ねた。


    「ミオを救い出して。ライナも捕まえて。みんなで帰ろう」


    　イリアの言葉に、清顕は応こたえられない。清顕の両足が、その場で止まった。


    「……………………？」


    　イリアも歩を止め、怪け訝げんそうに清顕を見やる。清顕は大きく息をつき、鼓こ動どうを落ち着かせてから、周辺に誰もいないことを確認し、真しん摯しな顔を持ち上げた。


    「……きみに、言っておきたいことがあるんだ」


    　心音がイリアに聞こえてしまいそうなほど脈打つ。怯おびえるな、緊張するな、と自分に言い聞かせるが、かつてこれほど身体からだが縮こまったことは空戦場でも経験がない。


    「…………？」


    　イリアは不審そうに目線をくゆらせる。


    　清顕はがちがちに緊張しながらも、言葉を振り絞る。


    「……いまここで、ぼくははっきり、きみに言っておきたい」


    　イリアは首を傾かしげ、それからなにか妙な気配を察知して、一歩、後ずさった。


    「な、なんだやぶから棒に。いったいどうした。わたしの鼻になにかついているのか？」


    　イリアは自分の鼻を触ってみるが、なにもついてはいない。清顕は直立し、表情を無理やりに毅き然ぜんと引き締め、告げる。


    「ぼくはミオを救い出す。それは、もちろん、彼女と約束したから。うん、必ず助ける。助け出すけれど、それは、その……なんていうか、仲間として助ける」


    　イリアはやや怯えさえも表情ににじませて、また半歩、後ずさる。


    「う、うん。そうなのか。なによりだ」


    　意味がわからないまま適当に返事するイリアへ、清顕はおのれの思いを放ち出すことを決意した。唐突だし、洗練されたやり方でないことはわかっているが、しかし不器用でもなんでもいいから、いま言っておかなければならないことだった。


    　真しん摯しさを振り絞った。おそらくこれからやろうとしている暴ぼう挙きよは、生涯で一度きりだろう。同じことを二度やることはないだろう。意を決して言葉を振り絞ろうとするが、最初の一語が出てこない。ただ懸けん命めいな表情のまま、なにごとか呻うめき声を発しつつおのれの勇気を駆かり立てていると、イリアの顔が気味悪そうに歪ゆがんだ。


    「なんなんだ。神経症か？　軍医のところへ行くか？」


    「ち、違うっ!!　……イリアっ!!」


    　清きよ顕あきは覚悟を決めた。


    「う、うん」


    「ぼくは!!　きみを!!　……愛しているんだっ!!」


    　大声を張り上げると、イリアの口がぽかんとひらいた。唐突すぎたかもしれない、と後悔したが、もう後戻りはできない。最後までやり抜くしかない、この暴挙を。


    「きみのことが好きで!!　頭から離れなくて!!　寝るときも、起きたあとも、ずっとずっと……きみのことしか考えてないっ!!　これは、どう考えても、どういう角度からぼく自身の内部を検証してみても……きみを愛しているのは間違いないっ!!」


    　イリアの口がこれ以上ないほどひらき、その顔色から血の気が引いた。


    「だから!!　ミオは助け出すけど、それは彼女と結婚するとかそういうことではなくて……!!　仲間として助ける!!　大切な仲間だから、ミオは!!　だけど、ぼくにとってきみは、仲間というより、その…………」


    　頭を搔かきむしったあと、清顕は熱の赴おもむくまま、言った。


    「戦いに勝ったら、ぼくと結婚してくれ、イリア!!」


    　イリアはもはや、完全に固まってしまっていた。あまりにも突然すぎる告白に、脳神経が焼き切れてしまったかもしれない。もしかすると完全に失敗かもしれない、と後悔しながらも、とにかく清顕は頭を下げた。


    「この場で返事してくれとか、そういうことじゃないから!!　戦いが終わってからでいいから!!　だから……考えてほしい、イリア!!」


    　イリアは真っ青さおな表情で清顕を凝ぎよう視しするのみ。


    　清顕は下げた頭を元に戻し、イリアを真正面から見み据すえて、正直な思いを告げる。


    「ぼくはきみとずっと一緒にぶっ」


    　澄んだ高い音と、痛みが、台詞せりふを途中で終わらせた。


    　清顕の顔はイリアではなく右方向へ弾はじかれ、左の頰ほおが、赤く腫はれていた。


    「なんなんだ、きみはっ……!!」


    　イリアの低く抑えた声には、怒りと、涙がにじんでいた。


    「いったいなんなんだっ!!」


    　肩を怒らせ、清きよ顕あきの頰ほおを張った平手を下ろして、イリアは声を震わせる。


    「いきなりなんだそれっ、なにがしたいんだ、いったい!?」


    　その怒声にも、悲しみめいたものが紛まぎれ込んでいた。


    「ミオはきみを待っているんだぞ!?」


    　清顕のほうを見もせず、目線を清顕の下腹あたりに落として、イリアは両目をぎゅっと閉じて言葉を荒らげる。


    「ミオは、きみに来てほしくて、フィオに願いを託した!!」


    　わかってる。


    「フィオは、きみにミオを救ってほしくて、命がけで飛んだ!!」


    　知ってる。


    「それなのに!!　なんでこんなときに!!　そんなことを言うんだっ!?」


    「卑ひ怯きよう者ものに、なりたくないから!!」


    　血のにじんだ唇くちびるから、清顕は怒鳴り返した。自分のやっていることが無茶苦茶なことなんて理解している。愚おろかなことも、残酷なことも、不ふ条じよう理りで理り不ふ尽じんで行動に筋が通っていないことも全部わかってる。


    　けれど愚かで残酷で非論理的なのだ、きみを想おもう気持ちは。制御できるならしたいけれど、まったくぼくの理性の介かい入にゆうなんて寄せ付けないのだ、きみへの愛いとおしさは。

  


  [image: ]


  
    「ミオを助け出して、彼女のいまの様子を見て、それからきみと天てん秤びんにかけたなんて、思われたくないから!!」


    　ミオとイリアを天秤にかけるなんて、ひととして最低だ。


    　だからぼくは、天秤なんかにかける前に、本当に愛いとおしく思っているきみへ、ずっと一緒にいたいきみへ、明らかに仲間というよりも素敵な女性としてしか見ることのできないきみへ、いま、正直な気持ちを伝えなくてはならないと思う。


    　それが考えに考えた末にたどり着いたこの行為だ。


    　こんなときにそんなことを考えているのは愚おろか者のすることだと自分でも思う。


    　けれどどうあがいても、この原始人じみた、無ぶ様ざまで醜みにくく浅ましい愛おしさを、自分の内から締め出すことができないのだ。それをやろうとすればするほど、夜の兵舎の天井に映じるきみの笑みはますます強力にぼくの心に食い込んでくるのだ。貫つらぬかれた心は夜通しきみの名を呼び、きみがほかのひとと仲良くしていると苦しみ、きみに永遠に共にいてほしいと子どもみたいに泣き叫んでいる。


    　それゆえにどうしてもいま言わなければならないんだ、ミオに会う前に。それをやらなければぼくは卑ひ怯きよう者ものになってしまう。こんな気持ちを胸に秘めたままミオに会うなんて、人間として絶対にやってはならない。だから。


    「ぼくは!!　いまここで!!　きみひとりを愛してると宣言する!!」


    　二度と言えないほどこっ恥ぱずかしい台詞せりふだが構わない。ただ誠実でありたい、ミオにもイリアにも自分の気持ちにも。ただ真正直でありたい、こっ恥ずかしくて自分勝手で他人を傷つけることになろうとも。きみとずっと一緒に死ぬまでも、いや死んでからあともずっとずっと、神さまの造ったこの星が太陽に呑のまれ爆発して文明も人類も永えい劫ごうに消しよう滅めつしてもなおきみと共にいたい。


    　イリアの鼻が、ぐずっ、と鳴った。イリアは慌あわてて、目と鼻を袖そででぬぐった。


    　それから清きよ顕あきを睨にらみつけ、怒鳴る。


    「うるさい、黙れ、バカ野や郎ろう!!　最低だ、こんなときにそんなことを言うなんて、最低な人間だきみはっ!!」


    　涙声で罵ば倒とうして、イリアはいきなり清顕に背をむけ、夜のなかへ駆かけだした。


    「顔も見たくない、来るな寄るな近づくなっ、金こん輪りん際ざいわたしの前に現れるなっ!!」


    「イリアっ!!」


    　呼ぶ声に、返事はなかった。清顕はなすすべなく、暗くら闇やみに消えていくイリアを見送ることしかできなかった。


    



    



    「なんなんだ、あいつ!!　どういうつもりだあのバカっ!!」


    　ひとり、夜道を走り抜けながら、イリアは夜空へむかって罵ば声せいをあげた。


    　胸が異常なくらいドキドキしているのは、全力で走っているからだ。あいつがいきなりバカなことを言い出すから、びっくりして血流が速まってしまったんだ。


    「なにを考えているっ!?　いまがどんなときかわかっているのか!?　世界の命めい運うんがかかっているのだぞ、わたしたちの肩にっ!!」


    　走りながら、空へ怒鳴る。


    「それなのになんだそれはっ!?　そんなこと言ってる場合か!?　なんでいまこんなときにそんなこと言わなきゃいけなんだ、バカっ!!」


    　怒鳴り散らし、全力で走りながら、イリアの頰ほおにあふれるものが止まらない。


    　誰も見てない。構うものか。


    　涙をぽろぽろこぼしながら、イリアは星の下を駆けた。


    　どうして泣いているのか、自分自身でもわかっている。わかっているから、いっそ死んでしまいたい。


    「最低だ!!　頭がおかしい!!　無責任で独りよがりで士官として使命感がなさすぎる!!」


    　罵声が収まらない。けなす相手は、清きよ顕あきとイリア自身だ。


    「死んでしまえ、バカっ!!」


    　涙が止まらないよ。


    「一千年の未来がかかったこのときに、個人のことなどどうでもいいだろっ!!」


    　なんなんだわたしは。いつからこんな最低な人間になった。


    「死ね、バカ、計器盤に頭をぶつけて死んでしまえっ!!」


    　ひどすぎる。残酷すぎる。ミオに対して顔向けできない。


    「わたしは空の王になるんだっ!!」


    　それなのにわたしは。


    　うれしくて泣いてる。


    「感情なんて、かまける価値などないっ!!」


    　坂さか上がみがそんなふうに想おもってくれていたことが、うれしくて泣いているんだ、わたしの心は。


    「空の王に……なるんだっ!!　そのために子どものころからがんばってきたんだっ!!」


    　それが天てん命めいなんだ。くだらない、ちっぽけな感情なんて、この夢の力でねじ伏せてやる。父親から託された願いの力で。戦って戦って、敵を数え切れないほど撃ち墜おとして……そしてみんなから「空の王」と呼ばれなければならないんだ、わたしは。


    　──なんだ、その夢？


    　──それが本当に、わたしの望みか？


    　──自分の本当の気持ちなんて、とっくに気づいてるくせに。


    「うるさい、黙れ!!」


    　──父親に押しつけられた夢なんて、もう、なんの価値も見いだしてないくせに。


    「黙れ!!　黙れ!!　黙れっ!!」


    　──大勢の敵を殺し、「空の王」と称賛されたい？


    　──偉大な撃げき墜つい王おうとして、親子で教科書に載りたい？


    　──鼻高々になって、殺した敵の数を自慢したい？


    　──父親のように老いて、過去の栄光にすがりつき、現在から目を背そむけたい？


    「やめろっ!!」


    　イリアは星へと叫んだ。けれど心は、残酷なささやきをやめない。


    　──本当は、もっと価値のあることを見いだしているくせに。


    「やめてくれっ!!」


    　イリアは泣きながら耳を塞ふさいで、駆かけた。帰るはずの兵舎を通り越して、オーディンの防風林へ分け入った。島内放送が、エンジン点火五分前を告げた。イリアは腐ふ葉よう土どに膝ひざをつき、耳を両手で塞ぎうずくまった。


    　──敵のない空で、清きよ顕あきと飛びたい。


    　心が、ささやく。


    　──空の王なんて、ならなくていい。そんな呼称、いったいなんの意味がある？


    　──わたしはただ、平和な空を清顕とふたりきりで踊りたい。


    「やめてくれ……もう……やめて……」


    　イリアはひとり、おのれの弱さを抱きとめて嗚お咽えつした。


    　女性広報官の声が、ジェットエンジン点火を告げた。やがて彼方かなたから、聞いたことのない音響を聞いた。いくつもの甲高い轟とどろきが折り重なり、それからゆっくりと風が増してくる。


    　オーディンが動きはじめた。プレアデスをめがけ、帰れない旅がはじまる。早く戻らなければ、吹き飛ばされる。


    「わたしは……撃墜王に……」


    　うずくまったまま、イリアは自分に言い聞かせた。


    　強くなる風が、決意の言葉を夜のなかへ消し飛ばした。

  


  
    



    　二十五．


    



    　椅い子すに四し肢しを縛しばり付け、焼けた火ひ搔かき棒の先端を目の前に掲かかげると、ステファノ地区で悪あく名めい高い高利貸しは口を割った。


    「教きよう皇こうだ……っ！　偽いつわりの皇帝暗殺計画をイラストリアリが仕組み、宮きゆう廷てい料理人に偽ぎ証しようさせた……。わ、わたしは連中に強制されただけで……」


    「強制されて、偽にせの反乱計画書を父上の執務机に仕込んだ？」


    「わたしだっていやだった。けれど彼らはあのとき、屋敷に乗り込んでいたのだぞ!?　断ことわれるはずがない。断れば、その場で消される……」


    「父上を陥おとしいれた見返りに多額の報ほう償しようを手に入れて、ベロア家の召使いから高利貸しに転身できたというわけか」


    　ハチドリは憎しみを棒の先へ込め、かつて同じ屋敷で暮らした召使いの眼球の直前へと持っていく。ユリシス宮殿での隠おん密みつ調査を経へて、ミオのくれた情報と合わせ、ようやくたどり着いたこのスラム街の一角の二階建てだった。


    



    　帝紀一三五二年、二月十五日、王都プレアデス、ステファノ地区──。


    



    　裏切り者の高利貸しは、かつての主人レヴァン・ベロアの息子トマスへ慈悲を乞こう。


    「わたしだってあんなことしたくなかった。レヴァン卿きようも奥方も立派なかたがたで、わたしのような下げ僕ぼくにもよくしてくれた。あの屋敷で働いていたころは鼻も高かったさ。だが、レヴァン卿は清潔すぎたし、自分の清潔さを宮廷にも押しつけようとした。そんなことをすれば、魑ち魅み魍もう魎りようが黙っているはずがない……！」


    「下僕が宮廷政治の講釈か。お前が裏切りさえしなければ、父上はありもしない罪を負うことはなかった。いまの母上のすがたをお前に見せてやろうか」


    「わたしがやらなくても、ほかの誰かがやっていた！　わかってくれ、教皇に目をつけられた時点でレヴァン卿の命めい運うんは尽きていた。イラストリアリこそウラノス宮廷の魔王、ウラノスを支配する本当の王なのだ……っ」


    　ハチドリは表情を変えることなく、火搔き棒を高利貸しの眼球から遠ざけ、代わりに熱く焼けた先端を男の二の腕に押しつけた。


    　男の悲鳴と、肉の焦こげる音。


    「縁まで行こうか。地上へ突き落としてやる」


    「や、やめてくれっ!!　頼む、なんでもする、命だけは……っ!!」


    　ハチドリは蔑さげすみの目線を送ると、男を椅子に縛り付けたまま一度殴りつけ、失神したのを確認して狭い部屋をあとにした。


    　凍いてついた二月の路上へと戻り、背後を振り返ってベロア家没ぼつ落らくの一因をつくった男の住まいを見やり、今日ここに至るまでの長い道のりを思った。


    　十七年前、ハチドリことトマス・ベロアが五歳のとき、父レヴァンはありもしない皇帝暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやとして弾だん劾がいされ刑場の露つゆと消えた。美しかった母ナターシャは貧民街での生活に心身を失調させ、いまや息子の成長を認識することもできない。


    　復ふく讐しゆうのため、七歳のときにトマスという名前を捨て、特殊工作員ハチドリとなった。給金はすべて母ナターシャの療養のために投じて、ゼノンの配下として活動しながら倒すべき黒幕の名を求めつづけた。そして今日ついに首謀者が教きよう皇こうイラストリアリだとわかった。それさえ判明すれば、あとは復讐の手段を講じて時期を待つだけだ。人生の目的を遂げるその日は、もう間近に迫ってきている。


    　──ミオのおかげだな。


    　街灯もろくにないステファノ地区を歩き抜けながら、ハチドリはそんなことを思った。ミオが母を介護して、そこで偶然耳にした情報を伝えてくれたことによる今日の成果だ。


    　──ミオも災難だが……。


    　ミオはイーサンがすでに解放されてプレアデスにいることも知らない。イーサンとその義理の子どもを助けるためにミオは仲間たちを裏切って工作員になったというのに、イーサンはミオをゼノンへの贈り物にした。ミオの挺てい身しんは、全く意味がなかった。


    　だから、せめて──家族が救われていることだけでも教えてやりたい。家族を救い出すためにゼノンに取り入ることを選んだミオの心が、それで少しでも救われるならそうしてやりたい……。


    「なんだ、それは」


    　ハチドリは自分の思考に気がついて、言葉で打ち消した。


    「なぜおれがそんなことを、わざわざミオに教える必要がある」


    　言葉にして、自分の内面へ告げると、勝手に流れていた思考は停止した。


    　ハチドリはしばらくその場に立ち止まって、いまの不ふ可か思し議ぎな思考を俯ふ瞰かんしてから、首を左右に振って歩きはじめた。ゼノンは上司でありイーサンは大事な取引先である以上、ハチドリはその意向を汲くむのが当然だ。ミオに味方してもなんのメリットもなく、もしミオに真実を伝えたなら、ハチドリ自身が裏切り者としてゼノンに糾きゆう弾だんされてしまうだろう。


    「いま自分の首を絞めてどうする、愚おろか者」


    　十数年の執念が実を結ぼうとしているというのに、ミオのことなど考える価値はない。ゼノンは父の冤えん罪ざいとは無関係であり、倒すべき敵はイラストリアリのみ。むしろイラストリアリに肉にく薄はくするために、ゼノンの部下である立場を利用するのが得策だ。ゆえに復讐のためにはゼノンから信頼されることを優先して行動すべきであり、ミオなど顧かえりみる価値はない。


    「そうだ」


    　頷うなずいて、ハチドリは今日の木き賃ちん宿やどへと戻る。現在ハチドリは表向き、ゼノンの言いつけを守ってステファノ地区のレジスタンスの内情を調査中だ。粗末なベッドに腰を下ろし、明日あしたの算段をつけながら煤すすで汚れた天井を見上げた。


    　このところ内面が妙にざわめいて、ハチドリ自身のものと思えない思考を奏かなでることがある。


    　いつからそうなったか。自覚は、ある。


    『ハチドリ、ライナ、トマス！』


    　ミオの呼ぶ声が、真っ黒な天井に反響した。


    『トマス！』


    　最後の名が、ハチドリの意識の最さい奥おうに突き立つ。


    　そう、ミオがその名を呼んでから、内面に決定的な反応が起きた。あの日からうごめきはじめた見えないなにかが、言葉を形成する。


    　──ミオを助けたい。


    　──もうミオが泣かずに済むよう。


    　そんなささやきが内側に響き、横おう隔かく膜まくが突き上げられる。


    「お前は死んだ」


    　誰もいない空間へ、そう告げる。


    　──お前？


    　──まるで他人みたいな呼び方だな。


    　ハチドリの口元が、ぎりっ、と音を立てて嚙かみしめられた。


    「亡霊だ。存在していない」


    　──受け入れろ。おれはここにいる。お前がここにいるのと同じように。


    「やめろっ!!」


    　ハチドリはベッドから立ち上がり、怒鳴った。薄い壁を隔へだてた隣の部屋から、宿泊客の罵ば声せいが響く。しかし内面の声は収まらない。


    　──ミオを助けてやりたい。ほかのことなどどうでもいい。


    「黙れっ!!」


    　──それがお前の想おもいだよ。お前はおれだから。誰よりもお前を理解している。


    「くたばれ亡霊、貴き様さまはとうの昔に消しよう滅めつしたっ!!」


    　ハチドリはシーツの下に隠した短刀を抜き、なにもない空間を斬きりつける。


    「おれの名はハチドリだ、ライナはおれが造った。ほかのなにものでもないっ!!」


    　──ハチドリとライナがおれなんだ。


    　──おれはひとり、トマス・ベロアだ。


    「死ねっ!!」


    　ハチドリはそんな悲鳴をあげて、また空間を斬きり裂いた。隣の宿泊客が壁を蹴けりつけ、聞いたこともない低てい俗ぞくな罵ば声せいを浴びせてくるが、知ったことか。亡霊は亡霊であることをわからせてやらねば。もう存在していないことを理解させねば。


    　──ミオがおれの名を呼んでくれた。だからおれはここにいる。


    　──おれの名はトマス。ミオが名前を呼んでくれた……。


    　心から温かい感情が伝わってくる。ハチドリの罵声と悲鳴に、ほんのわずか、涙が紛まぎれ込んでいた。悲しみではなく、その対極にある感情からこぼれた涙だった。


    　──ミオ、お前を助けたい。


    　──お前が笑っているところを、もっと見たい……。


    　ハチドリはその場にうずくまり、自みずからの胸を片手で搔かきむしった。内部に宿るなにかをつかみだそうとするかのように。しかし心は、思いを紡つむぎ出すことをやめなかった。ここにいないミオの名を呼びつづけ、自分の本当の名前をささやきつづけた。


    



    　†††


    



    「これはこれは。会いたかったよ。少し[image: ]やせたかね？　おやおや、すごい目つきだ。まるきりスラムの野の良ら犬いぬだね」


    　ゼノン・カヴァディスは楽しそうにそう言って、ぼろ雑ぞう巾きんのように床ゆかに投げ出された女性を見下ろす。


    　芯しんにワイヤーの入った荒あら縄なわで縛しばり上げられ、身体からだの自由を奪われた女性はうつぶせの状態から無理やりにかつての上司を睨にらみつけた。


    「きみの利用価値は、気高く聡そう明めいで美しいことだよ、ミオ・セイラくん。野良犬みたいに汚れてしまっては、存在理由そのものがなくなるだろう？」


    



    　帝紀一三五二年、二月十八日、王都プレアデス、ユリシス宮殿「天宮」──。


    



    　ゼノンは革靴の先でミオの身体を転がし、仰あおむけにさせた。


    　後宮でデミストリの愛あい妾しように紛まぎれ込むために用意したのだろう、肩と胸元が露あらわな白のチューブトップドレスは、両腕ごと無ぶ骨こつな荒縄でぐるぐるに巻き付けられ、丈の短いスカートから白くみずみずしい太ももがしどけなく投げ出されている。


    　手足にあざや擦すり傷があり、髪の毛も乱れているのは、後宮でデミストリの護衛レンジャクに見つかった際、格闘になったためだ。Ｓ級工作員パトリオテイスの格闘術に見習い工作員が敵かなうはずがなく、一分ももたずに捕ほ縛ばくされたという。


    「数日前から不審な女が後宮の様子を窺うかがっているとの情報があってね。きみの顔写真を後宮の直ちよく衛えい兵へいに渡しておいたんだ。なんにせよ、顔が傷つかなくてよかったよ」


    　言いながらゼノンは靴底をミオの腹部に押し当てると、踏みつけた。


    「…………っ!!」


    　苦痛に歪ゆがむミオの表情をこのうえなく楽しそうに見下ろして、ゼノンは穏やかに微笑ほほえむ。


    「今夜はここで会議する予定なのだが、きみのお仕置きを出し物にしよう。きっとゲストも喜んでくれる」


    　ゼノンは天宮の入り口で待機するレンジャクへ顔をむけて命じた。


    「豚責めの用意を。それと客人をここにお連れしてくれ。ミオの奮闘を共に観賞したい」


    　レンジャクは敷石に膝ひざをついて拝命し、音もなく室内から消え失うせる。


    　ゼノンは気が済むまでミオを踏みにじってから、ようやく靴底を床ゆかへ戻して、大きく胸を上下させて息をつくミオを見下ろす。


    「できれば人格を保ったまま工作員になってほしかったが、残念ながらわたしの期待は裏切られてしまった。仕方なく、教育プランＢに移行しよう。こっちは人格を大だい胆たんに矯きよう正せいして、わたしの言うことをなんでも実行する工作員になるためのプランだ。キリアイなどはプランＢを通じて、わたしの指名するどんな男とでも寝る立派な工作員になれた。なにしろ豚と寝たからね。人間相手なら簡単なものだよ」


    　パトリオティスただひとりの女性工作員キリアイ。毒のスペシャリストである彼女は、どこか人格を欠損させた笑い方をしながら、ミオに閨ねや技ぎについて話して聞かせたことがあった。それは冗談で済ます気にもならない内容で、男をベッドで懐かい柔じゆうさせるやりくちを八十種類以上も聞かされたミオは寝付けないほど気分が悪くなってしまったが、あのときキリアイが語った内容が自分にこれから仕込まれるらしい。

  


  [image: ]


  
    　ミオはゼノンを睨にらみつける。もう裏切りは露ろ見けんしてしまったから、本音を隠す必要もない。言いたいことを言って、最後の最後まで抵抗してやる。


    「変態」


    　ゼノンを見上げたまま、蔑さげすみの笑みを口元へ映してみせる。


    「サディスト」


    　けなされても、ゼノンは微笑ほほえんだまま怒る気配もない。いや、むしろ喜んでいるのか、頰ほおの肉がさっきより盛り上がってしまっている。


    　またしても靴底がミオに押し当てられた。今度は顔だった。さっきは決して顔を傷つけようとしなかったのに、いまは容よう赦しやなく踏みにじる。


    「人格は残さないほうがいいね。うん。そのほうがいい。完全に消してしまおう」


    　ほがらかな口く調ちようで、ゼノンは靴底へ力を込める。


    「間違った教育を受けて育ったんだね。わたしが一から躾しつけないと。そういう間違った言葉遣いを覚えないように」


    　ミオの口から流れた血が床ゆかを濡ぬらしたとき、ゲストが入室してきた。


    　ゼノンは踏みにじるのをやめて、一瞬にして怒りを消し去り、いつもの微笑みをたたえる。


    「お休みのところ申し訳ない。どうしても貴き兄けいに会わせたい女性がおいでになったもので」


    「いえ、お招きとあればいつでも。……あぁ、これはなんということだ……っ」


    　聞き覚えのある声だった。踏まれたミオはなんとか片目だけあけて、朦もう朧ろうとした視界に声の主ぬしを捉とらえる。


    「…………っ!!」


    　驚きで、ミオの両目が大きく見ひらかれた。ゲストも同じように反応し、ミオの直前に両りよう膝ひざをついた。


    「ああ、ミオっ!!　ミオっ!!　なんてことだ、ミオっ!!」


    　ミオの義父イーサン・セイラは大おお仰ぎような悲鳴をあげると、わななく両手を自分の顔に当てる。


    「いったいなにが!?　ミオはなにをしてしまったのです!?」


    　子どものころから慣れ親しんだ、どこか舞台役者を思わせるようなイーサンの言葉と立ち振る舞いだった。問われたゼノンが笑え顔がおで応こたえる。


    「なに、少し悪いた戯ずらをしてしまっただけです。この時期の女の子にはよくあること。どうかあまりミオを責めないでやってください」


    　互いに引き裂かれて以来、およそ四年近く経たっての再会だというのに、イーサンはミオの直前で跪ひざまずいたまま拘こう束そくを解こうともせず、叱しつ責せきした。


    「ゼノン氏を困らせたのだね？　ミオ、きみはどうしてそう軽けい率そつなのだい!?　ゼノン氏は世界平和のために、日夜心しん血けつを惜おしまず努力されているというのに……」


    「パパ……」


    「ゼノン氏はわたしたちのためにやってくださっているのだよ。なのになぜそれが理解できない。悪い子だ……」


    　イーサンは言葉尻じりを涙で濡らした。ミオは反応する言葉をもたず、ただ口元から血を流して床に横たわったまま、呆ぼう然ぜんとイーサンを見上げることしかできない。


    　四年ぶりに会う義父は、記憶にある優しく親切な父親とそっくり同じ外見であったが、その内面はミオが知っているものとなんだか違う。


    「世界平和のためなのだよ、ミオ。どうかわかってくれ。わたしたちは痛みに耐えねばならない、そうしなければ、この腐った世界は救えない……!!」


    　イーサンは顔を両手で覆おおい、さめざめと泣きはじめた。


    　ミオの思考の端を、得え体たいの知れない薄気味悪さが撫なでた。


    　目の前の人物が、父親というより、人間のすがたをした空洞のように思える。自分のことを人間だと思いこんだ、虚うつろな穴……。


    　イーサンはこの四年間で変わってしまったのだろうか。


    　いや、もしかすると──出会ったころから、イーサンは常じよう軌きを逸いつしていたのでは。


    　疑念を胸の奥に隠して、問いかけた。


    「……ママは？　カズキとボニタ、ドミニクは？」


    　イーサンと共に消息不明となった、義理の母親と弟妹はどうなったのか。イーサンはさめざめと涙を流しながら、聖人の笑みを口元へたたえる。


    「無事だよ。セルファウストの牢ろう獄ごくにいたところをゼノン氏が救ってくださった。いまはアルカセルドで普通に生活できている。心配はいらないよ……」


    　ハルモンディア皇国の皇都アルカセルド。そこにいれば、いまは戦乱とは無縁の生活ができるだろう。ミオは安あん堵どして、深く息をついた。


    　それならいい。弟と妹が元気に生活できているなら、なにも思い残すことはない。


    　あとはただ、最後の最後までわたしらしく戦おう。仲間たちに比べたら大したことはなにもできなかったけど、わたしだって「エリアドールの七人」だから。


    「パパ、自分がなにしてるか理解してる？」


    　ミオは気丈さを振り絞って、自分をこの境きよう遇ぐうへ追い落とした義理の父へ説教する。


    「あなたが手塩にかけて育てた娘が、床ゆかに転がされて変態に顔も胸もお尻しりも思いっきり踏まれて血を吐いてるの。それなのになんでわたしに怒るかな。怒る相手違うでしょ？」


    　イーサンは口をぽかんとあけてミオを見下ろしてから、深くため息をついて肩を落とした。


    「ミオ……。いつからそんな反抗的になったのだい？　ゼノン氏の言うとおりだね。ありあまる愛を注がれながら、自分からそれを投げ捨てている……」


    「パパ。お願い。目の前をそのまんま見て。あなたの娘が変態に捕まって、縄なわで縛しばられて、父親に助けを求めてるの……」


    　最後の懇こん願がんを送るが、イーサンが顔をむけたのはミオではなくゼノンだった。


    「……貴き兄けいのおっしゃるとおり、わたしの教育に至らない点があったようです。血がつながっていないぶん、優しさだけを過か剰じように注ぎすぎた……。ときには厳しくする必要があったかもしれないが、わたしにはできなかった。その結果がこれだ。もはやわたしの言葉は届かないでしょう。かわいそうなミオ。容姿はこれほど美しいのに、それに見合う知性がなかった……」


    　イーサンは哀れむようにミオの髪を指の間にすくいあげ、自分の鼻に押しつけて愛いとおしそうに嗅かいだ。汚けがらわしくて、ミオは首を激しく振る。


    「触らないで、異常者……っ!!」


    　罵ば声せいを送ると、イーサンはますます哀れみと慈愛の表情を深める。


    「そうか……もう手遅れなのだね。スラムで悪い仲間たちに出会い、取り返しのつかないところまでおちてしまった……。ミオの教育はお任せします。僭せん越えつながらわたしは……見届ける勇気がない」


    　ゼノンは両手を広げて、イーサンの釈明を受け入れた。


    「構いません。明日あしたの朝には、素直なミオに会えますよ。素直すぎて戸惑うかもしれませんがとにかく、一晩で生まれ変わると約束しましょう」


    「感謝します。……悲しみが大きすぎて、正直、今日はこのまま部屋に戻りたい……」


    「問題ありません。ですが簡単に、多島海の現状だけいまお話しさせていただかねば。武器弾薬の補給は潤じゆん沢たくですが、今後の消費量の増大は念頭に置いていただきたいですから」


    　ゼノンはガラステーブルに多島海全図を広げ、イーサンに戦況を説明した。ミオは床ゆかに転がされたまま、その説明を耳の端で聞き取る。


    　ゼノン曰いわく──。


    　多島海連合軍を名乗る「負け犬の寄せ集め」は現在、なけなしの艦隊を南北ふたつに分けて北多島海を確保しつつ、ミッテランと本土への逆上陸を画かく策さくしている。ウラノス参さん謀ぼう総長アキレウスはこれに対し、あえてまず上陸を敢かん行こうさせたのちにウラノス多島海方面艦隊を北方から送り出し、第二次イスラ艦隊と決戦することを決めた。敵はこちらの半分の艦隊をさらにふたつに分けたため、こちらは全戦力を以もつて各個撃げき破はが容易となった。イスラ艦隊を海底へ送り届けたのち、そのまま南下してセントヴォルト艦隊と決戦し、これを撃破。北多島海の制海権を握って敵の補給を断だったなら、せっかく上陸させた百七十万人の将兵は戦うことなく飢えて死ぬ。これにてめでたく多島海全域がウラノスの手に落ち、デミストリ元げん帥すいはこの戦勝を以てウラノス王として即位することになる……。


    「セントヴォルトはいつまでも百七十万人の将兵を養えませんからな。制海権が完全でなくてもとにかく連合海軍を信じて逆上陸を敢行せねばならない。それに対し、こちらは一切手出しをしないところがキモです。上陸されたとしても、そののちの艦隊決戦に勝てば問題はない。決戦の時期と海域はこちらが選ぶことができる。最小の犠ぎ牲せいを以て最大の勝ちを得る、実にエレガントな戦略です」


    　ゼノンは楽しそうにそう説明し、イーサンは憔しよう悴すいした表情で頷うなずいた。


    「武器弾薬供給に関しては、貴き兄けいに都合のよいよう手配しておきます。この呪のろわしい戦争を一刻も早く終わらせるために尽じん力りよくしましょう」


    「もちろん、早期終結のための作戦ですとも。おお、来ましたな。ミオの教材です」


    　ゼノンの笑え顔がおの先で、レンジャクと召使いたち六名が、滑かつ車しやに載せた檻おりを室内へ運び込んできた。一辺が一メートル半ほどの檻に、体長一メートルほどの豚が一頭入っている。


    　獣けものくさくなった空気のなかで、ゼノンの笑みが輝かがやく。


    「歯を抜いた豚です。どれほど腹をすかせていようが、餌えさは飲みこむか舐なめることしかできない」


    　豚の鳴き声がミオの耳に届いた。イヤな予感がする。ゼノンの言葉のつづきを待たずにイーサンが言った。


    「失礼、なにやら気分がすぐれず……」


    「おお、そうでした、ご足労に感謝します、本日はこれにて。後日、生まれ変わったミオをご覧にいれましょう」


    「不出来な娘がお手数をおかけして……。ミオ、いまはわからないかもしれないが、いつかゼノン氏に感謝する日がくる。そのときまで我慢するのだよ」


    　イーサンはそう説いて、そそくさと部屋を出ていった。


    　ゼノンは棚から黄白色の粉末が詰まった瓶びんを取り上げて蓋ふたをあけた。そのとたん、檻おりの豚が興奮して鳴く。


    「この獣じゆう肉にくエキスパウダーはその豚の大好物。舐なめたい舐めたい、って言ってるね」


    　豚は物欲しそうに足を踏みならし、檻から鼻を突きだしてぶうぶう鳴いた。パウダーを床ゆかへ撒まいたなら、床が溶けるまで舐めそうな勢い。


    「このパウダーを全身に塗りたくった裸はだかの女性を檻に入れたら、朝にはどうなっているか、実験してみよう。協力してくれるね、ミオくん」


    　ミオはただじぃっとゼノンを睨にらみあげた。きっとこの男はこんな仕打ちをこれまでに何度も何度も、ミオと似たような境きよう遇ぐうのひとびとに加えてきたのだろう。


    　殺してやる。


    　そう決意したとき──。


    「緊急伝っ!!」


    　あわただしい足音とともに、通信将校が天宮へ駆かけ込んできた。ゼノンの表情に不愉快さが宿る。


    「本日○九一五、ジェロム・バラ上空を敵飛空要よう塞さいが突破しました!!　針路と速力から見て、間違いなく目標はプレアデスです!!」


    「なんだと？」


    　ゼノンは思わず聞き直した。


    「ミッテラント本土にはいまだ我が軍のレーダー基地が設営されていないため、発見が遅れました！　飛空要塞とは思えぬ速度で接近しており、もうまもなく、プレアデス要塞第一警戒線にさしかかりますっ」


    「……なぜだ。なぜあいつらがプレアデスの現在位置を知っている……!?」


    　通信将校も返答に詰まらざるをえない。ゼノンが知らないことを知っているはずがないからだ。いまここでその理由に気づくことができたのはひとり、ミオだけだった。


    　──まさか。


    　十月革命の直後、ヘドウィグ酒場の二階でフィオに託した手紙と指輪。


    　信じて、と祈りながら託したプレアデスの現在位置、針路、速力。本当にこの手紙が遙はるか彼方かなたの南多島海へ届くのか、そしてたとえ届いたとしても裏切り者である自分の流した情報を彼らが信じるのか。限りなく細く頼りない糸にすがりつき、そしていま──その結果がもたらされようとしている……！


    　また違う通信将校が天宮へ駆かけ込んできて緊急を告げる。


    「レーダー網もうに機影っ!!　戦闘機隊がこちらへむかってきます、おそらくは接近中の飛空要塞を飛び立ったものと……っ!!」


    　──ワルキューレ。


    　──わたしを信じてくれた。


    　床ゆかに投げ出されたまま、ミオの心がわななく。


    　あの手紙は、届いたのだ。フィオが手紙を届けてくれた。セシルが、清きよ顕あきが、イリアが、バルタザールが……その想おもいに応こたえてくれた！


    『たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない』


    『友情は永遠だ』


    　あの誓ちかいが、ミオの心に響く。


    　──誓せい約やくを、守ってくれた……！


    　彼らを裏切ったのに。スパイなのに。そんなわたしがこよりに書いた内容を信じて、ここへ来てくれた！


    　切ない涙が、まなじりにあふれてくる。ぬぐうこともできないから、そのまま頰ほおへ流してしまおう。


    　──ありがとう。みんな、ありがとう……


    　──大好き。みんな、大好きだよ……。


    「内通か。だがどうやって伝達した……!?」


    　はじめて動揺を露あらわにするゼノンへ、ミオは蔑さげすみを送った。これから酷ひどい目に遭あわされる前に、せめてバカにしてやらねば気が済まない。


    「どうやったと思う？」


    　質問すると、ゼノンは見ひらいた目をミオへ送った。


    「わからないでしょう？　残念でした、一生考えてなさい」


    　勝ち誇ったミオの言葉を受け取って、ゼノンの口がわずかにひらいた。


    「……フィオ？」


    「あら、よくできました。正解よ。わたしがフィオに頼んでプレアデスの情報全部、友達のエリザベート女王のところへ届けちゃいました」


    　ゼノンはしばらくミオを見下ろしてから膝ひざを曲げて屈かがみ、ミオの髪をわしづかみにして無理やりに顔を上げさせた。


    　ミオは喉のどを露わにしながらも苦痛に耐え、勝ち気に笑ってみせる。


    「あなたの教育のおかげで記憶術が使えるようになったから、この目で見たものを全部小さなこよりにびっしり書き込んで。飛行場も港も対たい空くう砲ほうの位置も概がい要ようも、ありとあらゆる全部、多島海連合軍に教えてあげた」


    　ゼノンの口の端はが、ぎりい、っと音を立てて吊つり上がった。


    「ほら、ワルキューレが来る」


    　ミオは宣言する。


    「清きよ顕あきとイリアが、ウラノスをぶっ潰つぶしに」


    　ぬうう、と歯ぎしりをして、ゼノンは乱暴にミオを突き放す。床ゆかにこめかみを打ち付け、視界に星を飛ばしながら、ミオは挑ちよう発はつをやめない。はじめてゼノンに一いつ矢し報むくいることができて、うれしくて仕方ない。


    「全部あなたのおかげよ。あなたがわたしをここへ連れてきて、ご丁てい寧ねいにスパイとして育ててくれたから、彼らをここに導けた。わたしのせめてもの恩返し、受け取ってね」


    　空くう襲しゆう警報がプレアデス全土を覆おおった。優雅で安あん穏のんとしていた王都の大気が、にわかに戦場のそれに変わる。


    「地獄に堕おちなさい、変質者」


    　ミオの悪態に対し、はじめてゼノンは憤ふん激げきを目と口とこめかみに映した。プレアデスを前線へ接近させるにあたり、厳重に電波通信管制を敷いて位置と針路を隠していたにもかかわらず完全に看かん破ぱされ、さらにこれだけの規模の奇襲攻撃が企き図とされていたにもかかわらず事前に察知できなかった。これはつまり情報戦において、ゼノン率ひきいるウラノス諜ちよう報ほう部ぶが、バルタザール率いる多島海連合軍諜ちよう報ほう部ぶに完全に敗北したということだ。これ以上ない屈くつ辱じよくと同時に、自分の立場が危あやうくなったことも瞬時に理解して、即座に手を打つ。


    「イラストリアリ教きよう皇こうとデミストリ元げん帥すい閣下に、これからわたしが言うように連絡を。……心配無用、プレアデスは一千機のアリスアクトゥスに守られております。これから数時間、やや上空が騒がしくなりますが、多島海制圧前のセレモニーのようなもの。ジェット戦闘機オルテガの働きをお目にかけることもできましょう。どうかバルコニーでお茶などいただきながら、最新の航空ショーをお楽しみあれ……」


    　強がりにあふれたメッセージを通信将校へ託し、ゼノンはつづけて執事に向きなおった。


    「万が一、ユリシス宮殿へ空くう挺てい降下があった場合、教皇と貴族高官を守らねばならん。ハチドリとキリアイ、コクガンとセキレイをここへ呼べ。アトリは教皇のもとを離れぬよう。レンジャク、お前もここに残れ」


    「はっ」


    　パトリオティスナンバー１、アトリは天宮の上階、教皇の居室に。ナンバー２レンジャクと、ハチドリをはじめとするほか四名のパトリオティスがここユリシス宮殿に集合する。デミストリとクレアは、宮殿背後の後宮にいるはず……。ミオは床ゆかに倒れ伏したまま、その情報を頭に刻んでおいた。


    　プレアデスの空に、サイレンの響きが折り重なる。急報を受けた直ちよく掩えん戦闘機隊が早くも離陸して、空中で次々に編隊を組み上げるさまが大きな窓のむこうに見て取れた。さすがに王都を守るべく配属された精せい鋭えい戦闘機隊だけに、完全に不意をつかれたにもかかわらず対処が早い。むしろ退屈な後方勤務のはずがいきなり世界の命めい運うんをかけた航空決戦へ参戦できて、かえって戦闘意欲を猛たけらせているような。次々に飛び立つ翼たちが、空の青を覆おおい隠していく。


    　──勝って、清きよ顕あき、イリア。


    　プレアデスの空を埋めようとするアリスアクトゥスの大編隊を見やりながら、ミオはただ祈った。


    　その祈りを、ひときわ異質な轟とどろきが裂いた。これまで聞いたこともない、異常な圧力を伴った風の塊かたまりが空間を砕く音。


    「行け、オルテガ」


    　青ざめていたゼノンの表情に、ようやくいつもの冷徹な笑みが戻った。その笑みの先、プロペラをもたない異い形ぎようの機体が三つ、天頂目指し恐ろしい速度で駆かけ上がっていく。二月の太陽を鈍にぶく弾はじくその機首には、六門の二十ミリ機き銃じゆうとサソリのノーズアートが描えがかれていた。

  


  
    



    　二十六．


    



    　分厚い雲を突き破ると、いきなり視界がひらけた。


    　二月の空の青、水平方向にたなびく層雲の白、ミッテラント大陸の赤せき褐かつ色しよくの荒野──青と白と赤だけの世界の真ん中に、一個、あまりに異質な存在が浮ふ揚ようしていた。


    「見えた、あれがプレアデス……っ!!」


    　視認と同時に、通信機器から仲間たちの歓声や指笛がやかましく響く。


    　高度五千五百メートルを飛ひ翔しようしながら、清きよ顕あきは翼を翻ひるがえし、これから制空すべき天空の王都を遠望する。


    　水平距離、約三万六千メートル。航行高度約二千メートル。速度約十ノット。


    　ミオが伝えた情報によれば、全長五十五キロメートル、全幅二十四キロメートル。四つの飛行場とふたつの軍港、三つの住民居住区、そして山地を除いたほぼ全域を対たい空くう砲ほう台だいがハリネズミのように覆うという。


    　さらに観察したならば、地表面から次々に、幾百の輝き点てんが排出されるのが見て取れた。清顕たちオーディン航空隊の接近をレーダー探知したのだろう、勇み立った直ちよく掩えん機きたちが空中で編隊を組み上げながらこちらを待ちかまえている。


    　清顕率ひきいるオーディン第一次制空隊、制空戦闘機隊は六十二機。味方の本陣となるオーディン上空を現在、海猫と魔犬の率いる三十機の直掩戦闘機隊が防護している。


    　数に劣おとるこちらの強みは編隊空戦だ。特に気の合う仲間と二機ないし三機の編隊を組んで乱戦を戦いぬくことを念頭に、オーディンで訓練を積んできた。清顕はいつもイリアと組んで訓練してきたから、当然今回もイリアと二機編隊を組んで戦う……予定なのだが。


    「イリア、準備ＯＫ？」


    　マイクで話しかけるが、返事がない。


    　後方を振り返ると、イリアの乗るベオストライクはしっかり追つい従じゆうしてきている。しかし言葉は返ってこない。風防の有機ガラスは空の色を反射して、イリアの表情も隠している。いまイリアがどんな表情で操縦桿かんを握っているのか、清顕には見えない。


    　しかし気まずさが、ありありといまのふたりの距離から伝ってくる。


    　イリアに告白してから今日の出撃まで、ひとことも言葉を交わしていない。露骨に避けられている。こういう事態も覚悟しての告白であったが、しかし戦闘がはじまったなら互いが互いを守って戦わねばならない。制空隊の中核は清顕とイリアなのだ。ふたりがぐだぐだしていたら、仲間全体に雰ふん囲い気きが波は及きゆうしてしまう。


    『いっぱいいるねー』『ま、数で負けるのはわかってたことだし、いいんじゃん？』


    　イリアの代わりにスピーカーから、ヴォルテック航空隊の双子飛空士、ルルとララの声が届いた。ふたりが味方としてベオストライクに乗り、この同じ空にいることが心強い。もちろんレオも同じ空を飛んでいるが、こちらは無駄口など叩たたくことなく、獅し子しのノーズアートを空に差し伸べて、清きよ顕あきの後方を追従している。


    『すごい数。百機以上いる？』『二百近いね。こっちの三倍くらいかな。けど恐れる必要はないよ。ぼくたち、この日のために鍛きたえてきたんだから』


    　ワルキューレの同僚、サナトラとカンダタの呑のん気きそうな声も聞こえてくる。アクメドの陰に隠れていたが、ふたりとも撃げき墜つい数二百機を超える超エースであり、世界最高の戦闘機隊ワルキューレの兄貴分、姉貴分だ。ワルキューレ隊員にあてがわれた最さい新しん鋭えい戦闘機テラ・リベラにもすっかり慣れて、涼しい顔で敵の大群を見物している。


    　それにダムバゾリクも草くさ薙なぎ航空隊「斑いか鳩るが」十二機を率いてこの空を飛んでいる。いまだ清顕に対して敵てき愾がい心しんを抱いだいているけれど、多た勢ぜいを相手に戦うことにかけては右に出るもののない精せい鋭えいたちが共にいることも心強い。箕み鄕さと防空戦を彼らと共に戦った清顕は誰よりも、草薙航空隊の精強さを認識している。


    　彼方かなた、アリスアクトゥスがこちらを視認したのか、輝き点てんがより密に群れ集まって、徐々に大きな光を放ちはじめた。接近してきている。もう間もなく接せつ敵てきする。


    　迫り来る魔女アリスの群れのむこう、清顕は王都プレアデスの威容をもう一度見み据すえた。


    　あそこにミオがいる。ぼくを待っている。


    　ならば行こう、この敵を殲せん滅めつしてきみのところへ。


    　──必ず救い出す。


    　傷つけることしかできなかったきみへ、せめて、自由を贈りたい。またきみがほがらかに笑って、明るく元気に生きていくことができるよう。


    　清顕は制空隊隊長として、マイクへむかって語りかけた。


    「必要以上に高ぶる必要はない。落ち着いていこう。ぼくらの強みはチームワークだ。数で負けても、互いをカバーする気持ちを捨てなければ必ず勝てる」


    　世界の命めい運うんをかけた勝負の直前だからこそ、清顕はことさらいつもどおりの口く調ちようで、落ち着いた言葉を投げかけた。


    「オーディンで積み重ねた訓練は世界最高レベルのものだ。ぼくたちの技量もこれ以上ないくらいの高みにある。いつもどおり冷静に、仲間を信じて戦おう」


    　静かに語りかけると、賛同の指笛や、落ち着きすぎを揶や揄ゆする双子の言葉などがスピーカーから返ってきた。清顕は傍かたわらを飛ぶイリアをちらりと見て、それから接近してくるアリスアクトゥスの銀ぎん鼠ねず色の機体を見み据すえた。


    　オーディン航空隊の航空機は青せい銅どう色を基本として、ウラノスは銀鼠色を基本としている。この空から銀鼠色を駆く逐ちくして、青銅色に塗り潰つぶすことが今日の使命だ。


    「さてそれでは……」


    　スロットルをひらく。清きよ顕あきは編隊の先頭を引っ張るかたちで突とつ出しゆつする。


    「全機、叩たたき墜おとせ！」


    　命じると、スピーカーから仲間たちの歓声が返った。


    　同時に、目の前で「魔女」アリスアクトゥスが前部プロペラを猛たけらせていた。


    『接せつ敵てき！』


    　耳を聾ろうする爆音とともに、たちまち周囲の空が銀ぎん鼠ねず色に塗り込められる。オーディン航空隊は青せい銅どう色の槍やりの穂ほ先さきとなって、その銀鼠色を穿うがつ。


    　プレアデス直ちよく掩えん戦闘機隊アリスアクトゥス百八十機と、オーディン制空戦闘機隊六十二機は、高度四千五百メートルほどで互いに真正面からぶつかり合った。


    『ひゃっほーー』『いえーーい』『やっちゃうぜーー』


    　聞き慣れたルルとララの歓声が、プロペラとエンジンの咆ほう吼こうの狭はざ間まに混ざり合う。すぐさま敵味方が互いの尻しつ尾ぽに食いついての乱戦となる。


    　焼けただれた火か線せんが行き交うなか、清顕もまた獣けものの目を宿す。


    　飛び交う魔女の群れを見据え、最初に墜とすべき一機を見定める。


    　──さあ、行くぞ。


    　この先は、戦闘機を構成する鉄の一分子となるのみ。


    　一切の人間的感情が、清顕から剝はく落らくする。


    「立ちふさがるなら、墜とす」


    　真っ向から相あい対たいしてきたアリスアクトゥスを、清顕は一いつ刀とう両りよう断だんに斬きりおとす。砕け散った風防に血ち潮しおの花の咲くのが見えた。


    　まずは一機。


    　シンと冷えた心が、自分へむかって降りおりてくる敵機の猛り声を聞き分ける。


    　──右斜め上方、二機。


    　視認するより早く、清顕の五感が察知する。見上げる前に、軸じく線せんをずらす。上方から飛来してきた敵機が、なにもない空間へ三十ミリ機き銃じゆう弾だんを注ぎ込み、そのまま赤土の大地めがけて降下していく。


    　豹ひようの挙動で清顕は追う。またたく間に追いつく。前回の戦いでは旧式戦闘機カズヴァーンに乗っていたため苦戦を強いられたが、斑いか鳩るがならばアリスアクトゥスの性能にも遜そん色しよくない。機体性能に差がそれほどなければ、あとは操縦する飛空士の能力が勝敗を決する。照しよう準じゆん器きに捉とらえたアリスに、速度で振り切られることもない。


    　ミッテラントの赤土へ、翼をもがれたアリスアクトゥスが激突し砕けた。清顕は撃げき墜ついを確認して機首をあげ、左右を見渡す。編隊を組むべきイリアが見えない。乱戦に呑のまれて、単機で敵を追っているのだろう。清顕は戦闘空域を見渡して、通信器に入り乱れる味方の声を聞きながら、次の獲え物ものを見定める。


    『いける、戦える！』『突とつ出しゆつするな、味方との連れん繫けいが命いのち綱づなだっ』『単機で行動するな、常に仲間と共にいろっ!!』


    　スピーカーから、互いを励ましあう声が届く。ヴォルテック航空隊、ワルキューレ、草くさ薙なぎ航空隊、イスラ航空隊、それぞれの誇りをかけた集団模も擬ぎ空戦を通じて、祖国から選りすぐられた飛空士たちがさらに鍛きたえられ、いまや全員、編隊空戦のエキスパートとなっている。空域を見回したなら、オーディン航空隊の緊密な二機編隊、三機編隊がアリスアクトゥスをそこかしこで仕留めていた。


    　清きよ顕あきのすぐ傍かたわらを、レオ、ルル、ララが一本の槍やりのように緊密な三機編隊を組んだまま降下していき、その槍の先でアリスアクトゥスが次々に爆ばく砕さいしていく。三人ともベオストライクにすっかり慣れたのか、箕み鄕さと上空で戦ったときよりも遙はるかに俊しゆん敏びんで速く強い。そして彼らと入れ違いに、斑いか鳩るがに乗ったダムバゾリクが鋼こう刃じんを振るう剣士さながら敵群を斬きり裂いていく。かつての敵同士がいまやこの空で翼を並べウラノスに立ちむかう様子に、清顕の胸は自然と熱くなる。だが見とれている場合ではない。いまや彼らを統とう率そつしているのは自分なのだ。


    　──圧倒してやる。


    　海猫、魔犬、カルエルと模擬空戦を繰り返したことで、戦闘技術は以前よりさらに上の段階に到達したと自負している。格闘戦ならばもはや誰にも負ける気がしない。清顕は鉄の鷹たかと化し、漆しつ黒こくの翼を翻ひるがえす。


    　三機、四機、五機──。


    　砕け散ったアリスアクトゥスの残ざん骸がいが雪片のように清顕の周囲を舞い飛ぶ。無む造ぞう作さだがその実、計算され尽くした動作で敵機の死角から必殺の一撃を見舞う。墜おちた敵はきっと自分になにが起きたのか知ることなく空の華と散っただろう。


    　──行ける。勝てる。二、三倍の敵なら、負ける気がしない。


    　火か球きゆうが花ひらくたびに、空から銀ぎん鼠ねず色が剝はく落らくしていく。代わりに青せい銅どう色が広がっていく。この色でプレアデス上空一面を塗り潰つぶしたなら、戦争が終わる。世界が救われる。


    　──あと少し。あと少しだ。


    　清顕の胸に希望が芽吹く。


    　──ぼくたちは強い。オーディン航空隊こそ世界最強だ。どんな空も制空できる。


    　そんな確信も生まれてくる。空戦場においてはたとえ寡か勢ぜいであろうとも、「勝った」と確信したほうが勝つ。逃げ腰になった相手はますます損害を増やし、勝ちに乗じたほうはますます戦果を拡大できる。


    　清顕とイリアはもちろん、カルエル、サナトラ、カンダタ、レオ、ルル、ララ……撃げき墜つい数二百機を超える超エースたちが一体となって戦っているいま、勝者の雰ふん囲い気きを勝ち得ているのはオーディン航空隊だった。


    　──勝てる。プレアデスを制空できる。


    　──ミオを救い出せる……！


    　希望がこれ以上ないほど大きくなった、そのとき。


    　──変なのが、いる。


    　清きよ顕あきの五感が、空域の異変を察知した。


    　得え体たいの知れない電流が、直感を基点にして指先へ爆はぜる。


    　──なんだ、これ。


    　周辺を見回してみる。目に映るのは、かさにかかってアリスアクトゥスの群れを追い回す味方エースたちだ。


    　しかし、幾多の空戦場を渡り歩いてきた清顕の網もう膜まくには、現実の空に「心しん象しようの空」が覆おおいかぶさって映ることがある。これまでにも、危機が迫ったとき、戦況が変化するとき、強力な敵が空域に分け入ってきたときなどに、普通の飛空士には見えないものが見えることがたびたびあった。


    　いま──。


    　清顕の目には空域を覆い隠そうとする黒くろ薔ば薇ら色の幔まん幕まくが見て取れていた。オーディン航空隊が空へ塗った青せい銅どう色が、その黒薔薇色によってさらに上から塗り込められてしまう。こちらが空に咲かそうとした希望の花か弁べんが、血の色をしたカーテンに覆われて色あせ、それから急速に枯れていくような……。


    『気をつけろ。高々度に妙なのがいる』


    　スピーカーからレオの声がして、心象が破れた。レオもまたおかしな気配を嗅かぎ取っているようだ。


    　清顕は上方へ目を凝こらした。レオの言うとおり、高々度から血の色がにじんできていた。空戦がはじまったころから高みに占位して空域全体を見回し、舌舐なめずりをしている不吉ななにか、かつて出会ったことのない空の魔物があそこにいる。


    　清顕の直感が、警けい鐘しようを打ち鳴らす。


    



    　──新たな時代の王が降りてくる。


    



    　高々度の黒薔薇色が、そんなささやきを誘発する。


    　喉のど仏ぼとけも露あらわに振り仰あおいだ清顕の目線の先、天頂付近に三つの輝き点てんがまたたいた。


    　ぞっ、と背筋に悪お寒かんが伝う。


    



    　──誰も、あれを墜おとせない。


    



    「逃げろ、リーオンっ!!」


    　視認するより先に、叫んだ。


    　清きよ顕あきとの水平距離約七百メートル、ヴォルテック航空隊の古こ参さん飛空士、リーオンが怪け訝げんな表情をこちらにむけた。


    　刹せつ那な──。


    　高々度にあった三つの輝き点てんが、戦闘機の実体を伴って、リーオンの頭上に出現した。


    「!?」


    　転てん瞬しゆん──。


    　リーオンは稲いな妻ずまに似たなにかを我が身に受けて、挽ひき肉となり、空に溶けた。


    　声をあげるヒマもなかった。


    　それはまるきり光線に見えた。天空からの光を浴びて、リーオンはこの世界から消しよう滅めつしていた。リーオンが愛機と共に飛ひ翔しようしていた空間にあるのは、いま、きらきら舞い散る微び粒りゆう子しのみだった。


    　味方さえ、なにが起きたのか気づくことができない。


    　しかしさらなる稲妻が、今度は地上から空を目がけ打ち上がる。


    　清顕はかろうじて、それが光線でも稲妻でもなく、六門の二十ミリ機き銃じゆう弾だんの一斉射撃であることを見て取った。


    　そしてその火か線せんに呑のまれた味方が、あたかも空に[image: ]よう解かいするごとく消失した。


    　耳の端に、聞いたこともない高い響きを聞いた。魔王の咆ほう吼こうじみた、空をまるごと引き裂いたかのような、すさまじいエネルギーで大気を圧縮し、爆発させた音圧──。


    　明らかに次元の異なる飛翔体が、オーディン航空隊のど真ん中を突き破り、高く、高く空を昇りつめていく。


    　清顕はそれを目で追う。


    　前にも後ろにもプロペラがない。


    　代わりに両翼に葉巻型の物体がある。


    　髪の毛が、逆立つ。魔女の咆哮の正体が、口こう腔こうから迸ほとばしる。


    『ジェット!!』


    『くそっ、なんだあれは、速いっ!!』


    『オルテガとかいうやつだ、速いだけじゃない、武装がすげえぞっ!!』


    　隊員たちも魔王の正体に気づき、通信が騒がしくなる。


    　清顕は歯がみしながらオルテガの挙動を追う。二月の陽光を弾はじき、真っ白な水蒸気の尾を曳ひきながら、オルテガはオーディン航空隊をあざ笑うようにエンジンの力だけでまっすぐ空を昇っていく。


    　──どうする、追うか？


    　──だが、アリスもいる……っ!!


    　周辺には以前、アリスアクトゥスが舞い飛んでいる。撃げき墜ついはしているものの、その数は増えていく一方だ。空くう襲しゆうに気づいた非番の飛空士たちが飛行場へ集まり、格納庫の奥にしまっていた戦闘機の暖機が終わって、増援が次々に加わっている。こちらがいくら墜おとそうが、時間とともにアリスアクトゥスは増えていく……。


    　悩む清きよ顕あきの目の先で、オルテガの上昇が終わった。


    　高度八千五百メートル付近で、まっすぐに空を昇っていた白い筋が花か弁べんがひらくように三つに分かれ、急降下へ入る。一機ずつ単独行動するつもりだ。清顕はマイクへ叫ぶ。


    「編隊を崩すな、二機で当たればなんとかなるっ!!」


    　こちらへ迫り来るオルテガを睨にらみつけた。輝き点てんであったものが、まばたきする間に戦闘機の実体を伴って直上にいる。その機首には、環かん状じように配置された六門の二十ミリ機き関かん銃じゆう──バルカン砲ほうの舌舐なめずりがあった。


    「正面から当たるなっ!!」


    　叫んだ瞬間、オルテガの機首から火炎の濁だく流りゆうが迸る。


    　神話世界のドラゴンが口腔から火炎を放射したかのごとき一斉射撃。空間が真っ赤かに焼けただれ、その火の渦に巻き込まれたテラ・リベラが空間へ溶けた。


    『レミーっ!!』


    　ワルキューレ隊員たちの悲鳴がスピーカーから鳴り響く。ワルキューレでも屈くつ指しの腕前をもつ飛空士が、なすすべなくオルテガに食われた。


    『くそっ、いまのやつを墜とせ、レミーの仇かたき討ちだっ』


    　いきり立った隊員たちがオルテガを追おうとするが、すでに空域の彼方かなたへと走り去ってしまっている。速度の次元が違いすぎて、追うことすらできない。


    『まだ来るっ!!』


    　さらなる悲鳴が巻き起こる。今度は左斜め上方から新たな火炎の濁流が、オーディン航空隊の群れを呑のみこむ。悲鳴をあげることもなく、また巻き込まれたふたりの仲間が空へ溶けて消えてしまう。


    『ちくしょう、ベルトランがやられたっ!!』『シモンズもだっ、なんだあいつら、速すぎて追えないっ!!』


    　通信の混乱が収まらない。先ほどまで勝ちに乗じていたのが、オルテガの登場により一気に雰ふん囲い気きが変わってしまった。


    　まずい。


    　清顕は空域を広く見渡す。なんとかオルテガを捉とらえねばならない。敵の中心を捕ほ捉そくして墜とすのはエースの役目だ。


    　──ぼくが墜とす……っ!!


    　決意を固め、急降下してくる三機目を目の端に捉え、スロットルをひらいた。


    　オルテガは急降下の勢いを殺すことなく、そのまま味方の群れのなかに飛び込んで、思うさまバルカン砲ほうの掃そう射しやを浴びせ、またたく間に新たな二機を爆ばく砕さいさせて、そして地上目がけて急降下で離脱する。清きよ顕あきは同じく急降下でオルテガの尻しりに食らいついたが、みるみるうちに照しよう準じゆん器きのうちで小さくなり、やがて見えなくなってしまう。


    　唇くちびるを嚙かみしめて操縦桿かんを引き付けると、上方からまた新たな味方の破片が降り注いできた。最初に来たオルテガが高度を取り直して、また急降下してきたのだ。味方は追うことも逃げることもできず、ただ一方的に食われるのみ。


    　──格闘戦に持ち込めない……っ!!


    　清顕の脳のう裏りに絶望が芽生えた。オルテガはただ、三機がひとつの円えん環かんとなり、急降下し、撃げき墜ついして、地上すれすれまで降りて機首を引き上げ、それからエンジンの力で空の高みへ昇ってまた急降下を仕掛けるだけでよい。プロペラ機がどんなにがんばっても追尾することはできず、一度狙ねらわれたなら逃げることもできずバルカン砲に食われる。


    　──理り不ふ尽じんすぎる!!


    　これまで幾多の絶望的状況に立ち会ってきた。そしてそのたびに培つちかってきた技術とチームワークで乗り越えてきた。だがしかし今回のこれは、そういう次元ではない。たとえるならサメに狙ねらわれた小魚の群れだ。こちらは追い回されるだけで、反撃の機会すら与えてもらえない。


    　オルテガの圧倒的な性能を目の前にして、アリスアクトゥスが勢いづいた。にわかに体勢を整えて、オーディンに対して積極的に攻撃を仕掛けてくる。ただでさえむこうの数は三倍以上だというのに、こちらはさらに常にオルテガの脅きよう威いにさらされる。


    　間かん断だんなく、天空からオルテガの槍やりが降りてくる。


    　そのたびに、味方が食われていく。悲鳴が次々にスピーカーを震わせ、墜おちた仲間の名を呼ぶ声が折り重なる。


    　──かなりマズイ。


    　清顕は焦あせる。制空隊隊長として判断をくださねばならない。このまま戦いをつづけるのが是ぜか非か、明らかだった。撤退を呼びかけようとした矢先、スピーカーが鳴った。


    『坂さか上がみ、レオだ。おれがしんがりを務める。いったん戻り、体勢を立て直せ。ジェット機対策が不十分だ』


    　清顕より早く、レオがそんなことを言ってくる。完全に機先を制された格好。立てつづけに双子の声が、スピーカーから届く。


    『あたしたち、うまいこと囮おとりするからさー。一回戻りなよ』『そうそう。威力偵てい察さつ終わり、って感じでさー。次がほんとの攻撃だぜ？』


    　清顕はレオ、ルル、ララに無言の感謝を捧ささげた。本当は自分がしんがりを務めようと思っていたが、隊長がそれをやってしまっては次回攻撃にこの教訓が生かせない恐れがあった。レオはきっとそこまで思いやって、こんな申し出をしてくれたのだろう。


    「……はい。ありがとうございます。いったん戻ります」


    　清きよ顕あきは短くそれだけ告げた。感謝の気持ちはきっと届いていると信じた。レオ、ルル、ララの三機は編隊を組んで、大きな右回りを開始する。清顕は味方全機へ呼びかけた。


    「出直そう、いったんオーディンへ戻る！」


    　ジェット機対策を本格的に練らねば、ここで無駄に犠ぎ牲せいを増やすだけだ。味方の応の声を聞き遂げて、清顕たちは翼を翻ひるがえした。


    　敵ももちろん見み逃のがしてはくれない。逃げる敵をかさにかかって追ってくる。こちらは敵の銃じゆう弾だんを回避しながらオーディンの制空圏へたどり着き、対たい空くう砲ほうと海猫・魔犬をはじめとする味方直ちよく掩えん機の支援を受けるしかない。


    　レオ、ルル、ララの三機は逃げる味方の最後尾につき、敵の目を引き付ける役目を果たす。


    　──お願いします、死なないでください、レオ隊長……!!


    　清顕は後方を振り返って、我が身を挺ていして敵の追撃を押しとどめるしんがり三機編隊へ祈りを捧げた。


    



    



    『かっこつけちゃったねー』『大たい尉いまたやっちゃったねー』


    　聞き慣れた双子の軽口を聞きながら、レオは苦虫を嚙かみつぶした。マイクへ命じる。


    「お前たちも戻れ。呼んだ覚えはない」


    　レオはひとりでしんがりを務めるつもりだったのだが、双子は勝手な判断でついてきていた。


    『うわー、ここでそーゆーこと言うかなー？』『ねー。ここって感動してあたしたちに泣きながら感謝するとこでしょー？』


    「あのなあ。地味な役目だぞ。敵の目を引き付けて、追われるだけだ。お前たちそういうの嫌いだろうが」


    『だって、ねー。大尉がひとりでかっこつけるのムカつくし』『そうそう！　こういうときに恩売りたいしさー』『そんで大尉もとうとうあたしたちと浮気するの、奥さん捨てて』『シンシアちゃんも捨てて』


    　溺でき愛あいするひとり娘、シンシアの名前まで持ち出されて、レオはこめかみに血管を浮かべた。


    「ふざけている場合じゃない!!　来るぞ、さっさと逃げろっ!!」


    『いやでーす』『ずっと一緒でーーす』『ほら泣けー、そら泣けー』『あたしたちに惚ほれろー』


    　どこまで本気でどこまで冗談なのかさっぱりわからない。だがこの命がけの場においてレオに付き従っているという事実にこそ、ふたりの本心があるのだろう。


    　──バカ双子が。ダブルでバカだ。


    　──最高にバカな部下だ。


    「死んでも恨むなよ」


    『オッケー』『むしろ本ほん望もうですけどー』


    　いつもと変わらぬ軽口が届く。レオは顔をしかめて、それから背後を振り返った。


    　アリスアクトゥスが追ってきている。逃げる味方の群れの周囲を舞い飛びながら、強きよう襲しゆうの隙すきを窺うかがっている。レオたちの役目は目立つことだ。挑ちよう発はつ的な飛行を見せつけて「この舐なめた相手だけは墜おとす」と敵を怒らせることだ。レオは操縦桿かんを握り直し、敵機群を睨にらみつける。


    「さあ、やるぞ」


    『ちーっす』『てぃーっす』


    　やる気を疑うような双子の応答を受け取って、レオは操縦桿を思い切り倒し、急旋せん回かいして追ってくる敵機の群れへ自みずから飛び込んだ。


    　魔女の群れが面食らう。正せい対たいした一機へベオストライクの二十ミリ機き銃じゆう四門を斉せい射しやすると、敵機は火の玉へ変じて蒼そう穹きゆうの彩いろどりとなった。双子が左右を守っていることを視認して、レオはさらに群れの奥深くへ分け入り、激突も厭いとわず翼を翻ひるがえす。


    　吐き散らした火か線せんが、さらにふたつの魔女を捉とらえる。もげた翼がきりきり舞いながら空を墜ちていき、胴体だけになった敵機から敵兵がパラシュート降下する。レオ、ルル、ララは堂に入いった三機編隊を崩すことなく、俊しゆん敏びんな機動で敵機群を思うさま搔かき乱す。


    　こちらは数が少ないから味方同士の激突を気にしないでいい。命はすでに捨てているから敵機との衝突さえ恐れない。死兵となったものの強みをレオはよく理解している。あとはただセントヴォルト帝国空軍のエースとしての誇りを、思うさまこの空に描えがくのみ。


    　戦えば戦うほど、敵機はレオたちを墜とそうと躍やつ起きになる。逃げる清きよ顕あきたちを相手にせず、矛ほこ先さきをレオへむける。気づいたなら周囲を舞い飛ぶアリスたちは、完全にレオたち三機を取り囲んでいた。


    「帰れそうにないぞ」


    『ないねー』『こりゃ無理だぜー』


    　状況の深刻さを理解しているのかいないのか、双子たちの軽口は終わらない。しかしたぶんふたりは満足なのだろう。こういうかたちでも坂さか上がみやイリアの役に立てることを、ふたりは喜んでいる。レオにはその気持ちがわかる。


    　次々にアリスの鎌かまがレオを目がけて降りおりてくる。レオは軽かる業わざ師しの挙動でひとつひとつを丁てい寧ねいにかわしながら、挑ちよう発はつをやめない。アリスの群れを見み据すえながら、遠ざかっていく味方編隊のすがたもちらりと見る。役目を果たし切れたなら、せめて双子だけでも逃がしてやりたい。


    　気になるのはオルテガだが、すがたは見えない。もしや味方編隊を追っているのではないか。それではしんがりの意味がなくなってしまう。


    『大たい尉い、下っ!!』


    　いきなり怒鳴られ、咄とつ嗟さにフットバーを蹴けりつけた。


    　刹せつ那な、天空を目がけ野太い火炎流が駆かけ上がっていく。つづけざま、魔女の断だん末まつ魔まのごとき耳障りな咆ほう吼こう。


    　──来た。


    　レオは右目の端で上昇していくオルテガを捉とらえた。すさまじい上昇力だ、とても追えない。それはわかっている。かわしつづけるのが役目だ。


    『右斜め上方っ!!』


    　つづけざまにルルの声。今度は言われた方角から再び焼けただれた濁だく流りゆうが迸ほとばしる。フットバーを蹴けりつけると、いまいた空間を二機目のオルテガが鈎かぎ裂ざきにして、地上を目がけ稲いな妻ずまのように降下していく。


    　──次元が違う。


    　半ば呆あきれながらレオはオルテガの後ろすがたを見送った。追うことも逃げることもできないとわかってはいるが、実際にこうしていたぶられると頭に来る。せめて、攻略の糸口でもつかめないだろうか……。


    『なんか同じことばっかやってくるよねー』『まともに戦えっつーの。ヘタレか』


    　双子が文句を言いながら、器用な動作でアリスアクトゥスの攻撃をかわす。アリスアクトゥスの狭はざ間まから攻撃を仕掛けてくるオルテガは、いつどこから来るかわからず非常に厄やつ介かいだ。


    「格闘戦に付き合う必要がないからな」


    　双子の軽口に応こたえたとき、レオの思考にふとかすかな光が灯ともった。


    　──そのわりに、挑ちよう発はつに乗っている……。


    『大たい尉い、危ないっ!!』


    　言われて慌あわてて操縦桿かんを倒した。


    　右斜め下方から忍び寄っていたオルテガが、火炎を吐きながら再び空を上昇していく。濁流の端が方向舵だをかすめ、機体がぶるぶる左右に揺れる。かすめただけで、こちらの空戦能力を大幅に奪い取るバルカン砲ほうの殺さつ傷しよう力りよく。大出力エンジンだからこそ、これだけの火力を身に秘めたままほかを圧する空戦機動を実現できる。


    　まわりはすべて敵機。オルテガは諦あきらめそうにない。レオは自分の冒険の終わりを悟った。


    　──アイリーン。シンシア。すまん。戻れない……。


    　故郷に残した妻と幼おさない娘にレオは詫わび、双子に命じる。


    「もういい、おれが敵を引き付ける。お前たちは離脱しろ」


    『やだよー』『却きやつ下か』


    「帰って坂さか上がみに伝えろ。オルテガは功こう名みよう心しんにはやっている。アクメドを食って味をしめたのか、名のある飛空士を撃ち墜おとして自分の名をあげたいらしい。乗っているのはただのガキだ」


    　ひといきに自分の思いを伝えると、双子は沈黙した。さっきからレオにばかりむかってくるのは、機首に描えがいた獅し子しのノーズアートをオルテガが視認したからだろう。セントヴォルト帝国軍の撃げき墜つい王おうとして、レオ・ローゼンミュラーの名前はウラノスにも届いている。オルテガの目的が功こう名みよう心しんならば、付け入る隙すきがそこにある。


    「白はく狼ろうと黒ウサギが現れれば、必ずオルテガが狙ねらってくる。それなら格闘戦に引きずり込める。お前たちが片づけるんだ。お前たちしかできない。……そう坂さか上がみとイリアに伝えてくれ」


    　アリスアクトゥスが、傷ついたレオに取り付いて射しや弾だんを吐きかける。レオはまともに動かない方向舵だを懸けん命めいに操縦しながら、ルルとララにメッセージを託した。


    「行け。頼む。最後の命令だ…っ!!」


    　レオは遙はるか上方に、三つの輝き点てんを認めた。業ごうを煮やしたオルテガが、三機そろって急降下を仕掛けてくる。もう避ける余力はない。


    「ルル、ララっ!!　お前たちは最高の部下だっ!!　どんな命令も完かん璧ぺきにこなす、おれの最高の部下だっ!!　だから戻れっ、振り返らず戻れっ!!」


    『……………………』


    「行けっ、勝つために戻るんだっ、必ず勝て!!」


    　叫びに魂たましいを込めると、最後に、涙の混じった双子の声が届いた。


    『大たい尉い、愛してるぜ』『一生愛してる、バカ』


    　受じゆ諾だくの返事を聞いて安あん堵どすると同時に、レオの周囲が灼しやく熱ねつに染まった。熱や痛みを感じることもなかった。レオは最さい期ごに空のなかへ、妻と娘の笑みを見た。


    　レオと愛機の欠片かけらが四し散さんする空に、三機のオルテガがジェットエンジンの凱がい歌かを響かせた。


    　興奮するサソリたちは、通信器を使って快かい哉さいを叫ぶ。


    『ひゅーっ。レオ撃げき墜つい～』『やっべ、おれら強すぎっしょ!!』『マジ最強じゃね？　アクメドもレオも食っちゃって強くね？』『つかこいつらが雑ざ魚こすぎんだけどねー』


    　アクメドにつづいて高名なレオを撃ち墜おとし、サソリたちは勝ち誇りながら空を駆かけ上がっていく。


    　サソリたちの言葉が聞こえるはずもないが、双子は視界の端にそれを見て、わななく魂を無理やりに押さえ込み、仇かたき討ちしたい衝しよう動どうをねじ伏せて、文字どおりに唇くちびるから血を流しながら逃げに入った。


    　追ってくるアリスアクトゥスの射弾を、機体を左右に振ってかわしながら全速力で逃げる。


    　ふたりの胸にはレオのメッセージが刻まれていた。たとえどちらか片方が墜ちたとしても残ったほうが命を賭とした伝言を抱きしめていればよかった。


    「必ず伝えるよ。清きよ顕あきくんに。大尉のメッセージ、伝えるから」


    　ルルもララもそうやって自分を励ましながら逃げた。涙をぽろぽろこぼしながら懸命に飛んだ。大好きなレオの残した言葉だから、尊敬する隊長に託された想おもいだから、ふたりはなによりも大事にそのメッセージを抱えて、ただひたすら逃げた。


    　オルテガの機首が、逃げる双子にむけられた。サソリたちが、その毒の尻しつ尾ぽを持ち上げる。


    『つかあれ、双子っしょ？』『新聞で見たことあるぜ。ふたり合わせた撃墜数がレオより多いとかなんとか』『食う？　食っちゃう？』『食うしかないっしょー。有名人、おれらがみんな食っちゃうかんねー』


    　ジェットエンジンが炎を噴き上げた。


    　風を切り裂き、音を背後へ置き去りにして、オルテガ三機は味方を抜き去りまたたく間に双子の背後に占位する。


    『ルルちゃんララちゃんこんにちはー』『必死で逃げないと食べちゃうよー』


    　サソリの照しよう準じゆんに、ルルの尾翼が収まった。いかにルルが懸けん命めいに逃げようが関係ない。サソリたちは薄ら笑いを浮かべたまま、相そう対たい距離を寄せていく。


    　しかしバルカン砲ほうの引き金を絞った瞬間、ルルは機体を横滑りさせ、射弾を完全にかわしてみせた。


    『おぉっ？』『うぇーい、へたくそー』


    　撃ったサソリは勢いのまま、ルルの前へつんのめって出てしまう。今度はこちらが撃たれてしまうため、スロットルをひらいてルルを引きはがす。一度外してしまうと、また高度を取り直して相手の後ろへ回り込まねばならないから面倒だ。


    『スロットル絞ったほうがよくね？』


    　次のサソリは、やや機速を落としながらルルの背後にぴったりと食らいつく。ジェットエンジンでプロペラ機を相手にするには、少し手加減するくらいが狙ねらいやすい。照準にルルを収めると、ゆっくりと射しや程ていを縮め、必ひつ中ちゆうの距離へ寄る。相手は必死に逃げようとしているはずだがエンジン出力に差がありすぎて引きはがすこともできない。


    『おら死ねっ!!』


    　トリガーを引き絞ったなら、バルカン砲が灼しやく熱ねつの火炎を吐き出す。照準器のなか、なすすべもなく火か砕さい流りゆうの直撃を受けてルルは跡あと形かたもなく爆ばく砕さいした。さっきまで戦闘機のかたちを成していたものが、いまは灰となって空域へひらひら舞い散っていく。


    『雑ざ魚こすぎっしょーー!!』


    　ルルを墜おとしたサソリはガッツポーズで叫んだ。飛空士バーの女の子相手の自慢話が、またひとつ増えた。破片と化したルルの残ざん骸がいを突き破り、会かい心しんの笑みをたたえる。


    『つかこいつら、本気でやってなくね？』『本気なんじゃね？　よえーってだけで』『マジか。つまんねー』


    　後続のサソリたちも負けじと、逃げるララの背後に迫った。


    『おらおら本気で逃げろよ』『追い越したらつまんねーんだよ、もっと飛ばせ』


    　勝手なことを言い放ちながら、サソリたちは懸命に機体を左右に振るララを相手に、まるでウサギ狩りを楽しむように機速を絞って追い立てはじめた。いつでも墜とすことはできるが、すぐに墜とすのはつまらなかった。最後の獲え物ものはもう少しオルテガの性能を楽しんでから、ゆっくり挽ひき肉に変えればいい……。


    



    　†††


    



    「くそっ、ジェット機が出てくるとは……っ!!」


    「とんでもない機体だ、プロペラ機じゃ太た刀ち打うちできない……」


    　オーディン第一飛行場へたどり着いた第一次制空隊の面々は、口々に恨み言を連ねながら航空指揮所前へ集合して空を見上げていた。しんがりを務めたレオ、ルル、ララの帰還を祈りながら空を見上げる。


    　空中では味方の直ちよく掩えん戦闘機隊が、オーディンの空を守っていた。飛空機が最も無防備となる着陸の瞬間を守るために、油断なく周辺空域へ目を光らせる。レオたちがうまくやってくれたのだろう、まだ追ってくる敵機群は見えない。


    「来たっ、ベオストライクっ!!」


    　ヴォルテック航空隊の先任飛空士、マクガイアが彼方かなたの空を指さした。言われた方向へ目を凝こらしたなら、確かに一機、見慣れた機影がふらふらしながらオーディン目指して飛んでくる。


    「追われてる、オルテガだ、こっちに来る!!」


    　背後から三つ、特徴ある双発エンジンがベオストライクを嬲なぶるように追尾しているのも見えた。オーディンの上空にいた直掩機隊が十数機、翼を翻ひるがえして支援にむかう。


    「舐なめやがって、オルテガ三機だけでここまで来てやがる……!!」


    　マクガイアが悔くやしそうに呟つぶやく。アリスアクトゥスはオーディン要よう塞さいの威力圏に入ることを警戒して深追いしないが、オルテガは余裕綽しやく々しやく、こんなところまで足を延ばして最後の一機をいたぶっている。


    「一機だけだ。誰だ、レオ隊長か？」「頼む、誰も死なないでくれ……」


    　ヴォルテック航空隊員たちが心配そうに顔を見合わせる。オーディン地表面の対たい空くう砲ほうがオルテガにむかって一斉射しや撃げきを開始した。目標を弾だん頭とうセンサーが感知して直前で炸さく裂れつする近接信しん管かんによる対空砲火だ。オーディン上空を死のつぶてが包み込み、たなびく硝しよう煙えんが青を覆おおい隠す。オルテガはこちらをあざ笑うように、わざわざ砲火を突っ切って飛行場上空を航過すると、魔王の咆ほう哮こうとでも呼ぶべきエンジン音をオーディンへ擦こすりつけて、蒼そう穹きゆうの彼方へ消えていく。


    　懸けん命めいにベオストライクが着陸体勢に入った。あちこち被ひ弾だんしていていまにも墜おちそうになりながら、かろうじて地に車輪を擦りつけた。しかし損傷があるらしく、まっすぐ走れず滑走路を大きく外れ、防風林の一角に頭から突っ込んで静止した。


    　祈るように見守っていた清きよ顕あきも、ほかの隊員や衛生兵たちも、一斉にベオストライクに駆かけ寄る。帰ってきたのは一機のみ。レオは、双子は無事だろうか。


    　ベオストライクはよくこれでここまで飛べたと感心するほど穴だらけだった。あちこち煤すすにまみれ、擦さつ過か痕こんが残り、弾痕が逆立ち毛け羽ばだっている。


    　衛生兵たちが翼に取り付き、搭乗席から血にまみれた飛空士を引きずり出した。小柄な身体からだだ。頭から血を流し、苦しそうに呻うめきながら、ララ・スコットは清きよ顕あきに気づいて小さな手を差し伸べた。


    　清顕はその手を握り返し、呼びかける。


    「ララさんっ!!　しっかり、ララさんっ!!」


    　衛生兵が頭に包帯を巻き、身体のあちこちに突き刺さった機体の破片を抜き取る。血に染まった飛空服を見れば、ララがここまで逃げるのがどれほど困難であったかよくわかる。


    「清……顕……くん……」


    　ララはそれでも懸けん命めいに口をひらいた。


    「大たい尉いから……伝言。オルテガは……功こう名みよう心しんにはやってる。黒ウサギと白はく狼ろうを見たら……絶対、追ってくる……そしたら格闘戦が……できる……」


    　げほっ、とララは血を吐いた。機体片が臓器まで達しているのかもしれない。清顕は手を強く握り、呼びかけた。


    「ララさんっ!!　無理しないで、安静に……っ!!」


    　しかしララは懸命に目をひらき、煤すすけた顔に意志の光を宿らせる。


    「あれに乗ってるの……ただのガキ。ルルを墜おとすとき、スロットル絞ってた……」


    　清顕はララの言葉を一いち言ごん一いつ句く、大切に頭ず蓋がいに刻み込んだ。これはレオとルルが自みずからの命を差し出して得た、オルテガを墜とすための戦訓だ。


    「……はいっ!!　オルテガは功名心にはやり、射撃時に機速を落とす。そのとき格闘戦に持ち込める……!!　理解しました!!」


    　手を強く握りしめながらそう返事すると、ララは笑った。


    　清顕は泣きそうになった。レオとルルがもう帰ってこないことが、握ったララの手から伝わってきた。必ずこの戦訓を生かすと誓ちかった。


    「みなに伝えますっ!!　次は勝ちますっ!!　レオ隊長とルルさん、ララさんのために絶対に勝ちます!!」


    　清顕の返事を聞いて、ララはぽろぽろと涙をこぼしながら、うん、うんと二回頷うなずいた。敬愛するレオと、自らの半身であるルルを永久に失ったララの痛みがどれほどのものか、清顕には想像もつかない。けれどララは復ふく讐しゆうしたい気持ちを抑えて、みなへ戦訓を持ち帰るために、傷だらけになりながら必死にここまで逃げ帰ってくれたのだ。命を賭としたメッセージを無駄にしてよいはずがない。この命に代えても、必ず生かしてみせると誓った。


    　輸血袋を持った衛生兵たちが駆かけ寄ってきて、ララを担たん架かに乗せ、救急病棟へ運んでいく。清顕はそのうしろすがたを見送ってから、煮えたぎる双そう眸ぼうを空へ差し伸べた。


    　ララをいたぶるように飛んでいたオルテガの残像が、まだ青のなかに残っている。完全にこちらを舐なめていた。はらわたが煮えくりかえる。


    　清きよ顕あきはきびすを返して指揮所前に戻った。航空指揮所三階の司令室で戦況を睨にらんでいたオーディン要よう塞さい司令官バルタザールが外へ出てきて、清顕を呼びつけ、いきなり命じる。


    「演説しろ」


    「……………………」


    「お前が勝てるというからはじめた戦いだ。いまさら逃げ戻ることなどできん。お前が全員に勝利を約束するんだ。やれ」


    　いつもなら後ずさりしたであろう命令だが、いまの清顕はためらいなく受けた。


    「やります。戦闘機隊員全員、ここへ集合させてください、一分以内に」


    　バルタザールはにやりと笑って、第一飛行場のスピーカーを通じてオーディン戦闘機隊員約二百名を指揮所前へ集合させた。隊員全員、いつでも出撃できる体勢を整えているから一分かからず集まってくる。


    　清顕はブリーフィング用の演台に立ち、次の制空戦の手段を伝える。


    「敵直ちよく掩えん隊たいは三機のジェット戦闘機オルテガを擁ようする。まともにやりあえば我々に勝ち目はない。対抗手段はひとつ、低速域の戦いにジェット機を引きずりこむことだ。オルテガに狙ねらわれたなら、軸じく線せんを外せ。射しや弾だんをかわすことだけを考えよ。追尾も逃走も考えるな。機体を振って避ける、やることはこれだけだ」


    　真剣な表情で伝えると、居合わせた全員、真ま面じ目めな表情で応を返す。


    「敵ジェット機は功こう名みよう心しんにはやっており、ノーズアートのついた機体を狙ねらってくる。またこちらを照しよう準じゆんに収めるとき、スロットルを絞る癖くせがある。このときが撃げき墜ついの最大のチャンスだ。可能な限りジェット機の上方に占位して、速度が落ちたときに上方から急降下攻撃を加えるのが最も効果的である。簡単ではないが諸君ならできる。ここにいる全員が多島海のエースだ。我々の結束を以もつてすれば、いかなる敵にも必ず勝てる。その信念を決して捨てるな」


    　ララが命がけで運んできた情報をみなに伝えた。みな、真剣な表情で聞いている。対応策さえ決まったならば、このメンバーであれば実行できる。その実力をもつものたちだ。


    「……では、第二次制空戦といこう。次は撤退はない。我々は勝負がつくまでプレアデス上空を離れない。その覚悟はよいか」


    　見回すと、飛空士たちは決然と応を返す。みなが理解している。小こ手て調べは終わり、この次が本番だ。世界の命めい運うんを決する、互いに全力を投じた制空戦がはじまる。


    「……制空隊、全機出撃!!　ただちにオーディン上空五千五百メートルに集合せよ!!　遅れるものはあとから来い、準備できたものから出撃するんだ、かかれっ!!」


    　号令をかけると、勇み立った飛空士たちが列線に並んだおのれの愛機へ駆かけ寄っていく。格納庫からも次々に予備の戦闘機が引き出され、整備員が暖機運転を開始する。まだ誰も諦あきらめていない。必ず制空できると信じている。その信念の中心に、清顕は立っている。


    　愛機へ歩み寄ろうとしたとき、ダムバゾリクが清顕の面前に立った。


    「坂さか上がみ大たい尉い。草くさ薙なぎ航空隊の三機に爆ばく装そう許可をいただきたい」


    　清きよ顕あきは足を止め、ダムバゾリクを睨にらむ。


    「気持ちはわかる。だがいまそれをやれば、無駄死にになる」


    「我らは臆おく病びよう者ものではない。死はすでに覚悟している。そしてこのまま負ける戦いをむざむざ見ているほど愚おろか者でもない。勝つための爆装です。許可いただければアイソロス飛行場の滑走路に五百キロ爆弾三発、全弾命中させるとお約束しましょう」


    　敵が優勢を保つ空域へ、そんな重いものを吊つり下げた戦闘機が入っていったならたちまち標的になる。爆装した戦闘機はもちろん、護衛戦闘機も全ぜん滅めつの危険が大きい。しかしもしも成功したならば、敵は新たな戦闘機の離発着が不可能となり、戦局を大きくこちらに傾けることができるだろう。それはわかっているが、とても許可できない。


    「草薙航空隊は優秀な戦闘機隊だ。当初の方針どおり、制空戦闘をつづけてもらいたい」


    「制空戦に勝つための爆装だと言っているのです。我らは死を恐れない。勝利のために命を捨てることができる。それが我らの誇りです。どうか許可を」


    「……………………」


    「……わたしにはあなたのようなバケモノじみた戦技はない。あるのはただ、意地と誇りと死を恐れぬ気迫だけです。たとえ秀ひいでた素質に恵まれなくとも、強きよう靱じんな精神があれば天才に比ひ肩けんする仕事ができると、そう信じて今日までやってきました。必ずやり遂げます。敵飛行場を今日一日、使用不能にしてみせます。わたしを信じていただきたい」


    　ダムバゾリクの表情の奥に、懐なつかしいものが紛まぎれていた。その昔、共に箕み鄕さとの空を守るために戦っていたころ、子犬のように清顕にまとわりついて離れなかった面おも影かげが、ほんのわずか彼の心のどこかに残存しているように思えた。


    　清顕のように戦いたい、とダムバゾリクは言っていた。戦技を尽くして敵機を次々に撃ち墜おとすさまが、彼のあこがれだったのだそうだ。正直なところ、ダムバゾリクは一流の飛空士ではなかった。しかし、仲間たちの役に立ちたい、祖国を守りたいという思いは誰にも負けなかった。その思いが強いからこそ、彼は清顕を許すことができないのだ。


    「ダムバ。ぼくはきみを尊敬しているんだ。きみはすごい飛空士だと思う。ぼくにないものをたくさんもっている。戦争が終わっても、きみのような人間が国を引っ張っていくべきなんだ。だから、死ぬとわかっている行動を許可することはできない」


    「大尉はいつもそうだ。わたしを全く信用してくださらない。自分ばかりが重い役目を引き受けて、ちっとも部下を信用しない。必ずやると言っているではありませんか。味方の役に立ちたいと言っているのです。わたしだって、戦局を変える働きはできる」


    　ダムバゾリクは泣きそうな表情になっていた。彼のプライドが、信念が、言葉のなかに涙を紛れ込ませる。


    「最後だけでも信じてください。必ずやり遂げます。そして生せい還かんします。ですから、許可をください。我々はあなたのようには戦えなくても、我々のやり方で勝利をたぐり寄せることができるのです」


    　魂たましいの叫びが、清きよ顕あきの心の奥底に触れる。やるせなくなってきて、こっちまで泣きたくなる。この様子では許可がなくても部下に爆ばく装そうさせて出撃してしまいそうだ。


    「……生還すると言ったね。……その言葉を必ず守ってくれ。……作戦を成功させて、またここへ戻るんだ。ならば許す」


    　ダムバゾリクは踵かかとを鳴らして敬礼を送った。清顕は戦闘機隊隊長の権限で斑いか鳩るがの整備員に五百キロ爆弾の懸けん吊ちようを許可し、整備員たちはすぐさま三機の斑鳩の下腹に大きな爆弾を吊つり下げる。


    「草くさ薙なぎ航空隊の残り九機で爆装三機を護衛してくれ。……頼んだ。きみの言うとおり、成功すれば戦局は大きくこちらに傾く」


    「……はっ！　必ず成功させますっ！」


    　清顕はもう一度、ダムバゾリクへ頷うなずきかけた。胸の奥が痛む。必ず生きて還かえってくれと祈りながら、敬礼を返し、顔を上げて彼方かなたの決戦空域を遠望した。


    　王都プレアデスは肉眼で確認できるほど肉にく薄はくしていた。オーディンとの水平距離、およそ八万メートル。砲ほう撃げき戦せんはできないが、航空機同士の決戦には妥だ当とうな距離だ。むこうも航空決戦を望んでいるということだろう。プレアデス周辺空域はすでに、オーディン戦闘機隊を待ち受ける準備も整ったはず。この先は奇き襲しゆうではない。オーディンとプレアデス、堂々と相あい対たいしての一騎討ちだ。


    　清顕は愛機へむかい、滑走路を一歩踏み出した。


    　周辺を飛空士や整備員、地上員たちがあわただしく行き交う。オイルの甘い香りが風に乗って届き、聞き慣れた発動機の駆く動どう音おんが足下を震わせ、ベオストライクが、斑鳩が、テラ・リベラが、エンジンに命を吹き込まれていく。


    　強いむかい風が吹き付けてくる。


    　清顕はひとの波を搔かき分け、心しん胆たんを整えながらゆっくりと歩んだ。もしかすると地に足を擦こすりつけて歩くのはこれが最後になるかもしれない。そう思ったとき、目の前にひとり、男が佇たたずんでいた。


    「直ちよく掩えん隊たいは、退屈でね」


    　海猫、狩かり乃のシャルルはそう言って、清顕へ微笑ほほえみかけた。


    「……制空隊に入れてくれないかな。単機で行動させてくれたら、それなりの力になれると約束する」


    　穏やかな言葉だった。しかし海猫が秘めている激しい感情の一いつ端たんが、言葉のうちにこもっていた。帰還するララを弄もてあそぶオルテガを見て、抑えきれないものがあるのだろう。煮えたぎる怒りが海猫の輪りん郭かくから噴き上がり、空間さえひずませているような。


    　清きよ顕あきは微笑ほほえみを返した。


    「はい。頼もしいです、海猫さん」


    　するとひとの波のむこうから、またひとり、新たな男が清顕の前へ立ちはだかった。


    「おれも……一緒に」


    　魔犬、吉よし岡おか武たけ雄おもまた、まなじりに静かな闘志を宿して清顕を正面から射抜く。


    「……みんな……おれによくしてくれたから……仇かたき、討ちたい」


    　不器用そうに、たどたどしく言葉を紡つむぐ。海猫と同じく、高ぶるものを抑えきれないのだろう。この二か月、同じ釜かまの飯を食べた仲間たちを撃ち墜おとされた怒りが、武雄の無ぶ骨こつな表情の奥にありありと見えた。


    「うん。一緒に行こう、武雄くん」


    　了承すると、魔犬は唇くちびるを引き結んで頷うなずき、手袋をはめ直した。まだ年若いが、その傑けつ出しゆつした才能はオーディン航空隊一といってもいい天才だ。


    　そして──。


    　婚約者ニナ・ヴィエントをプレアデスに待たせた男も、清顕の面前に待ちかまえていた。


    「ここが、旅の終わる場所」


    　カルエル・アルバスはそう言って、いつも穏やかな表情の奥に隠し持った獰どう猛もうさをにじませた。普段は貴公子然としているが、この男の奥に隠された野性は空でイヤというほど発揮される。それは清顕も模も擬ぎ空戦を通じて何度も思い知らされた。


    　高貴な鷹たかは彼方かなたのプレアデスを遠望し、呟つぶやく。


    「ここにたどり着くまで、本当に長かった。負けるわけにはいかないんだ」


    　清顕もおのれの奥の獰猛さを笑みに映した。猛たける魂たましいの熱量なら、カルエルにも負けない。


    「大丈夫。必ず勝てるよ。このメンバーで負けるはずないから」


    　清顕はカルエルと[image: ]こぶしを合わせ、それからシャルルと武雄にも握った[image: ]を差し出した。


    　シャルルは自みずからの[image: ]を、清顕に合わせる。


    「きみがオルテガを墜とせ。きみにしかできない」


    　武雄も自らの[image: ]を、清顕にぶつける。


    「……みんなで……一緒に」


    　シャルルを、武雄を、カルエルを見回し、清顕は力強く頷く。


    「はい。共に行きましょう」


    　それから八万メートルの彼方にかすむプレアデスを睨にらみつける。


    　透明な青のなか、決戦空域を舞い飛ぶ魔女アリスの影がちらちらと光った。


    　推定では一千機ほどいるという。さらにあそこでは魔王オルテガが、千の魔女を従えて舌舐なめずりしている。


    　清顕は自らを奮ふるい立たせる。煮え立つ決意を炎のごとく燃焼させて、魂に刻印する。


    　──あの空を統すべる。


    　──この仲間たちと共に。


    「最後の戦いへ」


    　清きよ顕あきは一歩を踏み出した。


    　揺らめく陽かげ炎ろうを足下へ従え、男たちは自然、肩を並べて滑走路を歩んでいた。


    　シャルル、カルエル、武たけ雄お、清顕──。


    　男たちの胸に、ここに来るまでの道のりが去きよ来らいしていた。ひとりひとりが譲ゆずれない道を進み、幾多の空戦場を乗り越えて、ついにたどり着いた決戦の空──世界の命めい運うんが委ゆだねられた戦闘空域だった。


    　魔王と千の魔女の待つ空へ、四人は敢かん然ぜんと胸を張って歩んでいく。


    　ただこの仲間と共にあの空を統べる、その決意だけ抱いだいて最後の空戦へ。


    　敵戦力はこちらの十倍、さらにまともにやりあえば撃げき墜つい不可能なジェット機三機を擁ようする。これまで幾多の絶望を乗り越えてきたが、今回のこれは桁けたが違う。行く手に待ち受けるのはウラノス二千年の執念が煮詰まった魔の城プレアデスの闇やみだ。


    　だが──絶望の闇をこじあけてみせる。


    　魔の城の空を、光で満たしてみせる。


    　──ぼくらには、それができる。
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    　いまこの空に、すべてをかける。


    　シャルルはアイレスⅤへ。カルエルはマエストラへ。武たけ雄おは真しん電でん改かいへ。


    　それぞれの愛機へ乗り込むのを目の端で見送って、清きよ顕あきは黒ウサギのノーズアートの描えがかれた斑いか鳩るがへと歩み寄った。


    　イリア・クライシュミットはその黒ウサギの図柄の真ん前、搭乗席へ登る梯子はしごに背中を委ゆだね、腕組みをして清顕を待ち受けていた。


    　直前で清顕が歩を止めると、ゆっくりと目をひらく。


    「レオ隊長の伝言は聞いた。……きみと組もう」


    　鋭するどすぎる濃のう緑りよく色しよくの瞳ひとみに、爛らんとした光が宿っていた。


    「オルテガがわたしたちを狙ねらってくるなら、格闘戦に引きずり込める」


    　清顕はその言葉に、頷うなずいた。


    「……ぼくから頼もうと思ってた。……ありがとう、イリア。うれしいよ。この戦いをきみと組んで戦えるなんて」


    　礼を言うと、イリアは腕組みをしたまま、つれなく顔を背そむける。


    「……きみのためじゃない。レオ隊長と、ルルさんのためだ。……本当は、顔も見たくない」


    「……うん。……そうだね。……ぼくは最低だ。わかってる。きみに迷惑しかかけてないことも。……あれからずっと……謝りたかった」


    　そう言うと、ますますイリアは不機嫌そうに眼光を鋭するどくする。


    「……縁えん起ぎでもないな。出発前にプロポーズしたり、決戦前にこれまでのことを謝ったり……戦場のジンクスを知っているのかきみは」


    　面と向かって責められ、清顕は後頭部を搔かくしかない。確かに自分がこれまでイリアにしてきたことは、戦場のジンクスから見たなら、これから戦死する兵士がやることだ。


    　イリアは梯子はしごから背を外し、二歩、前へ進んで清顕の面前へ歩み寄った。


    　それから表情を真しん摯しなものにして、告げる。


    「戦いが終わったら、わたしたち結婚しよう」


    　いきなりそんなことを言われ、清顕は動けない。完全に不意打ちだった。顔がこわばって、どう反応していいものか戸惑う。


    「なんだ、その顔。せっかくきみの望みを受けてやったのに」


    「あ、いや、うん」


    　動けない清顕へ、イリアは意地悪そうに口の端はだけで笑んだ。


    「……仕返しだ、ざまあみろ。戦場のジンクスでも最悪のものだぞ。戦いの直前に結婚の約束をしてしまった兵士は、生きて帰れない」


    「……………………」


    「最悪だろう。こんなときにこんな約束するなんて。どうだ、わたしの気持ちが少しはわかったか。最初に状況を考慮せずに好き勝手なことをわたしに言ったのはきみだからな、きみが悪いんだ」


    　両手を腰のうしろに回し、身を屈かがめて清きよ顕あきを上目遣いに見ながら後ずさり、踵かかとを支点にしてくるりと清顕に背をむける。


    　風がふたりの間を吹き抜けた。優しくて懐なつかしい匂においが、この戦場に香った。


    　少しだけ空を見上げ、イリアはこちらに背をむけたまま、真ま面じ目めな口く調ちようで言った。


    「……男なら変えてみせろ、そんなジンクス。完かん膚ぷなきまでに踏みにじって、これからは生せい還かんのジンクスに変えてやるんだ。プレアデスを制空して生きて還かえって、当たり前の顔でわたしと結婚してみせろ」


    　そしてイリアは横顔だけで清顕を振り返り、微笑ほほえむ。


    「できるよな？　なにしろ、わたしが好きになったひとだから」


    　真っ青さおな空を背景にして、イリアは無む垢くな笑みをたたえていた。吹き抜けていく風が、薄うす桃もも色の髪を優しくかきあげていた。


    　はじめて会ったころ、冷たく凍いてついていたイリアは、いつからこんなふうに女の子らしく笑うようになっていたのだろう。もう、あの機械みたいに凝ぎよう固こした表情はどこにもなく、隠せない照れくささが頰ほおのあたりにほんのり赤くにじんでいる。


    「では、あとで。約束したからな。必ず守れよ」


    　動けない。ただ心臓を貫つらぬかれたことだけ自覚している。イリアは照れて真っ赤かな顔を前へ戻し、また清顕に背をむけると、自みずからのベオストライクへと走り去った。清顕は惚ほうけた表情でいまのイリアの表情と言葉を思い返し、ふわっ、と甘い香りが鼻を抜けるのを感じてから、慌あわてて両手で頰を張った。


    　魂たましいを抜き取られている場合ではない。


    　あのイリアに、ここまで言わせたのだ。


    　これで勝たなければ男ではない。これで生還しなかったら人間失格だ。


    　イリアの言うとおり。この約束は戦死の前フリなどではない。生還の約束だ。ふたりで力を合わせて未来を切りひらくための誓ちかいの言葉だ。


    　魂が猛たけるのを感じる。新しい力が、清顕の魂の根源から湧わき上がってくる。


    　どんな相手にも負ける気がしない。


    　ジェット機オルテガ？　それがどうした。


    　一千機のアリスアクトゥス？　そんなものでいまのぼくを止めようというのか。


    「止めてみろウラノス」


    　清顕はその決然とした瞳ひとみに、彼方かなたの空を浮ふ揚ようするプレアデスと、魔王オルテガ、舞い飛ぶ千の魔女たちを映した。


    「すべて墜おとす」


    　不ふ可か視しの炎が清きよ顕あきから噴き上がり天空を沖ちゆうする。斑いか鳩るがに乗り込み尾部プロペラを唸うならせると、愛機は一度高いいななきをあげて、空へ飛び立った。


    「これが、最後の空戦だ」


    　天の玉座が清顕の行く手に待ち受けていた。


    「空の王」と呼ばれるものだけが君くん臨りんを許される、この空にただひとつの玉座だった。

  


  
    



    　二十七．


    



    「威勢がいいのも最初だけだったね。多少、不意をつかれて慌あわてた感は否いなめないが、態勢が整ってしまえば問題はない。むしろ王都の防空能力を測るにはうってつけの事態ともいえよう」


    　ゼノンは天宮のバルコニーに出て、プレアデス上空を圧するアリスアクトゥスの群れを見やり、ほがらかに笑った。


    「オルテガの戦いぶりも素晴らしいものだった。きみに感謝したほうがいいのかな。わざわざお友達を大勢ここまで呼び寄せて、最さい新しん鋭えいジェット戦闘機の実力を宣伝してくれているのだから。開発元のレスター・マチルダ商会はさぞかし大喜びだろう、きみに感謝状が贈られるかもしれない」


    　相変わらず荒あら縄なわで縛しばられたままのミオは、バルコニーの床ゆかに横たわり、口元から血を流しながら首を曲げて空を見やる。飛んでいるのはアリスアクトゥスのみ、ワルキューレの機影はもう影もかたちもない。


    「そのころにはきみは、檻おりのなかでぶうぶう鳴いているよ。そのうちエリザベートも捕まえて同じ檻に入れてあげよう。ニナもきみもエリザベートも、みんな仲良く豚以下の存在になって、貧ひん民みん窟くつのパーティーで流る民みんどもを楽しませてあげるといい」


    　ゼノンは明るくほがらかな口く調ちようで下げ劣れつな言葉を排はい泄せつすると、天宮内に居並んで不測の事態に備える五人のＳ級工作員パトリオテイスを見やる。


    「空くう挺てい降下も、この様子では起こりえないだろう。だが万が一の備えは必要だ。ここは空戦を眺める特等席、せっかくこうして集まったことだし旧交を温めたまえ」


    　ハチドリ、キリアイ、そしてミオを捕らえたレンジャク。この三人はミオも知っている。そして新たにふたり、Ｓ級工作員コクガンとセキレイが天宮に呼び出されて不気味な無表情でミオを眺めていた。オーディンから地上兵が上陸して、デミストリを捕ほ縛ばくするためユリシス宮殿に迫るようなことになれば、上階でイラストリアリを護衛しているアトリを加えて、六人のパトリオティスが迎え撃つのだろう。パトリオティスの人間離れした能力はハチドリを通じて充分ミオも認識しているが、あれと同程度の戦闘力をもつものがほかに五人もいるとなると、生なま半はん可かな攻撃ではウラノス要人を捕縛するのは不可能と思える。


    　ゼノンに促うながされながら、パトリオティスたちは石像のように佇たたずむだけで無駄口を叩たたく様子もない。仲間意識など微み塵じんもなさそうだ。ただ上からの命令を忠実に実行するための機械──その事実に誇りすら抱いだいているＳ級工作員たち。


    　ミオは室内のハチドリへ目を移す。捕縛されているミオを見ても眉まゆひとつ動かさない。叱しつ責せきする様子もない。ただ黙って突っ立ち、ゼノンの命令を待っている。


    　──そりゃそうだよね。わたしに構う理由、ないもんね。


    　ハチドリの目的は、父母を追い落とした黒幕への復ふく讐しゆうだ。これまで何度かの偶然を経へて、ミオはその目的を知った。だからニナ・ヴィエントを救うために活動しているミオを助ける理由などどこにもない。彼はミオがここでどんな酷ひどい目に遭あおうとも黙って見ているだけ。そんなことはわかっている。


    　けれど──実際にこうやって窮きゆう地ちにいるときに、壊れた家具を眺めるみたいに傍ぼう観かんを決め込まれると、多少なりと落ち込む。エアハント島にいるころも、プレアデスに来てからも、長い期間、夜中に鍛たん錬れんを共にしてきたし、刺し客かくに襲おそわれたときはミオを守って戦ってくれた。重傷を負ったミオに輸血もしてくれた。それに後宮にクレアが囚とらわれていることを教えてくれたのもハチドリだ。少しは人間らしいところがあるのかと見直したりもしたが、いまの様子を見る限り、手助けを期待するのは酷だろう。もともと、なんの関係もないふたりなのだ。ハチドリはゼノンに命じられて仕方なくミオを教育していただけで、ゼノンがやめろといったなら、それだけでミオとの関係を絶つ。それが当たり前なのだ。それが彼の立場だ。


    　この状況で、ミオを助けてくれる誰かがいるとしたら。


    　──清きよ顕あき。


    　あなたしかいないよ。フィオのメッセージを受け取って、清顕は本当にワルキューレを率ひきいてプレアデスの空までやって来た。必ず清顕は来てくれる。だから絶対に、希望は捨てない。最後の最後まで抵抗してやる……。


    



    　†††


    



    　出会ったころからいままでなにも変わらず徹てつ頭とう徹てつ尾び、バカな女だったな。


    　簀す巻まきにされて床ゆかに転がされているミオを見下ろしながら、ハチドリは心中で嘆なげいた。ゼノンに命じられて仕方なく夜よな夜な特殊工作員としての教育を施してやったというのに、その結果がレンジャクに見つかってボコボコにされて、挙げ句の果てに豚責めとは。せめてもう少し訓練の成果でも発揮してほしかったが、こうなっては助かる見込みもあるまい。せっかく長い鍛錬を重ねて様さま々ざまなスキルを習得したのに、その結果がこれとは笑うに笑えない。


    　──いや、まだわからない。


    　──坂さか上がみが来る。


    　心中からまた、思考を経由しない勝手なささやきをハチドリは聞いた。だが無視した。これは気のせいだ、相手にしなければよい。


    　──坂上たちが制空戦に勝てば、プレアデスは大混乱となる。


    　──宮殿が混乱したなら、そのとき……チャンスが来るかもな。


    　心のささやきを、ハチドリは聞き流す。そんなことは当然わかっている。内面の声の言うとおり、もしもプレアデス戦闘機隊が敗れるような事態となれば、ここユリシス宮殿に住まう貴族高官も浮き足立つだろう。いまは体裁を保つため素そ知しらぬ顔をしているが、いざ敵兵が突入してくるとあれば連中は確実に我先にと逃げ出すはず。その混乱に乗じて、教きよう皇こうイラストリアリに肉にく薄はくできるかもしれない。


    　ハチドリはそんな淡い期待を胸中にそよがせながら、素知らぬ顔で突っ立っている。この先の事態を予測することは難しい。だが自分がやるべきはひとつ、イラストリアリへの復ふく讐しゆうだけだ。ミオに関わっているヒマなどない。うまく運べば長年の忍耐が実を結び、母上をあんな目に遭あわせ、自分をこんな境きよう遇ぐうへ追い落とした黒幕への復讐が叶かなうかもしれない……。


    　──本当に、それがおれのやりたいことか？


    　あとは、この鳴りやまない心をどうやって静めるか、その方策も考えないと。


    　──ここでミオを見捨てて、後悔しないか？


    　黙れ。


    　──意地を張るな。お前ももう、気づいているだろ？


    　黙れ。黙れ。黙れ……。


    　──おれたちはひとつだ。


    　黙れ。


    　──お前はおれだ。


    　──おれは、トマスだ。


    　──ミオがおれの名を呼んでくれた……。


    「黙れ」


    　思わず言葉に出して、ハチドリはそう呟つぶやいた。傍かたわらのキリアイが、怪け訝げんそうな目を一瞬、ハチドリへと送った。


    



    　†††


    



    　狙ねらうはオルテガのみ。


    　アリスの相手は仲間たちに委ゆだねる。


    　あの三機のジェット機を墜おとさねば、プレアデスの空は手に入らない。


    「出て来い、オルテガ……!!」


    　清きよ顕あきは空域に、倒すべき魔王のすがたを探し求める。


    　周辺を舞い飛ぶアリスアクトゥスは、三百機を超えている。墜としても墜としても、次々に戦闘機飛行場「アイソロス飛行場」から新あら手てが舞い上がってくる。


    　味方は百五十機。予備戦闘機は、ない。これがこちらの全力だ。この百五十機が全ぜん滅めつしたならば、未来は閉ざされる。地上は天空の支配下に入り、ミッテラント大陸で一般市民に起きた悲劇が世界全域で繰り広げられる。


    　おのれの操縦桿かんに課せられた重みを、清顕は誰よりも理解している。その重みをすべて受け入れ、決戦空域を睨にらみつける。あとはただワルキューレの軍旗を翻ひるがえし、ウラノスの旗を奪って踏みにじるのみ。


    　黒ウサギのノーズアートを見せつけながら、あの異い形ぎようの機体を、サソリのノーズアートを探す。カーナシオンと一騎討ちしていたアクメドを、横から出てきて墜とした三機にも同じサソリが描えがかれていたことに清顕は気づいていた。


    　──オルテガは功こう名みよう心しんにはやっている。


    　──あれに乗っているのは、ただのガキ……。


    　レオとルルが命を賭としてララに託したメッセージを、清顕は反はん駁ばくする。飛空士としての矜きよう持じもなく、ただ名のある相手を撃ち墜とすことに快感を覚える子どもっぽさがサソリたちにはある。ワルキューレを統とう率そつする「黒ウサギ」と「白はく狼ろう」の名前なら、撒まき餌えとしては足りるだろう。


    　清顕の左斜め後方を、イリアがぴたりとくっついている。オルテガに対抗するにはイリアとの協力が不可欠。ふたりが一体となって行動できれば、これまで培つちかってきた空戦技術でオルテガを翻ほん弄ろうできるはず。


    　すでに空域は、戦いの渦だ。


    　敵味方合わせ五百機以上の戦闘機が、プレアデス沖合三十キロメートルに文字どおり竜巻となってプロペラを猛たけらせていた。下方は赤土の大地。そこかしこに落らつ下か傘さんの花が咲き、その狭はざ間まを砕けた機体が炎を噴き上げながら墜おちていく。


    　プレアデス直ちよく掩えん戦闘機隊は、さすが首都を守るだけあって精強だ。一度目の手合わせではいきなり大航空決戦に参加させられてあたふたしていたが、二度目のいまは完全に迎げい撃げき態勢を整えて、こちらが驚くほど組織だった編隊空戦を仕掛けてくる。ウラノス戦闘機隊は好戦的で獰どう猛もう、組織戦より個の実力を重視する印象が強かったが、さすが王都を守る近衛このえ戦闘機隊、非常に洗練された強力な空中騎士団だ。さらにその数は、予備戦闘機を含めるとこちらの十倍近い。こちらはすでに全力で殴りかかっているのに、むこうは潤じゆん沢たくな戦力をまだ温存している。いま圧倒できなければ、時間が経たつほど挽ばん回かいは難しくなる。


    　墜ちていく機体に、味方が増えていく。


    　数でも性能でも負けているため、勝ちの確信が得られず雰ふん囲い気きが悪い。戦場の雰囲気は飛空士の精神に作用して決戦の趨すう勢せいそのものを決定づけるため、早いうちにこのイヤな空気を払ふつ拭しよくしたい。


    「もったいぶるな。出て来いオルテガ」


    　飛び交う戦闘機の群れのなかに、あの異い形ぎようの機体を探し求める。すでに太陽は南天にさしかかって、戦場いっぱいへ透明な光を投げかけている。深海から小魚の大群を見上げるように、清きよ顕あきは縦じゆう横おう無む尽じんに空を翔かける戦闘機たちを陽光の狭間に見上げる。


    　異常な存在、突とつ出しゆつした存在は群れのなかでも独自の存在感を醸かもす。いつまでも隠れてはいられない。研ぎ澄まされた清顕の五感が、空域に異常を嗅かぎ取った。


    　──黒くろ薔ば薇ら色。


    　血にも似た汚お穢わいが香る。それが上方から空域へにじみはじめた。これは心しん象しようの風景だとわかっているが、しかし全身が総そう毛け立つ。その不吉な血の色に、味方の機体がゆっくりと一機、二機、染め上げられていく。


    　──来る。


    「行くよ、イリア!!」


    　清顕は黒薔薇色をめがけていきなりスロットルをひらいた。イリアはためらいなく清顕に追つい従じゆうする。まだなにも見えていないはずだが清顕を微み塵じんも疑わない。イリアからの信頼は、空を通じて伝わってくる。


    　ベオストライクと斑いか鳩るがは、ぴたりと密に二機編隊を組み上げて、互いが互いを援護しながら高度六千五百で機体を反転させ、頭上いっぱいに地上を見上げる。


    　──いる……っ!!


    　嚙かみ合う敵味方の機影のただなか──。


    　明らかに常じよう軌きを逸いつした炎を吐き出す怪物のすがた。桁けた違いのエンジン出力にものを言わせた速度と重武装が、巨きよ竜りゆうのごとき傲ごう岸がんさで戦場を席せつ巻けんしている。


    　──あれに対抗するには。


    　──高々度からの急降下しかない！


    　エンジンパワーで劣おとるぶんを、高々度の位置エネルギーで補おぎなって強きよう襲しゆうする。それであれば機速で強引に振り切られることもあるまい。対抗策を決したならば、あとはもう迷わない。清きよ顕あきは機首をほとんど真下にむけて、背面逆さか落おとしに入る。


    　高度四千メートルで味方を追い立てるオルテガの機体上部面が、風防の前面にぐんぐん大きくなってくる。敵はまだこちらに気づかず、味方を夢中で追い回している。


    　──取った。


    　確信したとき、ようやく清顕の接近に気づいたオルテガはスロットルをひらいて水平方向に加速した。清顕も渾こん身しんの力で操縦桿かんを引き付け、急降下しながら目標を微調整する。


    　速度負けはしない。なにしろこちらは急降下の勢いをそのまま乗せて追尾するのだ。これで振り切られるはずがない。


    　常識では、そうなのに。


    　オルテガの機影はぐんぐん小さくなっていく。


    　空中分解ぎりぎりの速度で急降下したというのに、むこうは降下の勢いをつけることもなくただ水平方向にスロットルをひらいただけなのに。


    　追うこともできない。照しよう準じゆん器きにはオルテガの影もかたちも消失してしまっている。


    　呆ぼう然ぜんとする清顕へ、イリアの声が飛んだ。


    『右斜め後方っ!!』


    　言われた方向へ見ひらいた目をむける。別のオルテガがこちらの脇わき腹ばらを狙ねらい、みるみるうちに接近してくる。


    「ぐ……っ！」


    　咄とつ嗟さの判断でフットバーを蹴けりつけ、機体を滑らせた。すれ違いざまにオルテガの吐いた火炎流が、清顕のすぐ傍かたわらで咆ほう吼こうをあげて流れ去った。清顕を追い越したオルテガは、目の先にいた一機に狙いを変えてそのまま追尾する。


    　──反則すぎる……！


    　覚悟してはいたが、絶望的な性能差だ。速力、火力、上昇力ともにむこうはふた回りほど上を行く。こちらは旋せん回かい性能に勝まさるが、それが優位とはならない。むこうは速力を生かして、大回りで旋回してもこちらの背後を取ることができる。


    　追うことも逃げることもできない。ここは空戦場というよりも、オルテガの狩り場だ。


    『くそっ、だめだ、振り切れないっ!!』


    　通信器で絶望の呻うめきを発したのはワルキューレ隊員レブラントだ。清顕を追い越したオルテガに狙われて身動きがとれない。


    「機体を滑らせろ、速度では振り切れないっ!!」


    　清きよ顕あきが叫ぶ。レブラントも一いつ騎き当とう千せんのベテランだ、そのくらいはわかっている。左右のフットバーを交互に踏んで機体を揺らし、オルテガの射しや弾だんタイミングを計る。


    　オルテガがスロットルを絞りはじめた。速力を獲え物ものに合わせて確実に撃げき墜ついしようとしている。ララが言っていたとおりだ……。


    「右っ!!」


    　清顕はレブラントへ叫んだ。レブラントも大きく右へ機体をずらす。オルテガが六門の二十ミリ機き銃じゆうの濁だく流りゆうを吐き出す。


    　焼けただれた火か線せんは無情にもレブラントの左翼を粉々に破壊した。まっぷたつに折れる、どころか翼そのものが消失する。


    「レブラントっ!!」


    『こいつを墜おとせ、みんなっ!!』


    　レブラントの最さい期ごの叫びがスピーカーから伝った。翼を失い、きりきり舞いながら墜ちていくレブラントを見送って、清顕は叫ぶ。


    『スロットルを絞った間がチャンスだ、墜とせっ』


    　自みずからもオルテガの背後を取り、照しよう準じゆんをのぞく。水平距離、三百メートル。


    　──もう少し、寄りたい……！


    　これはレブラントが命を賭としてくれたチャンスだ。むざむざ逃がすわけにはいかない。


    　けれど。


    『上っ!!』


    　イリアの叫び。上方を仰あおぎ見たなら、こちらの隙すきを狙ねらってアリスアクトゥス三機が降ってくる。このままオルテガを狙えば、こちらが墜とされる。


    　──ちくしょう。ちくしょう。ちくしょう……。


    　心中で血を流しながら清顕は機体を滑らせて、上方からの射弾をかわす。その一瞬でオルテガはスロットルをひらいてこちらの追尾を引きはがし、余裕綽しやく々しやく、新たな獲物を狙う。


    　魔王が次に矛ほこ先さきを定めたのは、ワルキューレの姉貴分、サナトラだった。


    　みるみるうちに、オルテガがサナトラの背後を取る。スピーカーから、聞き慣れたきっぷのいい言葉が届く。


    『わたしが囮おとりになる。オルテガがスロットルを絞ったときが勝負だ。頼んだよみんな!!』


    「サナトラさん……っ!!」


    『チームワークが武器だ！　わたしたちにはそれしかないんだ!!』


    「……はいっ!!　……わかってます、だけど……!!」


    　それはサナトラを人ひと柱ばしらにしてオルテガを墜とすということだ。


    『こいつはアクメド隊長の仇かたき。必ず墜とすんだ、ワルキューレが墜とすんだっ!!』


    　ずっと以前からサナトラはアクメドに気があることを隠そうとしなかった。そのことでいつも隊員たちからからかわれていた。アクメドがサソリに墜おとされたあと、サナトラは隊員たちを元気づけるためことさら気丈にふるまっていたが、本当は誰よりも傷ついていたことを清きよ顕あきは知っている。


    　新しん参ざん者ものだった清顕やイリアによくしてくれたのもサナトラだ。いまこうやって隊長としてこの空戦に参加できていることはサナトラのおかげといっても過言ではない。


    　だから。


    「墜とします、必ず……っ!!」


    



    



    「頼んだよ、坂さか上がみ隊長!!」


    　そう叫び、サナトラは背後を振りむいた。


    　オルテガはもう、飛空士の顔が見えるほどに寄っていた。


    　いかにも調子に乗ったガキ、といった面つら構え。にやにやしながらサナトラを追いつめて楽しんでいる。


    「来なよ、クソガキっ」


    　サナトラはあえて挑ちよう発はつするように機速を絞った。


    　相手もこちらに合わせてスロットルを絞る。


    　これで撃たれたら、避けきれない。だがサナトラは仲間を信じている。自分がここで死んでも、仲間が必ずこの憎い敵を墜とすと。清顕とイリアが必ず、わたしとアクメドの仇かたきを討ってくれると。


    「みんな、勝つんだよ!!　必ず勝つんだ!!」


    　最さい期ごにサナトラは通信器へ叫んだ。


    　必ひつ中ちゆうの距離から吐き出されたバルカン砲ほうが、サナトラの愛機と肉体を粉々に砕いた。


    　サナトラは空に溶ける瞬間、清顕とイリアが必中の距離に寄せるのを見て笑んだ。


    　ほら、最高の仲間たちが、わたしの仇を取ってくれた。


    



    



    「おおおおお!!」


    　サナトラが炎の華に変じると同時に、清顕は咆ほう哮こうしながら三十七ミリ機関砲をオルテガへぶっ放した。大型爆ばく撃げき機をも一撃で爆ばく砕さいさせる「大砲」が、オルテガを直撃する。


    　魔王が、砕け散る。


    　プロペラ機では墜とせないはずのジェット機が、いま、粉こな微み塵じんになってひときわすさまじい火の演舞を空に描えがく。翼からちぎれた葉巻型のエンジンがふたつ、白煙の螺ら旋せんを曳ひきながらあらぬ方向へ吹っ飛んでいった。


    「墜おとした!!」


    　清きよ顕あきの宣言に、隊員たちの咆ほう哮こうが応こたえた。


    　みながいまのサナトラの言葉を聞いた。サナトラの魂たましいを受け取った。


    『ジェットも無敵じゃない、必ず勝つ!!　サナトラのために、絶対に勝つぞみんな!!』


    　呼びかけたのは、サナトラと最も長くコンビを組んできたカンダタだ。言葉に涙を隠そうともせず、いつも礼儀正しく落ち着いたカンダタが感情を剝むき出しにして全員を叱しつ咤たする。


    『左下方、オルテガっ!!』


    　イリアの叫びが伝った。見下ろしたなら、清顕の下方から新たなオルテガが上昇してくる。


    『ぼくに任せろっ!!』


    　応えたのはカンダタだ。サナトラを目の前で殺された怒りが、カンダタを猛たけらせている。ワルキューレの先任飛空士カンダタは、いわばワルキューレ隊員全員の「教師」といえる存在だ。カンダタがアクメドを補佐してきたから、ワルキューレは世界最高の称号を手にできた。清顕もイリアもカンダタには常に一いち目もく置き、その戦技を学び取ってきた。毛むくじゃらの大男だが言葉遣いが優しく、休日はいつも本を読んでいるおとなしい人柄もみなに好かれた。


    　そのカンダタが、今度は自みずから囮おとりになる。サナトラと全く同じように、オルテガの前へ我が身を差し出して機速を絞る。カンダタにはわかっている。オルテガを墜とすには、これしか方法がないのだと。誰かが我が身を差し出して囮となり、仲間に仕留めてもらうしかないのだと。


    「カンダタさんっ!!」


    　清顕は叫んだ。


    『頼んだよ、坂さか上がみ隊長。あなたならやれる。ぼくたちの願いを託せる……!!』


    　通信器がカンダタの声を伝える。清顕の前方で、機速を絞るカンダタにオルテガが動きを合わせるのが見て取れる。


    『勝ってくれ、みんな!!』


    　左右に機体を振りながら、カンダタは最さい期ごにそう叫んだ。


    　無情にも距離を寄せたオルテガが、炎の土ど石せき流りゆうを吐き出してカンダタを呑のみ込む。


    　その瞬間、清顕とイリアはほぼ同時に、オルテガの後ろ斜め後方から互いに交差するようにして照しよう準じゆんに目標を捉とらえた。にじんだ視界に、オルテガが映る。


    　泣いているヒマなど、ない。


    　三十七ミリ機き関かん砲ほうはオルテガの搭乗席を直撃した。


    　乗っていたサソリが、見ひらいた目で上方を振り仰あおぎ、清顕と目が合った。


    　次の瞬間、彼はもう、炎のなかで分子レベルに解体されていた。


    　清顕とイリアは火の華を突き破り、機首を持ち上げ、自然、吠ほえ猛る。


    「カンダタさんっ!!　サナトラさんっ!!　忘れませんっ!!　絶対に忘れません!!」


    　ワルキューレの双そう璧へきを犠ぎ牲せいにして、オルテガを二機、仕留めた。カンダタとサナトラに託された祈りを、ただ清きよ顕あきは抱きとめた。


    　きっとカンダタもサナトラも、天国でアクメドと一緒に見守ってくれる。空戦の勝利を祈ってくれる。


    　残るオルテガは、一機。


    　これを仕留めれば、制空戦の流れは大きく変わる……!!


    



    



    「マジか……。ねーよ」


    　長く三機編隊を組んできたふたりが墜おとされたのを視認して、最後に残ったサソリは絶句していた。まさかオルテガに乗りながらプロペラ機に墜とされる事態が起こるなんて。


    「おーーい、ウソだろー。返事しろよー」


    　呼びかけてみるが、スピーカーはなにも応こたえない。いくら呼びかけても聞き慣れた合いの手が返らない。


    「おもしろくねーんだけど、そういうギャグ。いいから。わかったから。つまんねーし」


    　怒ってみても、ふたりからなにも答えはない。


    　死んだんだ。敵機に墜とされて。誰が墜としたのかも、見えた。


    「黒ウサギと、白はく狼ろうだよな」


    　サソリは顔を上げた。着任以来ずっと共に同じ空を飛んできた、一心同体の友人をふたりも同時に失ったことが、眠っていた魂たましいに火をつけた。


    「仇かたき、取ってやんよ」


    　決意してオルテガのスロットルをひらく。敵機の群れのなかに躍おどり込み、バルカン砲ほうを思うさま掃そう射しやして、手はじめに間近にいた二機を爆ばく砕さいさせた。


    「全部殺してやる。オルテガにはそんくらいできんだよ」


    　高ぶるまま、全速力で上昇し、急降下し、敵群を割り、目の前の敵機を圧倒的な火力で粉こな微み塵じんに解体する。


    　一機、我が身を挺ていしてオルテガの面前に躍り出た。同時に機速を落とす。友人ふたりが仕留められたのと同じやりくち。


    「死ね雑ざ魚こ」


    　サソリは一切スロットルを絞らず、全速を保ったまま、追い越すとほぼ同時にすべての機き銃じゆうを浴びせかけた。なすすべもなく破壊された敵機の残ざん骸がいを突き破り、蒼そう穹きゆうを翔かける。


    「何度も同じ手にかかるわけねーだろーが、バカ。二度とくわねーよ」


    　友人二機が墜とされたのは、相手が機速を絞ったのに合わせて、自分もスロットルを絞ったからだ。オルテガの最大の武器は速力であることを胸に刻み、サソリは一切速度をゆるめることなく敵機を一方的に追い立てる。こうしていれば絶対に墜とされることはない。ふたりは遊びすぎたのだ。


    「おれが一番つえーんだ。おれが王だ。空の王だ」


    　エンジンパワーだけで高度七千五百まで一気に上りつめて、オルテガは日差しを銀翼で跳ね返し、決戦空域を見下ろした。追つい従じゆうできる敵機はどこにもいない。一機がこちらを追おうとしているが、高度を上げるほどに動きが鈍にぶくなる。


    「雑魚が。逆らってんじゃねーよ。殺すぞマジで」


    　上ってくる敵機へ目を凝こらす。ベオストライク──白はく狼ろうだ。


    　イリア・クライシュミット。サソリも何度も回覧された敵国雑誌で目にした、強く可か憐れんな女性撃げき墜つい王おう。


    「お前も墜おとす。王に逆らった罰だ。挽ひき肉にしてやる」


    　オルテガが身を翻ひるがえす。ジェットエンジンの咆ほう哮こうが高度七千メートルに響き渡る。


    　わずか一瞬にしてイリアとの距離を詰め、正面から射しや弾だん。イリアは緩かんロールを打って、射られた弾をロールの中心へ通してしまう。


    「くっ……」


    　唸うなったサソリへ、すれちがいざま、イリアの射弾が届けられる。機体をかすめた。思わず体勢を崩す。


    「この女……っ!!」


    　頭に来た。すれ違ったイリアは勢いのまま、高空へ駆かけ上がっていく。逃がすか。お前はこの手で殺す。


    　サソリは操縦桿かんを倒し、空を昇るイリアを追う。ジェットエンジンを猛たけらせたなら、またたく間にイリアの後方へ追いつく。


    　高度八千メートル。この高度ではエンジンの性能差がますます顕けん著ちよになる。いくらでもいたぶって殺せる。


    「おら死ねっ!!　死ね、死ねよ!!」


    　サソリは夢中になってイリアに追尾し、スロットルを絞ることなく追い越しながら射しや撃げきを加える。イリアは器用な動作で機体をずらし、射られるものをすべて寸前で避ける。サソリはほかの機体に構うことなく、何度も何度もイリアのみを狙ねらい、追い越し、旋せん回かいしてまたイリアの背後を取って、追い越しながら撃つ。


    　ついにイリアの機体から炎が芽吹いた。


    　長い煙の尾が曳ひかれる。機体前方のエンジン部から出火している。弾丸がかすったのだろう。


    　サソリは舌舐なめずりをする。もう少しだ、もう少しでこの女を墜とせる。アクメド、レオ、双子、イリアを墜としたおれの名前が多島海に響き渡る。


    　ふと気がついたら追い回すうちに高度が下がり、眼下いっぱいにプレアデスの地表面があった。いつのまにかプレアデス上空へ来ていたらしい。傷ついたイリアは足を引きずるようにして、プレアデスの地表面ぎりぎりで機首を引き上げた。


    　地上の起き伏ふくを盾たてとして、追尾を困難にする狙ねらいだろう。あわよくば建物や山地の傾斜に激突させようと、障害物の寸前で針路を変える高等技術を傷つきながら繰り出してくる。


    　サソリはそれを追うことを楽しむ。イリアの必死さが楽しい。いたぶって、嬲なぶって、その挙げ句に跡あと形かたも残さず肉体を引きちぎってやる……。


    



    



    「くそ……っ!!　イリア、どこだ、イリアっ!!」


    　清きよ顕あきは必死になって通信に呼びかけていた。アリスアクトゥスの群れにまとわりつかれ、イリアを完全に見失ってしまっていた。オルテガを二機も清顕が墜おとしたことから「黒ウサギを墜とせ」と敵側が盛り上がっているらしい。多た勢ぜいに追い回されるうちに、イリアがいつのまにかいなくなっていた。最後のオルテガも見つからない。


    「どけ、邪魔をするなっ!!」


    　吐き捨てながら、ロールを打ってまとわりついてくる敵機を前方へ押しだし、射しや弾だんする。爆ばく砕さいした敵機の黒煙を突き破ると、目の前にプレアデスの地表面があった。


    　──プレアデス……!!　ここにミオが!!


    　清顕は眼下を見渡し、たどり着いた王都の概がい要ようを確認する。


    　オーディンに似ているが、しかしよく見たなら彼方かなたの摩ま天てん楼ろうや軍事施設の設備が桁けた違いだ。道路や都市インフラもよく整っていることが一望のもとに見て取れる。


    　四つの飛行場のうち、ふたつほど確認できた。ミオのくれた情報によれば、プレアデス左岸後方にあるのが戦闘機隊飛行場「アイソロス飛行場」、右岸後方が爆ばく撃げき機隊飛行場「キサロ飛行場」。このふたつの飛行場から飛び立つ飛行機を封じ込めることができれば、戦況は俄が然ぜんこちらに傾く。


    　プレアデス上空を見晴らすと、戦闘機は上がっているが、爆撃機隊はまだ飛び立っていない。空くう襲しゆう下かでの出撃は非常な危険が伴うため、いまのところ爆撃機は息を潜ひそめ、出撃の機会を窺うかがっているのだろう。清顕たち戦闘機隊が弱体化したならすぐにでも爆撃機隊が飛び立ち、オーディンを火の海にする。そのとき、戦争そのものの勝敗は決する。


    「イリア、どこだっ!!」


    　叫んだ。進行方向に、巨大な宮殿が見えてきた。目立ちたがりの建築家が悪意で設計したような、あまりに巨大で複雑すぎる建物のありようが行く手に広がってくる。


    　権力の中ちゆう枢すう、ユリシス宮殿。


    　ミオの流した情報によれば、ここにウラノス軍最高司令官デミストリがいる。


    　今回の作戦はデミストリを捕ほ縛ばくするのが最終目的だ。そこが戦争の意志の出どころだからだ。つまりこの宮殿が旅の終着地であるのだが……。


    　そのとき、清きよ顕あきの目に長く尾を曳ひく黒煙が目に入った。


    　宮殿の背後、大きな庭の上空を、傷ついたベオストライクがよろめきながら逃げていた。その後方からオルテガが、まるで嬲なぶるように追尾している。


    「イリアっ!!」


    　清顕は叫び、すぐさま支援のためにスロットルをひらいた。盛大な対たい空くう砲ほう火かが打ち上がるが構うことなくまっしぐらに飛ぶ。


    『坂さか上がみ、遅いっ……』


    　スピーカーからようやくイリアの声が返った。傷ついて疲ひ弊へいした色がありありと声のうちにあった。


    「イリア、待って、いまこいつを墜おとすからっ」


    　清顕は全速で飛ぶ。イリアは宮殿の複雑な建築物を盾たてにすることを選んだらしく、本殿やその後ろの聖堂、長大な庭の周縁に配置された離宮や博物館の狭はざ間まを縫ぬうように飛ぶ。


    『わたしが囮おとりになる。気づかれないようスロットルを絞るからその隙すきに……』


    　イリアの提案を受けて、清顕の脳のう裏りに先ほどのサナトラとカンダタの最さい期ごが浮かんだ。


    　それだけはできない。


    「諦あきらめるな、まだ勝てるっ!!」


    『チャンスはそこだけだ、一回っきりのチャンスがある』


    　イリアの速度が徐々に落ちていくのがわかった。イリアは気づかれないようにあえて機速を落とし、オルテガにスロットルを絞らせようとしている……！


    　ある程度速度があれば、機体をずらせば射しや弾だんをかわせる。機速を落とせば、そのぶん動きが鈍にぶくなり、後方からの弾をかわせなくなる。サナトラもカンダタもそうやって死んだ。オルテガの速度を殺すために、あえてそうしたのだ。イリアもいままた、同じことをしようとしている。


    　清顕の魂たましいが、絶叫する。


    「やめろ、イリアっっ!!」


    　喉のどから文字どおりに血が迸ほとばしった。本当の絶叫とは、血を伴うものらしい。


    　スピーカーから、イリアの返事が届いた。


    『これでいいんだと思う』


    　この戦場にありえないような、静かな声。


    　清顕の本能が、これまでで最大の警けい鐘しようを打ち鳴らした。


    　出撃前のイリアの言葉が、禁じられた戦場のジンクスを呼び起こす。


    「諦めるな、イリアっっ!!」


    　咆ほう吼こうとともに、清顕はユリシス宮殿の本館すれすれを航過した。


    　前方にオルテガの尻しりがあった。その鼻の先、傷ついたイリアがいま、力尽きたように機速を落としていく。


    　あれでは、避けられない……!!


    『ミオは、きみをいまも待ってる』


    　なにを、なにを、なにを言っているんだ、イリア……っ!!


    『その宮殿のバルコニーにいるのが見えたよ。きみの名前を呼んでる』


    　オルテガがイリアに肉にく薄はくする。その火の舌がもう、イリアに届こうとしている。


    『ありがとう。悔くいはない。きみに会えてよかった』


    　オルテガの爪つめが、イリア目がけて振り上げられた。


    　間に合わない。叫ぶしかない。


    「勝手に終わるな、バカ女っっ!!」


    　渾こん身しんの力を、すべての力を、最愛のひとへの祈りを、その罵ば声せいに清きよ顕あきは込めた。


    「スロットルを!!　ひらけバカっっ!!」


    　お願いします、せめて生涯一度でいいから、今後一生ずっとぼくの人生にひどいことばかりがつづいていいですから、神さま、いま、どうかこのバカ女の左腕を乗っ取って、ほんのわずかスロットルをひらかせてください。


    「ひらき方知らないのか、バカ女ああああっっ!!」


    　その瞬間──。


    　ふっ、とイリアが笑った気がした。


    　ほんのわずか──減速していたベオストライクが、加速した。


    　オルテガが、炎の濁だく流りゆうを吐き出した。


    　炎が、イリアの翼をかすめた。


    　左翼の先端がもぎとられ、イリアは大きく体勢を崩した。


    「おおおおっ!!」


    　獣けものの咆ほう吼こうをあげて、清顕はその瞬間、オルテガの直ちよく背はいを取った。


    「お前がごときがっ!!　さわってんじゃねえっっ!!」


    　ほとんど正気を失ったように、血を吐きながらそう叫ぶと全ぜん機き銃じゆうの引き金を同時に握り込んだ。


    



    



    　いままさに、白はく狼ろうの翼をもぎとった──。


    　そう思った一瞬、サソリはおのれの背後に「熱」と「冷気」を同時に感じた。


    　背骨を焼かれると同時に、背中一面に巨大な氷ひよう塊かいを押し当てられたような、理り不ふ尽じんな感覚。


    　経験したことのないなにかを感じて背後を振り返ると「それ」がいた。


    　サソリは「それ」と目が合った。


    　あぁ。思わず口からそんな呻うめきが漏もれた。


    　──おれは、こいつに逆らうべきではなかった。


    　サソリの魂たましいが、それを理解した。


    　──おれは死ぬ。


    　──こいつに逆らったために……これから死ぬんだ。


    　偉大ななにか──かつてこの空を飛んだあらゆる飛空士の魂をひとつところに濃縮し、人間のすがたにこね上げたなにか──が、サソリの後方に占位して燃えさかる槍スピアの穂ほ先さきを掲かかげていた。


    　それを見た瞬間、あろうことか、サソリの魂は泣いた。


    　自分の愚おろかさを悔くいて、それがもう遅すぎることを悟り、目前の死を避けられないことを理解し、さめざめと泣いた。


    　知っていたら、逆らわなかったのに。自分などが、逆らうべきではなかったのに。もう手遅れだ。ジェット機に乗った程度で調子に乗り「それ」の逆げき鱗りんに触れてしまった。


    　──お前が、そうなのか。


    「空の王」


    　サソリの背中に、炎をまとう槍やりが突き立った。サソリは大きく背を反らして空を仰あおぎ、天頂まで焼こうとする王の炎の幻げん影えいを見た。


    



    



    　爆ばく砕さいしたオルテガが、風防の前面を叩たたく。


    　清きよ顕あきは快かい哉さいのひとつもない。ジェット機など、いまの自分の障害とはなりえない。当たり前の結果を当たり前に受け止め、愛いとおしいひとの背後についた。


    「イリアっ!!」


    　長い黒煙を吐きながら、機体を大きく傾けて、イリアはユリシス宮殿の背後へむかって高度を落としていく。


    　スピーカーが鳴る。


    『エンジンをやられた。上昇できない。不時着する……』


    「イリア、イリア、イリアァァっ!!」


    『落ち着け、心配するな、大丈夫だ、この庭は広い……』


    　清顕はイリアの挙動に目を凝こらした。イリアの言うとおり、宮殿の背後には滑走路といってもいいくらい長く延びた見晴らしのいい庭があった。


    『面白い叫びをたくさん聞かせてもらった。あとで問いつめるから助けに来い』


    　落ち着き払ったイリアの言葉に、清顕はようやく我に返る。とんでもないことをたくさん言った気がするが、しかしイリアが生きてくれていたらそれでいい。


    『勝ってここに来い。わたしはわたしでなんとかする……』


    　そう言って、イリアはベオストライクの下腹を宮殿の草地へ擦こすりつけた。よく整備された庭だけに起き伏ふくもなく、イリアは悠々と不時着に成功する。清きよ顕あきは上空を旋せん回かいし、庭を観察した。彼方かなたから宮殿の衛兵たちがイリアへ駆かけ寄っていく。捕ほ縛ばくされるのは避けられないが、とにかく生きていてくれてよかった。


    「必ず助けに行くっ!!　制空戦に勝って、必ず行くから待ってて……!!」


    　地上のイリアが風防をあけ、両手をあげて抵抗の意志のないことを示すのが見えた。駆けつけた衛兵たちが銃じゆうを片手にイリアを取り巻き、身柄を拘こう束そくする。


    　捕まりはしたが、イリアは無事だ。敵機を全部叩たたき墜おとしてから、この宮殿に降り立って助け出せば問題はない。


    　清顕は再び空を睨にらみすえた。


    　必ず助ける。そう誓ちかい、アリスアクトゥスの群れへと躍おどり込んでいく。一刻も早くこの制空戦を終わらせて、この宮殿へ駆けつけねば……。


    　──ミオも、ここにいる。


    　さっきのイリアの言葉が、清顕の頭ず蓋がいに再生された。つまりここユリシス宮殿にはいま、ミオとイリア、奇くしくもふたりが囚とらわれているということだ……。


    『オルテガはもういない!!　いけるぜ、おれたちは勝てる!!』『あぁ、まだまだやれるさ、厳しい戦いなのはわかっていたんだ』『諦あきらめるなよみんな!!　おれたちの武器はチームワークだ、編隊空戦を忘れるな!!』


    　通信器から、味方同士が励ましあう声が聞こえる。ジェット機という巨大な壁を乗り越えたが、まだまだこの先にも高い障害がこれでもかと居並んでいる。


    　いくら墜としてもアリスアクトゥスの数は減る気配がない。次から次に新あら手てが湧わいてくる。供給源はユリシス宮殿にほど近いアイソロス飛行場だ。敵の強力な直ちよく掩えん隊たいが飛行場上空を守っているため、新手が安心して飛行場を飛び立ち、戦闘に加わってくる。撃げき墜ついするより増える数のほうが多い。


    　一方こちらは、レオ、ルル、サナトラ、カンダタが戦死、ララとイリアが戦闘継続不可能に追い込まれるなど、エース級に甚じん大だいな被害を受けた。ただでさえ敵の数は十倍近いというのに、頼みの綱つなの超エースたちがこれほど墜とされてしまっては戦局への影響は深刻だ。ワルキューレもヴォルテック航空隊も、常に先頭を引っ張ってきたリーダーたちをごっそり失った格好である。


    　だが絶望に呑のまれてはならない。もしも仲間がみな絶望に打ちひしがれたなら、そのときが負けるときだ。


    　清顕は顔を上げる。プレアデスの真ん中を走る山地を飛び越え、右岸、爆ばく撃げき機隊の飛行場であるキサロ飛行場の上空にたどり着き、まだ爆撃機は飛び立っていないことを確認してマイクをつかみ、味方を奮い立たせる。


    「絶対に諦あきらめるな!!　勝利をつかみ取れ!!　ぼくらだけじゃない、多島海に生きるものすべて、地上に生きるものすべてのために、この空を制圧せよ!!　それが使命だ、ぼくらに天が与えた役割だ!!　あらゆる研けん鑽さんは、あらゆる努力は、すべていまこのときのためにあった!!」


    　清きよ顕あきの渾こん身しんの檄げきに、おおおっ、と喚かん声せいが応こたえた。そんなことはいまさら言われるまでもなくオーディン戦闘機隊全員がわかっている。この戦いに、地上の運命がかかっているのだと。数億人、数十億人の人間の未来が委ゆだねられているのだと。


    『戦うぞ、死を恐れるな、魂たましいを燃やし尽くせ!!』『おれたちの誇りを見せてやる、ひとりが十機墜おとせば勝てるぜ!!』『我らに勝利を!!』『我らに勝利を!!』


    　エリザベートの演説の際に沸わき起こった歓声が、いままたこの空に響いていた。戦士たちは誰も諦めていない。わずかな光へ手を差し伸べ、渾身の力でその光を天空いっぱいへ押し広げようとしている。


    　その祈りに、ひとひら、青せい灰かい色しよくの翼が応えた。


    　清顕の直上を、一機、光をまといながら航過していくものがある。


    　その下腹を見上げて、あぁ、と清顕の口からため息がもれる。そうだ、このひとが同じ空を飛んでいるのだ。


    　──負ける気がしない。


    　ただ同じ空を飛んでいるだけで、仲間たちにそう思わせる存在。


    　彼方かなたの海からやってきた「空の王」。


    「海猫さん」


    　清顕は希望とともに、その名を呼んだ。


    　海猫は味方と行動を共にせず、なぜか単機で行動している。そして追ってきた敵機を挑ちよう発はつするようにいなしてから、丁てい寧ねいに撃げき墜ついしていく。なにか考えがあってのことだろう。そういえば出撃前、自分が単機で大軍を相手どることを希望しているような物言いをしていた。


    　ここプレアデス右岸にはまだ味方戦闘機はほとんどいない。周辺を飛んでいるのは敵機ばかり。優秀な飛空士でなければこの空域で生き延びることはできない。そして海猫であれば、周囲を敵機に取り囲まれても切り抜けられる。


    「ここをお願いします、海猫さん」


    　そう告げると海猫は悠然とアイレスⅤの翼を振って、機体を傾け、彼方の敵軍へ分け入っていく──。


    



    



    　高ぶりは必要ない。ただあらゆる雑多な想念を捨て去り、この空と同じようなまっさらな気持ちだけ抱いだいて、周辺空域に存在するあらゆる物体を感知すること。


    　それからおのれへむけられた殺意に、必ず反応すること。


    　目をひらいたまま、心の目を決戦空域全体へ送り届ける。眼前の事態に対処すると同時に空域を最上方から俯ふ瞰かんしていれば、あらゆる危険を察知できる。


    　海猫は今日もそうやって、火炎と黒煙と砕け散った金属片の舞い飛ぶ空を、ひとり優雅に飛ぶ。


    　すべての弾丸は、海猫に当たらない。海猫の撃った弾丸は、必ず敵を射止める。


    　その作業を繰り返す。そのうち敵群は異変に気づく。


    　異常ななにかがこの空を飛んでいる。まるで単純作業をこなすように、こちらの戦闘機を一機ずつ手に取り、解体し、空に放り出してはまた次の一機を手に取る異常ななにか。


    　やがてそのなにかの機首付近に「海猫」のノーズアートを敵は見る。海猫は挑発するような飛び方で、次々に敵を撃ち墜おとしていく。


    　敵はいつのまにか、海猫を墜とすために接近しながら、しかし近づくことができず、海猫を中心とした円周を描えがいて飛ぶようになる。近づけば墜とされることを、飛空士の本能が察知するのだ。そして察知できない飛空士は迂う闊かつにも海猫に近づき、解体のベルトコンベアに乗ってしまう。


    　海猫の周囲に、空間がひらく。


    　海猫を中心にして、敵機が渦を描く。


    　誰も近づけない。逆らえない。近づいたなら、墜ちる。


    　時間が経たつほど、海猫が飛ぶ空域に「穴」があく。海猫を中心として移動しながら旋せん回かいをつづける、半径五百メートルほどの円えん筒とう形けいの穴だ。壁を形成する敵機群は、互いに目配せをしながら、誰かが海猫に斬きり込むのを待つ。まるきり剣豪を取り囲んだ雑ぞう兵ひようの群れの様相。


    　こうなることを見越して、海猫はいまあえて単機で行動している。


    　自分がひとりでこうして敵の大編隊を挑ちよう発はつし、プレアデス右岸に引き付けたなら、敵の十分の一の戦力で戦うオーディン戦闘機隊の負担もずいぶん楽になるはずだ。左岸、アイソロス飛行場上空でこれから繰り広げられるであろう主力部隊同士の戦いも、こちらの優位を導けるはず。


    　プレアデス右岸に、ただ一機。


    　海猫は悠然と翼をひろげ、敵群を睨にらみつける。


    　次々に飛び立ってくる新あら手てを感じ取り、意を決して斬り込んでくる勇ゆう敢かんな雑兵を一いつ刀とう両りよう断だんに斬り捨てつつ、海猫は不思議な感かん慨がいにとらわれていた。


    　先ほどから、香っている。


    　かつてこの空でただ一度感じた、懐なつかしい香り──。


    　二度と会えない宿しゆく敵てき。


    　どれほどその背中を追いかけようと、自分にはもう決して捕まえることのできない、あまりに偉大な飛空士。


    　本物の「空の王」。


    　この空に消えてしまった「彼」を──なぜかいま感じている。


    　──そういえば、あのときに似てる。


    「淡あわ島しま沖おき海戦」と呼称される、絶対優位にあったレヴァーム皇こう国こく海軍が、十分の一以下の帝政天あまツ上かみ海軍に大たい敗はいを喫きつしたあの戦場の光景が、海猫の脳のう裏りになぜかいまよぎっていた。


    　三百機の戦闘機に取り囲まれてなお悠然と飛ぶ「彼」のすがた。


    　一勝二敗。海猫が唯ゆい一いつ、負け越した敵。


    　正々堂々の一騎討ちを「彼」と行おこない、海猫は敗れた。二度も打ったイスマエル・ターンを、あの男は三度打つことで打ち破ってみせた。後にも先にも、海猫が一騎討ちで敗れた相手はあの男だけだ。


    　そしてもう二度と「彼」の背中に追いつくことはできない。「彼」は海猫に勝ったあと、バルドー機動艦隊を道連れにして海の底へ沈んでしまった。


    　自分がまだこうして戦場を飛んでいるのも、もしかしたら、「彼」にまた会うためなのかもしれない。出会ってどうしたいのか自分でもわからない。墜おとすのか、それとも翼を並べて飛びたいのか。叶かなわない夢だから、そのあとのことなど考えていない。


    　──おかしな感傷だ。


    　この戦場には不釣り合いと言わざるをえない、不ふ謹きん慎しんともいえる想念。躍おどり込んできた敵機を斬きり捨てながら、海猫は自じ嘲ちようする。


    　だが、しかし──魂たましいが、感じ取る。


    　いま自分が置かれた状況が、あのときに酷こく似じしているからそうなるのか。


    「彼」がいる。ここに来ている。


    　この空を、飛んでいる……！


    　その直感に、高いプロペラの響きが応こたえた。


    　ハッとして海猫は、その響きへと顔をむける。


    　一機──。


    　尾部プロペラをもつ漆しつ黒こくの機体。


    　記憶にあるのと全く同じ、真しん電でん改かい。


    　敵の群れを割り、一直線に真電改は海猫の傍かたわらへ躍り出ると、当然のように二機編隊を形成し、海猫と翼を並べる。


    　懐なつかしい香りが、海猫の鼻び孔こうをくすぐる。


    　そして不覚にも、視界がにじむ。


    　そうか。そうだった。あなたはまだ、この空をこうして飛んでいるのだ。


    　自分を追い越して、左斜め前方を飛ぶ真電改へ、海猫は呼びかけた。


    「千ち々ぢ石わ中ちゆう尉い」


    　海猫の宿しゆく敵てきにして親友は、搭乗席から海猫を振り返り、にやりと笑った。


    　──まだ飛んでいるのか。


    　空を通じて、「魔犬」千々石武たけ夫おが語りかけてくる。


    「はい。あなたに勝ち逃げされたから」


    　──何度やっても同じさ。


    「次やったら、ぼくが勝ちます」


    　──そう思うなら、息子こいつを鍛きたえてやってくれ。


    「はい。あなたに仕返しするために鍛えてます」


    　──執念深い野や郎ろうだ。さて、こいつらを叩たたき墜おとすぞ。


    「共に行きましょう」


    　──まさかこの空で、お前と組むとはな。


    「感無量です。きっとこのために、ぼくは今日まで飛びつづけた」


    　海猫の正直な気持ちだった。涙が頰ほおにあふれてきそうだ。


    　まさかあなたと翼を並べて飛べる日がくるなんて。


    　あこがれつづけた魔犬が、世界の命めい運うんがかかったいまこのとき、味方として翼を並べて同じ空を飛んでいる。


    　最高じゃないか。


    　こんなの、誰にも負けるわけがないじゃないか！


    『行くぞ海猫』


    「行くぞビーグル!!」


    　親友の呼びかけにそう応こたえて、あふれる涙をぬぐうこともなく、海猫はスロットルをひらいた。


    



    



    　周囲は敵機の壁だ。


    　こんなの見たこともない。ものすごい数の敵機が巨大な円えん筒とう形けいを空中に形成し、その中心を自分はいま飛んでいる。


    　味方は海猫、ただ一機。


    　どこからどう見たって絶望的な状況なのに──。


    　自分はいま、不思議なくらい落ち着き払っている。


    　まるでこんな状況を経験したことがあるみたいに。


    　しかもあろうことか、こんな敵に墜とされるわけがないとタカをくくっている。


    　不思議すぎるくらい不思議な、いま。


    　けれど──吉よし岡おか武たけ雄おは心の片隅で、この現象の意味をよく理解していた。


    　真しん電でん改かいの操縦桿かんを握りながら、空を見み据すえる。空を飛ぶのが好きなのは、ここにくるといつも、会ったことのない「父」を感じることができるからだ。


    　武雄が生まれる前に、父親、千ち々ぢ石わ武たけ夫おは戦死してしまった。


    　会ったことのない父に関する話は、母、吉岡ユキから何度も聞いた。


    　美しい母は、いつも父の話になると懐なつかしそうに遠くを見やり、それから罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てた。バカとかアホとか自分勝手とか約束を守らないとか、さんざん言いたいだけ悪口を並べてから、それが終わると決まって無言で愛いとおしそうに武雄を抱きしめるのだ。言葉はなにもないが、父への想おもいは、抱きしめられたぬくもりから痛いほどいつも伝わってきた。


    　そして、母から伝ってくるぬくもりが、いまこの空から伝わってきている。


    　母を通して感じてきた、父という大きな存在。


    　その存在が、いま自分と共にある。


    　父がおのれのすべての細さい胞ぼうに染み通って、この腕を取り、まなじりをひらかせ、まるで居慣れた我が家のようにこの空戦場を俯ふ瞰かんしている。地上の理屈を置き去りにして、武雄はそのことを感じ取っていた。


    「父ちゃん」


    　呼びかけた。操縦桿を握る手に、勝手な力がこもる。フットペダルに差し込んだ爪つま先さきが、勝手にゆらりと機体を揺らす。会ったこともない父親を腕に足に爪先に、心に感じる。


    　千々石武夫が共に飛んでいる。


    　千々石武夫がいま、この操縦桿を握りしめ、巨きよ獣じゆうのごとき敵機群を睨にらみつけている……！


    「行くぞ海猫」


    　勝手な言葉が、武雄の口をついて迸ほとばしる。


    『行くぞビーグル!!』


    　スピーカーから、涙のにじんだ海猫の応答が返る。


    　武雄は敵の群れへ自みずから躍おどり込む。慌あわてた敵の群れのほころびを見み据すえる。間かん髪はつを容いれずそのほころびに自ら飛び込み、そしてそのほころびを押し広げる。必ひつ中ちゆうの距離へ寄せた敵へむかい、武雄は知らず、こんなふうにささやく。


    「……見けん敵てき必ひつ殺さつ」


    　二十ミリ機き銃じゆうの一いつ閃せん。両断された敵機が蒼そう穹きゆうに散る。血と炎の花か弁べんへ、武雄はこんな手た向むけの言葉を贈る。


    「南な無む三さん」


    　そして飛ぶ。


    　蒼穹の血けつ路ろを切り開く。


    　誰も墜おとせない。誰も抗あらがうことができない。


    　傍かたわらを、海猫が飛ぶ。


    　ただひとりの宿しゆく敵てき。


    　誰よりも空を愛し、空に愛された親友。


    　お前とこうして同じ空を飛べるとは、ユキに感謝せねばならないな。


    　さあ、いくぞ武たけ雄お。


    　おれは常に共にいる。


    　お前と共に、この空を飛ぶ……。

  


  
    



    　二十八．


    



    「はじまったぞ、ミオが言っていたとおりだ!!」


    　プレアデス左岸、ステファノ地区。


    　ヘドウィグ酒場二階の張り出し窓から、イグナシオは身を乗り出して上空を仰あおいでいた。


    　未知の国家の戦闘機が次々に飛来して、アリスアクトゥスとやりあっている。プレアデスの空はいきなり、戦場のそれに一変していた。


    　ミオは言っていた。自分がフィオを使って、シルヴァニア王国女王エリザベートへプレアデスの機密情報を送ったと。近いうちに必ずわたしの仲間たちがここへ来る、だからその日が来たら、あなたはステファノ地区のレジスタンスたちを蜂ほう起きさせ、ユリシス宮殿を目指してほしいと。


    　今日がその日だ。


    「時が来た」


    「あぁ、最初で最後のチャンスだ。民衆を扇せん動どうし、ウラノス政権を破壊する……!!」


    　ヘドウィグと頷うなずきを交わし、イグナシオは酒場の外へ出て付近を見回した。スラム街の住人たちもほとんど全員が空を見上げ、異国の戦闘機へ歓声を送っている。ここの住人たちで貴族連中を好きなものはいない。みながみな、庶民を搾さく取しゆして贅ぜい沢たくな暮らしを送る貴族たちを妬ねたみうらやみ、どこかの誰かが貴族をこらしめる日が来るのを待っている。それをよく知るイグナシオたちは今日までずっと、彼らと連絡を取り合って来るべき蜂ほう起きの日のための準備をしてきた。


    　スラム街の住民たちの鬱うつ屈くつした心にこれから火をつける。火がどこまで燃え広がるか、想像がつかない。大暴動が発生し、少なくともここステファノ地区は無秩序地帯となるだろう。そしてその火を、ユリシス宮殿のあるエヴァンゲリス地区にまで運んでゆくのがイグナシオの仕事だ。うまく制御はできないだろうし、恐らく暴力の輪がプレアデス左岸を覆おおうだろうが、四の五の言っていられない。とにかく不満分子を引き連れてユリシス宮殿を制圧し、ウラノスを牛ぎゆう耳じる貴族高官たちが権力の座へ舞い戻る機会を永久に奪い去ること。天宮を追い落とされて以来、そのためだけにイグナシオは邁まい進しんしてきた。一刻も早くクレアのもとへ駆かけつけたい意志を押さえ込み、レジスタンスとの意思疎そ通つうに時を費やしてきた。その成果が今日、生かされる。


    　イグナシオは頭上を飛ぶ異国の戦闘機を見上げた。


    「遅いんだよ、バカ王子っ!!　何年も待たせやがって……!!」


    　かつて約束を交わしたあの男を罵ば倒とうして、イグナシオは急ぎ、近くにあるレジスタンスの拠きよ点てんへと走っていった……。


    



    　†††


    



    　これが本当に最後の正しよう念ねん場ばだ。


    　この戦いに勝つために、これまでずっと鍛たん錬れんに鍛錬を重ねてきた。幾多の仲間たちの死を乗り越えてきた。たくさんの願いを受け取り、それを背負ってこの空を飛んできた。


    　すべては、今日、この空を勝ち取るため。


    　だから負けるものか。諦あきらめるものか。どんなに敵が強くても、必ず乗り越えてみせる。


    「どうしたその程度か、それでぼくを墜おとすつもりかっ!!」


    　清きよ顕あきは戦闘意欲を剝むき出しにして、自みずから敵機へ襲おそいかかり、一いつ刀とう両りよう断だんに斬きり伏せる。墜ちていく敵機がプレアデス左岸の平原に激突し、中空高く炎を噴き上げる。清顕の航過した大地には、次々に空飛ぶ鉄てつ塊かいの成れの果てが落下して炎の花を咲かせていく。


    　見下ろしたなら、幹線道路を行き交う馬車や軍用車両、どこへ行こうというのか荷車を押して退避する大勢のひとびとのすがたなどなど、プレアデスの混乱が鳥ちよう瞰かんできる。そのただなかへ戦闘機が墜つい落らくし、真っ赤かな火炎の柱があがって、不運な人々が背中に炎を背負って逃げまどい、あるものは真っ黒に燻いぶされて地に倒れ込む。プレアデス全土がもはや、突然の奇き襲しゆうを受けて狂きよう騒そうの渦に巻き込まれている。


    　極力、非戦闘員を巻き込むことは避けたかったが、これは現代戦だ。ここに住まう一般市民の犠ぎ牲せいはやむをえない。その罪を負うことをはじめから覚悟して、清きよ顕あきはこの作戦に参加した。


    　いまはただ、すべてのアリスアクトゥスを叩たたき墜おとすことのみ考えろ。


    　繊せん細さいな感傷には、あとでいくらでも沈み込めばいい。それも勝利してから得られる贅ぜい沢たくのひとつだ。負けたなら、ただこちらが踏みにじられるのみ。勝てば善、負ければ悪。だから負けを考えることさえいけない、この空では勝利への執念以外、すべてが雑念だ。


    　プレアデス左岸、アイソロス飛行場上空。


    　この空域にはもはや、敵味方合わせて六百機を超える戦闘機が蚊か柱ばしらさながら群れ集まって、血と炎と砕け散った鉄塊で蒼そう穹きゆうを塗り潰つぶしていた。


    　凄せい絶ぜつな空戦場はいくらでも渡り歩いてきた。しかしいま目の前にあるこれと比べたなら、すべて予行演習であったのではないかとさえ思える。プレアデス左岸の狭い空域に密集して行おこなわれるこの戦いは、出撃回数二百回を超える清顕ですらそう思えるほどの大航空決戦だった。


    　戦闘機が世界を塗り潰している。中空に次々に生まれ出る火炎はこの世の終わりの光景そのもの。


    　プロペラのうねり。折れ飛ぶ翼。被ひ弾だんしたエンジンが吐き出す黒煙。二十ミリ機き銃じゆう弾だんの一斉掃そう射しやを食らい、砕け散った鉄片に紛まぎれ込む人間の欠片かけら──。


    　それらを風防の前面で蹴け立たて、押し分けて、さらなるプロペラ音を轟とどろかせ、清顕は一機、また一機、敵機をこの空の花に変える。


    　どけ。邪魔をするな。立ちはだかれば、墜とす。


    　そう呟つぶやきながら、ひとつひとつ、ウラノスの銀ぎん鼠ねず色を押しのけていく。代わりに、オーディン航空隊の青せい銅どう色をこの空域へ塗り込んでいく。味方は百機ほど、敵は五百機以上。数では負けるが、しかし味方は鍛きたえ上げてきた編隊空戦の技術を駆く使しして互角以上に戦っている。


    　だが──。


    　いきなり清顕のこめかみを、異常な気配がべろりと舐なめた。


    　これまで暗くら闇やみに身を潜ひそめてこちらを観察していた空のケダモノが、ようやくのっそりと現れ出て、清顕たちを捕食しようとしている──そんな心しん象しようが空に映じる。


    　──ヤツが来た。


    　──あいつはプレアデスにいたんだ。


    　空が淀よどんでいく。先ほどのオルテガとは全く異なる、空中をさまよう怨おん霊りようたちをひとつところに搔かき集め、戦闘機のかたちにこね上げたなにか……。


    『なんだこいつ、なんだこの飛び方っ!?』『また変なのが来た、気をつけろ、強いっ』


    　いきなり通信が騒がしくなる。同時に清顕の髪が、ぶわりと逆立つ。


    　──知っている。


    　──この淀んだ色彩をぼくは知っている……。


    　清きよ顕あきは操縦桿かんを強く、強く握った。


    　西の空。


    　水平距離、約五千六百メートル。


    　二月の蒼そう穹きゆうに身体からだをなすりつけるようにして、空域を汚染しながら飛ぶ黒い豹ひよう。


    　アクメド亡きいま、多島海最強と目もくされる「空の王」。


    「カーナシオン……!!」


    　最後の最後に立ちはだかるのは、やはりお前か、「黒豹」カーナシオン。


    「上等だ」


    　清顕は意を決する。彼方かなたの敵機を睨にらみすえてマイクへ呼びかける。


    「黒豹はぼくに任せろ。ぼくが墜おとす。きみらはアリスを一機残らず仕留めてくれ」


    　隊員たちの応の声を聞き遂げて、清顕は翼を翻ひるがえし、「空の王」を目がけ飛ぶ。


    　かつてカーナシオンの地上掃そう射しやにより殺された姉、由ゆ美み子この笑え顔がおが真っ青さおな空に映じた。


    　大好きな姉の仇かたきを討つときが来た。あのとき由美子が我が身を盾たてにしてカーナシオンの銃じゆう撃げきから守ってくれたから、いま自分はここまでたどり着くことができたのだ。


    　すべての託された想おもいを受け取り、翼に乗せていま、お前を倒す……。


    



    　†††


    



    　天宮のバルコニーの床ゆかに投げ出されていたミオは、荒あら縄なわで上体を縛しばり上げられたままの体勢で、手すりに背を預けて両足を踏ん張り、かろうじて立ち上がることに成功した。


    　見上げたなら、プレアデス上空いっぱいに戦闘機が乱舞している。


    　銀ぎん鼠ねず色をしたウラノス戦闘機と、青せい銅どう色の多島海連合軍戦闘機が互いに火か線せんを吐き出しながら、まるで空から地獄が落ちてきたみたいに、ユリシス宮殿の直上で金属片と炎と硝しよう煙えんの斑まだら模様を彩あやなしていた。


    　ミオはイリアの安否が心配で仕方ない。


    　ついさっき、バルコニーにいたミオの目の前を、白はく狼ろうのノーズアートをつけた戦闘機が一直線に行き過ぎていった。新聞で見た、イリアのノーズアートだった。そしてイリアは宮殿の庭に不時着し、衛兵に囚とらわれた。宮殿の衛兵は、捕ほ虜りよを宮殿の地下牢ろうに幽ゆう閉へいするはず。隙すきあらばここから逃げて、イリアを助け出してあげたいが……。


    　黙もつ考こうするミオの傍かたわらでは、ゼノンも側近と共に天空を見上げて表情を歪ゆがめていた。


    「オルテガが墜ちたか……。だが、まだまだアリスには予備がある。アイソロス飛行場が無事であればプレアデスの空は安あん泰たいだ……」


    　室内には、ハチドリ、キリアイ、レンジャク、コクガン、セキレイ、五名のパトリオティスが相変わらず待機している。空戦の様子を室内の広い窓から見渡しながら、大して興味もなさそうにゼノンの命令を待つのみ。


    　ゼノンの言葉どおり、空戦はいまだ五倍近い銀ぎん鼠ねず色が優位を保っている。時間が経たつほど、墜おちていく機体に青せい銅どう色が増えていく。物量の圧力は、時間とともにオーディン戦闘機隊の損害を逓てい増ぞうさせるだろう。


    　ゼノンはミオが自力で立ち上がったことを確認すると、にやにや笑いながら歩み寄ってきて左の頰ほおを平手打ちした。ミオの顔が横ざまに弾はじける。しかしミオは足を踏ん張って倒れない。


    「まだなにか希望を抱いだいているのかね。せっかく呼び寄せたきみのお友達が、これから全部地上に墜ちて死ぬというのに。これは全部きみのせいだ。きみが余計な情報を流すから、こいつらはなけなしの希望にすがりついてわざわざ死ぬためにこんなところまでやってきたのだ」


    　今度は右の頰を張られた。ミオはまた奥歯を嚙かみしめて足を踏ん張り、絶対に倒れない。逆にゼノンを睨にらみ返す。


    「清きよ顕あきは負けない。絶対に、プレアデスを制空する。諦あきらめるのはあんたよ、変態。せいぜい地獄で後悔しなさい」


    「また変態って言ったね。とうとうわたしの忍耐も限界を迎えてしまいました。ひとにむかってそんなことを言ってしまったがために、ミオ、きみは豚になれます。正確には、豚の部下になれます。ぶうぶう鳴きながらわたしの足を一生舐なめます」


    　ゼノンは薬品棚に歩み寄って、注射器を手にしてミオへ笑いかける。


    「理性を破壊する薬だ。人格も残らない。こいつは勘弁してあげようと思っていたけど、きみはわたしを怒らせてしまいましたからもう容よう赦しやしないことにしました」


    　それからミオの顎あごをつかんで、注射針を目の前に近づける。


    「理性と知性と人間性にお別れを告げるといい。この先は愉快で楽しいアニマルワールドだ。毎日よだれを垂らしながら、豚の下げ僕ぼくになって素すっ裸ぱだかで一生のんびり暮らしていけます」


    　注射針の先端から、薬液が一筋迸ほとばしった。ミオは懸けん命めいにあがくが、ゼノンの足払いを受けてまた床ゆかに倒れ込む。


    「うあっ」


    　思わず悲鳴をあげた。ゼノンは歪ゆがんだ笑みをたたえて屈かがみ込み、横たわったミオの首筋の静脈を撫なでる。


    「怖がることはない。楽しいよ。超楽しい毎日がきみを待ってる。捕ほ虜りよになったお友達に、きみの生まれ変わったすがたを見せてあげるといい」


    　そしてゼノンは、注射針の先端をミオの首筋へ近づける……。


    



    



    　いままさに針がミオに突き立てられようとしたとき、ハチドリの内面でトマスが叫んだ。


    　──止めろ！


    　ハチドリは歯を食いしばり、内面の声を抑えつける。


    「止められない」


    　もう言葉を自制することもない。傍かたわらのキリアイがますます気味悪そうな顔でハチドリを見る。


    　ここでゼノンに逆らったなら、一度にレンジャク、コクガン、セキレイ、キリアイを相手に戦うことになる。全員がハチドリと同程度の戦闘力をもつパトリオティスだ。こちらの命がもたない。そんなことよりいまは、上階にいるイラストリアリを倒す方策を考えなければならない。


    　──イラストリアリなどどうでもいいだろうがバカ!!


    　──ミオを助けろ!!


    　──惚ほれた女ひとり助けられないのかよ、おれは!!


    「無理だ」


    　──引っ込めヘタレ!!　紛まがいもの!!　おれの顔してんなら、おれの思うとおり行動しやがれ!!


    　ぐっ、とハチドリは思いを飲み込む。


    　内面の圧力が強くなる。抑えきれない。


    　いや、そもそも自分はもう、これを抑えようとしていないのかもしれない。


    　たとえ同時に四人のパトリオティスを相手に戦うことになろうとも。


    　おれは本当は。


    「うるさいやめろ」


    　言葉が漏もれる。傍らのキリアイの口が、あんぐりひらく。


    「あんた、顔が……」


    　キリアイの目に映るハチドリの表情は、見知ったハチドリのものではなかった。まるきり別の人間が乗り移ったかのような……。


    「誰や？」


    　その問いかけと同時に、いきなり、重い爆発音が一座の足下を震わせた。


    「!?」


    　注射器を持ったゼノンの手が止まる。どうん、どうん、と遠えん雷らいのごとき爆発が、宮殿のほど近い場所から伝ってくる。


    「……爆ばく撃げき？　まさかそんな。この状況で爆撃できるはずが……」


    　ゼノンは立ち上がり、バルコニーの手すりから身を乗り出すようにして音のする方角を見やった。


    　アイソロス飛行場の方角から、五百キロ爆弾によるものとおぼしい、もうもうとした黒煙があがっている。駐機場の飛空機が誘爆したのだろうか、つづけざま、巨大な炎がめらめら立ち上がった。


    　その黒煙を裂いて──。


    　傷つき、よろめく斑いか鳩るがが一機、宮殿目がけてまっしぐらに突進してくる……!!


    「なんだあいつは。こっちに来るぞ。おい待て、まさか……」


    　ゼノンが呻うめく。機体後方が炎に覆おおわれた斑鳩は、最後の力を振り絞るようにして徐々に機影を大きくしてくる。


    　──宮殿を道連れにする気か。


    　水平距離が百メートルを切ったあたりでゼノンはそれを確信し、息を呑のんだ。


    



    



    　燃えさかる斑鳩の操縦桿かんを握り、血まみれのダムバゾリクは左目ひとつを無理やりに押しひらき、眼前いっぱいに立ちはだかるユリシス宮殿だけを見み据すえていた。身体からだ中に突き刺さった金属片が体内から血を奪う。身体が冷えていく。どうか保ってくれ、この機体をあの魔城に打ち付けるその瞬間まで。


    　草くさ薙なぎ航空隊の誇りを見せつけてやった。護衛した九機の斑鳩のうち、七機が我が身を盾たてにして爆ばく装そう機の爆ばく撃げき針路を守り抜いた。投下された三本の五百キロ爆弾は隊員たちの祈りと絶叫を乗せて全弾が滑走路に命中、三か所に巨大な大穴をあけた。あれでは今日一日、使いものになるまい。さらに列線に駐機して出番を待っていた百機近いアリスアクトゥスが火災のあおりを受けて炎上し、爆弾投下時に左翼に損傷を受けた山やま下した機は生せい還かんを諦あきらめ、滑走路脇わきの格納庫へ体当たりして果てた。


    　ウラノス戦闘機飛行場への被害は壊かい滅めつ的だ。滑走路は使用不能となり、新あら手ての戦闘機は出撃ができない。決戦は現在、空を飛んでいる戦闘機のみが行おこなう。戦局を引き寄せるのに充分な、大きな戦果だ。


    　そして後部エンジンから出火したダムバゾリクもまた生還を諦め、冥めい途どの道連れとしてウラノス王を選んだ。


    　ユリシス宮殿の中央が「天宮」と呼ばれるデミストリの居室であることを資料で読んだ。建物の真ん中に突っ込めば、王を道連れにできる公算が大きい。やってやる。凡人であろうと、気迫さえあれば大きな物事を成し遂げられるのだと証明してやる。


    　ダムバゾリクは最さい期ごに、見上げるほど巨大なユリシス宮殿の威容を仰あおぎ見た。ここが敵の心臓部、ウラノスの中ちゆう枢すうをおれは我が身もろとも刺し貫つらぬく……！


    



    



    「うおっ!!」


    　激突の瞬間、床ゆかが大きく揺らいだ。召使いたちの悲鳴が天宮のバルコニーに響く。ゼノンは手すりから身を乗り出して宮殿の左翼側へ目を凝こらし、天宮から水平距離八十メートルほど離れた同じ階に、傷ついた斑いか鳩るがが突っ込んだことを確認する。残存燃料に引火したのか、たちまち炎が外壁から噴き上がる。慌あわてた怒声がこだまして、召使いたちが消火のために駆かけ回る。ゼノンは舌打ちしてから、天宮内を振り返った。


    　召使いたちは慌てふためいているが、パトリオティスは一切動じることなく無事……。


    　ではない。


    「え」


    　コクガンとセキレイが床ゆかにうつぶせに倒れていた。その喉のど元もとから、血が流れ出ている。


    「あ」


    　目を上げると、ナイフを握ったハチドリが返り血に濡ぬれていた。


    　いや──その眼まな差ざしが、明らかに常と違う。ハチドリだが、ハチドリではない。


    　誰だ？　問おうとした瞬間、ハチドリに似たなにものかは、ゼノンの喉へナイフを突き出す。


    　出かけた悲鳴の代わりに、鋭するどく高い金属音が天宮内に響いた。ナイフとナイフが打ち合う火花が、ゼノンの眼前で三度散った。


    「失礼」


    　レンジャクの声がして、ゼノンは突き飛ばされ、床に倒れ込んだ。


    「邪魔をするな」


    　ハチドリがレンジャクにそう告げて、ナイフの連撃を見舞った。


    　レンジャクはその連撃をすべてかわしきると、まばたくうちにハチドリの喉、手首、膝ひざ口ぐちへ斬きりつける。


    　ハチドリは精密機械のような足のさばきでレンジャクの斬りつけをすべていなし、後方へ飛び退のく。


    「戦う相手が違うぞ、ハチドリ」


    　レンジャクの言葉に、ハチドリはにやりと笑う。


    「ハチドリじゃない」


    　その踵かかとから火花が散る。空気が斬り裂かれる。常人が視認できるのは、ただ閃ひらめきのみ。


    「トマスだ」


    　それから、肉と肉が打ち付け合う響き。一撃一撃が、骨を粉々に粉ふん砕さいする重みと速度を併せ持つ。


    「知らん。誰だ」


    　側壁にそろえた靴底を当てて、床に対して身体からだを水平に寝かせたトマスはにやりと笑む。


    「正義の味方」


    　レンジャクは表情に憤ふん怒ぬを映し、側壁を両足で蹴けりつけ閃せん光こうとなって飛来するトマスを正面から迎え撃つ。


    「パトリオティスにあるまじき台詞せりふだ」


    　またしても火花と交わす言葉だけが天宮に響く。人間の目には、ふたりがなにをしているのか視認さえできない。


    「気をつけろよ。刃にはキリアイの毒が塗ってある。傷ひとつが致ち命めい傷しようだ」


    　レンジャクの言葉に、トマスは笑みを返す。


    「ご丁てい寧ねいに忠告ありがとう。お前らしい小細工だな」


    　ふたりのバケモノは互いに笑みをたたえ、ひとつの切り傷が絶命につながる一撃を交わす。


    　ゼノンは額ひたいの汗を袖そででぬぐい、バケモノたちから距離を取った。一瞬の隙すきをハチドリにつかれ、コクガンとセキレイを失った。だがレンジャクが咄とつ嗟さに突き飛ばしてくれたおかげでなんとか命をつなぐことができた。まだ運は残っている。そうだ、さっさとミオに注射をして、豚の檻おりに突っ込んでやらねば……。


    　ゼノンは床ゆかに落ちていた注射針を拾い上げて、バルコニーへと目を戻した。


    　床に横たわったミオへ歩み寄ろうとして……足が止まった。


    　ミオがいない。


    　代わりに、ミオを拘こう束そくしていた荒あら縄なわだけが床に放り投げてある。


    「え」


    　またしても、そんな呻うめきがあがる。


    　目を上げると、拘束を解いたミオが、厳しい表情をしてゼノンを睨にらんでいた。


    「へ」


    　意味がわからない。なぜ、どうやって縄を解いた？


    　その疑問に応こたえたのは、ごきん、という鈍にぶい響きだった。ミオは自分の左手で右の上じよう腕わん部ぶをつかみ、自みずから抜いた肩の関節を嵌はめ込んだ。


    　肩を抜いて、縄を解いた？　いつの間にそんな技を……。いやそういえばハチドリに、ミオに戦闘技術の基礎を仕込めと命令したことが……。


    「トマス、ありがと」


    　礼を述べると同時に跳躍し、ミオの膝ひざがゼノンの顔面にめりこんだ。


    　ゼノンの眼鏡めがねが、鼻び梁りようが、ミオの膝に食い込まれて破壊される。


    「ひぐっ」


    　砕け散ったゼノンの眼鏡のレンズがきらきら、バルコニーに舞った。


    　つぶれた鼻梁から迸ほとばしる血ち潮しおが、レンズの破片と一緒に日差しを弾はじく。


    「訓練の成果が出たよ」


    　ミオはすかさずゼノンの右腕を両手でつかむと、背中に回してねじりあげ、バキンと鈍い音を立てて関節を破壊した。


    　あぎぃぃえぇぇ。鳥の断だん末まつ魔まみたいな奇怪な悲鳴がゼノンの口こう腔こうから迸った。だがミオは追撃の手を緩ゆるめない。何度も何度も繰り返したハチドリとの深夜の特訓が、いまこの場で生きていた。


    「地獄に堕おちなさい、ど変態」


    　つづけてミオはゼノンの左手に身体からだごと飛びつくと、両足で挟み込み、それから関節とは異なる方向へ渾こん身しんの力でねじり上げた。


    　ぺぎやぁぁぁ。


    　そんな不思議な叫び声があがって、鈍にぶい音を立て、ゼノンの左腕が破壊された。これでゼノンの両腕を破壊したミオだが、しかしまだ追撃をやめない。これまでさんざん玩がん具ぐ扱いされ、人生ごとゼノンに弄もてあそばれてきた怒りが、ゼノンの手足の関節に注がれる。


    「もうやめて!!　お願いやめて!!　やっ、やめてやめてやめへえええええっ!!」


    　ゼノンの懇こん願がんを片耳で聞きながら、ミオはゼノンの右足の甲を両手でつかむと、時計回りの方向へ思い切りねじった。


    　ばきん、と足首の破壊される音。へばぎいぃあああ。そんな不思議な叫び声がまたしてもゼノンの口こう腔こうから迸る。これでゼノンは歩けないし両手を使えない。


    「あなたがわたしに格闘術を仕込んでくれたのよ？　毎晩特訓するの大変だったんだから、よく味わってくれるとうれしいわ」


    　お礼を言って、ミオは顔を上げた。


    　室内ではトマスとレンジャクが目にも留まらぬ動きで斬きり合っている。状況は、ややレンジャクが押しているか。トマスは首筋と右上じよう腕わん部ぶに傷を負い、荒い呼吸でかろうじて対処している。


    　ミオは絶命しているコクガンの死体へ素早く取り付くと、腰からナイフを引き抜いた。


    　レンジャクがミオの動きに気づき、わずかに目線をこちらへむける。


    　同時にミオはレンジャクへナイフを投とう擲てき。


    　レンジャクは片手のナイフでそれを打ち落とすと、不思議な摺すり足を前へ送り、一瞬にしてミオの面前へ立ちはだかった。


    「え」


    　ミオが呆あつ気けにとられる。自分の眉み間けんへむけられたレンジャクのナイフの切っ先が鈍にぶく光るのを見る。


    　あ、ここで死ぬのか。そう思った刹せつ那な。眉間の直前にあったナイフが静止する。代わりに、レンジャクの口元から一筋の血流が垂れる。


    「クソ野や郎ろうが」


    　恨み言をひとこと吐き出し、レンジャクはミオにのしかかるように倒れ込んでくる。慌あわてて避けたミオを素す通どおりして、レンジャクの巨体は天宮の床ゆかに音を立てて崩れ落ち、動かなくなった。


    　レンジャクの背中から心臓部へ貫つらぬき通したナイフを引き抜き、血まみれのトマスが安あん堵どしたように息をついた。


    「助かったぜ、ミオ」


    「こっちこそ……」


    　しかしトマスは右上じよう腕わんの出血があり、衣服が血を吸って濡ぬれそぼっている。


    「すげえな。あれでまだ動けるのかよ」


    　トマスは自みずからの衣服を裂いて包帯代わりに負傷箇か所しよへ巻き付けながら、天宮片隅の床ゆかを顎あごの先で示した。


    　見れば往おう生じよう際ぎわの悪いことに、ゼノンは左足一本で床を這はいながら逃げようとしている。


    　ミオは冷たくその様子を見やってから、床に落ちていた注射器を拾い上げ、這いずるゼノンへと歩み寄った。


    　ゼノンが気づき、床を這ったまま首をねじ曲げてミオを見上げると、ご機嫌をとるように微笑ほほえんでみせる。


    「勝負はついた。きみの勝ちだ。見事な勝利だよミオくん。さすがわたしが育てただけのことはある。ところで慈悲って知ってるかい」


    「……………………」


    「両手と右足は使いものにならない。動くのは左足だけ。もう充分、わたしを痛めつけることができて満足したね。だからこれ以上わたしに危害を加える必要はない。やりすぎはよくないよ、適度なところでやめないと、ひとの恨みを買ってしまうよ」


    　その言葉に、ミオは注射針の先端から薬剤を一筋放ち出すと、にっこり笑って答えた。


    「そうね。やりすぎはよくないね。ひとの恨みを買っちゃうもんね、あなたみたいに」


    　ミオは注射器を投げ捨てて、動けないゼノンの全身へ獣じゆう肉にくエキスパウダーを振りかけ、それから檻おりの扉とびらをあけて豚を解放した。


    　豚はブヒィィと歓喜の叫びをあげてゼノンへ駆かけ寄ると、その全身を舐なめ回す。


    「ば、やめっ、ちょっ、臭っ!!　臭いっ!!　やめろ、臭い、気持ち悪い!!」


    　ゼノンは身もだえするが、豚は歯のない口をゼノンの衣服の内に突っ込み、思うさまパウダーを舐める。


    「や、やめろっ!!　ミオ、やめてっ!!　やめさせれっ!!　あ、はんん、ほうっ!!　やめれ!!」


    　不思議な叫び声で、四し肢しのうち三つが使いものにならないにもかかわらず豚を相手にゼノンはのたうち回る。


    「注射は打たないのか？」


    　トマスがミオに尋ねるが、ミオは首を左右に振る。


    「かわいそうだし」


    「お前優しいなあ」


    「理性は残しておかないと。あとで捕まったとき、いろんな悪事を自白してもらうためにもね……」


    「前ぜん言げん撤てつ回かいだな。女は怖い」


    　ゼノンの末路を確認して、ミオとトマスは顔を見合わせた。


    　それから互いに親指を突き立て、にっこり笑う。


    「はじめまして、トマス」


    「おれはずっとお前を見てたけどな。ライナとハチドリの奥からずっと。でもはじめまして、ミオ。おれの名を呼んでくれてありがとう。おかげでこうやって出て来られた」


    　ミオは不思議そうにトマスを見上げた。ハチドリやライナとは違う、柔らかくて、温かい笑え顔がお。違うのに、ずっと前からその笑顔を知っていたような、そんな不思議な気分になった。


    「そんなふうに笑うんだ」


    「ん？　変かな」


    　トマスはそう言って首を傾かしげ、またにっこり笑う。


    　ライナともハチドリとも性格が違う。けれど決して初対面とは思えない。トマスの言うとおり、ずっとミオを見てくれていたのだろう。ハチドリとライナの奥に隠れて、そして危ないときにいつもいつも、このひとがわたしを助けてくれていた。ハチドリとライナからときおりにじみ出ていた優しさは、きっとトマスを源泉にして外へこぼれ出たものだろう。


    「いつも、あなたが助けてくれてたんだね」


    　そう問いかけると、トマスは照れくさそうに鼻の頭を搔かいて、それから床ゆかへ崩れ落ちた。


    「え？」


    　驚いて、我に返り、慌あわててミオはバルコニーの床に膝ひざをついて、血まみれのトマスを自分の胸に抱きかかえた。


    　トマスは悔くやしさと照れくささを一瞬で表情から消し去って、右上じよう腕わん部ぶの傷口に指を突っ込み、付着した血を舐なめて、顔をしかめ吐き出す。


    「……ついてないな。やっとお前と口をきけたってのに。もっと話していたかったな」


    　ライナみたいな軽口を叩たたきながら、ミオを見上げる。


    「お別れだ、ミオ。お前は早くここから逃げろ。おれは行くところがある」


    「え？　……なに言ってるの？」


    「ミズカブト。五、六時間で対象を確実に殺す毒だ。しかもキリアイが調合した特別製。おれはもう助からない。たぶん、夕方くらいには死んでる。その前にイラストリアリに復ふく讐しゆうしないと」


    「ちょ、ちょっと待って、こんなときになに言って……」


    「お前はもう自由だ。清きよ顕あきのところへ行け、早く」


    「で、でも!!　あんたがこのまんまじゃ、わたし……」


    「だから……おれはいいんだって。どうせ死ぬんだから。さっさと行け。おれは少し休んでから、上に行く」


    「ちょ、ちょっと待ってよ、そんなん違うでしょ、だってやっと会えたのに……」


    　ミオのためらいを見て取って、トマスは笑う。


    「おれは人殺しだし裏切り者だし復ふく讐しゆうの鬼なの。多島海の連中が上陸してきても、おれは一緒には行けない。エアハント島ではおれのせいで大勢死んだからな。連中に会ったら捕ほ縛ばくされて銃じゆう殺さつだ。お前とはもともと、違う世界の人間だから。ここに置いてけ。お前は行っていいんだよ」


    「でも、そんなの、わたしだって、捕まったらただじゃ済まない……！」


    　ミオはバルコニーの床ゆかに膝ひざを流して座り込み、トマスを胸に抱き上げたまま途方に暮れた。彼の血は流れ出ていって、時間とともに力が失われていく。こんな身体からだで教きよう皇こうイラストリアリの暗殺にむかっても、教皇を護衛しているのはパトリオティス最強のアトリだ。なにもできるわけがない。そして多島海連合軍が上陸してきたとしても、トマスとミオを発見したなら捕縛するだろう。多島海側から見たらふたりとも、エアハント島の重要情報をウラノスに流し「オペレーション・ジュデッカ」という惨さん劇げきを招いた憎むべきスパイだ。つまりいまやトマスとミオは、ウラノスにも多島海にも居場所がない。


    「清きよ顕あきならなんとかしてくれる。お前の正体を隠して、匿かくまうことだって可能だ。とにかく清顕に会え。あいつはお前のためにここに来たんだ。お前のことがなにより大事なんだ。その気持ちさえあれば、どんな無茶だってお前のためにやってくれる」


    　そんなことを言われても、トマスをここに置いていけない。ためらううちに、着ている白いチューブトップドレスが、流れ出るトマスの血に染まっていく。なんとかしてみんなが助かる方法を考えなければ。


    　ためらうミオの耳に、高いプロペラの響きが届いた。


    　見上げたなら、ユリシス宮殿直上に、ひときわ激しく嚙かみ合う二機の戦闘機があった。


    　先ほどまで戦闘機が縞しま目めをなしていた空が、敵味方ともその一騎討ちに見ほれてしまっているのか、二機のまわりだけ舞い飛ぶものなく晴れ上がり、誰ひとり手出ししようとしていない。決戦の真っ最中に、敵味方が手を止めて、この一騎討ちを見守っている……！


    　ミオはその二機へ目を凝こらした。見たこともないような円舞と円舞の絡み合いだった。決してきれいな円周ではなく、わずかずつねじれ、内側へひねり合うような不ふ可か思し議ぎな曲線が幾重にも折り重なり、空戦というより天空のダンスを踊っているよう。激しい動作を制限する側壁も天井も、着地するフロアもない、広大すぎる空を舞踏会場とした選ばれしものふたりの戦舞──。


    　誰が戦っているのか。


    　いま、わたしの頭のすぐ上で戦っているひとは。


    　世界の命めい運うんをかけて、この激しくも美しい一騎討ちに挑いどむ飛空士の名は。


    　──来た。


    　嚙かみ合う二機が高度を落とし、ユリシス宮殿の前庭に差しかかって、それから機首を上げ、まっしぐらに天宮目がけ駆かけ込んでくる。


    　先ほどの斑いか鳩るがの突入により、損傷を受けたバルコニーの手すりの隙すき間まから、ミオはその二機を見み据すえた。


    　すさまじい戦闘速度で飛来しながら、二機共に宮殿の直前で機首を跳ね上げ、野ウサギが跳躍するようにミオの頭上を飛びすぎていく。


    　耳を聾ろうするプロペラの咆ほう哮こうが降ふりおりてきたその一瞬、追われる機体の機首に黒ウサギのノーズアートを見た。


    「清きよ顕あきっ!!」


    　待ち人の名を、ミオは叫んだ。清顕がいま、この直上で戦っている。


    「勝って、清顕っ!!」


    　届かないことはわかっている。けれど、渾こん身しんの力で、ミオは空へ祈る。


    「あなたなら、できるっ!!」


    　ミオの脳のう裏りには、焼かれたオデッサの情景が蘇よみがえっていた。


    『ぼくは、ウラノスをぶっ潰つぶす』


    　あの誓ちかいから、およそ七年半。長い年月を積み重ねて、互いに離ればなれになり、そしていま、この場所であの約束が果たされようとしている……！


    　ミオは、トマスを胸に抱いたまま、空を仰あおぐ。


    「あなたしか、できないっ!!」


    　ミオの声に応こたえるように、澄み切ったプレアデスの空を、清顕が飛ぶ。


    　未来を翼に乗せて。戦争のない世界をつくるために。その夢が、もうすぐそこにある。


    『わたしも、清顕と同じ夢、見させて』


    　あのときの自分の声が、いまこの空に響いた。もう同じ夢を見る資格さえないわたしだけど、


    　せめてあなたのために祈らせて。


    　あなたにのしかかる重力だけが軽くなり、風があなたのために吹き、雲があなたのすがたを隠しますよう。光があなたの背後に回り込み、敵の目を正面から射抜きますよう。どんなに荷か重じゆうがかかっても、機体は頑がん丈じようにその構造を守り抜くよう。すべての空戦因子が、あなたの味方となって翼に作用しますよう。


    　わたしの祈りよ、清顕へ届け。わたしの魂たましいよ、清顕の力になれ。


    　ミオは目をひらき、傷ついた身体からだに残された力をすべて振り絞るように叫んだ。


    「約束したよね、清顕っ!!」


    　空よ、わたしの祈りを清顕へ届けて。


    　空の神さま、わたしたちに勝利を。


    



    



    「カーナ……シオン……っ!!」


    　襲おそいくるＧに耐えて耐えて堪たえ忍びながら、清きよ顕あきは倒すべき敵の名を口こう腔こうの奥で嚙かみつぶした。


    　真正面から一対一でやりあうのはこれがはじめてだ。わかってはいたが、強い。先ほどのサソリなど相手にもならない。もしもカーナシオンがオルテガに乗っていたなら、プレアデス制空など夢のまた夢だっただろう。


    　清顕はあらゆる戦技を尽くして逃げる。そして隙すきあらばカーナシオンを前方へつんのめらせようとする。緩かんロール、雲をついたてにした逃走、フラップを利用した空中ブレーキ、いずれも全く効果がない。速度の殺し方は一級品であり、機体のわずかな針路変更にも騙だまされることなくぴたりと追尾してくる。


    　──なんという戦技……!!


    　清顕は呆あきれる。これが「空の王」だと思い知らされる。カーナシオンが野生の豹ひようだとしたならば、サソリたちが操あやつるオルテガなど、飢うえた野の良ら犬いぬに等しい。研ぎ澄まされた俊しゆん敏びんさ、抜け目なさ、獲え物ものを確実に追い込む知性、すべて桁けたが違う。


    　──狩られる……!!


    　このままこれをつづけていたら危険だ。徐々にカーナシオンの技術が清顕を上回り、わずかずつ互いの相そう対たい距離が縮まりつつある。もともとアリスアクトゥスの性能は斑いか鳩るがを凌りよう駕がしているから、たとえ技術が拮きつ抗こうしていたとしてもこちらに不利な戦いなのだ。


    　──ならば、地形を利用するしかない……!!


    　眼下にプレアデスの地表面を確認し、思い切り高度を下げて、地面すれすれを飛ぶ。


    　緑の起き伏ふくが風防前面を流れ去っていく。いきなり現れた樹木線が、こちらの下腹をひっかきそうなほどの低高度。これを追尾するのは難しい。射撃する際に必ず機首を下げねばならず、下へ手たな操縦をしたなら自分が地面に激突する。


    　清顕がこの手段を使ったなら、追うことのできる飛空士は限られる。実戦ではほとんど、これに追尾してくる敵機にはお目にかかったことがない。前方の立ちふさがった山地の山やま肌はだぎりぎりに機体を沿わせ、傾斜を駆かけ上がって尾根を越え、後方を振り返る。


    　カーナシオンは当たり前のように追尾してくる。それどころか、こちらとの距離を詰めている。息を呑のむ。絶望にも、呑まれそうになる。


    　──ぼくの戦技が通用しない。


    　アクメドに匹ひつ敵てきする技術をもつ相手に、本当に勝てるのか？　そんな自問さえ清顕の頭ず蓋がいに繰り返し響く。


    　だがしかし、ここまで来て絶望していいわけがない。


    　諦あきらめるな。戦え。おのれのすべてを出し尽くせ。今日まで研けん鑽さんしてきたすべての成果を、この強すぎる敵機へ叩たたきつけろ。


    　おのれを叱しつ咤た激げき励れいし、清きよ顕あきは視界の前方に都市部の摩ま天てん楼ろうを見る。プレアデス右岸、軍都オラトリオ地区。鉄筋コンクリート製の高層ビル群が蒼そう穹きゆうを突き上げるそのただなかへ、清顕はスロットルをひらいて突入する。


    　林立する五十階以上の高層建築。清顕の視界には、まるで自分の行く手に次々に、巨大な剣が天空へと突き上げられるようにも映る。


    　ゼロコンマ一秒、指先の反応が遅れれば次の瞬間、高層ビルの土手っ腹に風かざ穴あなをあけて天に召される。あらゆる集中力を、あらゆる神経細さい胞ぼうを、あらゆる肉体の反応速度を、このひとときに圧縮させて愛機へ伝える。


    　人馬が一体となる。時速八百五十キロメートルもの高速で摩天楼の狭はざ間まを駆け抜ける。カーナシオンが追ってきているのか、いないのか、確認するヒマもない。いまの敵はとにかく目前の摩天楼だ、これをすべて越えて飛ぶしか追尾を引きはがす方法はない。この追尾を引きはがさなければ、自分は死ぬ。イリアにも、ミオにも、もう会えない。ここまできてそんな結末を迎えてたまるか。勝つ。必ず勝つ。そしてみんな笑え顔がおで帰るんだ、ぼくたちの故郷へ。


    　祈りと共に、コンクリートの剣が峰を突破した。


    　いきなり視界がひらける。プレアデスの平野部。眼前にペトラ山地の稜りよう線せん。


    　後方を振り返った。


    　カーナシオンは、もはや相そう対たい距離三百メートルにまで寄せていた。


    「バケモノ……!!」


    　吐き捨てる。清顕の命を賭としたアクロバット飛行に、当たり前のように追尾してきた。しかも距離を詰めてきた。


    　──お前のほうが上なのか。


    　──お前のほうがぼくより強いというのか、カーナシオン……!!


    　また弱気の虫が思考を撫なでる。清顕はその虫がささやいた瞬間、思考から蹴けり出す。


    　勝てる。必ず勝てる。自分を信じろ。自分が信じてやらなくて、いったい誰が自分を信じてくれるというんだ。


    　清顕は残った力を操縦桿かんに込めて飛ぶ。


    　この一騎討ちは敵味方全員が注視している。これに勝ったほうが制空戦の機運をつかむ。戦場の雰ふん囲い気きを一気に自軍へ傾け、やがて全軍の勝利をつかむだろう。


    　もう時間がない。このまま逃げるだけでは、数秒後に必ひつ中ちゆうの距離へ寄せられて撃げき墜ついされる。


    　逆転の戦技は、ただひとつ。世界の運命が、次の戦技にかかっている。敵機カーナシオンは間違いなく最強の敵だ。どう考えたっていまの自分より数段強い、現代最強の飛空士だ。だからこそ、この敵を超えるには、こちらの最高の戦技に賭かけるしかない……！


    　ペトラ山地を飛び越えた。目の前にエヴァンゲリス地区の町並みが広がる。彼方かなた、ユリシス宮殿の威容が白くかすんでいる。あそこにミオとイリアが囚とらわれている。


    　清きよ顕あきは宮殿を目がけて加速した。


    　心しん胆たんを整えた。迫りくる宮殿を見み据すえながら、最後の戦技を繰り出すその瞬間を見定める。こちらにとって最大のピンチを一気に最大のチャンスへ変換せしめる、究極の一手。


    　──蛇へび撃うち。


    　かつて清顕の父、坂さか上がみ正まさ治はるがイリアの父、カルステン・クライシュミットを墜おとしたとされる伝説の戦技。セントヴォルト帝国では「フィクションの戦技」と公言されているこの技は、追尾されている側がいきなり機体を立てて追尾する側を前方へ押し出したのち、再び機首を寝かして自分が後方へつく、シンプル極まりない戦技だ。


    　そして単純であるがゆえに究極といえるほど難しい。幾多のエースたちがこの技へ挑いどみ命を散らした結果、いまではほとんどの航空隊が「蛇撃ち」に挑戦すること自体を禁じている。


    　蛇撃ちが不可能とされるのは、その減速荷か重じゆうに機体と肉体、ふたつが耐えられないからだ。挑戦者たちは機体と肉体のいずれかひとつ、あるいは両方を破壊され、あるものは大けがを負い、あるものは命を落とした。


    　できない、と清顕も思っていた。しかし第二次シエラグリード沖海戦において、アクメドが目の前で蛇撃ちを完かん遂すいしてみせた。フィクションではない、できるのだ。技を託された清顕はあれ以来何度か試し行こう錯さく誤ごを重ねて問題点を研究し、自分なりの結論に達した。


    　機体への負担は、あらゆる空戦因子を読み取ってゼロコンマ数秒のうちにミリ単位の操縦桿かんさばきで軽減し、肉体への負担は気合いと根性と勝利への執念で乗り越えるしかない。つまり精密機械の冷静さで機体の構造限界寸前まで操縦桿を引いて機体を立て、その直後、日ごろから鍛きたえ抜いた肉体と精神と魂たましいで減速荷重に打ち勝って操縦桿を前方へ押し込んで機体を寝かせたなら、蛇撃ちは完遂される。極限の繊せん細さいさと強きよう靱じんさをゼロコンマ数秒のうちに同時に要求される、究極の空戦技術といって差し支えない。


    　これまで一度も成功したことのないその一手を、いまここで成功させねば、世界の命めい運うんがそこで尽きる。


    「やってやる、来いカーナシオン、決着をつけてやる!!」


    　カーナシオンが寄せてくる。空間を通じて、カーナシオンの声が聞こえてくる。


    　──わかっているぞ。師し匠しようの技を狙ねらっているのだろう。


    　看かん破ぱされている。わずかな焦あせりが清顕に生まれる。


    　──あれはアクメドにしかできない。


    　──お前がアクメドの弟子だというなら、わたしの前でやってみろ……。


    　カーナシオンは、さらに詰める。もう、必ひつ中ちゆうの距離に達する。


    　──蛇撃ちを、完遂してみろっ!!


    　清きよ顕あきは眼前に、そそりたつユリシス宮殿を見み据すえた。前方いっぱい、天空へむかいそびえ立つ巨大な壁だった。背後では、カーナシオンが相そう対たい距離百メートルを切っている。引き金を引けば必ず当たる絶対射しや程てい。


    　眼前にユリシス宮殿。後方にカーナシオン。


    　飛ひ翔しようする清顕は、その一瞬にすべてを賭かけた。


    　──みんな。


    　操縦桿かんを握りしめる。歯を食いしばる。息を止める。巨人のハンマーの衝しよう撃げきに備える。


    　──ぼくに力を。


    　目を押しひらく。空へ、祈る。死んでいったすべての仲間たちへ。いまを生きるすべての仲間たちへ。これから地上を生きていく、すべての命たちへ。


    　──勝利を。


    　そのまま操縦桿を、思い切り引き付けた。


    　眼前に立ちはだかっていたユリシス宮殿が、消失する。


    　目の前に、光の奔ほん流りゆう。光のむこうに、青空。


    　すべての臓器がひしゃげる。不ふ可か視しのハンマーが、骨と内臓と筋肉をまとめて砕くほどの勢いで、清顕の全身へ振り下ろされる。


    　直進していた機体がいきなり天空をむいた衝撃が、そのまま斑いか鳩るがの両翼へかかる。ジュラルミンが絶叫する。沈ちん頭とう鋲びようが弾はじけ飛ぶ。構造材が歪ゆがみ、しなう。


    　不可視の巨大なハンマーが、時速八百五十キロメートルのエネルギーを清顕の肉体へ叩たたきつける。そのエネルギーをすべて身に浴びながら、操縦桿をつかむ指先は機体の構造限界をミリ単位で感じ取るべく、精密細心の冷徹さで斑鳩の声へ耳を澄ます。


    　肉体と頭脳と神経すべてへ、このゼロコンマ数秒のうちに、人生最大の荷か重じゆうがいきなり同時に降り注ぐ。


    　全ぜん細さい胞ぼうが沸ふつ騰とうし、血液は逆流する。


    　清顕の視界が、青から白へ変わる。意識が、遠のく。なにも、見えない。


    　ただ光だけがある。


    　──清顕。


    　真っ白で透明な、けがれない光。光のうちに、父母の声を聞く。姉、由ゆ美み子この微笑ほほえみを見る。


    　──耐えろ、坂さか上がみ。


    　師アクメドとレオ。ルル、サナトラ、カンダタ。新にゆう田た原ばる聯れん介すけとダムバゾリク。いなくなったひとたちが次々に、清顕の名前を呼ぶ。背中へ手を差し伸べる。


    　遠のいていたものを、つなぎ止める。かすかな風の音を、清顕は聞く。柔らかく、温かく、いい匂においがする。どこか懐なつかしい、草原の風。


    『きみを信じてる』


    　紫むらさきかぐらが、草原で風に吹かれながら、清きよ顕あきへ微笑ほほえみかけていた。


    　清顕の視界はかぐらを飛び越え、丘の起き伏ふくを越えた。


    　真っ青さおな海を背景にして、イリアが風に吹かれていた。


    『きみが、戦争を終わらせるんだ』


    　愛いとおしい微笑みが、清顕にむけられた。


    　清顕は海を見やった。その上に広がる、真っ青な空を仰あおいだ。


    　甘い香りが伝った。ミオが笑っていた。


    『あなたなら、できる』


    　ミオは血に塗まみれた白いドレスを着て、空へ手を差し伸べていた。


    『あなたしか、できない』


    　そんな声を、清顕は聞いた。


    『約束したよね、清顕』


    　清顕は目をひらいた。


    　視界が、白から二月の青に埋もれる。


    　──どんなに荷か重じゆうがかかっても、機体は頑がん丈じようにその構造を守り抜くよう。


    　空から、そんな声が伝ってくる。


    　──すべての空戦因子が、あなたの味方となって翼に作用しますよう。


    　翼の叫びが、消える。肺が、いっぱいに酸さん素そを吸い込む。


    　──わたしの祈りよ、清顕へ届け。


    　引き付けていた操縦桿かんに、清顕は気づく。


    　これ以上引いていては、いけない。


    　──わたしの魂たましいよ、清顕の力になれ。


    　渾こん身しんの力を両腕に込める。


    「ミオ」


    　その名前を、呼ぶ。


    　──いま行くよ、ミオ。


    　まなじりを押し開く。跳ね上がりそうな首を、前方へ押さえつける。巨人の石いし鎚づちのごときＧを満身の力で跳ね返す。


    　眼前いっぱい、無限の青空があった。


    「おおおぉぉっ!!」


    　ここにいない皆が、全員清顕の腕に手を添えて、操縦桿を前へ押し込む。


    　幾億の光の粒りゆう子しが、清顕の周囲に弾はじける。この光たちは、ここにいないすべてのひとびとの祈りだ。機体と肉体、鉄の分子と細さい胞ぼうのあらゆる狭はざ間まに光たちが充みち満ちて、力をくれる。不可能を可能に変える。


    　高い風かざ切きりの音が風防を叩たたく。


    　減速荷か重じゆうが、消え失うせる。


    　光が戻る。揺れ動くおぼろな視界に、アリスアクトゥスの尾翼が映り込む。


    　カーナシオン。


    　必ひつ中ちゆうの距離。


    　直感がささやくと同時に、清きよ顕あきは斑いか鳩るがの全砲ほう門もんをひらく。


    　清顕とカーナシオンの狭間の空間を、炎が埋める。


    　焼けただれた三十七ミリ機関砲弾、二十ミリ機き銃じゆう弾だん、何百もの火か線せんが、カーナシオンの全身を貫つらぬく。


    「空の王」が一瞬、笑う。


    　全身から血のような炎を噴き出し、黒くろ薔ば薇ら色の黒煙をまとって、吹き飛んだ翼とちぎれ飛んだ装甲のむこうで、新たな「王」へ笑いかける。


    　透明な青に咲いた散さん華げの炎と共に、天空の玉座が新たなる王へ譲ゆずり渡される。


    　──黒ウサギ。


    　まるで安あん堵どしたかのような、そして心から満足したかのような、空に生きる男の声を清顕は聞く。


    　──感謝する。


    　幾千億の鉄分子となり、空間へ砕け散りながら、かつての王が、清顕へそう伝える。憎い敵のはずなのに──空でしか生きられない男の矜きよう持じが胸を焦こがす。


    「黒くろ豹ひよう」カーナシオンは炎の球となって、ユリシス宮殿本殿に激突した。


    　清顕は宮殿の直上を飛び越える。本殿中腹から、炎が吐き出される。


    　──お前が、空の王だ。


    　清顕は空を見上げる。火傷やけどを負う以前のカーナシオンと、その傍かたわらにアクメドの幻げん影えいを清顕は見た。ふたりの空の英雄は、戦いのない空から清顕へ笑んでいた。


    　清顕は天頂を目指し駆かけ上がった。


    「勝った」


    　通信器へ、そう告げた。


    「カーナシオンを墜おとした!!」


    　宣言すると、スピーカーから絶叫にも似た仲間たちの歓声が届く。


    「勝つぞ、もう敵に超エースはいない、ぼくたちが勝つ!!」


    　言い放って、清顕はさらなる敵を求めプレアデスの空を飛ぶ。


    　仲間たちが勇気づけられる。まだ敵は三、四倍はいるが、しかしものともせずに襲おそいかかる。


    　三機のオルテガは墜ちた。カーナシオンも墜ちた。


    　恐るべき敵はもういない。あとはこちらが編隊空戦を駆く使しして、一丸となり、この空から敵機を駆く逐ちくするまで。その訓練は、ここに来るまでに血ち反へ吐どを吐くまで繰り返してきた。相手のほうが数は多いが、こちらはひとりひとりが一いつ騎き当とう千せんのエースへと成長している。生なま半はん可かでは撃げき墜ついされない。


    　清きよ顕あきは空を上り詰め、半ロールを打って空域を見渡した。


    　激闘に次ぐ激闘により機体も肉体もぼろぼろであり、ペアを組むイリアはもういない。いまこそ自分が先頭に立って、空を切りひらいていかねばならないのだが、肝心の肉体がついてきてくれない。


    『清顕、少しサボってていいよ。きみは働きすぎだ』


    　スピーカーからそんな声が届いた。左へ振った清顕の目に「風の紋もん章しよう」が映り込む。


    　カルエルが併へい走そうしながら、清顕へ手を振っていた。


    『ここは任せて』


    　ほっ、としたものを清顕は感じる。カルエルがいてくれたら任せて大丈夫だ。


    「お言葉に甘えて、少し休むよ。頼んだ、カル」


    　カルエルは清顕の傍かたわらを航過しながら片手をあげて了承した。その面おももちからは地上での穏おん和わなものは消え失うせて、すっかり獰どう猛もうで高貴な鷹たかへと変じていた。オーディン航空隊内の模も擬ぎ空戦において、清顕とほとんど互角の戦績を収めた男がいま、ついにたどり着いたこの空を制するために動きはじめる。


    　──そうだ。カルにとってもここは、長い旅の終わる場所なんだ……。


    　清顕は、頼もしい友人の翼を見上げた。きっと彼が制空戦に決着をつけてくれる。この空を必ず勝ち取ってくれる……。


    



    



    　空の声に耳を澄ます。


    　敵味方のプロペラが大気を嚙かみ破る音ではなく、二十ミリ機き銃じゆうの耳を聾ろうする咆ほう吼こうでもなく、砕け散る機体の断だん末まつ魔までもなく、それらのむこうから響く、空の声をたぐり寄せる。


    　左斜め上方、三機。右下方、二機。左下、二機。こちらを目がけて忍び寄っている。だが空が「抜け道」を教えてくれる。わずかに機体を傾け、機速をあげて、示された方向へ。


    　いましがたカルエルのいた場所が、七機の敵機が同時に吐き出した火か線せんに食い破られる。あえなく同士討ちとなった敵機が、バラバラに砕けてプレアデスへ墜おちていく。カルエルは淡々と飛び、目の前の敵を墜とす。ひたすらそれを繰り返す。


    　その戦いぶりは、まるで光をまとっているかのように、敵味方の目を引く。血で血を洗う空戦場にあって、彼だけがその汚お濁だくと無関係に、ひとり清せい冽れつでありつづけている。


    　変なのがいる。敵はだんだんそれに気づく。勇ゆう敢かんなものが、その変なものに挑いどんでいく。だがあらゆる攻撃が事前に察知され、すり抜けられる。まるで風を追うようにつかみどころがない。その飛ひ翔しよう体たいはおのれだけが異なる次元に存在するようにひょうひょうと空を泳ぎ抜け、そして、行く手に存在する銀ぎん鼠ねず色を排除する。


    　風が味方している。そのようにしか見えない。誰にも公平に吹くはずの風が、まるで一方的に「彼」だけを愛し、寄り添っているかのような──恐怖。


    　それを感知した瞬間、魔女の群れが割れる。


    　銀鼠色が避けた天空の青い道を、カルエルはひとり、風の紋もん章しようと共に進んでいく。


    　操縦桿かんを握るカルエルの表情は、地上で呑のん気きそうに笑っているそれとは異なり静せい謐ひつだ。周囲を魔女に取り巻かれながらもひとり粛しゆく々しゆくと空の小道を行く風の騎士──。


    　怯おびえる魔女が道をあける。新たな魔女が群れに加わり、美しい騎士を取り巻いていく。それでも騎士は構うことなく敵意の森を踏み越えていく。


    　やがて森の最さい奥おうに至り、魔女は一斉に騎士へむかい手に持った鎌かまを薙なぐ。


    　一いつ颯さつの風が、鎌の隙すき間まを通り抜ける。


    　風の騎士はひとり優雅に空の道を行き──あとにはただ折れた鎌と、砕けた魔女たちの残ざん骸がいがきらきら蒼そう穹きゆうに霧む散さんしている。


    　生き残りの魔女たちが気づく。この絵本に出てくるような美しい騎士の眼まな差ざしの奥に閃ひらめく、誰よりも獰どう猛もうで無慈悲な色に。煌きらびやかな外見に惑わされてはいけない。こいつの中身は飢うえた獣けものだ。その事実に気づき、一斉に飛び退のこうとした魔女の群れへ、さらに二颯、三颯、新たな風が襲おそいくる。華麗にして獰猛、無慈悲。風の騎士の舞が、魔女の群れをずたずたに斬きり破る。


    　風の紋章が閃くたびに、魔女アリスが薙なぎ倒されていく。


    　誰も抗あらがえない。挑いどんだなら、その場で叩たたき墜おとされる。流麗かつしなやかに、騎士は自みずから切り開いた天空の王道をゆく。


    　魔女の群れの腰が引ける。


    　こいつはなんだ。存在そのものが異常すぎる。逆らってはならない。近づいてもならない。踏み込んだ刹せつ那な、自分は粉こな微み塵じんに砕けてこいつの周囲の風になる……！


    　乱れた魔女たちのまっただなかへ、カルエル率ひきいる空中騎兵たちが突っ込んでいく。びしりと隊列を組み上げ、統制の取れた動きで、逃げまどう魔女たちを鉄てつ蹄ていで踏みにじる。


    　プレアデスの空が、青せい銅どう色に染まっていく。


    　先頭を引っ張るのはカルエルだ。イスラ航空隊だけでなく、ワルキューレもヴォルテック航空隊も、次々にカルエルが切り開いた空域へ躍おどり込み、自らの翼を広げて、割り入ろうとする敵機へ編隊を組んで襲いかかる。


    　カルエルは周辺空域へ目を凝こらす。


    　草くさ薙なぎ航空隊の爆ばく撃げきが成功し、新あら手てのアリスアクトゥスはあがってこられない。第二次制空戦の開始直後、四～五倍だった敵機が、いまは二倍近くにまで減っている。


    　ならば行ける。味方を焚たきつけろ。士気を高こう揚ようさせるのだ。ここで戦闘意欲を燃え立たせたなら、二倍の敵など恐れるに足りない。


    　風の剣を構える。さらなる光を身にまとう。流麗な足さばきで、カルエルは魔女の群れへ割って入り、内側から食い破る。


    　そして部下たちを振り返り、騎士は凜りんとして命ずるのだ。


    「つづけ、戦士たち」


    　天空の王子らしく、優雅に微笑ほほえみ。


    「行くぞ。ニナ・ヴィエントのもとへ」


    　風の紋もん章しようを掲かかげ、魔女の群れをものともせず、囚とらわれの姫の名を呼び、光の航跡を曳ひきながら銀ぎん鼠ねず色の皮ひ膜まくを一直線に斬きり裂いていく。


    　風と光の舞。


    　誰にも真ま似ねができない。幾多の超エースが同じ空を舞おうとも、カルエルの舞は誰とも曲調が異なっている。誰よりも優雅に洗練されて、誰よりも獰どう猛もうに無慈悲に、そして誰よりも光と風を身に受けて、この空を自みずからの色彩で塗り潰つぶすまで、美しく残酷な舞は終わることを知らない。


    　青せい銅どう色の翼たちは、カルエルの舞に酔いしれた。そして共に舞うことを望んだ。この風と光を身に受けながら戦ったなら、負けるわけがない。どんな敵だって打ち破ることができる。天空の魔城プレアデスだろうが、風の騎士はきっと悠々とワルキューレの旗を打ち立て、囚われの姫を助け出すだろう。


    　戦士たちが歓喜する。かさにかかり攻勢に転じる。思わずひるみ、腰の引けた魔女の群れを、一いつ塊かいの槍やりとなって穿うがつ。それから破れ目を押し広げる。修復不可能なほどに、内側から四方八方へ引きちぎる。


    　それから──カルエルは空域の一点に、さらなる希望を感じ取り微笑む。


    「来た」


    　プレアデス右岸に広がっていた黒雲が晴れて──。


    　カルエルたちがいるユリシス宮殿上空へむかい、まっしぐらにむかってくるふたつの機影。


    　彼らが存在する空域が、まるで輝かがやいているように見える。カルエルは勝利を確信する。敵の群れを斬り裂きながら、彼らを迎え入れる。


    　カルエルのすぐ傍かたわらを、師と仰あおいだひとが飛びすぎる。搭乗席から一瞬、こちらへ手を振るのが見て取れた。


    「ぼくらの勝ちだ」


    　カルエルは呟つぶやいて、プレアデス左岸へ翼を広げるアイレスⅤを見送る。


    「海猫さん」


    　カルエルの傍らを飛びすぎた海猫は、左岸の戦闘空域を見渡す。


    　カルエルの常じよう軌きを逸いつした戦いぶりは、彼方かなたからもいやというほど海猫にはわかった。カルエルは自分を師と仰あおぐが、海猫は彼を弟子と呼んでよいのか正直戸惑う。


    　実戦時のカルエルはあまりにもすさまじすぎる。地上にいるときや訓練時とは人格が一変してしまって、海猫さえひるむほどの戦舞を刻みつける。魔女たちが及び腰になる理由もよくわかる。実戦の空でカルエルに出会ったなら、海猫も恐らく無事では済まない。


    「きみが味方でよかった」


    　ささやいて、海猫もまた翼を翻ひるがえし、魔女の群れを駆く逐ちくする。敵機は倍近い数だが、こちらの勢いに圧倒されており、炎を噴いて墜おちていくのは銀ぎん鼠ねず色ばかり。


    　──敵にはもはや、劣れつ勢せいを挽ばん回かいできるエースがいない。


    　オルテガ三機とカーナシオンを清きよ顕あきがただひとりで撃げき墜ついした。この事実は重い。空戦は雰ふん囲い気きが勝敗を決する。勝った、と確信したほうが勝つ。その確信を運んでくるのがエースの仕事だ。いま、味方には「勝ち」の雰囲気が伝でん播ぱしている。ならば自分の仕事は戦技の限りを尽くし、おのれの存在を誇こ示じして、敵を追い立てるのみ。味方がそれに乗じてくれたらこの空戦は勝てる。


    　──よし。目立とう。


    　海猫はニッと笑う。自分のなかから稚ち気きを捨てきれないことを自じ嘲ちようしながら、それでもいいかなと少し思う。空が好きで、空を愛して、ただその気持ちだけで今日まで飛んできた。幾多の敵を墜おとし、幾多の墜ちゆく仲間を見送って、自分もまたいつか墜ちる日がくるまで飛ぼうと決めた。
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    　この翼が折れるまで飛びつづけること──それが墜ちた敵味方の飛空士に対する、海猫の弔とむらいだった。ただその日が来るまで戦って戦って戦いつづける。それだけの人生でよいと思う。


    　幾多の炎が、海猫の行き過ぎた空へ芽生えてゆく。


    　海猫の航跡は火と鉄の色で彩いろどられる。長い戦いの日々のなかで磨き上げられた戦技は、実直華麗で他の追つい随ずいを許さない。火の色の波動を帯びながら、海猫は優雅にぴんと両翼を張って戦闘空域を自分の色に染め上げる。


    　海猫を中心に、空間がひらく。アイレスⅤの翼の支配する絶対領域。敵機は海猫を中心に舞い飛ぶだけで、近づくことさえできない。海猫はその空間を自在に舞い飛び、敵機へ絶望を植え付けていく。


    　それから──。


    　傍かたわらを飛ぶ「親友」へ目を送る。


    　漆しつ黒こくの機体。ふざけたビーグル犬のノーズアート。あなたと翼を並べ、味方として同じ空を飛べたことを、ぼくは生涯忘れない。


    「武たけ雄おくん。千ち々ぢ石わ中ちゆう尉い」


    　親子の名前を呼んだ。いま真しん電でん改かいの操縦桿かんを握っているのは吉よし岡おか武雄であると同時に、生涯最高の宿しゆく敵てきにして親友、千々石武たけ夫おでもあるのだろう。


    　海猫は傍らを航過していく「魔犬」へ目を送り、軽く手を上げた。


    　吉岡武雄と、そして千々石武夫が二重映しとなって海猫へ口元だけの笑みを送り返す。


    「存分に、千々石中尉」


    　海猫の呼びかけに、魔犬はにやりと笑って応じ、決戦空域を睨にらみすえた。


    　逃げる敵を追い立てても面白くない。敵陣の最も「堅い」ところを穿うがつほうが効果的であり、また戦っていて面白い。魔犬は周囲を見回して最も戦雲の濃い空域を探し求め、発見するや全速で疾しつ駆くする。


    　ただ飛ぶだけで戦闘意欲が空域を歪ゆがませる。歪んだ空間を背後に従え、魔犬はいきなり敵群に躍おどり込むや一気に食い破る。天空の巨きよ獣じゆうに立ちむかう猟りよう犬けんそのものの俊しゆん敏びんさ、獰どう猛もうさ。魔犬の牙きばは巨獣の喉のど笛ぶえに食い込んで離れない。のたうつ巨獣に執しつ拗ように食らいつき、いくらあがこうが転げ回ろうが絶命するまで深く深く、敵の肉へ牙を食い込ませる。


    　やがて──あがくことさえできなくなり、巨獣は光をなくした瞳ひとみを閉じて、力なく地へむかい墜ちていく。


    　魔犬は口元を血に染めて、再びゆっくりと周囲を見回し、新たな獲え物ものを探し求める。食らいついたならいかなる大たい軍ぐんであろうが絶対に容よう赦しやしない。殲せん滅めつするまで戦いつづける。空間がますます魔犬を中心に歪む。


    　魔女の群れが、悲鳴をあげた。


    　風の騎士や海猫や黒ウサギとも全く異なる、魔犬だけの生命の形態。戦闘意欲を物質化するまで練り上げて生命を吹き込んだなら、この飛ひ翔しよう体たいのかたちを取るに違いない。魔犬に近づくな。抗あらがってはならない。頭こうべを垂れて、魔の牙きばがただ通り過ぎることを祈れ。そんな魔女たちの呻うめき声が風に乗って伝でん播ぱする。


    　空が、割れる。


    　戦雲が、ちぎれ飛ぶ。


    　魔犬は、あらゆる敵意を嗅かぎ取り、接近し、食いちぎる。


    　空が、魔犬へ道をあける。誰も行く手を阻はばむことができない。


    　この空を統すべるべきは誰か。誰が空の王か。魔女たちへそんな問いを投げかけながら魔犬は空を食い破っていく。戦えば戦うほど、その牙はさらなる獲え物ものを求め鋭するどさを増していく。


    　もう戦うことさえイヤだ。許してくれ。抗わないから、どうかもう追わないでくれ……。


    　魔女たちのそんな絶望が空域へ響く。


    　魔犬はその絶望さえ食い破りながら、プレアデスの空を蹂じゆう躙りんする。行く道がすべて晴れていく。青せい銅どう色に染まる。戦いの終わりが近い。


    　そして──。


    　魔犬は戦闘空域へ舞い戻る、若き息い吹ぶきへ目を送る。


    　疲ひ弊へいしきっていた翼が、いくばくかの休養を経へて、再び力を取り戻したらしい。


    　傍かたわらを飛ぶ「王」へ、にやりと笑いかける。


    「戻ったか、黒ウサギ」


    　清きよ顕あきが併へい走そうしながら、魔犬へ軽く手を振って答える。


    「息子こいつを頼むぞ、空の王」


    　魔犬も認めた。現代を生きる空の王は、いま傍らを飛ぶこの男だ。もはや誰も敵かなわない。抗うことも許されない。プロペラ戦闘機の時代が終しゆう焉えんを迎えようとしているいま、最後の「空の王」は黒ウサギだ。


    「行け。この空を統べろ」


    「はい。決着をつけます」


    　斑いか鳩るがの操縦桿かんを握り直し、清顕はプレアデス上空を俯ふ瞰かんした。


    　二倍近くいた敵がいつのまにか、こちらの半分にまで減っていた。いまや銀ぎん鼠ねず色は息も絶え絶えとなり、勢いに乗った青銅色に一方的に追い立てられている。


    　無理もない。理り不ふ尽じんにもほどがある。


    　清顕は半ば呆あきれながら、いま自分の頭上に見上げていたものを振り返る。


    　最後の決戦空域に繰り広げられた「空の王」たちの共演は、言語に絶するものだった。あんなバケモノたちが群れ集まってしまったら、千の魔女であろうと太た刀ち打うちできない。光をまとい風を従え、空域に存在するすべての事じ象しようを掌しよう握あくしているかのごとき空戦機動で優勢な敵をほぼ一方的に蹴け散ちらしてしまう王たちの戦舞。もちろん彼らがいくら強かろうとそれだけで五百機の敵に勝てるわけはなく、百五十機の味方隊員たち全員が命を賭としたからこその勝利であるがしかし、戦局の分ぶん水すい嶺れいとなったのは間違いなく三人の王の舞だった。


    　彼らが味方でよかった……。もしも万が一敵として相あい対たいしていたなら、絶対にプレアデス制空などできなかっただろう。心底から胸を撫なで下ろし、清きよ顕あきも残された力を振り絞るようにして、敵機を目がけ空を翔かける……。


    



    　魔女の群れはもはや、戦闘群として機能しなかった。


    　アリスたちを支配した感情は、恐怖だ。逃げなければ、墜おとされる。こんなのは対等な条件の空戦ではない。数は確かにこちらが数倍していた。しかしいくら数をそろえようがこれでは意味がない。


    　逃げまどいながら、魔女たちは後方を振り返り、幻げん視しする。


    　プレアデス上空に「空の王」たちが君くん臨りんしている。


    　抗あらがうことさえ許されない、その隔かく絶ぜつした存在が、あろうことか四人──。


    　天空の玉座から、プレアデスを睥へい睨げいしている！


    　こんなのは空戦ではない。王たちがおのれの存在を誇こ示じするための舞踏会場だ。


    　誰も抗えない。相対することさえ許されない。臣下にできるのはただ跪ひざまずき、恭きよう順じゆんの意を示すことのみ。逆らったならばその場で王の矛ほこがこの胸に突き立ち、地上を目がけ墜ちるしかない……。


    



    　清顕は最後の力を振り絞り、戦いをつづけた。


    　プレアデスの空ではわずかに、勇ゆう敢かんな魔女たちが最後の抵抗を試みている。だがもはや味方の航空優勢は明らかだ。いまならもう、爆ばく撃げきを開始しても差し支えない……。そう思った瞬間、まるでこちらの思考を読んだかのようにスピーカーが鳴った。


    『オーディン爆撃機隊、発進!!　ほどなくプレアデスに到着!!』


    　おおおっ、と戦闘機隊の快かい哉さいがスピーカーから伝う。バルタザールはプレアデス上空の航空優勢を確信し、このタイミングで爆撃機隊を送りこむことを決めたようだ。さらに彼方かなたから観測機までが飛来して、プレアデス直上に占位し、弾だん着ちやく観測に備える。


    　望遠したなら、オーディンが砲ほう撃げき可能距離となる四万メートルまで接近していた。これからいよいよ飛空要よう塞さい同士の砲撃戦がはじまるらしい。オーディン航空隊が航空優勢を獲得したいま、この砲撃戦は弾着を観測できるオーディン側が圧倒的に優位だ。敵観測機はオーディンを観測したくても、戦闘機の護衛を受けられないため近づくことができない。オーディン要塞の五十センチ主しゆ砲ほう塔とう群が正確な観測の支援を受けたなら、プレアデスの地上迎げい撃げき施設はまたたく間に灰かい燼じんと化すだろう。さらにオーディン戦闘爆ばく撃げき機、急降下爆撃機、大型爆撃機の精密爆撃が本格化したなら、ウラノス地上部隊はもはや活動することもできまい。


    　決着が近い。


    　清きよ顕あきは下方、ユリシス宮殿を見下ろした。


    　さっきのカーナシオンの本殿激突により、宮殿は大混乱にある。ダムバゾリクの突入で揺らいだ構造が、カーナシオンによりとどめを刺された格好だ。崩ほう落らくから逃のがれようと、宮殿に住んでいた貴族たちが大慌あわてで建物のなかから吐き出され、家財道具を馬車に詰め込み、どこへ逃げようというのか、とにかくここから脱出しようとしている。この混乱なら不時着しても人込みに紛まぎれて、ミオとイリアを救出できるかもしれない。


    『清顕、カルエルだ。燃料が残り少ない。ニナ・ヴィエントを救出に行きたいが構わないか』


    　スピーカーからカルエルの声が届いた。


    「了解、救出を許可する。気をつけて」


    　了承すると、カルエルがするすると高度を落としてユリシス宮殿の前庭を目指すのが見えた。


    　先ほど不時着したイリアの機体の周辺は、着陸するのに充分な空間がひらけている。


    　自分の燃料計を確認すると、もう残り少なかった。ずっと激しい空戦をつづけてきたから燃料消費が激しい。帰りの燃料を考えたなら、あと五分ほど戦ってから、さっきイリアが不時着した前庭に自分も降りたほうがよさそうだ……。


    



    　†††


    



    　血に塗まみれたトマスに膝ひざ枕まくらをしたまま、ミオは天宮のバルコニーから死闘の決着を見守っていた。プレアデスの空を染め上げようとする青せい銅どう色を見上げ、ワルキューレの勝利を確信する。


    　転じて地上では、宮殿の鳴めい動どうが徐々に激しくなっている。先ほどカーナシオンが激突したのは天宮の上層、本殿六階。イラストリアリの居室のすぐ下だ。


    　ずっとミオの胸に抱かれていたトマスは、目を無理やり押しひらき、それから両足に力を込めて立ち上がろうとする。


    「さて……お別れだ、ミオ。元気でな」


    「ちょっと……！　その身体からだじゃ……」


    　止めようとするが、トマスはミオを押しのけ、ややふらつく足取りでレンジャクの亡なき骸がらへ歩み寄り、短剣を一本と投とう擲てきナイフ数本を引き抜いた。


    「チャンスだよ。このどさくさに紛まぎれてイラストリアリを仕留めれば、ウラノスはもう戦争をつづけられない。本物のウラノス王はあの教きよう皇こうだ。クロノ・マゴスもデミストリも、教皇の操あやつり人形。教皇がいなくなれば、不毛な戦いも終わり。でも教皇を逃がしたら、戦争の意志が継続する。ウラノスはまた別の地で、戦争を再開するだけだ。おれが止めないと。なんせ正義の味方だし」


    　血に染まったトマスはミオを振り返って、平気そうに笑った。体内を巡る毒は、夕方にも彼の命を絶つという。その前に、教きよう皇こうを自分の手で仕留めるつもりだろう。


    「……わたしも、手伝う」


    　ミオの言葉を、トマスは笑って受け流した。それから外を指さす。


    「恋人が来たぜ」


    　ミオはバルコニーのむこうを見晴らした。黒ウサギのノーズアートをつけた斑いか鳩るがが宮殿の上空を旋せん回かいしたあと、先ほどイリアが不時着した傍かたわらへ着陸しようとしている。宮殿の周囲には彼方かなたのオーディンから送られた砲ほう弾だんが着弾しはじめ、前庭は逃げようとする貴族高官やその召使いたちで混乱しており、衛兵たちも仕事どころではない。


    　清きよ顕あきが、ここに来る。


    「イリアが捕まってる場所を教えてやれ。早く行かないと、このままじゃ生き埋めになる」


    　建物全体の振動が激しくなり、天井から砂さ礫れきが落ちはじめていた。もうすぐこの宮殿は崩ほう落らくする。トマスはイラストリアリがいるであろう上階を見やった。


    「教皇はたぶん、屋上の飛空艇を使って逃げようとするはず。火が出たせいで階下には降りられないからな。おれは屋上に行って、ヤツを仕留める。お前は下りろ。元気でな。楽しかったぜ。清顕によろしく言ってくれ」


    　先ほどまでいまにも死にそうにぐったりとしていたくせに、トマスはいま、とても元気そうにそんなことを言う。


    　けれどミオにはわかっている。トマスのこれは、から元気だ。


    　自分を心配させないために、一生懸けん命めい、なけなしの力を振り絞って強がりを言っている。


    　イラストリアリを追えば、生きて帰れないことも、彼はきっとわかっている。この状態でアトリに立ちむかうのは自殺行為だ。アトリの指先一本で、トマスは殺されるだろう。


    　ミオはトマスに歩み寄り、ずっと引き締めていた表情をくしゃりと崩して、すがりついた。


    　血塗まみれのドレスに、またトマスの血が染みた。戸惑うトマスの胸に顔を埋め、ミオはさっきと同じことを、さっきよりも心を込めて言った。


    「……わたしも、手伝う」


    　トマスはしばらく黙って突っ立っていた。そしてゆっくりと両手を持ち上げ、ミオの背中に回す。


    「おれって幸せものだな。お前みたいな素敵な子から、ここまで言ってもらえてさ。いやー、人生まんざらでもないね。生きててよかった」


    「……………………」


    「清顕はいいやつだ。おれの親友だよ。あいつはお前との約束を守って、こんなところまで飛んできたんだ。あんな男いないぜ。最高にいいやつだ。笑え顔がおで迎えてやれ。そんで、あいつと幸せになれ」


    「……トマス……」


    　ミオは顔を上げた。涙がにじんでくる。トマスは笑っていた。


    「おれの人生、ゴミみたいだったけどさ。ゼノンにいいように使われて友達裏切って何人も殺して、こんなとこで毒が回って死ぬはめになって。でも、お前と清きよ顕あきが幸せになれるなら、おれのゴミみたいな人生も、少しは誰かの役に立てたかな、意味があったかなって。そう思えるんだ」


    　ぽろぽろ、ぽろぽろ、ミオの両目から涙が出てきた。にじむ視界のむこうで、トマスは屈くつ託たくなく笑っている。本当は毒が回って苦しいくせに。もう立っているだけで辛つらいくせに。それでもこのひとは、わたしの幸せのために、笑え顔がおでわたしを送りだそうとするんだ。


    「だから行ってくれ。おれのために、清顕のところに。幸せになってくれ。お前がこれからずっと笑って生きていけたら、おれもうれしいから」


    　トマスの手が、ミオの背中から離れた。そしてトマスはきびすを返し、武器を腰のベルトに差して、天宮を離れようとする。


    　残された命の灯ともし火びを振り絞って、イラストリアリのところへ。


    　父母の復ふく讐しゆうのために。同時にこの戦争の意志の源泉を、破壊するために。


    　戦争をここで、終わらせるために。


    　なぜそんなことをするのか、と彼に尋ねたらきっと、正義の味方だから、とか言ってごまかすように笑うんだろう。


    　ミオはその背中を黙って見ていた。涙をごしごし、腕でぬぐった。


    　もう一度顔を上げると、トマスはいなくなっていた。壊れようとする天宮内で、ミオはひとり、立ちすくんでいた。


    　宮殿の鳴めい動どうが大きくなっていく。舞い落ちる塵じん芥かいが、白いかすみとなっている。もうすぐ建物が壊れる。地下牢ろうに囚とらわれたイリアは、このままでは本当に生き埋めになってしまう……。


    　ミオは決意を瞳ひとみに宿して、きびすを返した。それから階下へつづく階段を一気に駆かけ下りた。


    　やるべきことがあった。自分がいまこの状況においてなにを為なすべきか、自分自身が誰よりもわかっている。


    「清顕」


    　待ち人の名を呼んだ。


    「清顕、どこっ!?　返事して、清顕っ!!」


    　複雑な経路をたどり、本殿の一階にたどり着いて、ミオは何度も何度も清顕の名前を呼んだ。逃げまどうひとびとの波を搔かき分け、懸けん命めいに、清顕の名前を叫びつづけた。

  


  
    



    　二十九．


    



    「ゴミどもが。必死こいてわたしを捜しているのだろうが、貴き様さまらゴミの思いどおりになってたまるか」


    　デミストリはいつものように表情を引きつらせ、後宮の上空を覆おおっていく青せい銅どう色の戦闘機たちを見上げてそんな罵ば声せいをあげた。


    「わたしと共に逃げるぞ。いまなら飛空艇で逃げても追っ手はかかるまい。支度をするのだ、早くしろ」


    　ユリシス宮殿後宮、聖堂最上階。


    　クレア専用に改装された個室において、デミストリはクレアに歩み寄ってそんなことを命じる。空戦がはじまり、オルテガが空を飛んでいたころは威勢がよかったが、三機とも撃げき墜ついされたあたりから焦あせりはじめ、オーディン爆ばく撃げき隊が爆撃を開始するや逃げる準備に入った。


    　クレアは毅き然ぜんとデミストリに対たい峙じし、語調を厳しくする。


    「最高司令官が、もう逃げるのですか？　まだ部下たちがこの島で戦っているというのに」


    　デミストリのこめかみに血管が浮かんだ。


    「連中の目的はわたしだ!!　わたしがこの島にいなければ、連中の作戦そのものが意味を失う!!　逃げるのではない、これはウラノスが戦争を継続するための戦術的撤退だっ!!」


    　クレアは首を左右に振った。デミストリを逃がしてはいけない。ここでデミストリに逃げられたら、プレアデスを落としても意味がないのだ。ウラノスの権力中ちゆう枢すうを武力で制圧すると同時にデミストリの身柄を押さえなければ、戦争の意志の源泉が生き延びて、この愚おろかな戦争がつづいてしまう。


    　激しい爆撃音が間かん断だんなく響くなか、クレアは毅き然ぜんと胸を張った。


    「わたしは行きません。連れていきたければ、力ずくでどうぞ」


    　現在、デミストリの護衛は扉とびら付近にいる一名のみ。クレアがうまく逃げ回れば、時間稼かせぎくらいはできるはず。


    「わたしの婚約者が迎えに来ています。わたしはここで彼を待ちます。あなたのような臆おく病びよう者ものに同行して王都を離れることなど、ありません」


    　きっぱりと言い切る。デミストリは唇くちびるをわななかせ、つかつかとクレアに歩み寄り、頰ほおを平手打ちした。


    「わたしがいつまでも優しいと思うなよ？　うん？　ときには厳しいときもあるのだぞ？　理解したか？」


    　クレアは頰を赤く腫はらし、けれど微み塵じんもひるまず、静かにデミストリを見つめる。爆撃の音がさっきから後宮を揺るがしているが、クレアの佇たたずまいは静せい謐ひつだ。


    「あわれなひと。力ずくでひとの心を動かせると思いこんでいる」


    　デミストリの平手打ちがまた飛んだ。しかしクレアはすぐに顔を戻し、静せい謐ひつな瞳ひとみをまっすぐにデミストリへむける。


    「わたしの心を動かしたければ、ここから逃げないことです。部下たちは、あなたを守って戦っているのですよ？　あなたが彼らを激励せずに、いったいどうやって勝とうというのです。あなたが逃げ腰になったなら、もうすでに負けているのと同じではありませんか」


    　三度目の平手打ちがクレアに飛ぼうとしたとき、ウルシラ伯はく爵しやく夫人が室内へしずしずと入ってきた。


    　デミストリは青ざめた表情をウルシラにむける。


    「お前から説得しろ。相変わらずわたしの言葉に聞く耳もたん」


    「そうですか」


    「そのためにお前を雇っているのだ。仕事をしろ。ニナを連れてわたしと共に逃げるのだ、早くしろ」


    「はい」


    　ウルシラは頷うなずいて、クレアへ厳しい表情をむけた。この聖堂で再会してから、ずっとクレアにデミストリと婚こん姻いんを結ぶよう説得しつづけているウルシラだった。


    「伯夫人……」


    　弾だん着ちやくの重い響きが絶え間なく堂内に響くなか、クレアは哀あい願がんするようにウルシラを見る。


    「お嬢さま、いつまでも聞き分けのないことをおっしゃらずに……」


    　ウルシラのいつもの厳しい口く調ちようが、クレアに届いた。


    　思わず涙ぐみそうになるクレアの視界に、ウルシラがポケットから引き抜いた護身用ピストル──婦人の手のひらに収まる、小指ほどの銃じゆう身しんしかない、二十二口径の小型[image: ]けん銃じゆう──が映った。


    「お逃げなさい」


    　ウルシラは反転し、背後にいたデミストリの腹部へ銃口を当て、引き金を引いた。


    　ぱん、と爆ばく竹ちくのような音がして、わずかな硝しよう煙えんがただよう。


    「………………え？」


    　デミストリは自分の腹部を見、それから小型[image: ]銃を握るウルシラを見、撃たれた腹部に痛みを覚えた。


    「えひっ!?」


    　衛兵を呼ぼうと背後を振り返った。しかし扉とびらの前で、首筋から血を流し倒れている。もしやこの爆ばく撃げき音に紛まぎれて、ウルシラに急所を撃たれたのか。


    　青ざめた顔を前へ戻す。ウルシラはデミストリのすぐ面前で小型[image: ]銃のスライドを引いた。二発目を撃つつもりだ。銃身が短いため肉にく薄はくしていなければ当たらないのだろう。水みず鉄でつ砲ぽうのような[image: ]けん銃じゆうだが急所に押し当てて撃てばひとひとり殺すくらいのことはできる。


    「……き……さ……ま……っ!!」


    　ウルシラに裏切られたことをようやく理解し、デミストリは腹部から血を流しながら腰の鞘さやの短剣を抜いた。左手でウルシラの喉のどをつかみ、短剣の切っ先を掲かかげる。


    「伯はく夫人っ!!」


    　クレアの叫び声と同時に、デミストリの短剣がウルシラの胸元を刺し貫つらぬいた。


    　ウルシラの口から鮮せん血けつが迸ほとばしる。デミストリは悪あつ鬼きの形ぎよう相そうで刀身を引き抜くと、ウルシラを突き放し、自分の腹部を見やった。


    「ひ……え……衛生兵っ!!　衛生兵っ!!　撃たれたっ!!　血ぃっ!!　血ぃがぁっ!!　血ぃがぁわたしのおなかかぁらぁぁあぁっ!!」


    　流れ出る血が、デミストリの礼服を染めていく。混乱し、慌あわてふためきながら、デミストリは室外へ叫ぶ。


    「早く来いぃぃっ!!　血ぃを止めろっ!!　早く止めてくれ、出血多量で死んでしまうぅっっ!!」


    　錯さく乱らんしたデミストリに構わず、クレアは石敷き床ゆかに膝ひざをつき、倒れたウルシラを胸の前に抱きかかえた。


    「伯夫人っ!!」


    　見慣れたウルシラのブラウスが、胸から流れ出る血で真っ赤かに染まっている。


    「しっかり!!　死なないでっ!!　お願い、やめて、死んではダメですっ!!」


    　クレアはウルシラの手を握り叫んだ。しかし傷は深く、ウルシラの細身を貫かん通つうしてしまっている。


    　ごぼっ、とウルシラは血を吐いた。それからクレアを見やり、かろうじて言葉を紡つむぐ。


    「お……行き……なさい……」


    　あまりに突然のことに、クレアは理解が追いつかない。


    「なぜこんなことをっ!?　こんな、ここまでのことを……!!」


    　ウルシラが口をあけてなにか言おうとしているが、言葉を形成できない。クレアはその口元に耳を近づけた。


    （カルエルが、来る）


    　細い、頼りない呼気が、かろうじてそんな言葉として届いた。


    （早く、行きなさい）


    　ウルシラは残された力を振り絞って急せかす。


    「早くぅぅっ!!　助けろぉぉぉっ!!　ニナが逃げる、逃げるぞおおっ!!」


    　デミストリもまた、床に膝をついたまま叫びつづける。腹から流れる血が止まらず、動くに動けないのだ。このまま彼が叫んでいたら、新たな衛兵が駆かけつけてくる。せっかくウルシラがくれた逃亡のチャンスが失われる。


    「伯はく夫人……このためだったのですね!?　わたしに婚こん姻いんをすすめつづけたのも、デミストリの味方のふりをしていたのも、全部、わたしを逃がすためだったのですね!?」


    　ウルシラがここでデミストリの言いなりになっていたのは、この機会を待っていたのだ。カルエルがプレアデスに来て混乱を引き起こしたとき、いつでもクレアを逃がせるように、小型[image: ]けん銃じゆうまで準備してこの日が来るのを待っていた。ウルシラの行動はすべて、カルエルが来たまさにそのとき、クレアを自由にするためだった。


    「伯夫人……っ！　伯夫人……っ!!」


    （早く……お逃げ……）


    「なにをしているぅぅっ!!　早く来い衛兵ども、女を逃がすな、おれの女を逃がすなぁぁっ!!」


    　デミストリは叫びつづける。衛兵が来てしまったなら、ウルシラは無駄死にだ。


    　クレアはウルシラをきつく抱いた。イスラでもプレアデスでもクレアのために尽くしてくれたひとへ最後にどう呼びかけるべきか、考えるヒマもなかった。


    「お母さま」


    　クレアからウルシラへ最後に届けるべき言葉があるとすれば、心の内から自然に芽生えたそのひとことしかなかった。


    （お行き、クレア）


    　ウルシラは、微笑ほほえんだ。


    （幸せに）


    　そして、抱きしめた身体からだから力が失われた。


    　胸に抱えたウルシラから流れ出る血が、クレアの胸を、おなかを、ももを濡ぬらしていた。クレアは冷たいウルシラの頰ほおを撫なで、その穏やかな微笑みを見た。はじめて見るウルシラの微笑みだった。最後に伝えたひとことがこの微笑みにつながったなら、それがせめてもの救いに思えた。


    「……幸せになります。世界で一番、幸せになります」


    　表情を引き締めて、ウルシラの亡なき骸がらへクレアは誓ちかった。


    　それからクレアは立ち上がって、袖そで口ぐちで涙をぬぐった。何度も何度もぬぐった。ウルシラの言葉を胸の奥に刻み込みながら、意志の力で涙を抑え込んだ。


    「逃げる気かぁぁっ!?　貴き様さま、まさか、重傷のわたしを置いていくつもりかぁっ!?　わたしは貴様を愛しているのだぞぉぉっ!!」


    　デミストリが青ざめた表情で、膝ひざ立だちの体勢で怒鳴りつけてくる。


    　クレアは毅き然ぜんとデミストリを睨にらみつけると、大おお股またで歩み寄り、思い切り右手を振り上げてデミストリの頰を打った。


    　小気味のよい破裂音と、ぶざまな悲鳴が同時に響き、デミストリは床ゆかへ倒れ込む。


    「うるさいっ!!　それだけ元気なら死にはしません、男なら少し黙っていなさい!!」


    　ウルシラと静かにお別れがしたかったのに、横でぎゃあぎゃあとわめき立てられて、本当に邪魔だった。クレアはデミストリに一いち瞥べつもくれず、捕らえられていた小部屋から走って逃げ出した。完全無欠なまでにふられたデミストリは腹部から出血しながら、駆かけ去っていく最愛のひとの背中を見送るしかなかった。


    「う……ひぐっ……ひ、ひぐっ……」


    　デミストリは床ゆかに横たわったまま嗚お咽えつした。最愛の女性に見捨てられた悲しみに打ちひしがれて泣いた。


    「ひどい……こんなの……えぐっ……うぐぅ……こんなに……好きなのに……っ!!」


    　涙と出血で床を濡らしながら、デミストリは立ち上がる気力もなく、失恋の衝しよう撃げきに打ちひしがれてさめざめと泣いた。


    



    　クレアはもう、振り返らなかった。流れようとする涙をこらえ、なにものにも邪魔されることなく、一気に一階まで駆けおりた。


    　玄関にも衛兵がいない。デミストリの直ちよく衛えい兵へい以外はみな、空戦に気を取られている。クレアはそのまま走り、ついに建物の外へ出た。


    　後宮も大混乱だった。


    　怯おびえた表情の愛あい妾しようたちが、荷物をまとめて次々に逃げ出していく。衛兵も止めようとしていない。職務を放棄し、自みずからも逃げてしまっている。逃げまどうひとびとが口々に、ステファノ地区の住民蜂ほう起きについて噂うわさしている。彼らが怯おびえているのは空くう襲しゆうではなく、スラム街の住民たちの略りやく奪だつだ。


    　空を見上げた。


    　青せい銅どう色をした多島海連合軍の戦闘機が優勢だ。ちらほらと存在する銀ぎん鼠ねず色のアリスアクトゥスは、いずれも青銅色に追い立てられて逃げまどっている。制空戦の決着はついている。ならば、カルエルはわたしを救うため、必ず王の住まいであるユリシス宮殿へ降りるはず……。


    　クレアは即座に、戦闘機が降りるのは前庭だと気づく。前庭から遙はるかに宮殿を仰あおぎ見る景観を建築家が重視したため、庭はそこらの飛行場よりもよほど視界が広く平らだ。自らも飛空機械を操縦するクレアだから、飛空士がどこを不時着地点に選ぶかは判断できる。


    　宮殿にいたらダメだ。構造が複雑すぎてカルエルに会えないし、デミストリの配下が追ってくる危険が大きい。前庭へ行けばきっとカルエルが降りてくる……！


    　クレアはそう決断し、ひとの波を搔かき分け、息せき切って前庭を目指し駆けた。


    　上空ではプロペラの猛たけりがやむことなく響いている。地表面から立ち上った黒煙と煤ばい煙えんがいつも透明なプレアデスの空を暗い色に塗り込めて、その裾すそではひとびとの悲鳴と怒鳴り声と弾だん着ちやくの炎が渦を巻いている。


    　そのただなか、一機──。


    　低空で本殿上空を航過したものが、いままさに前庭に着陸しようとしている……！


    　クレアはもう迷わなかった。本殿を越えて前庭へたどり着き、着陸しようとしている戦闘機へむかい駆かける。


    「カル」


    　ただ確信だけがあった。逃げまどうひとびとを押しのけて、地表を行き過ぎる煤ばい煙えんのかすみを突き破り、息を切らして待ち人のもとへ走る。


    　離ればなれになり、六年半。


    　約束を信じつづけるには、あまりに長い期間だった。けれどクレアはあの約束を抱きつづけた。交わした約束があったから、今日までがんばってこられたのだ。


    『ぼくはここに戻ってくるから!!　きみを奪い返しに、必ず行くから!!』


    　十五歳のカルエルの叫びが、いままた脳のう裏りに蘇よみがえる。


    　──忘れたことなんて、ないよ。あなただけを、待ってたよ。


    　懸けん命めいに駆けるクレアのむかう先──。


    　戦闘機が着陸し、搭乗席から飛空士が翼へ飛び降りた。豆粒のようにしか見えないそのひとが誰なのか、クレアにはもうわかる。


    　身長も伸びているけど。身体からだつきもたくましくなっているけど。わかるよ。


    　駆けた。


    　懸命に、駆けた。名を呼んだ。腕を伸ばした。涙が、こぼれてくる。


    　信じていた。あなたは必ず約束を守って、ここへ来ると。


    　天空の王都へ、幾多の困難を乗り越え、仲間たちと共に必ずこの地へたどり着くと。


    　飛空士がこちらを振りむいた。驚きが、彼の表情に広がる。


    　それから──クレアの名を呼ぶ。彼が、駆け出す。


    　信じてた。


    「カル」


    　クレアは、その胸へ飛び込んだ。


    「クレア」


    　カルエルはただ抱きしめた。


    　交わす抱ほう擁ようの強さが、千万の言葉を排除した。ただこうして互いの背へ両腕を回すだけで、時間なんて消し飛んでしまう。言葉なんて必要ない。たくましくなった手と、胸と、あのころと変わらない温かさを感じって、あとは名前を呼んでいればいい。


    　わたしはただ、世界中を巻き込んで、空を覆おおい尽くす艦隊を率ひきいて、約束を守っていまここへたどり着いたこのひとを抱きとめて、そして涙をぬぐい、笑え顔がおだけ送ろう。


    「カル」


    　名前だけ呼ぼう。


    「クレア」


    　大人になったカルエルがいまここにいる。抱きしめてくれている。涙はいらないとわかっているのに、笑え顔がおだけでいいとわかっているのに、あふれ出てしまうよ。一千億くらいの焼け付く感情が、頰ほおに流れ出てしまうよ。


    　背に回ったカルエルの腕が、もっと強くなる。ただすがりついていよう。もう離れないことを誓ちかおう。これだけ会いたかったのに、これだけ会えずにいたのだ。もう二度と引き裂かれることもない。ウルシラもきっと喜んでくれる。幸せを感じてくれる。


    　わたしはただ、このひととずっと、共にいよう。


    　世界で一番、幸せになろう……。


    



    　†††


    



    　ユリシス宮殿上空から、清きよ顕あきはカルエルの着陸を見下ろしていた。


    　前庭に不時着したカルエルへ、ひとりの人物が駆け寄って、ふたりが抱ほう擁ようを交わすのが見えた。もしやあれがニナ・ヴィエントだろうか。憶おく測そくが爆はぜるが、他ひ人と事ごとに首を突っ込んでいる場合でもない。こちらも宮殿に降りたって、ミオとイリアを助けねばならない。降り立つことのできそうな場所を見定めて、清顕も降下に入った。


    　カルエル機から少し離れた場所に斑いか鳩るがを着陸させ、搭乗席から地面へと飛び降りた清顕の目にまず映ったのは、広々とした庭園の彼方かなたにそびえ立つ壮麗な宮殿と、その中腹から吐き出される炎だった。


    　最初のダムバゾリクの突入と、先ほどのカーナシオンの激突が、宮殿の構造に深刻な損傷を与えている。ほどなくあの建物は崩ほう落らくするだろう。


    　宮殿に住んでいた貴族高官や召使い、その家族たちが大たい挙きよして広い庭へと逃げ出し、上空を舞い飛ぶオーディン航空隊を見上げ、プレアデスの地を揺るがす砲ほう撃げきの音に耳をふさぎ、あちこちで憶おく測そくを怒鳴りあっていた。


    「ステファノ地区で暴動が起きたらしい。数万人の民衆がここへむかってる……！」「ニナの残党がレジスタンスを扇せん動どうしてるって」「ニナは貧乏人どもに人気がある。連中がどさくさに紛まぎれて宮殿を略りやく奪だつしに来たら、ここは本物の地獄だ……!!」


    　宮きゆう廷てい貴族たちが恐れているのは、敵兵よりも味方の庶民たちらしい。これまでさんざん搾さく取しゆしてきた下層階級の人間たちが、この機に略奪されたものを取り返そうと、宮殿へ押しかけることは想像に難かたくない。そしてそうなってくれたら、多島海連合軍としては大変ありがたい。ウラノスの権力階級が庶民によってごっそり追い落とされたなら、戦争継続の意志は大きな変更を迫られる。


    　清顕は頭ず蓋がいの片隅でそんなことを考えながら、息を切らして燃えさかる宮殿へ駆かけた。イリアが囚とらわれたのはどこだろう。そして、ミオはどこにいるのだろう。


    「ミオーーっ!!　イリアーーっ!!　どこだ、返事してくれっ!!」


    　清きよ顕あきは本殿のなかへ入り、大声で呼びかけた。


    　建物のなかに残っている人間は少ない。間かん断だんなくつづく砲ほう撃げき音が建物全体を振動させて、煙と塵じん芥かいが立ちこめ、絨じゆう毯たんや家具や絵画、落ちたシャンデリアなどからあがる火がちらちら、橙だいだい色の光をかすみのなかへ揺らしている。


    　巨大すぎる建物だ。こんなところで人捜しとは途方に暮れる。しかしとにかく呼びかけるしかない。


    「ミオーーっ!!　イリアーーーっ!!」


    　やみくもに大声をあげながら、清顕は宮殿内をさまよった。ときおり、燭しよく台だいや絵画や貴金属、高そうなドレスを麻袋に詰め込んだ一般市民らしき人間が煙のむこうから現れて、宮殿の外に走り去る。めざとく駆けつけた庶民が早くも略奪をはじめているようだ。咎とがめるものは誰もいない。みな、自分の命を守るので精いっぱいだ。清顕がオーディン航空隊の飛空服を着て建物内を走り回ろうが、気にとめるものもない。


    「ぼくだ、清顕だ、助けに来たっ!!　ミオっ!!　イリアっ!!　返事をしてくれーーっ!!」


    　廊下の屈くつ折せつごとにそう叫び、ふたりのすがたを探し求める。設計した人間の頭の中身を疑うような複雑な構造にいらいらしながら、清顕は声を枯らしてふたりの名前を呼びつづける。階段をあがり、火の手をかいくぐって、広い空間に出た。


    　白煙が一面を覆おおっている。煙の隙すき間まから、高価そうなソファーや飾り棚、側壁から天井までつづく彫刻がちらちら見える。


    　たなびく煤ばい煙えんや塵芥に遮られて視程が悪いが、きっと平時なら、貴族たちが群れ集まって無駄話に花を咲かせる大廊下だろう。歴史教科書で、国家間の協定を結ぶときなどに、こうした宮殿の中央の広大な空間に貴族高官が二、三百名ほど集まって、国家首脳同士が仰ぎよう々ぎようしくサインを交わす様子の写真などを見たことがある。


    　しかしいま、貴族らしいすがたはない。天井から降ふりおりる塵芥の皮ひ膜まくがかかり、ちらちらと炎の舌が床ゆかや家具に燃え広がっているのが見受けられ、これから死にゆく宮きゆう廷ていのわびしさが茫ぼう漠ばくとしている。


    　清顕は思いきり息を吸い込み、怒鳴った。


    「ミオーーーっ!!　イリアーーっ!!　清顕だ、返事してくれーーーっ!!」


    　自分の声が、大廊下の奥のかすみへと吸い込まれた。残響がわびしく重なって消えたのを確認し、さらに奥へ踏み入ろうとしたとき、かすかに──聞き覚えのある声が届いた。


    「……ミオ……っ!?」


    　清顕は、かすみのなかへ目を凝こらす。たなびく白煙はいかにも意地悪そうに、清顕の視界を閉ざす。


    　ちらちらと燃え広がる火の手のほうへ、清きよ顕あきは歩を進めていく。こっちのほうからさっき、かすかな声が聞こえた……。


    「ミオっ!!　ぼくだ、助けに来たっ、どこにいるんだ、返事してくれっ!!」


    　煤ばい煙えんにむかって声を張り上げた。オレンジ色の炎たちが、周辺を押し隠していく灰かい白はく色しよくのかすみのなかで清顕を誘うように揺らめいている。


    　清顕はそのおぼろなもやへと手を差し伸べて──。


    　どこからか差し込んだ風が、たちこめていたものを払いのけた。


    　視界の果てまで立ち並んだ、床ゆかから天井までつづく大きな窓から、いきなり日差しがいっぱいに降り注いだ。舞い散る微み塵じんたちが、陽光を浴びて光の粒りゆう子しとなり、聖堂絵画そのものの荘そう厳ごんさで視界の最さい奥おうまで斜めの光域を折り重ねていく。


    



    　ミオはひとり、光の粒子をまとって清顕を見つめていた。


    



    　鮮せん血けつに染まった純白のドレスが、窓の桟さんに切り分けられた斜陽を浴びて、銀灰色の光こう芒ぼうをまとっていた。


    



    　末まつ期ごの宮きゆう廷ていに佇たたずむミオは、足下に炎を、背後に幾千万の光こう子しを従え、血を浴びた天使そのものだった。


    



    　ふたりの狭はざ間まの絨じゆう毯たんが炎をあげていた。喜びも驚きもなにもない、陶器人形の表情をしたミオは、ただ静かに清顕を見つめ、それから炎を越えた。


    



    　言葉はいらなかった。ただお互いの背中に両手を回し、お互いの柔らかさを、子どものころから慣れ親しんだぬくもりを、手のひらと、胸と、抱きしめた背中に感じていた。


    



    　確かにぼくたちは長い間、離ればなれだった。けれどこうして会った瞬間、時間などは消し飛んで、空白は埋まっていた。昨日きのうから今日へ当たり前のようにつづいていくように、ぼくとミオは夜をひとつ隔へだてたあとみたいに、自然にお互いの存在を認めていた。


    



    　あぁ、そうか。ぼくたちはずっと一緒にいたんだ。互いのすがたは見えなかったけれど、ここでない場所で、ぼくたちはずっと手をつないでいた。ミオを抱きしめながら、清顕はそんな不思議なことをふと思った。メスス島の菜の花畑みたいな素敵な場所で、ミオとずっと手をつないで笑いあっている光景が、いま抱きしめているミオから伝わってきた。


    



    　ミオの背に回した腕に、清きよ顕あきは力を込めた。


    「フィオが、きみのメッセージを届けてくれた」


    「うん」


    「……ぼくのところに着いた直後、力尽きて。サントス島の丘に埋めてあげた。たくさんのひとが、フィオのお墓に花を手た向むけてる」


    「……そう。……フィオが……」


    　ミオは呟つぶやいて、清顕の背に手を回したまま、顔をあげた。


    「わたしを、助けに来てくれたの？」


    　清顕はミオを間近から見つめた。三年半が経たち、少し大人びたミオだった。自分の知っている幼おさなさはもうほとんどなく、落ち着きと気品と知性をたたえた大人の女性の瞳ひとみをしていた。


    「うん」


    「そう」


    　短く呟いて、清顕と抱き合ったまま、ミオはうつむいた。その内面で幾多の言葉が渦巻き、整理されて、論理を伴い清顕へ届けられようとしていることが、なんとなく伝った。


    「そこのバルコニーから見てたよ。カーナシオンを撃げき墜ついしたね」


    「うん。なんとか」


    「お姉さんの仇かたき、討ったね」


    「そうだね。あのとき約束したから」


    　それからミオは、清顕の左手を取り、自分が贈った指輪が小指に嵌はまっているのを確認した。


    「指輪。届いたんだね」


    「うん。フィオが届けてくれた」


    　ミオは意地悪そうに笑った。


    「ほんと、騙だまされやすいんだから」


    　そして清顕の小指から自分の指輪を抜き取って、床ゆかの炎へ投げ捨てる。


    　硬い音を立てて、銀の指輪は火のなかに消えた。


    「おひとよしだね。人間ってウソつくの。エアハント島で教えたでしょう？　わたし、あんたを騙してたスパイ。あんたを利用して面白がってた」


    　ミオの冷たい笑え顔がおは、あのエアハント島での別れの際、清顕に対して見せたものと全く同じ侮ぶ蔑べつの笑みだった。


    　ミオは清顕の背から手を放し、一歩、後退する。


    「こんなとこまでわざわざ来て、ご苦労さま。いったい何回、わたしに騙されれば気が済むの？　少しは学習しなさい。わたし、あんたのことなんてなんとも思ってないんだから」


    　清顕は黙って、ミオを見つめていた。


    　清顕の心には、ミオの内面の涙がありありと映っていた。


    　ミオは懸けん命めいに、いまこんな演技をしている。そのことは、ミオの表情の奥に隠されたなにかから、その言葉のむこうにあるなにかから、痛いほど感じ取れた。


    　昔の自分なら、きっとわからなかっただろう。ミオの言葉を額面どおりに受け取って、傷ついていたかもしれない。でもいまのぼくにはわかる。


    　人間は、たくさんの選択肢のなかから、ひとつ選んで次に進まなければならない。ふたつを同時に選ぶことはできない。いまミオは下へ手たくそな演技をするほうをひとつ選び、その方向へ進もうとしている。


    「イリアは、ここの宮殿の地下牢ろうにいるよ。あっちの階段を下りて、右側の出口から出て、左の二棟のうち、入り口が青せい銅どう扉とびらになってる建物。そこの地下にいるはず。早く行ってあげないと、もうすぐ建物が壊れて生き埋めになる」


    　清きよ顕あきから距離を取りながら、ミオは相変わらず悪人みたいな表情を取り繕つくろって、そんなことを教えてくれる。


    「それから、ニナ・ヴィエントがデミストリに囚とらわれて、後宮の聖堂の最上階にいるの。カルエルってひとが助けに来るはずだから、そのひとに教えてあげると喜ぶよ」


    「うん。さっき、カルエルがそこの庭に着陸してすぐ、女の人と抱き合ってた。黒髪で、白いブラウスを着たひと……。たぶんあれがニナ・ヴィエントだと思う」


    　伝えると、ミオの顔が晴れた。


    「そう。よかった、クレア、本当によかった……」


    　心底からほっとした様子で頷うなずいて、ミオは清顕へ向きなおる。


    「以上。わたしの用事終わり。じゃあね清顕。もう簡単に騙だまされちゃダメだよ」


    　意地悪な表情でそう言うと、ミオはきびすを返した。その背中へ、清顕は呼びかける。


    「ミオ、ぼくと一緒に行こう」


    　その言葉を、ミオは笑って一いつ蹴しゆうする。


    「え、なんでわたしがあんたと行かなきゃいけないの？」


    　そしてミオはひとつ息をついて、ほがらかに笑った。


    「好きなひとがいるの。わたし、そのひとのところに行かなきゃ」


    　清顕は黙って、その言葉を受け止めていた。


    　ミオの演技は、あまりにもたどたどしくて、なんだか逆に痛ましいほどだった。ミオの内面に吹き荒れている感情の嵐あらしが、目の奥から、言葉の奥から、あふれ出ている。しかしそんなことをいま指摘しても仕方がない。


    　宮殿の構造は、長い時間もちそうにない。ここでぐずぐずしているヒマはないから、清顕はミオのウソと演技を否定しないことにした。いまはとにかく、ミオを連れ帰ることを考えなければならない。


    「わかった。そのひとも一緒に、ぼくたちのところに行こう」


    「無理。わたしたち、多島海には戻れない。戻ったら、わたしもそのひとも殺される」


    　ミオは一生懸けん命めい、下へ手たくそな悪女の表情を取り繕つくろうと、言葉をつづけた。


    「わかったでしょう？　早く、イリアのとこに行きなさい。建物が崩れないうちに。わたしは上の階に戻らないと、彼が死んじゃう」


    　周囲の鳴めい動どうは激しくなっている。天井からの粉ふん塵じんや瓦が礫れきも多くなる。もうあまり時間はない。一秒でも早くイリアのもとへ駆かけつけ、牢ろうから出さなくては、建物が崩れて永遠にイリアを失うことになってしまう……。


    　でも。


    「ミオ。きみを連れ戻すために、ここまで来たんだ。そのひとを助けたあと、ぼくらのところへ戻ろう。エアハント島のことは、ぼくらの力でなんとかするから」


    　三度、同じ願いを送る。ミオはただ、偽いつわりの冷たさをまとう。


    「行けるわけないじゃない。わかってるでしょう？　わたしたち、スパイなの。だいたい、危険を冒して戻る意味ないし。あんたの世話になる気もない。だから、バイバイ。ここまで来てくれてありがとう。それじゃあね」


    　そう告げて、ミオは身を翻ひるがえそうとする。


    「待って!!」


    　清きよ顕あきは呼び止めた。もしかしてこれが永遠のお別れになるなら、ミオにどうしても伝えなくてはならない言葉があった。


    「……ぼくは。……戦いが終わったら、イリアと結婚する約束をしてここに来た」


    　ミオはじいっと黙ったまま、こちらに背をむけて立ちすくんでいた。いつのまにか新しい炎が、ふたりの間に芽生えていた。彼女の表情は見えない。


    「……きみを助け出して……そのことを言うつもりだった。……だから……きみはなにひとつ悪くない。ぼくは卑ひ怯きよう者もので……ひどい人間だ」


    　火のむこう、血を吸った白いドレスは、泣いているようにも、喜んでいるようにも、どちらにも見えた。もしかすると、その相あい反はんする感情はいま同時に、ミオの内面を波打っているのかもしれない。


    　しばらく黙って突っ立ってから──ミオは、おもむろに清顕へ顔を戻した。


    　下へ手たな虚きよ飾しよくは、消え失うせていた。清顕がよく見知っている、あっけらかんとした、素直なミオの表情だった。


    「……ほんとに？」


    　その言葉も、かつて士官室で聞いていたような、世間話じみた普通の声こわ音ねだった。清顕は頷うなずく。


    「……うん。……出撃前に、プロポーズした」


    　ミオは自分の頰ほおを両手で押さえ、いかにも興味津しん々しん、といった感じで小首を傾かしげてみせる。


    「な、なんて言ったの!?　どんな感じで!?」


    　ミオの態度がいきなり明るいものに変わって、清きよ顕あきは動揺しながら、正直に答えた。


    「こ、こうやって、胸張って……。胸の前で握り[image: ]こぶしかためて。『ぼくは、きみだけを愛していると宣言する!!　戦いが終わったら結婚しよう!!』みたいな感じで……」


    　どもりながら答えると、ミオは「やーーん」と小娘みたいに恥じらう声をあげて、清顕へ笑いかける。


    「イリアは!?　なんて!?」


    「えぇっと……ビンタされた。バカとかアホとか空気読め、とか無茶苦茶けなされて、そのまま出撃して……」


    「うん、うん」


    「さっき、二回目の制空戦に行こうとしたとき、イリアが了承してくれたんだ。これから戦場に行く兵士が結婚の約束すると死ぬとかなんとか、そういうアレを、あえてやってきた。だからぼくはそれを受けて……ここに来てます」


    　ただの間抜け、みたいに両の手のひらを上へむけて肩をすくめると、ミオはおなかを抱えてひとしきり笑った。


    「あははは。あははは。なにそれ。ひどいじゃん。戦う前にそんな約束したら死んじゃうじゃん。イリアらしい。あははは」


    　ミオは目の下に溜たまったものを一度、指の先でぬぐった。笑いすぎて涙が出たらしい。それから息を吸い直して、顔を上げる。


    「幸せにね。イリアによろしく。……さて、用事も終わったし、わたしも好きなひとのところに行かなきゃ」


    「ぼくがイリアを助けて、きみがそのひとを助けてから、また会おう。そこの前庭に集合で」


    「だから、わたしたち、あんたたちのところへは行けないんだって。お願いだからそこんとこわかって」


    　わかっている。わかっているけれど、清顕は諦あきらめきれない。しかし建物はもうすぐに崩れ落ちそうだ。ミオの言うとおり、いつまでもここにいることはできない。


    　清顕は、行く覚悟を決めた。ミオとはまたすぐに会える。そう信じた。いまは、いったん別行動するだけだ。お互いが大事なひとを救出したあと、また合流して、この先のことを考えればいい。ミオがフィオを通じて流した情報のおかげでこの作戦は可能になったのだし、恩おん赦しやがくだる可能性は充分にある。


    「ミオ、プレゼント」


    　そう決断して、清顕は腰のホルスターごと、自分の[image: ]けん銃じゆうをミオへ投げ渡した。四十五口径の官給品だ。使い方はわかるだろうか、と思ったが、受け取ったミオは慣れた様子で弾だん倉そうを抜いて残弾を確認すると、安全装置を外して装そう塡てんし、側壁に狙ねらいを定め、ためらわず引き金を引いた。側壁に穿うがたれた弾だん痕こんを確認し、微笑ほほえむ。


    「さんきゅ。もらっとく」


    　ミオは手慣れた感じで、ベルト付きのホルスターを血に塗まみれたドレスの腰に巻いた。なんらかの訓練を受けたのだろう、そこらの兵士よりも優秀そうな一連の動作だった。


    「いったん別行動。またあとで、ね」


    　清きよ顕あきはそう念を押した。


    「会えたら、ね」


    　ミオは笑え顔がおでそう告げると、今度こそ背中をむけて、走って清顕の視界から消えていった。


    　清顕は黙って、ミオの消えていった方向を見ていた。再会してすぐにミオの伝えた言葉を思い出す。


    『イリアは、ここの宮殿の地下牢ろうにいるよ。あっちの階段を下りて、右側の出口から出て、左の二棟のうち、入り口が青せい銅どう扉とびらになってる建物。そこの地下にいるはず』


    　そんな複雑な場所、教えてもらえなければわからなかった。ここでミオに会わなかったら、イリアは牢に囚とらわれたまま生き埋めになり、きっと永久に会えなかった。


    　──ミオは、イリアの居場所を教えるために、ぼくを捜したんだ……。


    　そのことを理解した。だからミオは大切なひとが危険な状態にあるのに、わざわざ階下へ降りて清顕に伝え、またそのひとのところへ戻った。清顕に会いたかったのではない、イリアを助けたかったのだ……。


    「ミオ」


    　名前を呼んだ。このままミオの背を追って駆かけ出しそうになる自分を、だがかろうじて制した。またすぐに会える。イリアを助けてから、ここへ戻ればいい……。


    



    　†††


    



    「愚おろか者だとは知っていたが、これほどとはな」


    　Ｓ級特殊工作員パトリオテイスナンバー１アトリは、血袋のようなトマスの身体からだを蹴けって転がし、仰あおむけにさせた。


    　顔も手足も着ている衣服も、すべてべっとりとおのれの血ち潮しおに濡ぬれたトマスは、ごぼっ、と音を立てて血のかたまりを吐き出し、腫はれ上がったまぶたの奥に、うっすらと瞳ひとみをひらいた。


    　こうして宮殿の屋上に横たわって見上げる空は、憎らしいほど晴れ渡っていた。こんなにすっきりした青空を見ながらみじめに死んでいくのかと思うと、やや腹立たしかった。


    「勝算があったのか？　わたしに対して、その身体で」


    　小柄なアトリだが、戦闘能力に関してはパトリオティスのなかでも飛び抜けている。トマスは子どものころ、アトリから半殺しの目に遭あって以来、彼との勝負は避けていた。だがしかし今日、傷だらけの身体からだで襲しゆう撃げきに挑いどみ、こうして返り討ちにあっている。


    「行くぞ、アトリ。ぐずぐずするな」


    　アトリの背後から、教きよう皇こうイラストリアリがしわがれた声をかける。


    　ユリシス宮殿屋上のヘリポートには、ニナ・ヴィエント専用の飛空艇が発進準備に入っていた。ローターがゆっくりと回転して、教皇の搭乗を待っている。垂直離発着可能なこの飛空艇はこれからイラストリアリを乗せて宮殿を離脱し、ハルモンディア皇国首都アルカセルドへ逃亡する予定。多島海連合軍は気づいていないが、イラストリアリこそがウラノスを支配する陰の魔王だ。この年老いた教皇さえ生きていれば、プレアデスが落ちようが、デミストリが捕まろうが、ウラノスは戦争継続の意志を保ちつづける。戦争は終わることなく、イラストリアリはクロノ・マゴスを通じて半永久的に戦争から利益を吸い上げて富み栄え、地上は戦火に焼かれつづける。


    　アトリはニナ専用機の左右側面に描えがかれた「ハチドリ」のイラストを憎々しげに眺め、トマスを見下ろした。


    「いい身分だな。女王専用機に自分のシンボルマークとは。なにが狙ねらいだ、え？」


    　靴底で、血塗まみれのトマスの顔を踏みにじる。トマスの両腕が持ち上がり、弱々しくアトリの足首をつかんだ。まだ抵抗できるとは恐れ入った。


    「死ね」


    　振り上げた足を、トマスの喉のどへ食い込ませようとしたそのとき──


    　かすかな[image: ]けん銃じゆうのスライド音を片耳が捉とらえた。


    　常人ではまず聞き取ることのできない、ここから遠く離れた場所で四十五口径弾だんが装そう塡てんされた音。


    　とっさにアトリはその場に屈かがんだ。同時に発はつ砲ぽう音。髪の毛を、弾丸がかすめる。


    　右方、給水塔の陰に硝しよう煙えん。


    　視認した瞬間、アトリは跳躍する。


    　ミオはすばやく二発目を装塡しながら、自分へ確認する。


    　──二秒、耐えろ。


    　プレアデスへ来て以来、ハチドリと共に夜中ずっと繰り返してきた戦闘訓練。何度も打ち身や擦すり傷をこしらえて身につけた近接格闘術を用いて、アトリの攻撃を二秒、防ぎきってみせる。


    　神経を極限まで集中した。一秒を常人の感覚での数十倍にまで引き延ばし、接近してくるアトリの挙動を仔し細さいまで観察し、待ち受ける。


    　二歩目の跳躍で、アトリはミオの眼前にいた。四十五口径を警戒し、上体を一度ゆらりとしならせる。


    　撃つ……と見せかけ、ミオは撃たない。構えたまま、アトリを観察する。


    　ゼロコンマ一秒後、アトリの右手の短剣が、ミオの左脇わき腹ばらへ突き出される。普通ならばとても避けることのできない一撃を──ミオはわずかな体さばきでかわす。


    「!?」


    　アトリが意表を突かれる。たかが女にかわされるとは思っていなかっただろう。残り一・六秒。ミオは[image: ]けん銃じゆうのグリップを、アトリのこめかみを狙ねらって叩たたきつける。ゆらっ、と上体だけでその一撃をかわし、アトリは左手の短剣の切っ先をミオの頸けい動どう脈みやくへむける。


    　神しん速そくの一いつ閃せんを、ミオは再び見切り、上体を屈めてかわす。


    　アトリの目が本気の殺意を宿す。必殺の一撃を二度もかわしたことで、ミオが本物の格闘術を身につけていることを理解しただろう。残り一・四秒。一秒がこんなに長いなんて。ミオはしかしあらゆる集中力を振り絞り、アトリの動きを見る。


    　すぅっ、と吸気して、アトリの踵かかとが地を擦する。つづけざま、高速の運動による残像だとわかっていても、ミオの目にはアトリの腕が数十本も生えてきたように見える。次の斬きりつけは防ぎきれない。そしておそらく傷ひとつでも負えば、キリアイの毒に犯される。そう確信し、ミオは残った力を右足に込めて思い切りバックステップし、四十五口径をアトリへむける。


    　発はつ砲ぽう。キン、と高い音。あろうことか、アトリは弾丸を避けるどころか、短剣で弾はじき返してしまう。呆あきれるほどのバケモノだ。残り一秒。耐えろ。


    　アトリが一気にミオとの距離を詰めた。そして数十本の短剣がミオを目がけて降ってくる。しかしいくら速くても、アトリの腕は二本だけだ。ハチドリとの訓練を思い出せ。神経を相手の目と両肩に注ぎ込み、繰り出される剣の軌き道どうを予測しろ。ミオはそう言い聞かせ、最初の斬りつけを上体を反らしてかわし、二撃目を[image: ]銃のスライド部で受け、三撃目は自分の肘ひじをアトリの上腕に当てて防いだ。


    「貴き様さま」


    　残り、ゼロコンマ二秒。ぬうう、と呻うめき、アトリが背後を振り返る。


    　トマスはすでに、アトリの頸動脈におのれの刃を当てていた。アトリの敗因は、ミオを女だと見くびった最初のゼロコンマ六秒にあった。


    「よくやった、ミオ」


    　首筋から噴き上がるアトリの血を浴びながら、トマスはミオを称たたえた。力なく崩れ落ちたアトリの身体からだを見下ろしてから、ミオは教きよう皇こうへ目を移した。小柄な老人はひとりで、飛空艇に乗り込もうとしていた。


    　ミオは三発目を老人と飛空艇の間に撃ち込む。きぃん、と高い音を聞いてから、命じる。


    「動くな、イラストリアリ!!　動けば撃つ!!」


    　教皇はその場に尻しり餅もちを突き、両手を前方に突き出して命乞ごいをする。


    「や、やめろ!!　わたしに構うな、わたしはなにもしていない……っ!!」


    　這はったまま逃げようとする教皇の面前に、血塗まみれのトマスが立ちふさがる。


    「おれの顔に見覚えはないか？　お前の罠わなに嵌はまって処刑された中ちゆう書しよ省しよう次官、レヴァン・ベロアの息子だ」


    　イラストリアリは呆あつ気けにとられてトマスを見つめ、尻しり餅もちをついたまま弁解する。


    「し、知らんっ!!　やめろ、無抵抗な老人に暴力をふるうなど、神がお許しにならんぞ!!」


    「お前の口から、神の名など聞きたくない」


    　トマスは腰のベルトを抜いて、教きよう皇こうの手足を厳重に縛しばり付け、屋上に転がした。


    「お前の裁さい定ていは、運命の女神に委ゆだねよう。ここで建物が崩ほう落らくすればお前の負け。優しい味方がお前の身を案じてここに駆かけつけ、拘こう束そくを解いてくれればお前の勝ちだ。おれは優しいな」


    　壊れゆく宮殿は、あと一時間も構造を保ちそうにない。こんなときに屋上にあがってくる物好きは、この飛空艇のエンジンキーを持っている一部高官か、略りやく奪だつ目当ての庶民に限られる。教皇は血走った目でトマスを見上げ、叫ぶ。


    「わ、わたしを助けてくれれば、側そつ近きんにしてやる！　金も身分も思いのままだ。とてつもない権力が手に入る。わたしを置き去りにしても、お前になんのメリットもないぞ。考え直せ」


    　トマスは後頭部を搔かいてから、つれなく告げた。


    「あいにくだが、おれはもうすぐ毒が回って死ぬもんでな。金も権力も興味ない。悪いな」


    　そう言って、イラストリアリの身体からだを蹴けって転がし、照明灯にくくりつけて首筋に手しゆ刀とうをいれた。老人はがっくりうなだれて静かになる。


    　それからミオへ目を移し、口を尖とがらせた。


    「なんでここにいるんだよ。清きよ顕あきはどうした」


    　ミオは肩をすくめて、減らず口を返す。


    「なにそれ。感激して泣きなさいよ。わざわざ戻ってきてあげたのに」


    「泣くか、バカ。まあ助けてもらったから礼は言うけど」


    　そして、トマスはふらりと身体を揺らして、倒れかけた。


    　もう立っているだけでも奇跡に近い。ミオは駆かけ寄って、血塗まみれのトマスを抱き留め、ゆっくりと床ゆかに寝かせ、膝ひざ枕まくらをしてあげた。


    　トマスは笑みを浮かべ、気持ちよさそうにミオのももに後頭部を委ゆだねる。


    「贅ぜい沢たくだなあ。お前に膝枕してもらったまま死ぬって、贅沢だよ」


    　ミオはトマスの手を握り、ため息をつく。


    「ときどきライナみたいなこと言うよね。まあ、ライナなんだろうけど」


    「ライナもハチドリもおれだよ。エアハント士官学校にいたころ、面白かったなあ。またあのころに戻りたいなあ」


    　懐なつかしそうにそう言って、トマスは傷ついた血塗れの顔に笑みをたたえた。


    　ミオも空を見上げた。二月の空は、透明すぎるほど透明な青で、地上の人間の争いをただ静かに見下ろしている。


    「お前のカツ丼、うまかったなあ。みんなで食べたよな。清きよ顕あきと、イリアと、セシルと……かぐらさんも。バルタさんはいっつも自習してて、ときどき自習室から出てきて、お前にコーヒーいれさせて……。懐なつかしいなあ」


    「あったねえ……。懐かしいね」


    　ミオとトマスは、青空を見つめて遠い日々を追想した。吹きぬけていく風のなかに、二度と戻らない日々への感傷が香った。


    「みんなすごいよな、エリアドールの七人。世界変えちゃったよな、あいつら。お前はお前で、フィオ使ってプレアデスぶっ壊しちゃったし。おれ以外みんなすごいよ」


    　ミオはトマスの頭を撫なでて、首を振った。


    「あんたはクロノ・マゴス主しゆ宰さいのゼノンと、本当のウラノス王イラストリアリをふたりとも捕まえたんだよ？　立派な正義の味方だよ。あんたが世界を救ったの。世間のひとは誰も知らないだろうけど……」


    「ふーん。どうでもいいや。どうせもうすぐ死ぬし」


    　風が吹きぬけていく。もうすぐ、トマスの命は終わる。せめてそれまで、彼と一緒にいてあげたい。


    　けれど。


    「もう、行け。建物が壊れる」


    「一緒にいる」


    「うん。ありがとう。気持ちはうれしいよ。でも、行っていいぜ。その飛空艇に乗ってさ。行きたいとこ行けよ。お前はもう自由なんだ」


    　ミオは、トマスの手を握る自分の指に、力を込めた。


    「一緒にいる」


    　同じ言葉を、さっきよりもう少し心を込めて、伝えた。トマスは首を左右に振って、真ま面じ目めな顔になる。


    「うれしくないから。清顕のとこに行けって。あいつは絶対、お前を幸せにして……」


    「わたしの好きにさせて」


    「ミオ……」


    「あんたといたいの。ずっと一緒に。最後まで。あんたと一緒にいるって決めたの」


    　ミオはそうささやいて、自分の指にトマスの髪を絡めた。


    　トマスは子どものときに父親が処刑され、母親は精神を失調させて、諜ちよう報ほう機関養成所に入ることを決めた。それからゼノンに元の人格を破壊されてハチドリになり、ライナを生んだ。彼がそんな道を選んだのは、母親の治療と、父親の復ふく讐しゆうのためだ。彼は家族のぬくもりをろくに知らず、今日までひとりで歩んできた。裏切り者と罵ののしられ、ゼノンからもひどい扱いを受けながら、ただ父母のために身をすり減らしてきた。


    　それなのに彼は、復ふく讐しゆうを目前にした今日、あろうことかわたしを助けてくれた。わたしの個人的事情とはなんの関係もないのに、ゼノンに立ち向かい、レンジャクと戦って、致ち死し毒どくをその身に受けてしまった。そしてわたしに言ったのだ。おれを見捨てて清きよ顕あきのところへ行ってくれ、と。それがおれの幸せなのだ、と。


    「見捨てられるわけ、ないじゃない」


    　わたしがここにいたいのは、きっと恋愛感情とか、そういうことではないと思う。ただ彼をひとりで死なせたくない、それだけだ。ろくに家族のぬくもりを知らないこのひとに、人生の終わりにひととき、人間の温かさをあげることができるなら、そうしたい。誰よりも優しいあなたに、わたしに幸せになってほしい、と言ってくれたあなたに、せめて最さい期ごだけでも、幸福な気持ちを送り届けることができるなら、わたしはためらわずそうする。


    　彼が天に召されたそのあとは、わからない。清顕に言われたように前庭に行くのだろうか。その自分が想像できない。いまさらわたしがどんな顔をしてのこのこと彼らの前に出ていけるというのか。エアハント島に敵をおびき寄せ、住民と学校と新型艦隊に大損害を与えたわたしが彼らの前で笑って過ごせると思っているのだろうか。


    　わたしの居場所は、もうこの世界のどこにもない。いまはただ、トマスのそばにいられればそれでいい。建物が崩れ落ちるなら構わない。自分がこれからどうなろうが、いまさら興味もない。この滅ほろびゆく王都の空を見上げ、新しい平和な世界がはじまることを祈りながら、宮殿の瓦が礫れきに埋もれるのも、裏切り者の末まつ路ろとして悪くない。


    「腹立つわあ……」


    　そう。どんなに腹が立っても。


    「なんかもう、めちゃくちゃにしてやりたなるわあ。ほんっま、見ててイライラするわあ」


    　見ててイライラしても。


    「全身搔かきむしりたくなんねん。ほんま腹立つ。メロドラマ嫌いやねん。なんやそれ。別にその飛空艇で逃げてええやん、誰もあんたが死のうが生きようが興味ないし。なにぐじぐじしてんねん、腹立つわあ……。無茶苦茶にしたろ。雰ふん囲い気き台なしにして、あんたらがもう恥ずかしくて恥ずかしくて生きていけんようにしたろ」


    　ミオは声の主ぬしにようやく気づき、驚いた目を正面に上げた。


    　キリアイが怒った表情で、腰に両手を当てていた。


    「キリアイ、あなた……」


    　そういえば天宮に一緒にいたはずだが、いつのまにかいなくなっていた。キリアイは戸惑うミオへ、底意地の悪そうな笑みをむける。


    「ええ雰囲気のとこお邪魔します～。虫むし酸ずが走ってかなわんから、最悪の嫌がらせしたる。覚悟しいや」


    　そしてポケットから黄色い巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出すと、ミオに投げ渡す。


    　ミオは片手で受け取り、袋のなかを見てみた。軟なん膏こうと丸がん薬やく、それに粒状の飲み薬が入っていた。


    「丸い薬、そのボケに飲まし。めちゃくちゃキツイけど絶対吐き出したらあかん。暴れるやろうから、あんたがしっかり押さえとき。それ飲んだら軟膏を傷口に全部塗って、あとは一日二回、その薬飲みや。一か月したら治っとるわ」


    「……………………」


    「……なんやその顔。信用しとらんのか。うちは毎日毒薬に囲まれとる毒のスペシャリストや。解げ毒どくもできん毒なんか、使うわけないし。なんのためにミズカブトなんておっそろしい毒、わざわざほかのもんと調合しとると思ってんの。間違ってうちが罹り患かんしたとき、解毒するために決まってますやん」


    　ミオは黙って巾きん着ちやく袋ぶくろの中身を見つめ、それから、目線を持ち上げた。


    「キリアイ…………」


    　目をうるうるさせてお礼を言いかけたが、キリアイは顔をしかめて両手を振る。


    「どうせ死ぬからて調子こいて、さんざん恥ずかしい台詞せりふお互い言いまくったっちゅーのに、実は解毒できました、とかなったら、そのあと対処に困るやろ？　辛つらいなあ。恥ずかしいなあ。ざまあみい、すっきりしたわー」


    　ミオは胸のうちの喜びを抑えきれない。涙が勝手にこぼれてくる。言葉でしか感謝を伝えられないのがもどかしい。


    「……大好き。キリアイ。わたし、あなたのこと大好き」


    「やめえ。メロドラマ嫌いやて」


    「ありがとう。はじめはあなたのこと嫌いだったけど、いまは大好き。わたし、あなたのこととってもとっても大好き」


    「あーあー聞こえへん。なーーんも聞こえへん。うち、なーーんも聞こえまへーーん」


    　キリアイは顔を真っ赤かにして自分の両耳を両手で塞ふさぐと、ミオの言葉に耳を閉ざしたまま、屋上の彼方かなたへ走り去ってしまった。


    「……大好き。……わたし……みんな大好き」


    　ミオはそんなことを言ってから、トマスの口をひらかせて、丸薬を放り込んだ。


    　力なく飲み込んだトマスの目が、しばらくしてからカッと見ひらかれ、バネ仕掛け人形のようにいきなり上体を跳ね上げさせる。身体からだが条件反射で薬を吐き出そうとするので、顎あごがあかないようしっかり両手で押さえ、全身でのしかかるようにして暴れるトマスを抱きしめていた。


    　凶暴な力で暴れ回るトマスは、一分ほどで動かなくなった。口から泡を噴き、ぴくぴくと手足の先をわずかに痙けい攣れんさせる。もしや死んでしまったのではないかと不安になったが、また一分ほど経たったあと、わずかに目を見ひらいた。


    「う……げほっ!!　げほげほげぼおっ!!」


    「ちょ、大丈夫？　吐いちゃダメだよ？」


    「う……げほお……。なんだいまの……。毒？」


    「キリアイがくれた解毒薬。助かるってさ」


    　ミオに言われ、トマスはしばらくぽかんとミオを見上げた。


    「おれ……死なないの？」


    「みたいね」


    　きょとんとしながらミオを見つめ、トマスは渋じゆう面めんをつくる。


    「……死んだほうがマシだったぞ、なんだいまの薬……。毒よりよっぽどひでえ」


    「でも、なんか、元気になってる」


    「……キリアイの嫌がらせだな。あいつこういうの好きだし。つーか……てっきり死ぬと決め込んでたんだけど……」


    「キリアイって、もしかしていい子？」


    「……いい子じゃないな、おれの知る限り。でもあいつ、ゼノンのこと憎んでたから、もしかしたら……恩返しのつもりかもな。あいつもこれで自由になれたことだし」


    　ミオはトマスの手を引いて立たせた。気のせいか、足下がさっきよりもしっかりしているような。そして飛空艇を見やる。アトリが操縦する予定だったのか、運転席には誰もいない。


    「これに乗って、ステファノ地区の療養所に行って、お母さん助けよう。それからまた飛び立って、ハルモンディアかどっかに逃げれば、あんたも捕まったりしないでしょ？」


    　言われてトマスは頭を搔かきながら考え込む。


    「……だな。母さん助けないと」


    「うん。行こう」


    「でも、ワルキューレの戦闘機が飛んでるよな。狙ねらわれたら終わりだ」


    「そのときはそのときだよ。運次第。ここにいても建物が壊れて死ぬだけだし、行こう」


    　ミオはトマスの手を握り、微笑ほほえんだ。


    　トマスはしばらくミオの顔を見つめて、それから笑え顔がおを返す。


    「……そうだな。運次第だ。行こう」


    　頷うなずきあって、ふたりは飛空艇に乗り込んだ。トマスが操縦桿かんを握り、ローターの回転を上げた。


    　ふたりを乗せた飛空艇は、胴体左右に描えがかれたハチドリを日の光にさらしながら、ゆっくりと高度を上げていく。眼下、オーディンからの長距離砲ほう撃げきが次々にプレアデスの軍事施設に着ちやく弾だんし、炎を地表面へ広げていた。


    　さらに、エヴァンゲリス地区を目指す暴徒らしい群れも、上空から見渡せた。数万人の規模だ。ミオにはそれが、イグナシオたちの扇せん動どうしたレジスタンスたちだとわかった。想定していたより遙はるかに人数が多いのは、みな、現ウラノス政権の終しゆう焉えんを嗅かぎ取っているからだろう。彼らが宮殿と王府議会場を制圧したなら、古いウラノスの体制が滅めつして、新しいウラノスが芽吹くかもしれない……。


    



    　†††


    



    「バカ女って言ったよな？　確かに言ったぞ、はっきり聞いた」


    「いや、うん、それ、いま追及しなきゃダメなの？」


    「一回じゃなくて連呼してた。あれがきみの本心か？　わたしのことバカ女だと思っているのか？」


    　清きよ顕あきは不時着させた愛機を目指してユリシス宮殿の前庭を走りながら頭を搔かきむしり、後方を走るイリアを振り向いた。


    「思ってないです。ていうか、そういうのあとにしよう。急いで逃げないと。ここにいたら危ないし、みんなまだがんばって戦ってるんだから」


    　イリアは不機嫌そうに清顕を睨にらみつけると、口をつぐんで走った。なんとかミオに言われた経路を探して地下牢ろうにたどり着き、囚とらわれていたイリアを助け出したというのに、イリアはお礼どころかさっきの空戦中の清顕の台詞せりふについて問いただしてくる。


    　ようやく斑いか鳩るがにたどり着いた。周囲を見渡すが、ミオのすがたは見えない。単座戦闘機だからミオとイリアを同時に連れ帰るのは不可能だ。まずはイリアをオーディンへ連れ戻し、それからまたここへ来てミオと合流すればいい。オーディンは四万メートルの至し近きん距離にいるし、離発着含めて一時間もかからずまたここへ戻ってこられる。清顕はそう自分に言い聞かせながらイリアの手を引いて翼に上り、搭乗席に滑り込む。


    「スロットルのひらき方知ってるか、バカ男」


    「まだ言ってるの!?　いいから早く乗って！　狭いけど、五分くらいの我慢だから……」


    　イリアは頰ほおを膨ふくらませてから、搭乗席をのぞき込み、身体からだを入れることのできるスペースを探す。単座戦闘機のコックピットだからそんな余裕があるはずもなく、清顕と操縦桿かんの間に入るしかない。


    　イリアは清顕が視界を確保できるように、身体の右側面を風防前面にむけて、清顕の下腹部に腰を下ろした。これはいわゆる「お姫さま抱っこ」の体勢だった。


    「なんかこれ、ひどい格好だな」


    「仕方ないでしょ。早く帰って、また戦わないといけないんだから。ここにいたいならいてもいいけど、味方がばんばん砲ほう撃げきしてるし、住民が蜂ほう起きしたらしいし、これから地上戦になるからめちゃくちゃ危ないよ？」


    　清顕ももちろん、これほどイリアと密着するのははじめてだし、照れるし、自分の下腹部にイリアのお尻しりが乗っているためこんな状況にもかかわらず不ふ謹きん慎しんなことを考えてしまったりするが、とにかく理性を奮い立たせてエンジンをスタートさせ、離陸滑走に入った。周辺にいた人間たちが、加速する斑いか鳩るがの前方から逃げていく。さっき駐機していたカルエル機はもう飛び立ったらしく、視界のうちにはいなかった。


    　車輪が地を離れ、斑鳩は中空高く舞い上がった。


    　周辺を飛んでいるのはもはや、すべて青せい銅どう色の機体だった。プレアデス上空を制圧するオーディン戦闘機隊の勇姿をイリアとふたりで眺め、照れくささをごまかすように言葉を交わした。


    「本当に制空しちゃったね」


    「やってしまったな。まだ信じられない」


    「まだ終わりじゃないけど、でも……勝ったかな」


    　高度三千五百メートルまで上がって、緩ゆるく旋せん回かいしながらプレアデス全土を見回し、清きよ顕あきはこの戦いの勝利を確信した。プレアデスの主要な軍事施設はほとんどが砲ほう爆ばく撃げきにより壊かい滅めつ的な被害を受け、軍港も飛行場も火災が発生して使いものになりそうにない。対空砲も完全に沈黙しており、爆撃隊はなんら障害もなく、自由に目標へ反復攻撃を加えている。


    　もうすぐしたら空くう挺てい降下がはじまって、地表面各所に拠きよ点てんが作られるはずだ。そののちオーディンをプレアデスへぶっつけて、海賊よろしく陸兵たちが乗り移り、主要省庁と放送施設、ユリシス宮殿を制圧する予定。ウラノスは政令と軍令の中心を押さえられて機能不全に陥おちいり、もはや戦争を継続することが不可能になる……。


    「きみの功績だよ」


    　唐突にイリアが、プレアデスを見下ろしながらそんなことを言った。


    「オルテガを三機撃げき墜ついして、カーナシオンを墜おとした。超エースを四機、きみがひとりで倒したことが制空戦を決定づけたんだ。そのおかげで、オーディンが勝てた」


    　間近から、至し極ごく真ま面じ目めな表情でイリアにそう言われ、清顕は照れる。


    「みんなのおかげだよ。レオ隊長、ダムバゾリク、ルルさん、ララさん、カンダタさん、サナトラさん……。カルエルと海猫さん、武たけ雄おくんたちもすごかった。ぼくはそれに乗っかっただけ。戦闘機隊みんなの功績」


    「謙けん虚きよだな」


    「正直な気持ちだから」


    「バカ女って言ったのも、正直な気持ちか」


    「……………ごめんなさい。……ぼくが悪かったです。……あのときは、興奮してて……きみを死なせたくなかったから」


    「スロットルのひらき方知らないのかバカ女～。って叫んでたぞ。なんだそれ。知ってるよ。知らないでどうやって飛空機に乗るんだ」


    「…………………………」


    「言われた瞬間、頭に来て……思わずひらいてしまった。あれ、ひらかなかったら死んでいたな。確実に死んでいた」


    「…………………………」


    「だから、まあ、うん。……許す」


    　決まり悪そうにそう呟つぶやいて、イリアはまた風防の外へ顔をむけた。


    　眼下──ユリシス宮殿が最後の時を迎えようとしていた。


    　かろうじて保っていた最後の安定が、膝ひざをつくように失われた。建物の底部が突とつ如じよ煙を吐き出して、上部構造が直下へと沈み込んでいく。吐き出された茶色い塵じん芥かいと真っ黒い煤ばい煙えんが大きなドーナツみたいに周辺へ広がって、力尽きた巨きよ獣じゆうは自みずからの塵埃のなかへ埋もれていく。


    　ウラノスの敗北を、ユリシス宮殿の倒とう壊かいが象徴していた。


    　プレアデスへ着ちやく弾だんする五十センチ砲ほう弾だんが、飛行場を、軍港を、対空砲台を、炎のうちに包み込み、コンクリートの残ざん骸がいへと変えていく。上空を飛び回る戦闘爆ばく撃げき機が橋きよう梁りようや幹線道路、軍用車両へ徹底した攻撃を加え、ウラノスの地上兵力を孤立させ、分断し、通信を遮断する。代わりに空くう挺てい降下した味方の地上拠きよ点てんは航空兵力に守られて着々と地歩を広げていき、建築資材や食料弾薬が空中から投下されて、時間とともに足場を盤ばん石じやくにする。


    　ウラノスが滅ほろびていく。


    『戦争をなくすために。ぼくは、ウラノスをぶっ潰つぶす』


    　メスス島で家族を殺され、焼かれた故郷を見下ろしてミオと誓ちかったあの日から七年半。あのとき遙はるか遠い彼方かなたにあった目標が、いま、目の前で成し遂げられようとしている。セントヴォルト帝国、秋あき津つ連邦、それからシルヴァニア王国。多島海列強を転々としながら、たくさんの仲間たちと共に全力で駆かけ抜けてきた日々の感かん慨がいを少しだけ胸の底に転がして、すぐに現実に戻った。


    　ミオは無事だろうか。


    　いま崩ほう落らくした宮殿に残っていなければいいが……と案じたそのとき。


    『ステファノ地区から離陸するウラノス飛空艇を発見した。要人が乗っていると思われる。プレアデスを脱出しようとしているようだが撃げき墜ついしてよいか』


    　スピーカーが戦闘機隊員の声を伝えてきた。清きよ顕あきが言われた方向に目を凝こらすと、彼方、可変ローターをもつ鈍どん重じゆうそうな輸送用飛空艇が、高度三千メートルあたりをよたよたと飛んでいた。もはやプレアデスの空はワルキューレの旗が翻ひるがえっているというのに、ずいぶんと無む謀ぼうな逃走だ。乗っているのは逃げ切れると思っている素人しろうとか、もしくはやけくそになった政府高官か。だがなぜか、妙な胸騒ぎがする。


    「……待て。ぼくが確認する」


    　一万メートルも離れていないから、大した手間ではない。清顕は斑いか鳩るがのスロットルをひらき、問題の飛空艇との距離を縮めた。飛空艇は東北東、ハルモンディア皇国方面へむかっていた。


    　ゆっくり水平距離を詰めていくと、イリアが呟く。


    「ハチドリ……？」


    「え？」


    「機体側面に……そんなようなイラストが……」


    　イリアに言われて、飛空艇の側面に目を凝らした。蜂はちのような翼、青と緑の毛並み、短い足と長すぎるクチバシ。立派なハチドリが大きくはっきりと描えがかれていた。


    　清きよ顕あきの心臓が、どくん、と波打つ。


    　忘れもしない、いまから二年半ほど前。真夏の飛空要よう塞さいオーディン。


    　突然、秋あき津つ連邦とセントヴォルト帝国が交戦状態に陥おちいり、牢ろうに囚とらわれた清顕とかぐらは、バルタザールの奔ほん走そうにより脱だつ獄ごくに成功し、オーディンの縁から落らつ下か傘さん降下しようとした。そのとき清顕はライナが特殊工作員であることを指摘し、彼に落下傘を投げ与えて脱出の機会を与えた。ライナは裏切り者だったけれど、親友でもあったからそうしたのだ。そして脱出の直前、ライナはなぜかこう叫んだ。


    『清顕、おれのノーズアートはハチドリだ』


    　そしてライナは落下傘を背負ってオーディンから飛び降り、以来一度も、清顕の前にすがたを現していない……。


    「まさか」


    　目を見ひらく。周辺には、味方戦闘機が寄ってきていた。要人だったら自分の手で撃げき墜ついしてやろうと猛たけっているのだ。


    「撃つな、待て、搭乗員を確認する……」


    　仲間たちをマイクで制して、清顕は黒ウサギのノーズアートが相手に見えるように位置取りしながら、飛空艇と併へい走そうしつつ距離を縮めた。


    　そして、内部をのぞき見る。


    　後部座席に、年老いた女性が乗っていた。見覚えのない老女だ。前方、副操縦席に座っているのは若い女性だった。女性は窓に手を当てて、こちらへ真しん摯しな表情をむけている。


    「ミオ……ミオが乗っている！」


    　イリアが驚いた声をあげる。清顕は操縦席へ目を凝こらし、こちらを見ている男性と目が合った。


    「ライナ……？　あれ、ライナだよね……」


    　遠目だから確定はできないが、雰ふん囲い気きはライナであるような、違う人物のような……。


    「……ライナだろう。ミオが、手を振ってる」


    　イリアがそう言って、手を振り返した。


    　確かにミオは、窓のむこうで、こちらへ笑え顔がおで手を振っていた。


    　──さようなら。


    　──ありがとう。あなたのこと忘れない。


    　清きよ顕あきも、イリアも、はっきりとその声を聞いた。


    　できるなら、多島海へ連れ戻したい。けれど彼らがそれを望まないだろう。犯した罪の重さは彼ら自身が誰よりもよく理解している。彼らが笑え顔がおで生きていくために、遠く離れた地で、ゼロから普通の生活をはじめることが、ミオとライナの幸せなのだ。


    　そう自分に言い聞かせて、ただ笑顔だけ、ミオへ返した。


    　手を振った。声を張り上げても届くはずはない。だから清顕は空を通じて、ミオの心へ呼びかけた。


    　──さようなら、ミオ。幸せに。


    　ミオが、笑顔をたたえた。空をつうじて、ふたりの心が言葉を交わした。


    　──ありがとう。さようなら。みんな大好き。大好きだよ。


    　──またいつか。ミオ、ライナ。またいつか会おう。


    　──うん。わたし、わかる。またいつか、会えるよ。


    　──ぼくもそう思う。だから、少しの間、さよなら。


    　ライナがこちらへ軽く手を振り、語りかけてくる。


    　──よう親友。お似合いだな。


    　──きみのほうも、元気そうだ。


    　──また遊ぼうぜ。バイク乗って、朝まで港でしょうもないこと話して。


    　──うん。また遊ぼう。七人で、また集まって、朝まで遊ぼう。
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    　ライナはにやりと笑って、親指を突き立てて了解を示すと、操縦桿かんを傾けた。


    　ハチドリ飛空艇は大きく機体を傾けて、プレアデスから離脱していく。戦闘機が何機か、逃がすものかとプロペラを猛たけらせる。


    「ハチドリに手を出すな。あれは味方だ。通してやれ」


    　清きよ顕あきは通信器を出力最大の全機通信モードに設定して、味方戦闘機全員へ呼びかけた。不満そうなものもいるが、静かに諭さとす。


    「今回の作戦の大だい殊しゆ勲くん者しやだよ。彼らがいなかったら勝てなかった。だから手出し無用。行きたいところへ行かせてやれ」


    　空の彼方かなたへ小さくなっていくミオとライナを、清顕とイリアは黙って見つめていた。


    　気流が雲を運んできて、彼らに覆おおいかぶさった。雲が行きすぎたあとには、もうふたりは見えなくなっていて、あとには空の青だけがあった。


    　清顕はしばらくの間、黙ってミオとライナの消えていった空を見つめ、それから理解した。


    



    　家族とか、仲間とか、恋人とか。そういうくくりは、ぼくとミオの関係に意味を為なさない。そんなものでくくらなくても、ミオはいつもぼくと共にいてくれていた。離ればなれになって以来の三年半も、ひとときもミオがぼくから離れたことなどなかったのだ。


    



    　会えなくても、ぼくらはずっと手をつないでいた。つないだ手が他人には見えなくても。ぼくたちはその手を放したことなど一度たりともなかった。ぼくたちは互いの意識の一番深いところでいつもずっと一緒にいて、笑ったり泣いたり、お互いを元気づけたりしていた。


    



    　時間も空間も関係ない。そんなもの、ぼくとミオは飛び越えてしまう。いままでも、これからも、こうしてまた離ればなれになっても、ぼくとミオはずっと一緒にいて、きっと永遠に、見えない手をつなぎ、見えない笑え顔がおを交わしていくのだ。


    



    　空を吹きすさぶ風が、立ちこめていた雲のかたちを変えていった。空は刻々と、目に映るすがたを変化させる。変わらないのはただ、この青の清らかさだけだ。


    



    「……いいのか？　ミオを行かせて」


    　イリアの問いかけに、清顕は頷うなずく。


    「……うん。……それがミオの望みだし」


    　感傷へふけっていた清顕へ、黙って空を見つめていたイリアが、ぽつりと口をひらいた。


    「ミオは……ライナと……その……そういう関係になったのか？」


    「ミオはそう言ってた。どこまで本当かはわからないけど……でも……そうなっていくんじゃないかな、これから。ふたりとも、もう自由だし……」


    「……そうか。……うん。そうだな……」


    　イリアはまた黙って空を見つめて、物思いに沈んでいた。いろんな考えがイリアの胸の底を流れていることはなんとなくわかった。清きよ顕あきはそれを問うこともせず、黙って操縦桿かんを握っていた。


    　ミオが本当にライナのことを好きになったのか、清顕にはわからない。なんとなく、ウソをついているように思えた、というだけで、本当に好きになったのかもしれない。そうなってくれたらいいな、と思った。清顕がミオに願うことは、幸せになってほしいということだけだ。ミオがこれから幸せに、なんの不安もなく、彼女らしい笑え顔がおをたたえて毎日を生活してくれたら、それだけで清顕もうれしかった。


    　するとイリアがそうっと、清顕の胸に自分の頭を預けた。そして、自分の頰ほおを清顕の胸に擦こすりつける。子猫みたいだ。イリアにしては珍しい甘え方……。


    「怖かった？　牢ろう屋やにひとりで囚とらわれて……」


    　問いかけてみた。ミオに教えられた順路をたどって見つけた地下牢で、イリアは不安そうに膝ひざを抱えて座り込んでいた。


    　イリアは黙って清顕を見上げ、素直にこくんと頷うなずいた。


    「……うん。怖かった。ひとりで、暗くて、ずっと建物が崩れそうだったし……」


    「ミオが居場所を教えてくれたんだ。そのおかげで助けることができた。ミオに感謝しよう」


    「うん。わかってる。いつか恩返ししたい」


    　そう言ってイリアは両手を清顕の首の後ろに回した。


    　戦いが終わり、投とう獄ごくの恐怖からも解放されたためか、イリアはいつになく甘えてくる。ふたりきりの閉へい鎖さ空間だし、構わないだろう。清顕はイリアの髪に頰を押し当て、安心させるように言った。


    「もう大丈夫だよ。全部終わったから。まだ戦闘機隊の仕事は少し残ってるけど、ゆっくりやれば問題ないから……」


    「……この格好……そんなに悪くないかも。少し気に入ってきた」


    「そう？　実はぼくも。ゆっくり戻ろうか」


    「うん。もう少し、このままで……」


    　イリアがそっと、清顕の胸に自分の頭を委ゆだねた。イリアの髪から甘い香りが伝ってくる。幾多の敵機を鉄屑くずに変え、火炎と硝しよう煙えんをかいくぐり、人間らしさを失っていた清顕の心が、ゆっくり解きほぐされる。戦場にありながら不ふ謹きん慎しんかもしれないが、しかし清顕はひととき、この甘さに心身を委ねた。


    「愛してるよ、イリア」


    　直球を投げ込むと、イリアは顔を真っ赤かにして、また清きよ顕あきの胸に頰ほおを押し当て、目を閉じた。


    「……うん。……知ってる」


    「愛してる」


    「……わかったよ。……知ってるから」


    　イリアは言葉をつぐんで、真っ赤な顔を清顕の胸に埋めた。清顕はイリアの背に回した手に力を込めた。


    　大切なひとがここにいる。じかに言葉を交わし、その温かさを手のひらで感じることができる。そんな単純な事実がいま、奇跡のようにうれしい。


    　だから改めて、今度は咳せき込んだり言葉を荒らげたりすることなく、とても自然に、真しん摯しに、イリアに願いを伝えることができた。


    「イリア。ぼくと結婚してください」


    　イリアは清顕を見上げ、少しだけ目を潤うるませて、微笑ほほえんだ。


    「……うん。……わたしでよければ。よろしくお願いします」


    　ふたりは顔を見合わせ、そして唇くちびるを重ねようとした、そのとき──。


    『おめでとう、清顕、イリア！　ようやくゴールインだね！　ぼくもうれしいよ！』


    　爽さわやかなカルエルの声がスピーカーから届き、ふたりはその場で氷結した。カルエルは構うことなく、ほがらかな言葉をつづける。


    『きみたちの関係がどうなることかと、ぼく、ずっとやきもきしていたんだ！　本当によかった、ぼくらも幸せになるから、きみらも末永くお幸せに！』


    　清顕は片目で通信器を見やり、マイクがオンになっていることを確認する。そういえば通信器を全機通信モードに設定したあと、スイッチを切った覚えがない。まさか、いまのイリアとの会話は、はじめから終わりまですべて戦闘機隊全員に聞かれていたのでは……と戦せん慄りつしたその刹せつ那な──。


    　割れんばかりの罵ば声せいが、スピーカーを震わせた。


    『引っ込んでろバカ王子！』『なんでそこでお前が出てくるんだよ！』『つかほんとお前帰れ！』『帰れ帰れ！』『カ・エ・レ！　カ・エ・レ！』


    　隊員たちが猛烈な罵声をカルエルに浴びせる。どうやら全員、息を潜ひそめて清顕とイリアの愛のささやきに聞き入っていたらしい。だがカルエルは……。


    『え、えええ!?　なにそれ、だっていまの全機通信でしょ!?　ぼく、てっきり、ふたりからの結婚報告だと……!!』


    『どんな報告だよ！』『マイクの切り忘れに決まってんだろ！』『帰れバカ王子！』『帰れ帰れ！』『カ・エ・レ！　カ・エ・レ！』


    　すさまじい罵声と帰れコールのなか、気のいい隊員から清顕とイリアへの祝福の声も混ざりはじめる。


    『ていうかおめでとう、坂さか上がみ隊長！　お似合いですぜ、ひゅーひゅー！』『式には呼んでくださいねー』『くっそー、マジうらやましいっス！　でもおめでとうございまーす！』『イリア、おめでとーーっ！　やっとだね、心配してたんだよー』


    　たくさんの指笛や歓声がスピーカーから届き、空いっぱいに祝福が広がっていく。


    　氷結していた清きよ顕あきとイリアの表情に、徐々に赤みが差しはじめ、やがて頭の上から湯気が立ち上りはじめた。さわれば火傷やけどしそうなほど顔を真っ赤かにしたふたりは、顔を見合わせて、それから慌あわてて通信器のスイッチをオフにする。


    　静まりかえったスピーカーを見つめ、それから周囲の空を見ると、戦闘機隊の面々がにやにやしながらこちらの搭乗席をのぞきこんでいた。風防越しに指笛を吹くものや、翼の舞を舞うものまで出はじめた。カルエルも機体を寄せてきて、お姫さま抱っこしているクレアと一緒に、にこやかに手を振って祝福をくれる。


    　調子に乗った隊員たちが次々に翼の舞に加わっていき、プレアデス上空に踊りの輪が広がっていく。辛つらい制空戦を終えて、勝利の喜びを翼に移し、長かった戦争の終わりと、平和の訪れを祝福するように。折り重なるプロペラの響きは、空の歌のようにも聞こえた。


    「………………………………」


    　ふたり、しばらく黙って顔を見合わせた。


    　途方に暮れる、とはこのことだ。どうしていいかわからない。ただ周囲を舞う味方たちと、プロペラの奏かなでる交響曲を背景にして、清顕は言い訳めいたことを口にしてみる。


    「……まあ。……うん。……いずれわかることだし。……うん。……報告の必要が、なくなったかな、って……」


    　イリアは相変わらず湯気が立つほど顔を真っ赤にしたまま動けない。


    「……うん。……まあ……そうだね。……いずれ、わかることだし、ね……」


    　ぼそぼそと口のなかで言葉を転がしてから、泣きそうな顔を持ち上げる。


    　その困り果てた真っ赤な顔がおかしくて、かわいらしくて、清顕は噴き出した。するとイリアも、眉まゆ根ねを困ったように寄せたまま、くすくす笑った。


    「……最低だね」


    「……うん。最悪だよ」


    「あ、いい雲出てる」


    　清顕は近くに隠れられそうな雲を見つけ、スロットルをあげて、斑いか鳩るがを雲のなかへ突っ込ませた。


    　真っ白な水蒸気が風防の周囲を覆おおったことを確認して、先ほどカルエルのおかげで中断してしまった行為を、今度は邪魔もなく完かん遂すいできた。


    「……愛してる」


    「……愛してる」


    　唇くちびるを放して、小声でそう言葉を交わし、雲を抜けた。


    　真っ青さおな空が、光をいっぱいにたたえて、ふたりの行く手に広がっていた。


    　ふたりは笑え顔がおを交わし、彼方かなたの青を見つめて、翼を風に乗せてさらに高く、高く飛んだ。

  


  
    



    　三十．


    



    　サントス島シエラグリード上空は、飛空艦艇から撒まき散らされる紙吹雪ふぶきに埋もれていた。


    　市街地の大通りへ市民たちが三十万人以上躍おどり出て、楽団の奏かなでる交響曲に合わせて平和の歌を歌い、踊っている。


    　その上空を次々に、第二次イスラ艦隊と、セントヴォルト多島海方面艦隊、そして慧え剣けん皇こう王おう国こくから派遣された飛空要よう塞さい「朱す雀ざく」までが航過していく。ひとびとは天空を見上げ、笑顔をたたえ、両手を空に突き出して戦士たちの凱がい旋せんを祝福していた。


    　凱旋といっても、いま天空を行き過ぎていく艦艇に真新しい損傷はない。


    　この空飛ぶ艦隊はほとんど戦うことなく、多島海連合軍がこのたび正式に呼称を決定した大戦争『ミッテラント大戦』に勝利を収めたのだ。


    　戦地に送り出した息子たちの帰還を喜ぶ母親たちは、涙を流さんばかりにして、互いに抱き合い、飛空艦隊へ両手をあげて感謝を捧ささげる。地上をパレードする軍用車両に乗った兵士たちのところへ女性たちが自みずから駆かけ寄り、祝福の口づけを送る。血で血を洗う艦隊決戦は、起きなかった。ミッテラント大陸を取り戻すための凄せい絶ぜつな地上戦も、ほとんど経験することなくハルモンディア皇国軍は撤兵した。


    　奇き蹟せきが、多島海連合軍を勝利へと導いていた。


    



    『プレアデスの奇蹟』──。


    



    　新聞・雑誌は、帝紀一三五二年、二月十八日、王都プレアデスでの戦闘がもたらしたあまりに劇的な結末をそう呼称した。多島海連合軍首席参さん謀ぼうバルタザール・グリム准じゆん将しようが立案し発動した史上最大の奇き襲しゆう作戦「雷神の槍」作戦オペレーシヨン・オーデインズ・スピアは、その名のとおり「雷らい神じんの一撃げき」を以もつてウラノスの権力中ちゆう枢すうを完全に破壊し、さらにステファノ地区の住民蜂ほう起きという天てん佑ゆうを得て、当初想定したよりも遙はるかに大きな「機能不全」をウラノス艦隊及び野戦軍へ波は及きゆうさせた。


    「雷神の槍やり」作戦の翌日に決行されたミッテラント大陸逆上陸作戦「戦神の石鎚オペレーシヨン・トールズハンマー」は、上陸地点として選定されたブルートニア地方に戦火の嵐あらしを巻き起こし、攻撃側は約八千人の死傷者を出す損害を被こうむったが敵艦隊による妨害は受けることなく、一両日中に十四万人の陸兵を上陸させることに成功した。ウラノス側は、あえて上陸させたのち、新たに編成した多島海方面艦隊を北側から南進させて、第二次イスラ艦隊をまず全ぜん滅めつさせ、それからセントヴォルト多島海艦隊を各個撃げき破はする方針であったようだ。ウラノス参謀総長アキレウスの構想したこの戦略がつつがなく進行していたなら、上陸した将兵はもれなく補給を断たれ、戦うことなく全滅したことだろう。


    　しかし──。


    　王都プレアデスからくだるはずのウラノス艦隊南進命令は、ついに発令されなかった。


    　大だい元げん帥すいデミストリ、そしてウラノス宮きゆう廷ていの魔王イラストリアリ教きよう皇こう、戦争の意志の源泉であった二名ともが、プレアデスで蜂ほう起きした民衆軍によって生け捕りにされ、逆に民衆軍に脅おどされるかたちで、軍最高司令官デミストリ自みずからが休戦の申し出を多島海連合軍最高司令本部へ打診してきた。


    　ありえない結末に、多島海連合軍でさえ耳を疑った。


    　そもそも、デミストリとイラストリアリを同時に生け捕りにするなどという奇き蹟せきがなぜ起こりえたのか、誰にも理解できなかった。特にイラストリアリは権力の中ちゆう枢すうとして認識されておらず、捕ほ縛ばくされて民衆軍から取り調べを受ける過程で、この老人が実際はウラノスの真の王であり、ニナ・ヴィエントなどはイラストリアリの傀かい儡らいにすぎないことが明らかとなった。


    　結果論でいうならば、イラストリアリを生け捕りにしたなにものかが、多島海連合軍に勝利をもたらしたと言って過言ではない。もしイラストリアリが逃げ延びていたなら、たとえデミストリを捕らえようが、脅されて結んだ休戦協定など無視を決め込まれ、ミッテラント大戦はいまも継続していただろう。


    　ともかく現在、王都プレアデスにおいては、ユリシス宮殿も、王府議会場も、蜂起した民衆たちによって占せん拠きよされ、元げん老ろう院いん議員は戦争責任を指し弾だんされて弱り果てている。当然、貴族たちは反撃に出るべきだが、民衆軍は多島海連合軍の武力を背景にしているため太た刀ち打うちできない。ステファノ地区の低所得者層を中心とした民衆軍は「自由ウラノス人民解放軍」を名乗って権力中ちゆう枢すうを完全に乗っ取っており、多島海連合軍最高司令官エリザベート・シルヴァニアの援助を受けて、「天地領りよう有ゆう」に代わる新たなるウラノスの大方針「天地融ゆう合ごう」へむけて動きはじめている。


    　さらに──明るみに出た闇やみの権力はイラストリアリだけではない。


    　この世界へ戦争を撒まき散らしていた武器商人ソサエティ「クロノ・マゴス」の存在もまた、ゼノン・カヴァディスとイーサン・セイラが生け捕りにされたことにより明るみに出た。人民解放軍に捕らえられたゼノンとイーサンは拷ごう問もんにかけられ、クロノ・マゴスの全ぜん貌ぼうを世界に対して明らかにした。複数の政府に不信感を植え込んで、他国の軍備を吹ふい聴ちようして互いに争わせ、勝者を生み出さず、軍ぐん拡かく競争が永遠につづくよう仕向けるという恐るべきクロノ・マゴスの策さく謀ぼうは、そのメンバー全員の情報をゼノンが自白したことで終しゆう焉えんを迎えた。災さい厄やくの根源であった武器商人ソサエティ「クロノ・マゴス」──その崩ほう壊かいにより、新しい時代の息い吹ぶきが、これから多島海を、そして世界全土を覆おおっていくだろう。


    



    



    　女王エリザベート・シルヴァニアは、青空を埋め尽くす飛空艦艇と色とりどりの紙吹雪ふぶき、ひとびとの歓声を多島海連合軍司令本部三階の特設バルコニーから見上げながら、深い感かん慨がいを抱いだいていた。今日の凱がい旋せん式しきのために特別に設けられたバルコニーからは、空を行き交う艦艇群も、地上を埋める聴衆たちも、一望のもとに見晴らせる。


    　傍かたわらには多島海連合軍の首脳陣たちが居並んで、市民たちへ笑え顔がおで手を振り、戦勝を祝う言葉を互いに交わしながら、今後の算段にいそしんでいた。ウラノスとの国交がひらかれ、通商条約が締てい結けつされたならどう国益につなげるか、みながおなかのなかでソロバンを弾はじくなか、エリザベートは傍らに佇たたずんで民衆へ皮肉めいた嘲ちよう笑しようを送るウラノス第二王子マニウス・シードゥスへ話しかけた。


    「ご出発は、明日あしたと伺うかがいました」


    「うむ。凡人どもが泣いて頼むから、仕方なく行かねばならん」


    「寂しくなりますわ。けれど、またすぐお会いできますものね」


    　ふん、とマニウスは鼻を鳴らし、民衆たちと飛空艦隊を遠く眺める。


    　自由ウラノス人民解放軍は、新たな王としてマニウスを招しよう聘へいすることを決定した。もちろん人民解放軍の背後で糸を引いているのは多島海連合軍であり、言うなればマニウスは多島海連合軍の操あやつり人形として、新ウラノス王として即位することになる。


    　絶対に断ことわるだろう、とエリザベートは予想していた。誇り高いマニウスが、操り人形だとわかっていて戴たい冠かんするはずがないと。しかし意外にも、この偏へん屈くつ王子は二つ返事で要請を受じゆ諾だくした。明日、王族専用の飛空艇に乗ってプレアデスへ旅立ち、人民解放軍の推すい挙きよを受けて戴たい冠かん式に臨のぞむ予定だ。


    　なにが彼の内面を変えたのか、わからない。けれどもしかすると、戦いの前、エリザベートが酔っ払ってマニウスに言った言葉が、彼の心になんらかの作用をもたらしたのではないか……。そんな希望的観測をエリザベートは抱いている。


    



    　──わたしたちから、はじめればよいのでは。


    　──天と地を、わたしたちの友情で結びつければ、きっと苦しみは終わります。


    　──友情を以もつて、戦争を終わらせること。それがわたしたちの天てん命めいなのでは。


    



    　あのときマニウスに伝えた言葉が、いまこの空に響いていた。明日プレアデスへ旅立つマニウスの胸に、もしかすると、あのときの言葉が息づいているかもしれない。それはエリザベートにとって、このうえなくうれしい想像だった。


    「殿下はきっと、ウラノスを変えてくださいますわ」


    　右隣のマニウスに、エリザベートは微笑ほほえみかけた。マニウスは鼻を鳴らすだけで、返事もしない。すると左隣にいた第二次イスラ艦隊提てい督とく、ルイス・デ・アラルコンがエリザベートへ問いかけた。


    「グリム准じゆん将しようがおられませんが……。我らが英雄はどこに？」


    「急用、とかで、お出かけになりました」


    「急用……？　僭せん越えつながら、凱がい旋せん式しき以上の用事とは相当なものですな」


    　世界を救った奇き蹟せきの作戦の立案者バルタザールは、もはや地上に住まうすべての人間にとっての英雄だった。大通りに満ちあふれ、バルコニーへ歓呼を送る三十万市民はみながみな、バルタザールの名前を称たたえ、今日の主役がこの特設バルコニーに現れる瞬間を待ち受けている。


    　けれど。


    「もっと大事な用事らしく……。もうサントス島にはおられません。ずっと離れたところに調査に行ってしまわれました」


    「ほう、それはすごい……。調査内容を伺うかがっても？」


    　エリザベートは真ま面じ目めな表情で、その問いに答える。


    「世界より大事なひとの安否を確かめに、行ってしまいました」


    　それから空を見上げ、ここにいないバルタザールを思う。


    　必ずバルタザールは、真実にたどり着く、とエリザベートは信じている。そしてその真実がみなにとってよいものであるよう、エリザベートにも祈ることしかできない……。


    　ルイスはエリザベートと同じ方角の空を見上げ、顎あごの下を搔かいた。


    「……なるほど。ロマンティックですな」


    「グリム准じゆん将しようは作戦参さん謀ぼうとしてはリアリストですけれど、プライベートでは多島海一のロマンティストですの」


    「おぉ、それは意外な素顔。近いうちにぜひ、調査結果を伺いたいものです」


    　聖泉と空の果てを発見し、さらに多島海方面とバレステロス方面を結びつけた偉大な提てい督とくは、にこりと笑ってそう言って、それ以上の詮せん索さくはしなかった。


    「写真撮影です。みなさん、笑え顔がおをお願いします」


    　多島海連合軍広報官が、バルコニーに居並んだ連合軍首脳へカメラをむけてフラッシュを焚たいた。居合わせた一同は慣れた調子で居住まいを正し、腹の底など即座に押し隠して笑顔で撮影に応じた。


    　まばゆいフラッシュが何度も焚かれ、カメラマンがエリザベートに要請する。


    「マニウス殿下と女王のお写真をいただきたいのですが。民衆たちが待ち望んでおりますし」


    　エリザベートはもちろん、笑顔で受けた。一般大衆も、新たな多島海世界の盟主であるエリザベートと、新たなウラノスの象徴であるマニウス、若いふたりの良好な関係を大いに期待している。これから天地を結ぶ友好の象徴が、ここに並んだふたりなのだ。


    　しかしカメラをむけても、肝心のマニウスが笑わない。


    「殿下、笑顔を！」


    　カメラマンが要請するが、マニウスは強こわばった表情を崩すこともない。おそらくは、笑顔の浮かべ方を知らないのだろう。これまで一度も、笑うマニウスを見たことがない。


    　仕方ないなあ。


    　エリザベートは心中でため息をついて、得意技である即興を披露した。


    「おっ!!　それいいです!!」


    　カメラマンが喜んで、フラッシュを焚たく。


    「貴き様さま、なにを……っ!!」


    　不意をつかれたマニウスが、さらに表情を強こわばらせ、つないだ手を高々と掲かかげるエリザベートを叱しつ責せきする。


    「いいじゃないですか。仲良さそうに見えますし」


    　ほがらかにそう言って、エリザベートは悪いた戯ずらっぽく笑いながら、観衆たちに見えるように、高く掲げた手を左右に振ってみせる。


    「殿下も、笑顔！　笑顔です！」


    　カメラマンから要請されて、マニウスは強ばりきった表情の上に、かろうじて笑みのようななにかを浮かべた。居並んだ首脳陣たちもふたりの若者の写真撮影を眺めて、みんなで笑いながら拍手を送った。この様子は新聞・ラジオで世界中へ伝えられ、人々は新しい時代のはじまりを感じ取るだろう。


    　大通りを埋め尽くす庶民たちも、エリザベートとマニウスが手をつないでいる様子を見て、大きな指笛と歓声を新たに送る。空飛ぶ戦艦たちが祝しゆく砲ほうを撃ち、さらなる紙吹雪ふぶきが舞いおりて、シエラグリードの空を七色の彩いろどりで覆おおった。


    　民衆たちは大きな声で、マニウスとエリザベートの名前を唱和し、天と地の新たな関係を祝福する。


    「調子に乗りすぎだ」


    　エリザベートと一緒に手を高く掲げながら、マニウスは引きつった顔でそう告げる。


    「問題ありません。みんな喜んでるし」


    　さらなるフラッシュに応こたえながら、エリザベートはマニウスに笑いかけ、それから民衆へと向きなおり、世界へむかって宣言した。


    



    　ほら。わたしたちは友達になれる！


    



    　†††


    



    　慧え剣けん皇こう王おう国こく首都、箕み鄕さと。


    　幾度もの空くう爆ばくを経へて、傷つき疲ひ弊へいしたこの街もいまようやく、人々の生活が戻りつつあった。


    　バラックが建ち並び、食べ物を商あきなう露店が軒をつらね、粗末な身なりの人々が限りなく水に近い雑ぞう炊すいをかきこみながら、明日あしたの仕事の話をしている。痛めつけられてはいるが、人間の活気は充分に感じられる雑ざつ踏とうを、バルタザールはひとり歩んでいた。


    　花を商う露天商を見つけ、墓ぼ参さんの花束を購入してから、事前に用意していた地図を確認し、乗り合いのバスに五十分ほど揺られて郊外で降りた。


    　荒れた田んぼと畑ばかりの田舎いなか道をひとり歩くこと十五分、目的地である秋しゆう徳とく寺じにたどり着いた。折悪あしく小雨がぱらつきはじめ、傘かさを持ってこなかった自分の迂う闊かつさを悔くやむ。


    　境内に入り、片言の秋あき津つ語ごを駆く使しして住職に無む銘めい墓地の所在を尋ねる。案内されたところは境内の外れ、訪れるものもろくにない、苔こけむした小さな墓ぼ碑ひの前だった。住職に礼を言って、買ってきた花束を墓前の花筒に挿さした。


    　小雨に打たれながらポケットに両手を突っ込んで、碑銘もなにもない、ただの小さな石を見下ろす。花筒の白しら百ゆ合りが、雨に打たれて花か弁べんを垂らした。


    　行き倒れや、弔とむらうもののない流る民みんを葬ほうむるための無銘の墓だ。墓参するものなどいるはずもなく、花筒の水は腐っていた。


    「これがお前の未来か、紫むらさき」


    　石へ話しかける。答えはない。バルタザールは膝ひざを屈かがめて座り、石せき碑ひを正面に見み据すえた。かぐらの死を報じた秋津日報によれば、この石碑の下に、かぐらの骨が埋まっているという。


    「住み心地はどうだ。あまりよさそうには見えないが」


    　雨のとばりが、バルタザールの周辺を覆おおっていく。全身が濡ぬれそぼるが、構うことなく、バルタザールは墓へ語りかける。


    「戦争が終わったぞ」


    　雨が墓を打つ音だけが、独り言に応こたえた。


    「いま、シエラグリードで凱がい旋せん式しきが行おこなわれている。軍人も政治家も財界人も、みんなそろってバカ騒ぎだ。浮かれていやがるぞ。自分たちの力で戦争が終わったと思ってやがる」


    　かぐらは我が身を賭として革命を起こし、新たな慧え剣けん皇こう王おうへの譲じよう位いを完かん遂すいさせて、その罪を一身に背負い銃じゆう殺さつ刑けいに処された。慧剣皇王を守護する血族であったかぐらの生家は「同族殺しの大たい罪ざい人にん」の納骨を拒こばみ、かぐらの遺骨はこの寂しい墓地に納められたという。


    「バカばかりだな。どいつもこいつも。誰のおかげでこのバカな戦争が終わったのか、全く理解していない」


    　バルタザールの髪の毛は、ぐっしょりと雨に濡れていた。


    「おれのおかげだ、などと言うバカもいる。付き合いきれん。だからここへ来た。おれは頭がいいからな。この戦争を終わらせたのが誰か、知っている」


    　髪から滴したたる水滴は頰ほおを伝い、顎あごへ流れた。


    「バカどもは、お前を罪人だと言っているぞ。仲間を集めて皇王に楯たて突つき、同どう胞ほうを殺して御ぎよ璽じを奪って勅ちよく令れいを偽ぎ造ぞうするような人間は、銃殺に処されて当然だとさ」


    　顎から滴る水滴が、ぽたぽたと音を立てて地に落ちた。


    「その理屈を当てはめてよいなら、すべての政治家も軍人も罪人ではないか。勝とうが負けようが、戦争は罪だ。戦勝国も敗戦国も指導者全員が銃殺されてしかるべきだ。お前だけがなぜ罪を背負う必要がある」


    　地面の立てる雨音が、少し大きくなった。


    「お前が戦争を終わらせたんだ。お前のおかげで助かった命は、何十万、何百万人に及ぶというのに、なぜお前はこんなところに葬ほうむられている。いまシエラグリードで浮かれているやつらは、なぜここにいない。おかしいだろう。くるっているだろう。だからせめておれだけでも正気でいてやる」


    　雨脚はそれほど強まっていないのに、バルタザールの顎から滴る水滴は、量を増していく。


    「お前は正しい。圧倒的に正しい。誰よりも偉大な業績をこの世界に示した。この戦争を終わらせたのはほかの誰でもない、お前だ。お前がいたから終わったんだ。お前に石を投げるものがいるなら、おれが受けて、数十倍にして投げ返してやる。お前を非難するものがいるなら、おれが受けて、そいつの精神が崩ほう壊かいするまで論ろん破ぱしてやる。お前を傷つけようとするやつは、おれが全員薙なぎ倒してやる。めちゃくちゃに踏みにじって、灰も残らぬほど焼き払ってやる。だから紫むらさき。ウソだと言ってくれ。隠れているなら出てきてくれ。おれをからかっていいから。バカにしていいから。全部甘んじて受けてやるから。お前がなにをしようと全部許してやるから、生きていると言ってくれ」


    　雨のとばりは、バルタザールの周囲を完全に閉ざしていた。バルタザールの言葉に応こたえるのは、雨音しかなかった。世界には雨しかなかった。


    　そのとき──。


    　銀色をした幔まん幕まくのむこうから、かすかな幻げん聴ちようが届いた。


    　──残念だけど。紫むらさきかぐらは死んだよ、バルタ。


    　バルタザールは顔を上げる。ただ雨しか見えない。


    　──この世界から消えてしまった。申し訳ないけど、それが真実だ。


    　目の前の石せき碑ひから、かぐらの声が伝ってくる。幻聴だろうが、バルタザールはその声に応えた。


    「いるなら出てこい、紫。幽霊でも構わん」


    　雨の音がつづくだけだった。バルタザールは銀色のとばりに目を凝こらした。


    　すると──。


    　不意に傍かたわらに、かぐらが現れた。


    　バルタザールの隣に屈かがみ、同じ石碑を見つめる。そのすがたは銀色の皮ひ膜まくに遮られて、淡く透けているようにも見えた。


    　──久しぶりだね、バルタ。


    　かぐらは謎なぞめいた笑みで、バルタザールを見つめる。


    　バルタザールは訝いぶかしい気持ちで、その笑みを見つめる。本当に幽霊として出てこられても、どう対応したらよいかわからない。


    「ゴーストか」


    　──どう思う？


    「そう見える」


    　──なら、それでいいよ。


    　かぐらはそう言って、懐なつかしい笑みをたたえる。


    　バルタザールは花筒から一輪、白しら百ゆ合りを抜き取った。指の先で茎くきを転がし、意を決して、傍らのかぐらの髪に花を挿さした。


    　白百合は、かぐらの髪に挿さっていた。


    　雨があがりはじめた。バルタザールの顔を濡ぬらす水滴へ、雲間から陽光が降ふりおりてきた。


    　濡れた髪に白百合を挿し、まばゆい日差しを全身に受け、紫かぐらは微笑ほほえんでいた。


    　身につけている白いブラウスが、雨に濡れそぼって肌はだにくっついていた。袖そで口ぐちから滴したたる水滴が地面に落ちて、かぐら自身の影を濡らした。包帯の巻かれた右腕を吊つり、杖つえを傍らに置いて、バルタザールへ笑いかける。


    「紫かぐらは死んだよ。いまのわたしは、名もないひとりの女だ。このとおり、右腕と右足に深い傷を負ってしまって、もう剣も握れない」


    　バルタザールはただ黙って、かぐらの髪に挿さされた白しら百ゆ合りと、その下にある笑みを見つめていた。


    「性格のねじ曲がった兄がいてね。京きよう凪なぎ離宮でわたしがこの手で討ち果たした……と思っていたが、しぶとく生きていて。わたしが脇わき差ざしを投げたことをずっと根にもっていたらしく、復ふく讐しゆうの機会を狙ねらっていたんだ」


    「……………………」


    「わたしが自首して投とう獄ごくされた直後、義よし仁ひと皇こう王おうはわたしの命を救うよう、秘ひ密みつ裏りに恩おん赦しやをくだしていたそうだ。対外的には処刑したことにせねばならないから、報道機関には銃じゆう殺さつに処したと発表し、刑場までわたしを引っ張っていったあと、こっそり解放するはずだったのだけど、兄が仕返しをするといって聞かず……。わざわざ処しよ刑けい人にんの格好をして、わたしの右肩を撃ち抜いてくれた。……わたしもなんとなく、兄に似た処刑人だなあ、とは思ったんだが、まさか本人とは思ってもなくて……。ひどい兄貴だよ。いっそのこと殺してくれたら楽だったのに」


    「……………………」


    「肩を撃ち抜かれて、わたしは文句をつけたんだ。これではもう剣も握れない、責任もってきちんと殺せ、と。なのに兄は『お前への罰は、その身体からだで生きることだ。わたしに申し訳ないと思うなら、その身体で死ぬまで生きろ』と言って聞かず……。こうして生きてる。ひどい話だろう？」

  


  [image: ]


  
    「……………………」


    「剣は握れない。生まれた家にも戻れない。名前も、職業もない。右手と右足は思いどおりに動かず、今日食べるごはんにも困っている。なあバルタ、わたしはこれからどうすればいい？」


    「……………………」


    「ひとの話を聞いてるかい？　バルタ？　おーい。返事してくれ、バルター」


    　かぐらはバルタザールの顔の前で手のひらを振るが、バルタザールは真っ青さおな顔をして、石像のように固まったまま返事をしない。身動きもしない。呼吸しているのかも怪しい。驚かせすぎて、ショック死したのかもしれないと不安になり、かぐらはバルタザールの肩をつかんで前後に揺さぶった。


    「おーーい。おーーい。きみが死んでどうする。戻ってこーい。バルターー」


    　五分ほど揺さぶり、声をかけ、頭を叩たたき、頰ほおをつねって、執しつ拗ように名前を連呼した結果、ようやくバルタザールの顔に血の気が戻り、次の瞬間、溶岩のごとく真っ赤かになった。


    　かぐらにはバルタザールの内面が手に取るようにわかり、慰なぐさめるしかなかった。


    「恥ずかしい台詞せりふを全部聞かれていたため、死にたい気分なんだね？　大丈夫だよバルタ、わたしは最高に気分がいいから。兄に撃たれて名前を取られてからずっと鬱うつ屈くつしていたけれど、久しぶりに高笑いしたい気持ちだ。ありがとうバルタ。やっぱりきみは面白いよ。わたしの知る限り、世界で一番面白いひとだよ」


    「……………………」


    「うん、まだ反応するのは難しいんだね。よしわかった。そばにいるよ。きみの思考が元に戻るまで、わたしはここにいてあげるよ」


    　宣言して、根気よくかぐらは座りつづけた。


    　住職が気にして、堂内にあがる許可をくれたが、かぐらは笑みを浮かべて遠慮して、石像化したバルタザールの隣に座っていた。


    　雲が引けて、陽光が少し傾き、雨上がりの地面へふたりの影が前より伸びたころ、言い訳の準備が完了したのか、バルタザールはようやく口をひらいた。


    「冗談だ」


    「だと思ったよ」


    「……そういう冗談を、考えてきました。……という言葉で先ほどの台詞せりふを締めくくるはずだったのだが、途中でお前が出てきたため、用意してきた台詞を中断せざるをえなかった。つまりお前が悪い」


    「面白いよねえ、バルタ。きみはやっぱり、世界で一番面白いよ」


    「うむ。理解できればよい。あんな新聞記事、おれは微み塵じんも信じていなかったからな。なにしろおれは情報戦のプロだ。ウラノス参さん謀ぼう総長アキレウスすら、おれの頭脳は凌りよう駕がする。あんな記事でおれを騙だまそうなど笑しよう止し千せん万ばん。お前の魂こん胆たんなどはじめから全部お見通しだ」


    「うん、すごいね、頭がとっても賢いよ。ところで相談にのってくれないかな。さっきも言ったとおり、名前も剣も取り上げられて、職業もなく、困っているんだ。いまは住職の好意に甘えてここに置いてもらっているけれど、いつまでもいるわけにもいかないし」


    　バルタザールは顎あごを撫なでながら、ふむ、と鼻を鳴らした。


    「死にかけのじいさんがいてな。おそらくもうすぐ死ぬから、見舞いに行かねばならん」


    「うん」


    「お前も一緒に来い。あいつが死ぬところを指さして笑うぞ」


    「きみの言葉を翻訳すると、大事なおじいさんがいるからわたしを連れていって看み取とってあげたいと。そういうことだね」


    　かぐらは傍かたわらに腰を下ろすバルタザールの肩に、自分の頭を預けた。そして微笑ほほえむ。


    「いいよ。一緒に行こう。で、そのあとは？」


    「軍人はもう懲こりた。退官したい。精神の病とかおかしな宗教に嵌はまったとか適当な理由をでっちあげてうさんくさい行動をとりつづければ、おれを嫌っている連中は山ほどいる、無事に軍から追い出してくれるだろう」


    「いいね。賛成だ。わたしも軍はこりごりだ。でも生活はどうしよう」


    「仕事か。そうだな。なにをするかな」


    　バルタザールは自分の肩に委ゆだねられた、かぐらの髪の白しら百ゆ合りを見た。戦場の悲ひ惨さんからはかけ離れた、甘くてよい香りがした。


    「花屋でもはじめるか」


    　そう告げると、かぐらはバルタザールを見上げて微笑んだ。


    「花屋？　きみが？」


    「戦争屋よりよっぽど上等だ。それに……」


    　お前には花が似合う。そんな台詞せりふをバルタザールは呑のみこんだ。代わりに、自分の希望を婉えん曲きよく的な表現で伝えた。


    「お前にもできそうだしな」


    　その言葉が、バルタザールなりの、遠回しな共同作業の要請なのだとかぐらは気づいて微笑んだ。


    「……そうだね。花のこと、がんばって勉強してみるよ。面白そうだ」


    　かぐらはバルタザールと手をつないだ。こめた力に、バルタザールの手のひらが応こたえた。


    「きみと一緒に、花屋になろう」


    　バルタザールと手をつないで、立ち上がり、雨上がりの空を仰あおいだ。


    　大きな虹にじが、ふたりの行く手に七彩の橋を架かけていた。新しい希望が、その澄み切った色彩からあふれ出てくる。


    　胸の奥が、たまらないほどわくわくする。


    　これからは、花の種を蒔まきながら歩いていくんだ。


    　バルタザールと一緒に。どこまでも、いつまでも、この傷ついた世界に花を咲かせながら歩くんだ。なんて素敵で楽しそうな人生だろう。このひとと歩く道の先が、色とりどりの花でいっぱいに見えるよ。


    　かぐらはまばゆい笑え顔がおでバルタザールを見上げ、つないだ手に力をこめた。


    



    「世界を、花で満たそう」


    



    　わたしたち、ふたりで。


    



    　わたしたち、みんなで……。

  


  
    終　章　約束の空へ


    



    



    　子どもたちの笑い声が、青い空へ吸い込まれていく。


    　水平線のむこう、油絵みたいに濃い夏空を背景にして、雲頂は一万メートルを超えているだろう入道雲が、もくもくした真っ白な輪りん郭かくで青との境界を鮮あざやかにしていた。


    　丘を吹く風が緑の起き伏ふくを波立たせ、そのたびに陽光がきらきらと反射して、空の青へ銀の飛ひ沫まつを投げかける。風の色さえ見えそうな原色しかない風景に、こぢんまりした家が一軒、屋根の風かざ見み鶏どりを潮風にさらしていた。


    「帰ってきたなあ……」


    　清きよ顕あきは夏空へ両手を突き上げ、思い切り伸びをしながら故郷メスス島オデッサの懐なつかしい大気を胸いっぱいに吸い込んだ。先日まで暮らしていたサントス島シエラグリードもいいところだけど、やはり故郷の潮風は格別だった。


    　目を背後に転じれば、見渡す限り萌もえ立つ草原の起伏。ぽつぽつ散在する樹木のむこうに、鼠ねずみ色をした尾根の連なり。目を戻せば、真っ青さおな水平線と入道雲の手前に、扇おうぎ形をした真っ白な砂浜と、白い我が家。思わずおなかの底から声を出したくなるような、視界を遮るもののない伸び伸びした風景。


    　そういえば、メスス島がウラノスに急きゆう襲しゆうされ、家族を殺されたのがいまから二十二年前の夏だった。今日、清顕はその島に戻ってきて、新しい生活をはじめようとしている。


    　メスス島は現在、人口一万六千人、国王もいる立派な独立国だ。もしもまだ秋あき津つ連邦の植民島であったなら、脱走の前科のある清顕は帰ってくることはできなかったが、連邦制崩ほう壊かいのどさくさに紛まぎれてメスス島そのものが国家として独立したため、こうして無事に故郷へ戻って家族の墓参りもできている。


    　山の斜面では、買い戻した葡ぶ萄どう畑が緑の葉を陽光にさらしていた。かつて清顕の父、正まさ治はるが所有していた畑だ。昨年出版した清顕の告白本『誓せい約やく』は印税の大部分をプレアデスで戦災被害を受けた市民たちへ寄付したが、残りの一部を、この中古家屋と、実家の畑を買い戻すための費用にあてた。これからは故郷で心穏やかに、畑仕事をして暮らしたいと思っている。


    



    『あのとき、ぼくは特に世界を救いたかったわけではなく、ただいなくなった彼女との約束を守りたかった。


    　すでに彼女はとても遠いところへ行ってしまって言葉を交わすことはできなかったけれど、約束を破ったなら彼女が悲しむことはわかっていたから。


    　だから、いま世間で伝えられている、世界のために我が身を投げ打つ聖せい人じん君くん子しのようなぼくのすがたは間違いだ。実際のぼくは個人的な想おもいをなによりも優先して、十数万人の人間を戦闘に巻き込み死傷させた大たい罪ざい人にんである。


    　結果としてぼくらの行動はいわゆる「プレアデスの奇き蹟せき」へとつながり、みなさんの知るところとなったわけだけれど、報道や関連書籍に伝えられているぼくら七人のすがたはいずれも本当のものとはかけ離れている。


    　まず、七人の内うち訳わけは「英雄」五人に「裏切り者」ふたり、ではない。


    　あのふたりが「裏切り者」と呼ばれるたびに、ぼくの心から血が流れることを、どうかご理解いただきたい。


    　ふたりを「悪役」とすることで、ぼくを含めた五人を「英雄」にして、わかりやすい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの構図を仕立て上げたい方々には申し訳ないが、ぼくら七人は全員、善と悪が入り交じった普通の人間だった。違いがあるとすれば生まれ育った環境と、出会って以後の状況だけだ。


    　国家への忠誠心を基準にしたならば、あのふたりのしたことは確かに許されるたぐいのものではなく、仲間たちを地獄へ突き落とした裏切り者かもしれないけれど、しかしあの時代、あの状況において、ふたりに選択肢などなかった。


    　そして、選択肢がないにもかかわらず、あのふたりもまたそれぞれの約束を守っていた。誰にも知られることのない、守ってもなんの得もない約束を、裏切り者と罵ののしられ、石を投げつけられながら、ずっと大切に抱きかかえていたのだ。


    　あれから十年以上が経たったというのに、いまさらぼくが口をひらいたのは、このままでは裏切り者としてのふたりの虚きよ像ぞうが後世に伝わってしまうからだ。ぼくの話を最後まで聞いていただけたなら、五人は聖人君子などではなく、あのふたりは悪役などではないと、みなさんに首しゆ肯こうしていただけると信じる。……』


    



    　そんな書き出しではじまる『誓せい約やく』の内容は、大勢の読者が期待したような「プレアデスの奇蹟」の主役による血湧わき肉躍おどる冒険譚たんではなく、大半が「雷神の槍作戦オペレーシヨン・オーデインズ・スピア」の際に死傷した敵味方十数万人の将兵・市民への懺ざん悔げと贖しよく罪ざい、そして多島海においては「裏切り者」とされるミオ・セイラとライナ・ベックの擁よう護ごにあてられたものだった。


    　ふたりは確かに罪を犯したが、しかしほかに選択肢はなかった。そして彼らがいなければ「プレアデスの奇蹟」は起こらなかった。ミオはフィオを使ってプレアデスの位置を知らせ、ライナは敵首しゆ魁かいであったイラストリアリと、クロノ・マゴス主しゆ宰さいゼノンを生け捕りにした。いずれも世界を変える、非常に大きな役割をふたりとも果たしたのだ。「エリアドールの七人」は英雄五人に裏切り者ふたり、ではない。敵味方に分かれても決して誓ちかいを捨てることはなかった、ただそれだけの普通の若者たちである──。


    　告白本における清きよ顕あきのその主張は、決して全面的には歓迎されなかった。


    　多島海連合軍の幹部たちのなかには、ミオとライナを未来永えい劫ごう許すことはない、と声明を出したものもいるし、エアハント島でウラノス空くう襲しゆうにより家族を殺された遺族たちは清きよ顕あきへ連名の抗議文を送りつけた。シルヴァニア王国内にも反発が起き、エリザベートへ迷惑をかけそうな事態にまで発展したため、清顕は王国軍付航空教官の職を辞してこうして生まれ故郷に戻ってきた。


    　出版以来ずっと騒がしく、心の落ち着く日もなかったが、今日から新しい生活がはじまる。子どもたちがこの島の自然に囲まれて、健やかに育ってくれるといい。そんな願いを抱いだきながら、清顕は故郷の夏空を仰あおいだ。


    　そしてもしかしたら──。


    　この世界のどこかにいるミオとライナが、清顕の本を手に取ってくれて、内容を読んでくれるかもしれない。そんな希望を、心のどこかに抱いている。夢みたいな想像をもっと広げたなら、こっそりと連絡を取ってくることだって、ありえなくはないだろう。いつかまた、エリアドールの七人は再会できる。そんな夢を、清顕はまだもちつづけている。


    



    　帝紀一三六七年、七月、メスス島オデッサ──。


    



    「清顕──。郵便たくさん来たぞー」


    　自転車配達員から届け物を受け取って、新居の庭でランチの用意をしていたイリアが呼ぶ。見れば引っ越し祝いの葉書が十数通、配達日指定で届いていた。ワルキューレの関係者はもちろん、オーディンで共に戦った仲間たちからもたくさんのお祝いの言葉が連ねてあった。


    　町の雑貨屋で買ってきたばかりのデッキチェアに腰を下ろし、パラソルの陰にテーブルを移動させて、メスス島のうららかな鳥の声を聞きながらひとつひとつ、葉書を読んだ。


    　セントヴォルト帝国首都、セルファウストから届いた葉書には、元気そうなララ・スコットの写真が載っていた。いまは帝国軍アクロバット飛行チームの一員になって、大事なセレモニーのときなどに腕を振るっているそうだ。チーム員にはなんとレオ隊長の娘シンシアがいるそうで、ララはレオの教えをそのままシンシアに伝えているとのこと。レオが戦地でもずっと妻と一人娘を思っていたことを聞いたシンシアはうれし泣きにくれたらしく、レオもきっと天国で喜んでいることだろう。


    　遙はるか遠方、バレステロス共和国の一地方都市、ベラスカスから届いた一いち葉ようを見て、清顕の顔がほころぶ。


    「カルとクレア！　久しぶりだなあ……。元気そうだよ、見て」


    　イリアに手渡した葉書には、カルエル・クレア夫妻、三人の子どもたちの写真と、カルエルの手書きのメッセージがあった。


    『新生活おめでとう！　いつか家族でベラスカスへ来てくれたらうれしい。アリエルが作る本物のアリーメンをごちそうするよ』


    　写真の片隅に、イグナシオと一緒に微笑ほほえんでいる赤毛の女性がいるが、このひとがアリエルだろう。本物のアリーメン……という一語に、食事中にもかかわらず、清きよ顕あきの喉のどが思わずごくんと鳴ってしまう。その昔、プレアデスから生還したのち、クレアが作るアリーメンのおいしさに仰ぎよう天てんしたことがあるのだが、カルエルの義妹アリエルのアリーメンはあの偏へん屈くつウラノス王マニウスですら、いまだにベラスカスから冷凍したものを取り寄せるほどの逸いつ品ぴんだという。いったいどんな常じよう軌きを逸いつした食べ物なのか、機会があったらぜひともベラスカスを訪れてみようと思った。


    　庭では、イリアとふたりの子どもが今日のパーティーの準備にいそしんでいる。清顕も葉書を化粧棚に収めて、作業を手伝う。


    「お兄ちゃん、そっちじゃないよ、こっちに並べるんだよ」


    　今年九歳になる長女、裕ゆ美み子こがおませな表情で、植木鉢を玄関前にきちんと並べて据すえ置いていく。


    「この大きいのはこっちだよ！　うん、こっちのがかっこいい！」


    　大輪の花が咲いた大きな植木鉢を両手で持ち、今年十二歳になる長男、正まさ顕あきがえっちらおっちら、庭の中央を目指して歩いていく。


    「正顕、そこはテーブルを置くとこ！　玄関に置きなさい！」


    　イリアに叱しかられ、正顕は苦しげな表情で回れ右をし、玄関目指してよろよろと歩む。


    　イリアはそれから縁側に目を送り、くわっ、とまなじりを押しひらいた。


    「父上っ、お酒っ!!」


    　イリアの実父、総入れ歯のカルステン・クライシュミットは、隻せき腕わんにウイスキーのボトルを握りしめ、縁側でひなたぼっこしながら、ラッパ飲みしていた。


    「どこで買ったのです、医者に止められているのにっ！」


    　イリアはカルステンからボトルを取り上げると、ほとんど残っていない中身を芝しば生ふへぶちまけた。カルステンが怒りを剝むき出しにする。


    「なにをするっ!!　それは婿むこどのがわしにと買ったものだぞっ」


    　イリアに睨にらまれ、清顕は弁解する。


    「え、あ、はい。ご、ごめん、でも、お義と父うさんが、お医者さんから許可をもらったっていうから……」


    「父上は永久にアルコール禁止だっ！　酔っ払うとなにをするかわからないだろう!?　このあいだだって正顕に余計なことを教えて……っ!!」


    　イリアの叱しつ責せきにうなだれるカルステンへ、正顕が駆かけ込んできて飛びついた。


    「おじいちゃん、ぼく、もうひとりで着陸できるようになったよ！」「おお、そうか！　うむ、お前はスジがいいからなあ。娘や婿どのよりも才能がある！」「わーい、うれしいなー。あとでまた飛空機乗るねー」「ダメっ!!」「やめなさいっ!!」「えー、なんでー」「危ないからっ!!　飛空機なんか乗らなくていいの!!」「飛空士だけは絶対ダメっ!!　死んじゃうから!!」


    　いつものように清きよ顕あきとイリアから血相変えて止められて、正まさ顕あきはすねる。だが父母に止められても、祖父カルステンはこっそり正顕に複葉機の操縦を教えてくれる。ここ多島海においては飛空機は自動車代わりで、大勢のひとが所有して島から島を渡るのに使っているから、農道も滑走路代わりに自由に使えて練習場所には事欠かない。


    　もちろん坂さか上がみ家も一機、自家用複葉機を所有している。清顕は先日までシルヴァニア王国軍付航空教官をしていたから、正顕を指導しようと思えばできるはずなのだが、絶対に息子には操縦を教えようとしない。昔、戦場に出て何度も死線をかいくぐってきたため、そんな経験をさせたくない様子。けれど正顕はまわりのひとたちから否いや応おうなしに父と母のミッテラント大戦における活躍を聞かされており、自然、自分もいつか飛空機に乗りたいと思うようになり、祖父の指導を仰あおいで、いまではひとりで複葉機の離発着までできるようになった。


    　裕ゆ美み子こも駆かけ寄ってきて、せがむ。


    「お兄ちゃん、あたしも飛空機に乗せてー」「いいよー」「ダメっ!!」「絶対ダメっ!!」「正顕、明日あしたは機き銃じゆうの撃ち方を教えてやろう」「父上、正顕に変なことを教えないでくださいっ!!」「機銃ついてませんから!!　いまの世の中には必要ないですから!!」


    　ぎゃあぎゃあとやかましく言い争いながらも、なんとか今日の引っ越しパーティーの準備は整い、あとは来客を待つばかりとなった。


    　花壇にも植木鉢にも色とりどりの花が咲き乱れていて、大人用デッキチェアと子ども用のスツールを芝しば生ふに並べ、大きなガーデンテーブルを庭の真ん中にどんと据すえ、バーベキューコンロに火を入れる。肉や野菜を傍かたわらに置いて、彼方かなたの空を見上げていると、ほどなくして中型飛空艇が一機、こちらを目指して高度を落としてきた。


    　手でひさしをつくって、清顕は微笑ほほえむ。


    「来たよ。ナイスタイミング」


    　シルヴァニア王国の公用機は可変ローターを轟とどろかせながら、新居の近くの草原に着地した。


    　イリアと一緒に出迎えに行くと、麦わら帽子のつばを押さえながら、お供も連れずにエリザベート・シルヴァニア……今日は私人だそうで、セシル・ハウアーが降りてきた。


    「久しぶり、アキちゃん、イリア。家、かわいくてステキ！」


    　戴たい冠かんしてすでに十六年以上が経たつセシルは、しかし昔と変わらない笑え顔がおで清顕たちと抱ほう擁ようを交わす。清顕も笑顔で、シルヴァニア王国を多島海の盟主へと導いた偉大な女王にくだけた礼を言う。


    「うれしいよセシル、忙しいのに……。執務は大丈夫？」


    「女王も休日くらいないと。今日は思いっきり羽を伸ばすからよろしくー」


    　メスス島の青空へ両手を突き上げ、セシルは笑顔でうーんと伸びをして、太陽をいっぱいに浴びる。そのあとにつづいて飛空艇から、バルタザールとかぐら、それから五人の子どもたちが歓声をあげて降りてきた。


    「こらっ、まず挨あい拶さつしなさい、挨拶!!」


    　かぐらが怒ると、長男メルキオール十三歳から三男カスパール三歳へ至る子どもの群れが「清きよ顕あきおじさん、イリアおばさん、こんにちは」とおぼしい内容の言葉をそれぞれの表現方式で伝えて、それからぐるりときびすを返して一斉に正まさ顕あきへ襲おそいかかった。逃げまどう正顕だが、バルタザールの子どもたちは統とう制せいの取れた動きで確実に獲え物ものを追い込んでいく。


    「クリスティーナ、右の退路を押さえろ!!」「はい!!」「遮しや蔽へい物ぶつを生かせ、シノヴィオス、お前は廃はい屋おくの裏手に回るんだ!!」「はっ!!」「やめてー」「とどめだデルフィーナ！」「えいっ」


    　きりりとした表情のメルキオールが矢継ぎ早に指示を出し、子どもたちは組織的連れん繫けいを以もつて暴れる正顕を捕らえると五歳の次女デルフィーナが平手打ちでとどめを刺し、バルタザールの前に連れてきた。


    「戦利品です、父上」「うむ、ご苦労」「ご苦労じゃないですよ。どういう教育ですか。あとぼくの家のこと、廃屋っていいませんでした？」


    　問いただすと、バルタザールはいまも変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらでつつましい中古の一戸建てを眺め、満足そうに口元を歪ゆがめた。


    「進歩したな、メルキオール」


    「どこにむかってですか。怒りましょうよ。ていうか遠方からわざわざありがとうございます」


    「女王の要請だから来てやった。たまには田舎いなかも悪くない。お前はそこに正座しろ」


    　ぶっきらぼうにそう言って、デッキチェアにどかりと腰を下ろし、戦利品の正顕を傍かたわらの芝しば生ふに正座させる。


    「おれがいいと言うまでそのままだ」「はい」「はい、じゃないよ。行きなさい正顕、バルタおじさんに従わなくていいから」


    　かぐらが遅れて庭へ入り、それからバルタザールの隣に腰を下ろして、はぁ、と一息つく。


    　かぐらの歩き方と椅い子すの座り方で、清顕は気づいた。


    「かぐらさん、もしかして……」「うん。六人目」「うわー……。おめでとうございます」


    　清顕は思わずバルタザールを見やる。バルタザールは清顕を睨にらみつけ、


    「なんだその目は」「え？　いえ、別に他意は」「その目はなんだ！」「ちらっと見ただけですよ！　なんでいきなり怒るんですか、おめでたい話じゃないですか」


    　しどろもどろで返事していると、イリアがパーティーの開始を告げた。


    「今日はみんなに会えて本当にうれしい！　わたしたちもこの島で明るく元気に暮らすから、気が向いたらいつでも遊びに来てください!!」


    　みんなで乾杯のグラスを打ち付けて、肉や野菜をコンロに並べ、にぎやかな子どもたちの笑い声を聞きながらわいわいがやがや、尽きせぬ話に花を咲かせる。


    　五人がそろうのは久しぶりだった。


    　バルタザール夫妻の経営する『パープルフラワー商会』は緻ち密みつかつ的確な市し場じよう分析と大だい胆たんな販売戦略を駆く使しして成長をつづけており、夫妻とも目の回る忙しさだ。社長バルタザールは近隣のライバル商店を次々と合併・買収して自みずからの傘さん下かに組み込むことから「フラワー業界のハエトリグサ」と呼ばれ同業者から忌いみ嫌われており、かぐらのため息は止まらない。


    「わたしは町の小さな花屋でいいと言っているのだけれど……」


    「最初に攻撃を仕掛けてきたのはむこうだ。やるからには徹底的にやらねばならん。もはや後戻りはない」


    「もうなんていうか、ねえ……。業界に敵しかいないんだよ……」


    　かぐらの苦く渋じゆうに満ちた台詞せりふに、清きよ顕あきとイリアも苦笑いを返すしかない。軍務を離れてもバルタザールは相変わらずだが、しかしなんだかんだいって大勢の子どもたちに囲まれ、幸せそうなかぐらだった。


    「セシル、結婚は？」


    　直球すぎるイリアの問いかけに、セシルは首を左右に振る。


    「王侯貴族のみなさんとのお見合い話は毎日来てるけど……。面倒で」


    「立場があるから大変だよねー。噂うわさのマニウスは？」


    「友達だってば。プレアデスが、いま多島海に来てるからおととい会ったけど、いつもどおりお酒飲んだだけ」


    「そうかー。お似合いだと思うけど……」


    　ウラノス王となったマニウスは、鮮あざやかな行政手しゆ腕わんを発揮して閉へい鎖さ的だったウラノスを開放路線へ転換した。天と地は通商条約を結んで交易を開始し、ウラノスは「移動できる」空中都市の利点を生かして大きな貿易黒字を生んでいる。生活圏そのものが移動するため輸送コストを抑えることができ、遠えん隔かく地ち貿易に強みを発揮するのだ。ウラノスは戦前よりも遙はるかに発展しており、地上との相互理解、文化交流は劇的に進んでいる。


    　王都プレアデスはちょくちょく多島海方面へやってきて、サントス島を中心に数か月間遊ゆう弋よくする。世間はマニウスとエリザベートの天地をつなぐ世紀のロマンスを期待しているが、本人同士は飲み友達の感覚らしい。


    



    



    　パーティー開始から二時間が経たっても、にぎやかさは増すばかりだった。正まさ顕あきと裕ゆ美み子こはバルタザールの五人の子どもと一緒に陣取りゲームに歓声をあげ、疲れも見せずにずっと駆かけ回っている。


    　するとそのとき、遠くから走ってくる原動機付自転車が目に入った。のどかな丘の起き伏ふくを越えて、草原の小こ径みちをゆっくりこちらへむかっている。


    　乗っているのが誰なのか、気づいた瞬間、清きよ顕あきの表情が曇る。


    「うわあ……。知らせてないんだけど。どうしたんだろ」


    　自転車から降りてきたのは、スーツすがたで眼鏡めがねをかけた四十代くらいの中年女性だった。イリアが出迎える。


    「こんにちは、歌うた国ぐにさん。突然ですね」


    「いきなり申し訳ありません。急な用件ができたもので」


    　秋あき津つ日報記者にして、現在は文芸出版局に勤務する歌国常磐ときわは挨あい拶さつもそこそこに清顕の面前で仁に王おう立だちする。かつてこのひとに何度もイリアとの関係を面白おかしく新聞記事にされたことがあるが、彼女はいまも変わらず清顕たちを題材にして大衆の目を引く本を出版することに余念がない。


    「二冊目はないですから。一冊だけって約束でしたし」


    　機先を制するためにきっぱり告げると、歌国の表情が厳しくなる。清顕の著書『誓せい約やく』は、歌国から執しつ拗ように依頼されて書いたものだ。もともと書くつもりはなかったが、あの手この手で説得され、ついに「ミオとライナの名誉回復のために」の一言を受けて重い腰を上げざるをえなくなった。本は内容に批判はあるが重版を重ねており、歌国としてはぜひ、二匹目のドジョウを狙ねらいたい様子。


    「そうおっしゃらず。企画をもってきましたので、ぜひ、先生に目を通していただきたくお邪魔しました」


    「先生じゃないですから。もう書くことありませんし」


    　つれなく答えると、歌国はこほんと咳せき払いをして、ぴしりと背筋を伸ばし、ショルダーバッグから企画書を引っ張り出す。


    「執筆の必要はありません。先生には座談会に参加していただくだけで、記事もわたしがやります。企画書、ひとめ見るだけでも」


    　清顕はため息をついた。だがわざわざこんな遠方まで訪ねてきたひとをつれなく追い返すわけにもいかず、仕方なく手に取る。タイトルはこうだった。


    『エリアドールの七人、大いに語る　～プレアデスの奇き蹟せき座談会』


    　ため息が洩もれた。後頭部を搔かきながら、歌国を遠い目で見やる。


    「なんですこれ？　誰と誰が会話するんですか」


    「エリアドールの七人で座談会を開催し、その内容を本にしようと、そういう企画です。絶対に売れます」


    　このひとは、もしかして、夢の世界に生きているのではないだろうか。清顕は呆あきれ声を禁じえない。


    「あのーー……。集まるって簡単におっしゃいますけど、いつどこに集まるんです？」


    　歌国は至し極ごく真ま面じ目めな表情で答える。


    「ここに、今日です。なのでぜひ、座談会の内容を録音させていただきたいと」


    　歌うた国ぐにはバッグから、小型の録音機械を取り出し、マイクを握る。清きよ顕あきはしばらく黙って歌国を見つめ、庭を振り返り、七人中五人しかここにはいないことを確認して、わざわざ指で数えて、歌国に示す。


    「ここにいるのは、セシル、バルタさん、かぐらさん、イリア、ぼく……合わせて五人、ですよね？　わかりますか？　数を数えることはできます？」


    　歌国の脳が正常に機能しているのか確認する意味を込めて、清顕は問うた。


    　そのとき──。


    　遙はるか彼方かなたの空から、ぱらぱらとしたローター音が届いた。


    　歌国は清顕を正面から見み据すえて、言葉を返す。


    「優秀なジャーナリストには卓たく越えつした行動力と取材力が求められます」


    　清顕は歌国の言葉を聞かず、空へ目を送った。旧式の小型飛空艇が一機、こちらへむかって高度を落としている。


    「座談会を実現するためには、行方ゆくえ不明となった二名を見つけ出し、説得すればよい。そして対象者への説得は、時間と根気をかければよい」


    　庭にいた大人たちが、接近してくる飛空艇に気づき、空を見上げた。歌国の言葉がローター音に紛まぎれる。


    「ですがわたしの優秀な取材力と行動力を以もつてしても、おふたりの足そく跡せきを追うことは困難を極めました……。二か月前にようやく、ミッテラント北方の離れ小島で生活するおふたりを発見し、説得に入りました。なかなかご了承いただくことは難しかったのですが、契けい機きとなったのは『誓せい約やく』です。おふたりとも先生の本をお読みになり、充分に先生のいまのお気持ちをお受け取りになっておられます」


    　飛空艇が、坂さか上がみ家けから二百メートルほど離れた平地に降り立つ。


    　草原に風が巻きおこる。


    　イリアが怪け訝げんそうにそちらを見やる。セシルが立ち上がる。かぐらもなにかを予感して振り返り、注視する。


    「しかしそれでも、おふたりは罪の意識から腰を上げようとはなさいませんでした。そこでわたしは説得の材料として、まことに僭せん越えつながら、先生にあとで叱しつ責せきを受けることも覚悟して、あなたがたが交わしたほうの『誓約』を持ち出しました。『坂上氏はあなたがたの名誉のために本を出版し、職を辞めざるをえなくなったというのに、あなたがたは坂上氏のためになにもなさらないのですか。たとえ敵味方に分かれようと我々は憎み合うことはない。友情は永遠だ……。その誓約をあなたがたも、坂上氏、いえ、五名全員に対して果たさなければならないのでは』と……。わたしのこの言葉が、おふたりに最終的な決断を促うながしました」


    　ローターが止まり、飛空艇のハッチがひらいた。


    　降り立ったのは、ふたりの男女だ。


    　彼らを遠目に見て、清きよ顕あきの髪が、逆立つ。


    「おふたりはあの誓ちかいを果たすために、今日ここへおいでになりました。友情がいまもつづいていることを、あなたがたにお伝えするために」


    　誰なのか、もう明らかだった。どんなに遠くに離れても、どんなに時間が経たっても、そんなもの、意味を為なさない。


    　あああ、と清顕は叫んだ。


    「数を数えることはできます。ここにいるのはあなたがた五名と、ミオ・セイラ。ライナ・ベック。……合わせてエリアドールの七人、ですよね？」


    　歌うた国ぐにの言葉を耳の端で聞いて、よくわからない叫び声が勝手に口こう腔こうから迸ほとばしっていた。歌国へむかい、感謝と叱しつ責せきを同時に浴びせるという器用な技を披露してから企画書を投げ捨て、清顕はふたりのもとへ走った。


    　傍かたわらでやりとりを聞いていたセシルも気づき、素すっ頓とん狂きような声をあげ、両手をあげて走る。


    　イリアとかぐらもその後ろから、大きな声でふたりの名前を呼びながら走る。


    　バルタザールは椅い子すから立ち上がり、ふたりを認め、にやりと笑う。


    　清顕はもはや、全力で走りながら叫び声をあげるしかなかった。


    　時間が消し飛ぶ。互いを隔へだてていたすべてが、いまこのとき消えてなくなる。


    　柔らかな風のなか、草の香りと夏の花か弁べんが吹き付けてくる。


    　色とりどりの花弁たちのむこう──ミオとライナが、清顕へ笑え顔がおをむけている。


    　清顕はためらいなく、ふたりを同時に抱きしめる。手と手がお互いの背に回り、そのぬくもりが、これが夢でないことを教えてくれる。


    「ミオ！　ライナ！　ああ、こんな、こんなことって！」


    　そんな言葉が何度も何度も繰り返し迸る。歓喜の輪に笑い泣きのセシルが加わる。イリアとかぐらも満面の笑顔をたたえ、両手を広げて飛び込んでくる。バルタザールはポケットに両手を突っ込んでちんたら歩きながら、輪に近づいてくる。


    　夏空の下、歓呼と涙と笑い声だけがメスス島の草原にいつまでも響いていた。


    　エリアドールの七人はひとかたまりになって、思う存分、笑い声をあげ、あふれてくる涙をお互いの袖そででぬぐいあった。


    　夢ではない、現実だった。


    　いまこの草原に、七人が一緒にいる。あのエリアドール飛空艇での敵中翔しよう破はから二十年が経ったけれども、誓いはまだそれぞれの胸に息づいていた。


    『たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない』


    『友情は永遠だ』


    　真夏の空へ、あの誓せい約やくが響いていた。七人はいつまでも言葉にならない言葉をかけあい、ただ笑い、ただ泣いた。いまここに共にいることを抱ほう擁ようで確かめながら、お互いの表情に通り過ぎた月日を思い、その奥の変わらないものを認め合って泣きながら笑った。


    



    



    　正まさ顕あきは草原にぽつんとひとりで佇たたずみ、不思議そうに、大人たちの様子を見ていた。


    　よっぽど大事な友達が来たらしく、七人の輪はいつまでも解きほぐれる様子がない。子どもを放り出して、すっかり大人だけで楽しんでいる。一度だけ、マイクを持った眼鏡めがねの女性が輪に近づいたが、ひとり冷静なバルタザールの号令一下、メルキオール率ひきいる子ども部隊が組織的行動で女性の録音機材を奪い取り、見事なパス交換で女性を翻ほん弄ろうした。眼鏡の女性は現在、砂浜にひとり座り込んで膝ひざを抱え遠くを見ている。


    　すると──。


    　正顕は間近に視線を感じた。


    　真っ白いブラウスに赤いスカートを合わせた女の子が、こちらをじぃーーっと見つめていた。


    　目が合った瞬間、どきん、と胸が大きく弾はずんだ。


    　真っ白な肌はだ、翡ひ翠すい色の瞳ひとみ、白いヘアバンド。肩くらいに届くほどの金髪は、毛先がくるりと上に跳ね、陽光を空へ弾はじくかのよう。


    　少女はいきなり、口をひらいた。


    「あんた、あたしの友達にしてあげる」


    　正顕は反応できない。「へ？」とだけ答える。


    「今日からあんた、あたしの友達だから。下げ僕ぼくのほうがいいならそれでもいいけど、いきなり下僕はかわいそうかな、って」


    　なんなんだ、この子。


    「え、えぇっと……きみ、誰？」


    「ひとに名前を聞く前に、自分が名乗りなさいよ」


    　めちゃくちゃ自分勝手だ。やや気け圧おされながら、正顕は名乗る。


    「坂さか上がみ正顕……。十二歳。……きみは？」


    　問うと、少女はふんぞり返った。


    「フィオ・ベロア」


    　翡翠色の瞳に正顕を映し、居い丈たけ高だかな言葉をつづける。


    「十歳。あんた、あたしの下僕に決めたから」


    　フィオという少女はそう言って、両手を腰に当ててふんぞり返る。あまりお近づきにならないほうがよいタイプではないかと思ったが、正顕の心臓はなぜかどきどきがやまない。


    　知らない子なのに、知っている。どこかで会ったことがある。この子ともっと仲良くなりたい、この子のことをもっと知りたい……。そんなふうに正顕の心の奥がさえずって、鳴りやまない。


    「それで？　どうやってあたしを楽しませようっていうの？」


    　言っていることが無茶苦茶なのだが、正まさ顕あきは素直に考え込んで、それから顔を上げた。


    「飛空機……一緒に乗る？　空飛ぶの、楽しいよ」


    　その提案を受けて、フィオは、ふふーんと満足そうにふんぞり返った。


    



    



    　車座になって草原に腰を下ろし、飲み物や食べ物を輪の中心にたっぷり積み上げて、尽きせぬ話に興じていた清きよ顕あきの耳に、聞き慣れたエンジンの駆く動どう音おんが聞こえた。


    　立ち上がり、砂浜の近くに駐機している自家用複葉機を遠望した。目を凝こらせば、搭乗席に正顕が座り、見知らぬ少女の手を引いて、いままさにお姫さま抱っこしたところだった。


    　また厚底靴を履いて、複葉機を操縦しようとしている。それに気づき清顕は怒鳴った。


    「こらーーっ!!　勝手に操縦しちゃダメだ、正顕──っ!!」


    　しかし正顕は怒声を無視して離陸滑走に入った。清顕の傍かたわら、ミオが立ち上がって驚く。


    「フィオっ!?　こらっ、なにしてんの、危ないでしょう!?」


    「え、あれ、きみんとこの娘!?」


    「ちょちょちょ、ちょっと待って、やめて飛ばないで！」


    　清顕とミオは焦あせりながら、ふたり並んで複葉機のあとを追って草原を駆かける。


    　しかし正顕はフィオをお姫さま抱っこしたまま、親の制止など気にも留めずに加速して、ふわりと空へ浮いてしまった。


    「あああっ!?　こらーー、正顕──っ!!　今日、晩ご飯抜きだぞーーっ!!」


    　高度を上げていく複葉機のお尻しりへ、清顕は片腕を振り上げて怒声を放つが、返ってきたのは遠ざかるプロペラ音だけだ。


    「あああ……。行っちゃった……」


    　空へ吸い込まれていく複葉機を見送って、ミオはぺたんと砂浜へ座り込んでしまう。


    　彼方かなた、水平線に大きな入道雲が出ていた。複葉機はその雲へと近づいていく。


    「飛空機はダメだって言ってるんだけど……聞かなくって」


    　清顕は肩をすくめて、ミオを見下ろした。


    　ミオは困ったように眉まゆ根ねを寄せて清顕を見上げ、


    「……おたくのお子さん、手、早すぎない？」


    　清顕は返答に詰まり、謝るしかない。出会ったばかりの少女を乗せて空に飛び立つなんて、そんな積極性が正顕にあるとは思ってもいなかった。


    「……ごめん。……しつけが行き届かなくて、うん……」


    　ミオは砂浜へへたりこんだまま彼方の空を見つめ、それから清顕を見上げて、呆あきれ声を投げる。


    「……誰に似たのかな」


    　清きよ顕あきも口をへの字に曲げるしかない。そういえば子どものころ、まさにこの島で、泣き叫ぶミオを複葉機に乗せて飛び立ったことがあった。


    「……心当たりがないけど」


    　清顕はミオへ片手を差し伸べた。


    「……あんただよ」


    　その手を握って立ち上がり、ミオは腰の砂を払った。


    　ふたりの目が合った。くすっ、と同時に吹き出した。


    　それから明るい笑い声が、空へ吸い込まれた。


    　夏空を見上げ、清顕とミオはふたり並んで屈くつ託たくなく笑っていた。心ここ地ちよい潮風と足下を洗うさざ波が、ふたりの声に伴奏していた。まるでずっと前から同じ毎日を過ごしてきたふたりのように、清顕とミオは波打ち際で笑いあっていた。


    



    



    　高度三百メートル。


    　胸をどきどきさせながら、正まさ顕あきは操縦桿かんを握っていた。胸の前で抱っこする体勢のフィオが不安そうに言葉を投げてくる。


    「大丈夫なの？　墜おちないよね？」


    「大丈夫、おじいちゃんと何度も練習してるから、うん……」


    　答えるといきなり、目の前に大きな綿雲があった。


    「うわっ」「きゃあっ」


    　ぶわっ、と音を立てて雲のなかへ突っ込んだ。まわりは真っ白でなにも見えない。


    「濡ぬれちゃうー」「我慢して、すぐ出るから……」


    　正顕は怖いのをこらえて、操縦桿を握りつづけた。おじいちゃんは言っていた。雲に入っても焦あせらず姿勢を保て。水平儀をよく見て、翼が水平を保っていることを確認しろ……。


    「なにこれ、なんにも見えないよー」


    　フィオが泣きそうな声を出す。正顕はフィオを安心させようと、ことさら平気なふりをする。


    「大丈夫。ぼくに任せて」「ふえーん」「平気だから……ほらっ」


    　いきなり、ふたりの周囲へ光が降り注いだ。視界が青に埋もれる。


    「わあ、きれい！」


    　フィオの表情が晴れる。遙はるかな足下、コバルトブルーの海原を、緑の島々が思い思いのかたちでくりぬいていた。透明な[image: ]さん瑚ご礁しようが島の縁を取り囲んでいて、隊列を組んだイルカたちが、白い航跡をいくつも海へ曳ひいていた。


    　ふたりの目の前には、夏空があった。


    　大きな入道雲が、ずうんと音を立てそうなほど近くまで迫ってきていて、見上げなければ雲の頂が見えなかった。恐ろしくなるほど深みをたたえた青が、もこもこした雲の地じ肌はだのむこうにどこまでも広がっていた。


    　きれいだけど、怖かった。ふたりの知らない厳しさや無慈悲さが、深すぎる青と大きすぎる雲から伝わってきていた。


    　風が強く吹いてきた。遮風板がびりびりと音を立てた。フィオは思わず、正まさ顕あきの首のうしろに手を回した。


    「怖い？　戻ろうか？」


    　正顕は尋ねた。フィオはムッと口を引き結んで、


    「怖くないよ！　あ、あんたが一緒だから……」


    　顔を真っ赤かにしてそんなことを言う。正顕はうれしくて、にっこり笑った。


    「うん、ぼくも！　不思議だなあ。きみと一緒だと、怖くない！」


    　正直な気持ちが言葉になった。


    　フィオはまた正顕にすがりついて、雲の峰と、そのむこうの青を見やった。


    　本当はまだ少し怖いけど、でも、わくわくする。


    　あの雲のむこうには、なにがあるんだろう。この青の彼方かなたには、なにかとても素敵なものが待っている予感がする。勇気をもって翼を広げたら、その素敵なものが手に入るかもしれない。どきどきやわくわくを、もっと感じることができるかもしれない。


    「飛びなさい！　あ、うん……ていうか……飛ぶぞ！　ふたりで！」


    　フィオはなんだかよくわからない調子で、片手を上げてガッツポーズする。変な子だなあ、と思いながら、正顕もガッツポーズしてフィオの言葉を復唱した。


    「飛ぶぞ、おう！」


    「おう！　どこまでも！」


    　そしてふたり、顔を見合わせてけらけら笑った。


    



    　正顕はスロットルをひらいた。この子と一緒なら、どこまでも行ける。どこまでも飛べる。根こん拠きよもないそんな予感が、胸をわくわくさせる。


    　勇気が湧わいてくる。ぼくはもっと強くなれる。いまよりずっと高く飛べる。押し寄せる雲を越えて、この空のもっとむこうへ。無限の青の奥の奥の奥からぼくを招く、偉大ななにかの正体をつかみに。


    　フィオとふたりで未知の冒険へ。胸の高鳴りが止まらない。なにがあってもくじけないよ、フィオと一緒ならきっと、乗り越えていける。


    



    　プロペラが高くいななき、複葉機は高度を上げていった。子どもたちは手と手を握り、けがれない笑え顔がおを空へむけて、勇気の翼を風に託した。無限の夏空は子どもたちを受け入れ、水と風と光たちはふたりの周囲で祝福の舞を舞った。


    



    　翼はやがて青へ埋もれ、清らかな歌だけが空に響いた。この世界のはじまりから終わりまで鳴りやむことを知らない、千万無量の命たちの歌だった。生きとし生けるあらゆるものを抱きしめて、いつまでもいつまでも、夏空は勇気と希望の歌を歌っていた。


    



    



    
      （了）
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      ご愛読ありがとうございました　　犬村小六／森沢晴行
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